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令和４年第１回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ２月２４日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ２月２４日 

          午前１０時００分 

１．散     会 令和４年 ２月２４日 

          午後 ２時４５分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   １３番  井 関 陽 一 

１．会議録署名議員 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

 



 

- 2 - 

 

      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （６番 中村一雅、７番 河野清一） 

 ２ 会期の決定 

  （２月２４日～３月１７日 ２２日間） 

 ３ 議案第 ２号 ＣＡＴＶ整備事業 野村サ

ブセンター整備工事変更請

負契約について 

 ４ 議案第１４号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１１号) 

 ５ 議案第１５号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

３号) 

   議案第１６号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１７号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第３号) 

議案第１８号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１９号 令和３年度西予市水道事業

会計補正予算(第１号) 

   議案第２０号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計補正予算(第１号) 

   議案第２１号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計補正予算(第１

号) 

   議案第２２号 令和３年度西予市病院事業

会計補正予算(第３号) 

   議案第２３号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算(第１号) 

 ６ 議案第５４号 野村中学校外壁改修工事請

負契約について 

 ７ 議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

   議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

 ８ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

 ９ 議案第３５号 西予市農業委員会委員の任
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命について 

議案第３６号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３７号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３８号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３９号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４０号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４１号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４２号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４３号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４４号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４５号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４６号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４７号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４８号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４９号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５０号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５１号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５２号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５３号 西予市農業委員会委員の任

命について 

１０ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ４号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ５号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ６号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ７号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ８号 人権擁護委員候補者の推薦

について 
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本日の会議に付した事件 

 １ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 議案第 ２号 ＣＡＴＶ整備事業 野村サ

ブセンター整備工事変更請

負契約について 

 ４ 議案第１４号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１１号) 

 ５ 議案第１５号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

３号) 

   議案第１６号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１７号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第３号) 

議案第１８号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１９号 令和３年度西予市水道事業

会計補正予算(第１号) 

   議案第２０号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計補正予算(第１号) 

   議案第２１号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計補正予算(第１

号) 

   議案第２２号 令和３年度西予市病院事業

会計補正予算(第３号) 

   議案第２３号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算(第１号) 

 ６ 議案第５４号 野村中学校外壁改修工事請

負契約について 

 ７ 議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

   議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

 ８ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

 ９ 議案第３５号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３６号 西予市農業委員会委員の任
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命について 

議案第３７号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３８号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第３９号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４０号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４１号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４２号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４３号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４４号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４５号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４６号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４７号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４８号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第４９号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５０号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５１号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５２号 西予市農業委員会委員の任

命について 

議案第５３号 西予市農業委員会委員の任

命について 

１０ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ４号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ５号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ６号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ７号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ８号 人権擁護委員候補者の推薦

について 
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  開会 午前10時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

ただいまの出席議員は 17 名であります。 

これより令和４年第１回西予市議会定例会を開

会いたします。 

管家市長より今定例会招集の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

令和４年第１回西予市議会定例会の開会に当た

り、一言御挨拶を申し上げます。 

ここ数日は寒さが厳しく感じておりますが、今

年の冬は比較的穏やかであったと思います。少し

ずつ春の気配も感じられるようになっており、春

の訪れが待ち遠しい季節となりました。 

北京冬季オリンピックが 20 日に 17 日間の日程

を終え閉幕いたしました。世界中から 91 の国・

地域の選手約 3,000 人が参加し、連日すばらしい

演技や活躍に目を奪われ、日本も過去最多のメダ

ル 18 個を獲得し、応援に熱が入ったところであ

ります。 

今回の北京オリンピックでは、開会式及び閉会

式の日本選手団の旗手を愛媛県在住の郷亜里砂選

手が務められており、その姿に同じ県民として誇

らしく感じました。各選手全てが、長年にわたり

厳しいトレーニングを続けてきた成果を、オリン

ピックという特別な舞台で発揮しようと全力で競

技に臨む姿に大きな感動と勇気を与えていただき

ました。 

コロナ禍ということでいつもとは異なる雰囲気

もありましたが、冬のスポーツの魅力を存分に味

わうことができました。 

選手の皆さんはもとより、選手を支えた家族、

スタッフの方々に敬意を表するとともに、今後の

さらなる活躍を期待いたします。 

さて、新型コロナウイルス感染症オミクロン株

による感染第６波につきましては、全国各所で驚

異的なスピードで感染が拡大しました。 

愛媛県下におきましても、年明けから急激に感

染者数が増加し、一時は１日の感染者数が 300 人

を超える日も発生しました。西予市内におきまし

ても連日のように感染者が確認されております。 

全体的には、ようやくピークは越えたと見られ

ますが、依然として高い水準で感染者の確認が続

いており、今後も、うがい、手洗い、換気の徹底

や不織布マスクの着用、密を避けるなど、最大限

の警戒と感染予防対策を行っていく必要がありま

す。 

一人ひとりが気をつけながら、感染回避行動を

とっていただきますようお願いをいたします。 

そうした中、新型コロナワクチンの３回目の追

加接種が進んでおります。 

当市におきましては、２月中に 65 歳以上の高

齢者の方で希望される方への接種は完了したいと

考えております。２月 22 日現在で 8,089 名の方

の接種が完了しており、今後も順次、対象年齢階

層を広げる予定であります。 

市民の皆様におかれましては、接種券が届きま

したら、できるだけ速やかに追加接種の手続をと

られるようお願いをいたします。 

また、その際には、１回目、２回目と異なるワ

クチン接種をする交互接種についても御検討いた

だきますよう重ねてお願いいたします。 

去る１月 28 日に日本ジオパーク委員会から、

四国西予ジオパークの二度目の再認定をいただき

ました。 

再認定に向けて御尽力いただきました関係各位、

また、地域の皆様に対して心から厚く感謝申し上

げます。 

今回の再認定の審査に当たっては、平成 30 年

７月豪雨災害を機に取り組んできた防災教育プロ

グラムの展開、ジオパーク推進協議会の４つの部

会における住民が主体となった活動、さらに、市

役所内部の人的連携体制についても評価をいただ

きました。 

また、４月オープンに向けて準備を進めており

ます四国西予ジオミュージアムにつきましても、

観光客目線に立った四国西予ジオパークに関する

情報発信力の強化や地域経済活動の活性化への期

待を含め、評価をいただいたところであります。 

新型コロナによる影響がどの程度長引くのか現

時点では全く不透明でありますが、アフターコロ

ナを見据えたジオツーリズムの情報発信拠点とし

て、また、関連する産業分野の振興につながる拠

点施設として、産・学・官及び地域の皆様と連携
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し、ジオミュージアムを有効に活用してまいりた

いと考えております。 

今後とも、さらにレベルアップする四国西予ジ

オパークの活動につきまして、御理解と御協力を

お願いいたします。 

さて、本定例会でございますが、議員の皆様か

らの一般質問をお受けするとともに、市政にとり

まして新年度予算を御審議いただく非常に重要な

議会であります。 

令和４年度の市政に対する私の所信の一端を申

し上げるとともに、変更契約２件、財産譲渡１件、

条例改正８件、令和３年度補正予算 10 件、令和

４年度当初予算 11 件、農業委員会委員の任命及

び人権擁護委員候補者の推薦など、合計 62 件に

上る多くの案件を上程し、御審議をお願い申し上

げるものでございます。 

議案等の提案理由につきましては、上程の際に

御説明申し上げますので、何とぞ慎重に御審議い

ただき、御決定、御同意賜りますようお願い申し

上げまして、招集の挨拶といたします。 

○佐藤議長 

次に、前定例会以降における諸般の報告はお手

元に配信のとおりでありますのでお目通し願いま

す。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行い

ます。 

今回の会議録署名議員に６番中村一雅君、７番

河野清一君の両名を指名いたします。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

次に、日程第２、会期の決定を議題といたしま

す。 

お諮りいたします。 

今回の会期は、本日から３月 17 日までの 22 日

間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、今回の会期は、

本日から３月 17 日までの 22 日間と決定いたしま

した。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議案第２号「ＣＡＴＶ整備事

業 野村サブセンター整備工事変更請負契約につ

いて」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

 〔下澤政策企画部長登壇〕 

○下澤政策企画部長 

議案第２号「ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセン

ター整備工事変更請負契約について」提案理由の

御説明を申し上げます。 

本工事は、野村サブセンターの放送・通信機器

を整備・更新するため、令和３年第４回定例会に

おいて議決いただき、請負金額 1 億 7451 万

5000 円で三德電機株式会社と契約を締結し、令

和４年６月 30 日の完成に向け工事を進めている

ところでございます。 

このたび、工事の進捗におきまして、機器の選

定、工事箇所の機器設置、撤去箇所の確認及び補

修作業など詳細について精査したところ、追加の

機器及び工事が必要となったことから、工事請負

費 275 万 9000 円を増額し、請負金額を 1 億

7727 万 4000 円とする工事変更請負仮契約を去る

令和４年２月９日に三德電機株式会社代表取締役

木下裕介氏と締結しましたので、議会の議決を求

めるものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第２号につ

いては総務常任委員会へ付託いたします。 

 （日程４） 
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○佐藤議長 

次に、日程第４、議案第 14 号「令和３年度西

予市一般会計補正予算（第 11 号）」を議題とい

たします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 11 号）」について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

今回の補正予算案でございますが、国の補正予

算に対応した事業のほか、事業完了見込み等によ

る事業費及び財源の調整、感染拡大を受けて、事

業中止・延期となった事業の減額を行うものであ

ります。 

まず、国の補正予算では、畜産・酪農収益力強

化整備等特別対策事業として、クラスター協議会

への補助金を計上し、また、学校保健特別対策事

業として、小・中学校における感染症対策に要す

る経費を計上しております。 

事業費の調整といたしまして、増額となる主な

ものは、マイナンバーカードの普及促進事業、障

害者総合支援給付事業などであります。 

一方、事業費が減額となる主な事業は、ＣＡＴ

Ｖ整備事業、ジオパーク拠点施設整備事業、防災

行政無線デジタル整備事業であります。 

これらによりまして、既決いただいております

歳入歳出予算からそれぞれ 1 億 2294 万 5000 円を

減額して、歳入歳出予算の総額を 338 億 7464 万

5000 円と定めるものであります。 

また、継続費では、野村支所庁舎建設事業のほ

か５件の変更と、債務負担行為では、四国西予ジ

オミュージアム落成式及び広告業務委託の追加、

地方債では限度額の変更を行うものであります。 

以上、概要を説明いたしましたが、詳細な点に

つきましては担当課長から補足説明をさせますの

で、よろしく御審議の上、御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮財政課長。 

 〔宇都宮財政課長登壇〕 

○宇都宮財政課長 

それでは、予算書に沿って、まず歳出から補足

説明を申し上げます。 

予算書の 28 ページをお開き願います。 

2 款総務費、8 項 1 目地域振興費、地域づくり

活動センター推進事業でありますが、大野ヶ原地

域づくり活動センター整備にかかる設計委託料

97 万 9000 円を新規に計上するほか、コロナ禍に

より事業中止のため不要となる旅費 102 万

6000 円を減額するものであります。センターは、

大野ヶ原集会所横に整備予定であり、積雪による

工事期間を考慮し、先行して設計委託料を計上し、

整備費は令和４年度予算に計上するものでありま

す。 

43 ページをお開き願います。 

6 款農林水産業費、1 項 4 目畜産業費、畜産・

酪農収益力強化整備等特別対策事業でありますが、

国の補正予算の施策に即応して、南予地域養鶏ク

ラスター協議会が事業実施主体で行います施設整

備に要する経費に対しての補助金 4 億 6630 万

4000 円を計上するものであります。財源として

県補助金を充てています。 

46 ページをお開き願います。 

3 項水産業費、2 目水産業振興費、漁協関係各

種補助金事業でありますが、真珠養殖業者の経営

継続を支援するため、真珠養殖経営緊急対策事業

補助金 550 万円を計上するほか、漁業新規就業者

等支援事業補助金を実績見込みにより 96 万円減

額するものであります。 

54 ページをお開き願います。 

10 款教育費、1 項 8 目教育振興事業費、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業（教育総務費）

1633 万 9000 円でありますが、国の補正予算の施

策に即応して、児童生徒の安心安全な学習環境を

確保しつつ教育活動を着実に継続するため、学び

の保障と学校の感染症対策に要する経費を計上す

るものであります。財源として国庫補助金を充て

ています。 

64 ページをお開き願います。 

13 款諸支出金、2項 1目基金費、減債基金事業

4 億 5831 万 4000 円でありますが、国の補正予算

において、令和３年度に限りまして、臨時財政対

策債償還基金費が創設され、普通交付税が再算定
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されたこと及び市債の償還に必要な財源を確保す

るために積立てを行うものであります。公共施設

整備基金事業 1 億 5000 万円でありますが、現在

策定中であります公共施設個別施設計画に基づい

て行います施設の長寿命化及び地域づくり活動セ

ンター移行に伴う施設の整備等に必要な財源を確

保するために積立てを行うものであります。 

次に、主な歳入につきまして御説明を申し上げ

ます。 

予算書は前に戻っていただきまして、12 ペー

ジをお開き願います。 

10 款地方交付税、1 項 1 目地方交付税 3 億

5293 万 2000 円でありますが、国の補正予算にお

いて国税収入が増額されたことにより、普通交付

税の再算定が行われ、当初算定額との差額を増額

するものであります。 

17 ページをお開き願います。 

18 款繰入金、2 項基金繰入金でありますが、財

政調整基金繰入金 2億 6157 万 2000 円の減額のほ

か、14 の基金において事業費の実績見込み等に

より、基金繰入金を総額 4億 2299 万 1000 円減額

するものであります。 

このほか歳入におきましては、歳出における各

事業の実績見込み等により、特定財源としての

国・県支出金や地方債等の調整を行うものであり

ます。また、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金を財源とした事業につきましては、

実績見込み等により、今回財源の調整を行ってお

ります。 

次に、予算書は前に戻っていただきまして、７

ページをお開き願います。 

継続費の補正といたしましては、野村支所庁舎

建設事業のほか、５件の事業において入札結果並

びに事業費の確定により総額と年割額を変更する

ものでございます。 

８ページをお開き願います。 

債務負担行為の補正といたしましては、四国西

予ジオミュージアムの落成式及び広告業務委託と

して 123 万 1000 円の限度額を設定するものであ

ります。 

９ページをお開き願います。 

地方債の補正といたしましては、事業費の実績

見込み等により 2 億 5430 万円を減額して、総額

で地方債の限度額を 42 億 179 万円とするもので

あります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 14 号に

ついては関係各常任委員会へそれぞれ付託いたし

ます。 

 （日程５） 

○佐藤議長 

次に、日程第５、議案第 15 号「令和３年度西

予市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」

から議案第 23 号「令和３年度西予市野村介護老

人保健施設事業会計補正予算（第１号）」までの

９件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長兼福祉事務所長。 

 〔藤井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 15 号「令和３年度西予市国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）」について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

まず、事業勘定予算から御説明申し上げます。 

今回の補正の主な内容につきましては、令和３

年度国民健康保険保険基盤安定負担金の額が確定

したこと等により、一般会計繰入金を減額すると

ともに、財政調整基金積立金事業を増額調整する

ものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算にそれぞれ 648 万 1000 円を増額し、

事業勘定歳入歳出予算の総額を 50 億 7337 万

1000 円と定めるものであります。 

次に、診療施設勘定予算について御説明申し上

げます。 

今回の補正は、各診療所における診療収入の実

績見込みによるもののほか、年度末精算による不

用額の調整等を行うものであります。 
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これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算からそれぞれ 670 万円を減額し、診療

施設勘定歳入歳出予算の総額を 1 億 4423 万

3000 円と定めるものであります。 

続きまして、議案第 16 号「令和３年度西予市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」に

ついて、提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正は、後期高齢者医療広域連合納付金

の確定による負担金の減額並びに実績見込みに伴

う保険料の増額と年度末精算に当たり不用額を減

額調整するものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算からそれぞれ 1034 万 2000 円を減額し、

歳入歳出予算の総額を 6億 9307 万 4000 円と定め

るものであります。 

続きまして、議案第 17 号「令和３年度西予市

介護保険特別会計補正予算（第３号）」について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正は、介護給付費国庫負担金等につい

て交付予定額を調整することに伴い、介護給付費

準備基金繰入金を増額するほか、実績見込みに伴

う介護サービス給付費等の減額を行うものでござ

います。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算からそれぞれ 4608 万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を 62 億 9661 万 6000 円と定め

るものでございます。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第 18 号「令和３年度西予市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第２号）」について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正は、事業費の年度末精算に当たり不

用額の減額及び財源の調整等が主なものでありま

す。 

これによりまして、歳入歳出予算をそれぞれ

1860 万円減額し、歳入歳出予算の総額を 3 億

3622 万 7000 円と定めるものであります。 

あわせまして、永長、神野久、田之筋、中川、

石城、多田及び明間浄化センター中継ポンプ施設

維持管理業務における令和４年度の債務負担行為

を設定するものであります。引き続き、令和４年

４月１日から業務を実施する必要があることから、

今年度内に該当業務の受託業者決定等の事務を進

める必要があるため、第２表のとおり債務負担行

為を設定するものであります。なお、本事業に関

しましては、２年間の長期継続契約を予定してお

ります。 

続きまして、議案第 19 号「令和３年度西予市

水道事業会計補正予算（第１号）」について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正の主なものは、決算見込みに基づく

業務量の補正と収益的収入の減額及び事業費用を

増額するほか、資本的収支を減額するものでござ

います。 

第３条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、収益的収入を 3126 万 3000 円減額し、総額

を 7億 1478 万 5000 円とし、収益的支出を 990 万

4000 円増額し、総額を 7 億 3288 万 2000 円とい

たしております。 

第４条の資本的収入及び支出の補正につきまし

ては、資本的収入のうち負担金を 27 万 8000 円増

額し、企業債を 2000 万円、補助金を 4817 万

8000 円それぞれ減額して、総額を 5202 万

2000 円とし、資本的支出につきましては、建設

改良費 8981 万 6000 円を減額し、総額を 2 億

8379 万 1000 円といたしております。 

第５条の企業債の補正につきましては、当年度

の事業に対し、企業債の借入れを行わないことと

したため廃止するものであります。 

そのほか、第６条の議会の議決を経なければ流

用することのできない経費及び第７条の他会計か

らの補助金についても補正を行っております。 

続きまして、議案第 20 号「令和３年度西予市

簡易水道事業会計補正予算（第１号）」について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正の主なものは、決算見込みに基づく

業務量の補正と収益的収支及び資本的収支を減額

するものでございます。 

第３条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、収益的収入を 84 万円減額し、総額を 1 億

3229 万 6000 円とし、収益的支出を 351 万円減額

して、総額を 1 億 4917 万 8000 円といたしており
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ます。 

第４条の資本的収入及び支出の補正につきまし

ては、資本的収入のうち補助金を 20 万円減額し、

総額を 913 万 3000 円とし、資本的支出につきま

しては、建設改良費 200 万円を減額し、総額を

1564 万 4000 円といたしております。 

そのほか、第５条の議会の議決を経なければ流

用することのできない経費及び第６条の他会計か

らの補助金についても補正を行っております。 

続きまして、議案第 21 号「令和３年度西予市

公共下水道事業会計補正予算（第１号）」につい

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正は、決算見込みに基づく業務量の補

正と不用額等の調整が主なものであります。 

第３条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、営業収入を 539 万 2000 円増額し、営業外

収益を 438 万 3000 円減額し、総額を 4億 9782 万

6000 円といたしております。支出につきまして

は、営業費用を 1135 万円減額して、総額を 4 億

7048 万円といたしております。 

第４条の資本的収入及び支出の補正につきまし

ては、補助金を 1569 万 7000 円減額し、分担金及

び負担金を 470 万円増額して、資本的収入の総額

を 3億 7692 万 8000 円とし、資本的支出につきま

しては、建設改良費 1569 万 7000 円を減額して、

総額を 4億 435 万 7000 円といたしております。 

また、今回の補正に伴いまして、債務負担行為

の設定、議会の議決を経なければ流用することの

できない経費及び他会計からの補助金についても

補正を行っております。 

以上４議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山岡医療介護部長。 

 〔山岡医療介護部長登壇〕 

○山岡医療介護部長 

議案第 22 号「令和３年度西予市病院事業会計

補正予算（第３号）」について、提案理由の御説

明を申し上げます。 

今回の補正の主なものは、新型コロナウイルス

感染症対策にかかる補助金の補正及び令和３年度

の決算見込みに基づく業務量の補正と、それに伴

う医業収支等の調整を行うものでございます。 

第２条の業務の予定量では、入院及び外来の年

間患者数の変更及び、主な建設改良事業の減額を

行うものでございます。 

第３条の収益的収入及び支出につきましては、

診療報酬等の実績見込みにより、収入におきまし

て、医業収益を 1億 3770 万 7000 円減額し、医業

外収益では 5453 万 6000 円、特別利益では 979 万

円それぞれ増額とし、総額を 41 億 7128 万

7000 円といたしております。 

支出につきましては、給与費及び減価償却費な

どの調整により、医業費用を 1 億 6636 万円減額

し、医業外費用では 7万円、特別損失では 194 万

円それぞれ増額とし、総額を 44 億 5198 万

1000 円といたしております。 

第４条の資本的収入及び支出につきましては、

奨学資金の貸付及び医療機器の購入実績によりま

して、資本的収入額を 1590 万円減額して、総額

を 3 億 6116 万 1000 円とし、資本的支出額では

1160 万円減額し、総額を 5 億 825 万 8000 円とい

たしております。 

第５条では、医療機器購入に伴う企業債の限度

額を改めてございます。 

そのほか、第６条では、議会の議決を経なけれ

ば流用することのできない経費を表のとおり改め、

第７条では、一般会計から受ける補助金の額を表

のとおり改めてございます。 

続きまして、議案第 23 号「令和３年度西予市

野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第１

号）」について、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

今回の補正は、決算見込みによる業務の予定量

と収益的収入及び支出を補正するものであります。 

第３条の収益的収入及び支出の補正につきまし

ては、施設事業収益を 54 万 2000 円増額し、収入

の総額を 5 億 7522 万 6000 円とし、施設事業費用

を 220 万 9000 円減額し、支出の総額を 6 億

1726 万 4000 円とするものであります。 

また、第４条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の補正につきましては、職

員給与費の実績見込みにより 64 万 2000 円減額し、

4 億 4070 万 8000 円とするものであります。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 
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理事者の説明は終わりました。 

これより本案９件に対する一括質疑を行います。

なお、質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 15 号か

ら議案第 17 号まで、議案第 22 号及び議案第

23 号の５件は厚生常任委員会へ、議案第 18 号か

ら議案第 21 号までの４件は産業建設常任委員会

へそれぞれ付託いたします。 

 （日程６） 

○佐藤議長 

次に、日程第６、議案第 54 号「野村中学校外

壁改修工事請負契約について」を議題といたしま

す。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

 〔宇都宮教育部長登壇〕 

○宇都宮教育部長 

議案第 54 号「野村中学校外壁改修工事請負契

約について」提案理由の御説明を申し上げます。 

野村中学校では、校舎の老朽化が顕著となり、

外壁に損傷が確認されたため、外壁の劣化調査を

実施したところ、管理棟、普通教室棟、特別教室

棟、渡り廊下棟のいずれにも広範囲に劣化が進ん

でいることが判明しました。安全安心な学校生活

を保障する観点から早急な改修が必要であるため、

校舎外壁の全面改修及び雨水の浸透を防止するた

めの屋上の一部防水・塗装改修を行うものでござ

います。 

本工事につきましては、去る２月 22 日、電子

入札による事前審査型一般競争入札の開札を行い、

株式会社だいわ、代表取締役和氣恵次氏と工事請

負金額 1億 5785 万円で、２月 22 日に工事請負仮

契約を締結いたしましたので、議会の議決を求め

るものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 54 号に

ついては総務常任委員会へ付託いたします。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10 時 48 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 00 分） 

 （日程７） 

○佐藤議長 

次に、日程第７、議案第 24 号「令和４年度西

予市一般会計予算」から議案第 34 号「令和４年

度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算」ま

での 11 件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」

についての説明に当たり、令和４年度における市

政運営の所信並びに一般会計予算の概要を申し上

げます。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症が昨

年度に引き続き変異を繰り返しながら猛威を振る

い、県内においても、８月以降の感染拡大を受け

て、まん延防止等重点措置が適用される事態とな

りました。 

こうした中、本市では、国、県と連携して速や

かに市民の皆様への支援を講じるために数次の補

正予算を編成して、感染拡大の防止、感染拡大に

よって低迷した市内経済を活性化させる取組を進

めてまいりました。 

本年に入ってからオミクロン株の感染者が増加

し、終息の兆しが見えない状況が続いております

ことを踏まえまして、令和４年度当初予算におい

て、ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた支

援策を講じることとしております。 

平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興及び

防災・減災対策に向けて各種事業を推進してまい
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りました。最近も日向灘を震源とする地震が発生

し、本市でも最大震度４を観測いたしました。今

後発生が予測される南海トラフ巨大地震に備え、

市民の皆様の命と財産を守る対策及び事前復興計

画の策定に取り組んでまいります。 

地域づくり活動センター設置に向けて、市内

27 地区で市政懇談会を開催し、推進計画案の説

明を行い、様々な御意見をいただく中で、新たな

諸課題も見えてまいりました。それらの諸課題を

解決していくためには、市民の皆様と共に歩み、

市民の皆様に寄り添う行政でなければなりません。 

令和５年４月、公民館は地域づくり活動センタ

ーへ移行する予定です。令和４年度はスタート前

の最終年度であり、１年の準備期間となります。

全職員が一丸となって取り組んでまいります。 

それでは、２期目の折り返しを迎える令和４年

度において、公約であります「暮らして安心が体

感できるまちづくり」を基本理念に、夢と希望を

与える６つの変革（挑戦）の具体的な取組につい

て述べさせていただきます。 

まず、１つ目、豪雨からの復旧・復興、「人の

命をまもる」せいよ強靱化への取り組み・・防災、

減災について申し上げます。 

南海トラフ地震が発生した際への対応につきま

しては、昨年度から、南海トラフ地震えひめ事前

復興推進指針に基づき、西予市事前復興計画の策

定に取り組んでいます。この計画の全体像は、事

前復興プロセス編、ビジョン編、まちづくり計画

の３つの編で構成し、災害発生後の対応や復興計

画の基礎とするものであります。今年度において

も、復興に関する知識・ノウハウの蓄積、人材育

成を目的とした職員研修・庁内検討会議の実施、

防災教育、三瓶地区での地域ワークショップを行

い、令和５年２月に策定する予定であります。 

肱川の河川改修事業に伴う石久保橋架替事業、

市道改良事業、都市構造再編集中支援事業の施行

については、河川管理者である県と道路管理者・

公園管理者である市が協定を締結し、令和６年度

までの施行期間で事業を推進してまいります。 

肱川流域治水対策の推進につきましては、水田

が保有している貯水機能を利用し、大雨時の雨水

を一時的に貯留することで、河川水位の急上昇に

よる下流域の浸水被害リスクを低減させる効果が

見込まれています田んぼダムを令和４年度から宇

和町内の２つの地区において、治水効果及び水田

管理者への負担等について事前に検証すべく、実

証試験を行います。本市は一級河川の上流域にあ

り、また、県下でも有数の水田地帯であるなど条

件を満たしていることから、積極的に田んぼダム

に取り組むことは、市内はもとより、下流域にあ

る大洲市に対しても、豪雨における浸水被害の軽

減に寄与するものと考えております。 

野村地区の復興まちづくりにつきましては、の

むら復興まちづくりデザインワークショップや地

域の各種団体からの提案や御意見をいただきなが

ら進めてまいります。 

新しい野村支所庁舎が８月末に完成し、10 月

24 日から開庁の予定です。新しい庁舎は、西予

警察署野村交番、東宇和農業協同組合野村支店、

愛媛信用金庫野村支店が配置される複合施設とな

っており、安心・安全で多機能な住民サービスの

提供に努めてまいります。 

災害の記録と記憶の伝承につきましては、乙亥

会館災害伝承展示室を拠点に、語り部による案内

と講話をセットとした学習、また、愛媛大学等と

連携して利用者の学習ニーズに合わせた防災学習

を行います。 

次に、２つ目、仕事づくり・・稼ぐ力増強、地

産品を生かした産業振興について申し上げます。 

農業の振興につきましては、明浜の柑橘農業の

活性化対策として、柑橘加工施設の新築工事、搾

汁・加工機械設備の導入に取り組みます。施設本

体は令和４年度末の完成予定で、令和５年 11 月

からの運用開始を目指しています。また、柑橘農

業を将来につないでいくため、明浜地区柑橘農業

活性化計画に基づき、令和４年度から令和８年度

までの５年間の計画期間で、新規就農者の確保、

受入れ体制の整備等に取り組みます。 

林業の振興につきましては、森林環境譲与税を

活用した次世代森林整備対策事業として、森林整

備と路網整備に対する支援を行います。また、次

世代森林産業体制整備事業として、林業の担い手

の育成、労働力の確保及び労働安全衛生の充実に

対する支援に引き続き取り組みます。 

水産業の振興につきましては、魚類養殖業者及

び真珠養殖業者の事業継続支援のため、養殖共済

掛金の助成割合を引上げて支援をいたします。ま

た、明浜町宮野浦地区において、水産物の生産性
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及び漁業就業環境の向上を図るため、南防波堤の

延伸工事に取り組みます。 

ふるさと納税を活用した地場産品の育成につき

ましては、令和４年度のふるさと納税による寄附

金額の目標を 3 億 8000 万円としております。業

務については、返礼品の配送管理、ポータルサイ

トの管理等を含めた多くの業務を西予市観光物産

協会に委託することとしております。また、返礼

品を西予ブランド、ジオの恵みとして打ち出すに

あたり、業務の効率化を図り、かつ効果的に推進

していくため、業務を経済振興課に移管すること

といたします。 

産業の創出と地域活性化につきましては、エネ

ルギー資源の活用について調査・研究を行い、バ

イオマスエネルギーの活用及びエネルギーの地産

地消等、環境に考慮した施設の建設及び先進技術

を用いた産業活性化、新規産業創出等、本市のエ

ネルギー構造の高度化を目的とする西予市地域エ

ネルギービジョンの策定に取り組みます。 

次に、３つ目、人づくり・・西予市に誇りと住

みたい人を育むについて申し上げます。 

野村地域における少子化の進行や野村幼稚園の

老朽化、保護者の就労等による保育ニーズの変化

等を踏まえまして、野村保育所と野村幼稚園を統

合いたしました幼保連携型認定こども園の開園に

向けて取り組みます。令和４年度は、保護者、地

域の皆様への説明会をはじめ、開園に向けた推進

体制の充実と職員の研修、認定こども園の保育計

画等の作成に取り組むとともに、開園後の安定的

な勤務体制の確保のため、保育教諭免許の取得や

幼稚園教諭免許更新の支援に取り組みます。 

保育所民営化の支援につきましては、社会福祉

法人三瓶福祉会が、三瓶ひまわり保育園の将来に

わたる安心・安全に配慮した保育環境のさらなる

向上のために行います園舎本体の外壁塗装や園舎

周辺の外構工事による防犯対策強化等の施設整備

に対して支援を行います。 

環境の保全・創造の推進につきましては、令和

４年度に本市の省エネ目標を定める西予市地球温

暖化対策実行計画を改訂いたします。また、環境

保全意識の高揚を図るとともに、地球温暖化を防

止し、環境に優しいまちづくりを推進するため、

住宅への家庭用燃料電池・家庭用リチウムイオン

蓄電池の設備設置に対して支援を始めます。 

高校魅力化事業につきましては、市内高校の魅

力化・特色化に取り組んでおりますが、令和４年

度は宇和高校にも公営塾を設置する予定です。ま

た、高校生と市議会との意見交換会で出された料

理コンテスト企画のアイデアを高校生の皆さんと

一緒に具体化したいと考えております。 

県教育委員会が現在策定中の県立学校振興計画

が令和４年度中に策定されます。その動向を見極

めつつ、西予市内県立高等学校魅力化推進協議会

からも御意見をいただきながら市としての必要な

対応を検討してまいります。 

学校施設の整備につきましては、学校教育のデ

ジタル化の推進として、ＩＣＴ支援員を２名配置

し、教職員のＩＣＴ活用をサポートすることによ

り、ＩＣＴを活用した授業等をスムーズに行う体

制を整えるとともに、ドリルソフトを継続して導

入し、児童生徒の学力向上を図ります。また、施

設環境の整備として、災害時において地域の避難

所となります校舎・体育館のスロープ等による段

差の解消等バリアフリー化、防災機能の強化に取

り組みます。 

スポーツの振興につきましては、全日本実業団

相撲選手権大会、愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会

が本市において計画されており、これらの大会を

通じてスポーツ振興を図ります。 

社会体育施設の整備につきましては、野村町渓

筋地区の体育館建設において、避難所としての機

能強化を図るため冷暖房機を整備します。 

次に、４つ目、まちづくり・・地域の宝を生か

し人を呼び込むについて申し上げます。 

四国西予ジオミュージアムが４月 23 日に開館

いたします。ミュージアムの目的は、西予市全域

に広がるジオパークの魅力を広く発信し、地域交

流の形成を図り、来訪者の市内回遊を通じた観光

振興に寄与することであります。開館とあわせて、

ジオサイトの保全・保護と観光・ジオツーリズム

による地域活性化や産業形成に向けて一体的に取

り組む体制を構築するため、令和４年度からジオ

パーク推進室を産業部経済振興課に移管すること

といたしました。 

地域づくり活動センターへの移行の推進につき

ましては、現在推進計画案に対してのパブリック

コメントを実施しております。提出していただい

た御意見・情報を考慮いたしまして、推進計画を
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策定し、広報せいよ５月号にて公表の予定であり

ます。施設整備では、土居、大野ヶ原地域づくり

活動センターの整備、二木生地域づくり活動セン

ターの設計、下泊地域づくり活動センターの整備

を行うほか、公民館から地域づくり活動センター

移行に伴う施設の改修・整備を行います。また、

地域から要望のありました地域任用職員の先行雇

用では、11 名分の地域任用職員を雇用する経費

をせいよ地域づくり交付金を増額して対応いたし

ます。 

移住・定住・安住への取組の推進につきまして

は、県並びに本市を含む南予の市町が参画した南

予子育て移住促進協議会が設置されます。南予へ

の子育て世代や出身者等の移住促進に効果的な事

業を展開し、南予移住へのイメージアップと本市

への移住者誘致の拡大を図ってまいります。 

公共交通網の再編成と利便性の向上につきまし

ては、「安心して暮らしていける持続可能な交通

システムの構築」を基本理念として、自家用車が

使えない市民の方にとって利用しやすく、また、

公共交通に対する財政の効率化に配慮した交通体

系を確立することを目的としました西予市地域公

共交通計画を改訂し、令和４年度から、市民の皆

様、交通事業者の皆様、行政が役割分担を行い、

事業の推進に取り組んでまいります。 

卯之町「はちのじ」まちづくり整備事業の推進

につきましては、現在整備中であります立体駐車

場、宇和文化会館前駐車場の整備工事が５月末に

は完成予定であり、11 月末にはＪＲ卯之町駅舎

の新築整備が完了予定であります。平成 29 年

10 月から民間の資金、経営能力及び技術的能力

の活用により、新たなまちづくり拠点整備として

位置づけ、特定事業契約として事業を開始しまし

た卯之町駅周辺施設整備事業は完成の予定であり

ます。 

情報インフラの整備につきましては、令和４年

度はＣＡＴＶ野村サブセンター施設の整備工事に

引き続き取り組むほか、城川サブセンター施設の

整備に令和５年までの２年間の計画で取り組み、

三瓶サブセンター施設の整備の設計に取り組みま

す。 

次に、５つ目、生活あんしんのまち・・医療、

福祉について申し上げます。 

地域医療体制の確保につきましては、医師、看

護師等の医療従事者の不足のため、令和４年４月

を目標としていました市内二次救急体制の集約に

ついては延期することといたしましたが、早期の

実現に向けて全力で取り組んでまいります。 

集約できるまでの間、当面は従来の二次救急体

制の維持に努めますが、整形外科医の不足により、

特に野村病院が当番日の外科系の救急患者につき

ましては、両市立病院で対応できない場合は、市

外近郊の二次救急医療機関への搬送となりますの

で、市民の皆様には大変御不便をおかけしますが、

御理解と御協力をお願い申し上げます。 

三瓶地区の常備消防体制につきましては、全市

民の生命財産に対する市の責任を明確にし、一層

の安心安全を図るため、市消防本部に一元化する

こととして、市議会や三瓶地区の皆様に御説明を

してまいりました。 

令和４年度におきましては、関係市町等との具

体的な実務協議を推進させまして、令和７年４月

には消防本部署の新庁舎供用開始にあわせて新体

制がスタートできるよう本格的に進めてまいりま

す。 

防災拠点となる消防本部の庁舎建て替えにつき

ましては、令和４年度は移転整備地の造成工事、

新庁舎の設計に取り組み、供用開始は令和７年４

月の予定であります。また、野村支署庁舎につき

ましては、令和４年度は新庁舎建築工事、現庁舎

の解体工事に取り組み、供用開始は令和５年４月

の予定であります。 

水道事業の経営健全化につきましては、将来に

わたり持続可能な事業運営を行うため、50 年先

の将来を見据え、目指すべき将来像とその実現に

向けた今後 10 年間の施策の基本的方向性をまと

めるため、水道事業の最上位計画である西予市水

道事業基本計画を策定いたします。 

また、市の水道施設は老朽化が進行しており、

安全安心な水を安定的に供給するために、施設の

更新が必要になっております。さらに、今後発生

が予測される南海トラフ地震などに備えるために、

耐震化事業にも取り組まなければなりません。こ

れを計画的に実施するには、財源の確保が必要で

あり、そのために平成 26 年に改定されて以来見

直しが行われていない水道料金の改定について検

討を始めます。 

最後に、６つ目、市役所改革・・西予市の更な
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る発展のためにについて申し上げます。 

令和５年４月から支所は２課体制に移行します。

本庁と支所との業務分担の整理を行い、職員配置

の検討、支所の宿直・日直業務の在り方について

検討を進めていきます。また、定員管理計画に基

づき正規職員の削減を進めていく中で、本庁にお

いても現状の組織体制を維持していくことが困難

と考えておりますので、部・課・係などの統合を

含めた組織再編に取り組むとともに、再任用職員

や会計年度任用職員の任用など人員調整を行いな

がら、行政サービスの提供に努めてまいります。 

ＩＣＴ活用による市民サービスの向上につきま

しては、新型コロナウイルス感染症対策として取

り組んでまいりました新しい生活様式に対応した

行政サービスの構築と本庁舎のオフィス改革が令

和３年度末にほぼ完了の予定であります。令和４

年５月から本庁舎に総合受付係を設置して、総合

窓口と個別窓口で対応をする業務を振り分けるこ

とにより、行政事務処理の効率化や迅速化が図ら

れ、待ち時間も短縮できるなど、職員数が減って

も市民サービスの維持向上、提供を行える体制の

構築を図ります。 

行政のＤＸの推進につきましては、市民の生活

の質の向上のために導入している既存システムの

導入効果や情報システムの最適化のほか、業務改

革を行うために必要なツールの検討等について、

行政ＤＸアドバイザーから助言をいただくことと

しております。 

産業分野につきましては、後継者不足、地域ブ

ランド力、デジタルデバイド等、現在抱えている

課題に対して具体的な目標設定と行程表を作成し、

産業のＤＸを加速させることとしております。 

広報・ＰＲ分野につきましては、市内外に対し

て発信すべき情報の集約方法や効果的な情報発信

するための各種ツールの使い方等について、広

報・ＰＲアドバイザーからアドバイスをいただく

こととしております。 

公共施設の管理につきましては、公共施設を市

民文化系施設、社会教育系施設等、施設の設置目

的別に分類を行い、施設ごとに使用を継続する施

設、譲渡、貸付け、または処分を図る施設、廃

止・除却をする施設と方向性を示した公共施設個

別施設計画の素案を令和４年３月までに策定し、

令和４年度から市民の皆様との意見交換会を行い

まして、令和５年３月末には計画を完成し公表を

行う予定であります。 

以上が６つの変革についての今年度の取組であ

ります。 

次に、新型コロナウイルス感染症対策事業につ

きましては、感染防止対策として、公民館、小中

学校等の公共施設のトイレの洋式化、洗面所の自

動水洗化、空調の整備等を行います。事業者の支

援として、お中元・お歳暮フェアへの補助、感染

症対策備品等購入への補助、市内観光地を巡り市

内飲食店を利用する観光バス、タクシー事業者へ

の補助、アフターコロナを見据えた観光振興事業、

大学生等への経済的な負担軽減として生活応援給

付事業に取り組みます。 

所信に引き続き、令和４年度一般会計当初予算

について概説申し上げます。 

令和４年度の予算編成の基本方針は、復興まち

づくり計画に基づく豪雨災害からの復旧・復興事

業を最優先事項として、中長期的な財政状況を踏

まえた上で、第２次西予市総合計画に基づく事業

の重点化を図り、新型コロナウイルス感染症への

対策を国・県と歩調を合わせて実施いたします。 

一方、市税、地方交付税等の一般財源が大きく

伸びない中、財源不足を市債の発行や財政調整基

金の取崩しで補うこととなり、基金の取崩しに頼

った財政運営では、基金は数年のうちに枯渇して

まいります。 

したがいまして、歳入に見合った予算規模の実

現に取り組むこととし、事務事業の廃止、縮小等

の思い切った見直しを行い、さらなる行財政改革

に取り組み、持続可能な財政運営を目指します。 

以上の基本方針に合わせまして、これまでの事

業への取組や成果等を踏まえながら、事業の優先

度、重要性、計画性等を検証し、最少の経費で最

大の効果を上げられるようコロナ禍での事業実施

の必要性、他の事業への代替可能性、職員体制等

多面的な視点から抜本的な見直しを行い、限りあ

る財源を重点的に配分して編成をいたしました。 

この結果、令和４年度一般会計当初予算の総額

は 317 億 6000 万円となり、前年度比４％、12 億

2100 万円の増額となりました。 

どうか議員の皆様、市民の皆様におかれまして

は、市政運営に対する格別の御理解と御協力、御

支援賜りますようお願い申し上げまして、新年度
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に臨む私の所信とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮財政課長。 

 〔宇都宮財政課長登壇〕 

○宇都宮財政課長 

それでは、予算書に沿って、新規事業及び主要

事業を中心に、まず歳出から補足説明を申し上げ

ます。 

55 ページをお開き願います。 

2 款総務費、1 項 5 目財産管理費、市有財産維

持管理事業 1 億 1879 万 3000 円のうち、平成

30 年７月豪雨災害で被災した野村体育館ほか４

つの公共施設の解体工事費のほか、野村高齢者工

芸館の倉庫への用途変更に要する経費等として

1 億 388 万 4000 円を計上するものであります。 

75 ページをお開き願います。 

8 項 1 目地域振興費、地域づくり活動センター

推進事業 2502 万 3000 円でありますが、大野ヶ原

地域づくり活動センター整備費のほか、センター

化に向けた地域課題に取り組むための人材育成に

要する経費を計上するものであります。高校魅力

化事業 2442 万 9000 円でありますが、宇和高校で

の公営塾の開設、高校魅力化推進協議会運営に要

する経費のほか、高校生との意見交換会において

要望のありました市の魅力を再発見できるイベン

ト企画として、市内特産品を利用した市内高校の

料理コンテスト事業への支援金を計上するもので

あります。土居地区地域づくり活動センター整備

事業 5 億 9108 万 5000 円、二木生地区地域づくり

活動センター整備事業 623 万 3000 円であります

が、地域づくり活動センター推進計画（案）に基

づいてセンターの整備を行うもので、土居地区は

旧土居保育所、旧土居小学校プール跡地に令和４

年度末までに整備を行い、令和５年４月からセン

ターでの運営を開始し、二木生地区は旧二木生保

育園をセンターとして活用するための設計委託業

務を計上し、令和５年度に改築工事を行いまして、

令和６年４月からの運営開始を予定しております。 

86 ページをお開き願います。 

3 款民生費、1 項 3 目老人福祉費、養護老人ホ

ーム三楽園建設事業 4799 万 3000 円でありますが、

社会福祉法人西予総合福祉会が養護老人ホームを

旧二木生小学校跡地へ移転改築するために行いま

す小学校の解体設計、新しい養護老人ホームの実

施設計等に要する経費を計上するものであります。

令和５年度に解体工事、令和６年度に建築工事を

行いまして、令和７年４月からの運営開始の予定

です。財源として過疎対策事業債を充てています。 

94 ページをお開き願います。 

2 項 1 目児童福祉総務費、新型コロナウイルス

感染症対策事業（児童福祉費）2136 万 7000 円で

ありますが、国の補正予算に対応して保育所及び

放課後児童健全育成事業などの地域子ども・子育

て支援事業所において、感染症対策の徹底を図り

ながら事業を継続的に実施していくために必要な

経費を計上するものであります。財源として、子

ども・子育て支援交付金、保育対策総合支援事業

費補助金等を充てています。 

108 ページをお開き願います。 

4 目環境衛生費、環境保全推進事業 592 万

6000 円でありますが、温室効果ガスの削減目標

や排出抑制への取組を定め、環境負荷の軽減と温

室効果ガスの排出削減を目的といたしました西予

市地球温暖化対策実行計画の改訂に要する経費の

ほか、地球温暖化の防止と環境に優しいまちづく

りを推進し、家庭における省エネを促進するため

の家庭用燃料電池等の設置に対しての支援金を新

規に計上するものであります。 

123 ページをお開き願います。 

6 款農林水産業費、1 項 3 目農業振興費、農業

後継者育成事業 6514 万 1000 円でありますが、明

浜柑橘農業の支援として新規就農者の確保と育成

を図るため、農業体験や就農研修への支援に要す

る経費として 573 万円を新規に計上するほか、農

業設備投資事業補助金等を計上するものでありま

す。明浜柑橘加工施設整備事業 8 億 2255 万

8000 円でありますが、柑橘加工施設の本体工事、

搾汁・加工機械設備の導入に要する経費を計上す

るものであります。財源として、農山漁村振興交

付金と過疎対策事業債を充てています。現在のふ

るさと創生館については、令和４年度に解体設計

に着手をして、令和５年度に解体の予定です。 

134 ページをお開き願います。 

2 項 2 目林業振興費、森林経営管理制度事業

5162 万円でありますが、次世代森林整備対策事

業として、適正な森林管理、森林資源の回復等の

維持管理、また、災害を未然に防止するための森
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林整備と路網整備に対しての支援金 2450 万円を

新規に計上するほか、次世代森林産業体制整備事

業補助金等を計上するものであります。 

139 ページをお開き願います。 

3 項 4 目漁港建設費、漁村再生交付金事業

4500 万円でありますが、明浜町宮野浦地区の港

内において、背後地の防護効果と水産物の生産性

及び漁業就業環境を向上するため、南防波堤を

50 メートル延伸する工事の調査、測量設計委託

費を計上するものであります。財源として、農山

漁村地域整備交付金と過疎対策事業債を充ててい

ます。 

141 ページをお開き願います。 

7 款商工費、1 項 2 目商工業振興費、新型コロ

ナウイルス感染症対策中小企業者等経営安定支援

事業 7818 万 2000 円でありますが、事業継続に必

要な感染対策を目的とした店舗環境の改善及び衛

生用品等の購入に対しての支援、バス・タクシー

事業者への支援として、市内観光資源の活用と市

外からの誘客を図るため、市内の飲食店と観光地

を２カ所以上企画に組み込んだ旅行経費に対して

の支援、アフターコロナを見据えた旅行需要への

対応とふるさと納税のＰＲも兼ねた、タレントを

登用した電子媒体・紙媒体・動画の３つの媒体の

制作を行う観光振興事業のほか、市内事業者への

支援経費を計上するものであります。 

146 ページをお開き願います。 

6 目産業創出事業費、産業創出庶務事業

2107 万 2000 円でありますが、再生可能エネルギ

ー等を活用したまちづくりの将来像を示す西予市

地域エネルギービジョンの策定に要する経費

1942 万 6000 円のほか、庶務経費を計上するもの

であります。このビジョンは、西予市環境基本計

画の下位計画に位置づけられ、策定後においては、

公共施設等における再生可能エネルギーの導入と

カーボンニュートラル実現に向けた施策に取り組

んでいく予定であります。財源として、エネルギ

ー構造高度化・転換理解促進事業費国庫補助金を

充てています。 

147 ページをお開き願います。 

8 目ジオパーク推進事業費、四国西予ジオミュ

ージアム管理運営事業 1032 万 4000 円であります

が、落成式経費のほか、光熱水費等の維持管理経

費を計上するものであります。ジオミュージアム

では、ジオミュージアムの企画運営、企画展示、

広報活動のほか、地元事業者による物産品販売イ

ベント等の調整業務を行う予定です。 

155 ページをお開き願います。 

8 款土木費、2 項 5 目橋梁新設改良費、橋梁新

設・撤去事業 3531 万円でありますが、一級河川

肱川河川改修事業に伴う石久保橋架替事業におい

て、県との協定に基づき、県営受託事業負担金等

を計上するものであります。財源として、社会資

本整備総合交付金、過疎対策事業債を充てていま

す。 

158 ページをお開き願います。 

5 項 5 目都市再生整備計画事業費、野村地区都

市再生整備計画事業 1 億 2765 万円でありますが、

交流広場の整備、市道山王線、市道徳城線改良に

要する経費等を計上するものであります。財源と

して、都市構造再編集中支援事業費国庫補助金と

過疎対策事業債を充てています。 

160 ページをお開き願います。 

6 項 1 目住宅管理費、空家対策計画策定管理事

業 922 万 9000 円でありますが、平成 29 年に策定

した西予市空家等対策計画が第１期、５年経過す

るため、第２期計画策定経費として、現地の実態

調査、愛媛大学と連携した所有者アンケート調査

分析等に要する経費を計上するものであります。

令和５年３月末までに策定の予定です。財源とし

て、空き家対策総合支援事業費国庫補助金を充て

ています。小規模住宅地区等改良事業 3 億

4206 万 9000 円でありますが、児童遊園と防災公

園の整備、三島公園管理棟の設計委託、市道阿下

釜川線ほか１路線の道路改良工事に要する経費を

計上するものであります。財源として、社会資本

整備総合交付金、過疎対策事業債等を充てていま

す。 

166 ページをお開き願います。 

9 款 1 項 3 目消防施設費、常備消防施設整備事

業 5063 万 1000 円でありますが、高規格救急自動

車の更新、明浜町高山地区でのヘリポート新設に

要する経費、消防団装備整備事業 3380 万 2000 円

でありますが、普通積載車１台、軽積載車５台の

更新に要する経費、消防団施設整備事業 4368 万

3000 円でありますが、耐震性貯水槽２基、消防

詰所１箇所の更新に要する経費を計上するもので

あります。消防本部署庁舎建設事業 1 億 2637 万
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円でありますが、移転整備地の造成工事、新庁舎

の基本設計に要する経費、野村支署庁舎建設事業

5 億 8464 万 4000 円でありますが、新庁舎の建築

工事、現庁舎の解体工事に要する経費を計上する

ものであります。 

167 ページをお開き願います。 

危機管理業務事業 1468 万 6000 円でありますが、

災害後のまちの姿と災害に備えた必要な取組を事

前に整理、検討した事前復興計画の策定に要する

経費のほか、防災研修委託費を計上するものであ

ります。 

173 ページをお開き願います。 

10 款教育費、1 項 6 目諸費、大学生等生活応援

事業 4800 万円でありますが、新型コロナウイル

ス感染症拡大により日常生活への影響を受けた大

学生等に対し、経済的な負担軽減と修学継続を支

援するため、生活応援給付金を計上するものであ

ります。 

174 ページをお開き願います。 

8 目教育振興事業費、新型コロナウイルス感染

症対策事業（教育総務費）1307 万 8000 円であり

ますが、小学校では、多田小学校のほか４つの小

学校のトイレの洋式化、中学校では、城川中学校

のトイレ洋式化、明浜中学校ほか２つの中学校で

の教室の空調整備に要する経費を計上するもので

あります。 

179 ページをお開き願います。 

2 項 3 目学校建設費、小学校施設整備事業

4588 万 2000 円でありますが、宇和町小学校トイ

レ洋式化のほか、文部科学省からの学校施設のバ

リアフリー化の令和７年度末までの整備目標の通

知を受けまして、令和４年度は中川、皆田小学校

の改修工事設計委託費を計上するものであります。

財源として、学校施設環境改善交付金、過疎対策

事業債を充てています。 

202 ページをお開き願います。 

7 項 1 目保健体育総務費、新型コロナウイルス

感染症対策事業（保健体育費）728 万円でありま

すが、災害発生時には、地域の避難所としての役

割も果たします社会体育施設等の洗面所の自動水

洗化、男子小便器の自動水洗化に要する経費を計

上するものであります。 

204 ページをお開き願います。 

2 目体育施設費、渓筋地区体育館建設事業 2 億

8531 万 8000 円でありますが、体育館の新築工事、

旧渓筋小学校プールの解体工事費を計上するもの

であります。なお、避難所としての機能強化を図

るため、冷暖房設備を設置いたします。 

次に、歳入でありますが、予算書は前に戻って

いただきまして、17 ページをお開き願います。 

10 款地方交付税、普通交付税 114 億円であり

ますが、市債の元利償還金の増加による算定経費

の増、臨時財政対策債の減額等を見込みまして、

対前年度 5 億 9400 万円の増額といたしておりま

す。特別交付税 12 億 3500 万円でありますが、不

採算地区病院への繰出金、地域おこし協力隊員設

置経費の増額を見込みまして、対前年度 3500 万

円の増額といたしております。 

23 ページをお開き願います。27 ページにかけ

てとなります。 

14 款国庫支出金でありますが、国庫補助金で

は、明浜柑橘加工施設整備事業での農山漁村振興

交付金、三瓶地区雨水公共下水道事業での社会資

本整備総合交付金等の増によりまして、国庫支出

金全体では、対前年度 4億 6283 万 5000 円の増額

といたしております。 

35 ページをお開き願います。37 ページにかけ

てとなります。 

18 款繰入金、2 項基金繰入金でありますが、財

政調整基金は、対前年度 4億 2975 万 6000 円の減

額とし、その他の目的基金は基金設置条例に基づ

いた事業の財源として繰入れを行い、基金繰入金

総額で 20 億 8478 万 4000 円とし、対前年度 4 億

3474 万円の減額といたしております。 

44 ページをお開き願います。46 ページにかけ

てとなります。 

21 款市債でありますが、まず、総務債では、

ジオパーク拠点施設整備事業の終了等によりまし

て、対前年度 3 億 1140 万円の減額となり、農林

水産業債では、明浜柑橘加工施設整備事業費の増

等によりまして、対前年度 4 億 2910 万円の増額

となり、消防債では、野村支署庁舎建設事業費の

増等によりまして、対前年度 4 億 8330 万円の増

額となり、教育債では、渓筋地区体育館建設事業

費の増等によりまして、対前年度 4 億 9620 万円

の増額となり、市債全体では、対前年度 4 億

6760 万円の増額といたしております。 

続きまして、予算書は前に戻っていただいて、
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９ページをお開き願います。 

継続費でありますが、ＣＡＴＶ整備事業では、

城川サブセンター整備工事及び監理委託として、

総額 1 億 9140 万円、消防本部署庁舎建設事業で

は、造成工事として総額 1 億 8000 万円を、設計

委託として総額 5809 万 6000 円を、野村支署庁舎

建設事業では、解体工事として総額 2700 万円を、

宇和文化会館管理運営事業では、舞台機構設備取

替工事として総額 1 億 2770 万円を、それぞれ令

和４年度と令和５年度の２カ年の年割額を設定し

て事業を実施するものであります。 

10 ページをお開き願います。 

地方債でありますが、先ほど歳入の市債の項目

で御説明申し上げましたとおり、地方債の限度額

を 47 億 6030 万円とし、起債の方法、利率、償還

の方法を設定するものであります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 11 時 57 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午後１時 00 分） 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

 〔宇都宮教育部長登壇〕 

○宇都宮教育部長 

議案第 25 号「令和４年度西予市育英会奨学資

金貸付特別会計予算」について、提案理由の御説

明を申し上げます。 

この奨学資金は、西予市出身の優秀な学生、生

徒であって、経済的理由により修学が困難な者に

対し、定額を無利子で貸し付けるものであります。 

それでは、予算書１ページをお開きください。 

本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

1659 万 2000 円としております。 

予算書３ページをお開きください。 

歳出では、奨学資金貸付金 36 名分及び運営費

にかかる経費 1444 万 3000 円、予備費 214 万

9000 円を計上いたしました。 

予算書２ページに戻ります。 

歳入では、償還金 1009 万 1000 円、寄附金 1万

円、前年度繰越金 649 万 1000 円を計上し運営す

るものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長兼福祉事務所長。 

 〔藤井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 26 号「令和４年度西予市国民健康保険

特別会計予算」について、提案理由の御説明を申

し上げます。 

国民健康保険特別会計予算につきましては、事

業勘定予算と診療施設勘定予算で構成されており

ます。 

まず、事業勘定予算から御説明申し上げます。 

令和４年度の予算編成に当たりましては、被保

険者が安心して医療サービスを享受し、国民健康

保険事業の適正かつ安定的な運営を維持するため、

医療費の動向、制度改正の対応等、国が示す留意

事項に基づき編成いたしました。 

それでは、特別会計予算書 14 ページをお開き

ください。 

歳出の主なものでは、総務費 1 億 1229 万

8000 円、保険給付費 36 億 8875 万円、国民健康

保険事業納付金 11 億 5310 万円、保健事業費

4319 万円を計上いたしました。 

続いて、予算書 13 ページをお開きください。 

歳入の主なものにつきましては、国民健康保険

税 7億 5116 万 9000 円、県支出金 37 億 7833 万円、

繰入金 4億 7373 万 6000 円を計上いたしました。 

以上によりまして、事業勘定予算は、歳入歳出

それぞれ 50 億 887 万 4000 円といたしました。 

次に、診療施設勘定予算について御説明申し上

げます。 

少子高齢化に伴う人口減少や市民の基幹病院志

向への高まり等から、国民健康保険直営診療所の

診療件数、診療収入等が年々減少しており、診療

施設勘定におきましても一般会計からの繰入金に

より収支均衡を図る厳しい予算構造となっており

ます。引き続き、地域住民から安心・信頼される

医療の提供に取り組むとともに、経営改善、適切

な経費節減にも努める所存であります。 

それでは、予算書 18 ページをお開きください。 

歳出の主なものでは、総務費 9215 万 5000 円、

医業費 4614 万 2000 円を計上いたしました。 

続いて、予算書 17 ページをお開きください。 
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歳入の主なものにつきましては、診療収入

7253 万 6000 円、繰入金 7564 万円を計上いたし

ました。 

以上によりまして、診療施設勘定予算は、歳入

歳出それぞれ 1 億 5173 万 8000 円といたしました。 

続きまして、議案第 27 号「令和４年度西予市

後期高齢者医療特別会計予算」について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

後期高齢者医療制度におきましては、医療の高

度化等に伴い、医療費が増加傾向にある中、同制

度の持続可能性を高めるため、保険料軽減特例が

見直されております。 

愛媛県後期高齢者医療広域連合におきましては、

令和４年度及び令和５年度の保険料改定にあたり、

愛媛県が設置する財政安定化基金を活用して保険

料の上昇を抑制しておりますが、今後においても

被保険者の負担を軽減するため、後発医薬品の利

用促進や医療費適正化を進めるとともに、経費の

節減に努める必要があるため、本市におきまして

も、広報紙への掲載等で健診受診啓発や医療制度

の周知を行っているところでございます。 

それでは、予算書 67 ページをお開きください。 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出そ

れぞれ 7億 6057 万 6000 円と定めるものでありま

す。 

予算書 69 ページをお開きください。 

歳出の主なものといたしましては、総務費

2683 万 5000 円、後期高齢者医療広域連合納付金

7 億 1460 万 5000 円、保健事業費 1791 万 6000 円

を計上いたしました。 

予算書の 68 ページに戻っていただき、歳入の

主なものといたしましては、後期高齢者医療保険

料 4 億 7003 万 8000 円、繰入金 2 億 7273 万

9000 円、諸収入 1774 万 8000 円を計上いたしま

した。 

続きまして、議案第 28 号「令和４年度西予市

介護保険特別会計予算」について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

当市の介護保険を取り巻く環境としまして、

65 歳以上の高齢者人口は減少傾向となっている

一方、総人口の減少から高齢化率は増加しており、

今後もこうした傾向が続くと推計しています。 

こうした状況の中、第８期高齢者福祉・介護保

険事業計画に基づき、高齢者が住み慣れた地域で

自立した日常生活を営むことができるよう、多職

種の連携により様々な生活支援サービスや保険給

付等の事業を展開しております。 

それでは、予算書 87 ページをお開きください。 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出そ

れぞれ 63 億 3983 万 1000 円と定めるものでござ

います。 

予算書 90 ページをお開きください。 

歳出の主なものとしましては、人件費と介護認

定等にかかる経費として、総務費 1 億 399 万

9000 円を計上し、介護給付、予防給付、その他

各サービスにかかる経費として、保険給付費

59 億 6256 万円を計上いたしました。また、本市

における地域包括ケアシステムの構築を目指し、

在宅医療・介護連携、認知症施策、そして、介護

予防や生活支援の体制整備などを積極的に推進す

るため、地域支援事業費 2億 6721 万 1000 円を計

上いたしました。 

予算書の 88 ページに戻っていただき、歳入予

算の主なものとしましては、65 歳以上の方に納

付していただく介護保険料が 10 億 100 万 6000 円、

介護給付分、地域支援事業費分それぞれの負担割

合により算定される国庫支出金 17 億 3432 万円、

県支出金 9 億 2207 万円、支払基金交付金 16 億

5442 万 8000 円、繰入金のうち、一般会計繰入金

9 億 9258 万 2000 円、また、介護給付費準備基金

繰入金 3323 万 2000 円、諸収入として、介護給付

費返納金等収入 216 万 8000 円を計上しておりま

す。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第 29 号「令和４年度西予市農業集落排水

事業特別会計予算」について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

令和４年度における主な事業といたしまして、

宇和町及び野村町で稼働しております 10 処理場

の維持管理業務、公債費の元利償還のほか、企業

会計移行に伴う企業会計システム改修業務等を予

定しております。 
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それでは、予算書 127 ページをお開きください。 

本予算は、歳入歳出総額を 3 億 1524 万 2000 円

と定めるものであります。 

129 ページをお開きください。 

歳出では、施設管理費といたしまして、10 処

理場の維持管理費用にかかる委託料及びこれらに

関連する事務費、人件費等にかかる経費に加え、

企業会計移行に伴う公営企業会計システム改修に

かかる業務委託料など 1億 6353 万 1000 円を計上

しております。また、10 処理場の施設整備に対

する公債費といたしまして、元利償還金 1 億

5171 万 1000 円を計上しております。 

予算書 128 ページにお戻りください。 

歳入につきましては、施設使用料 9965 万

2000 円、加入負担金 100 万円、一般会計繰入金

2 億 1068 万円、繰越金 51 万円、補償金 20 万円、

市債 320 万円を計上いたしております。 

また、第２表において、地方債の限度額、起債

方法、利率及び償還方法を定めております。 

続きまして、議案第 30 号「令和４年度西予市

水道事業会計予算」について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

それでは、公営企業会計予算１ページをお開き

ください。 

まず、第２条業務の予定量について御説明いた

します。 

給水戸数 1 万 5260 戸、年間総給水量 463 万

5500 立方メートル、一日平均給水量 1 万 2700 立

方メートルを予定しております。主要な建設改良

事業といたしましては、宇和給水区域における下

川災害復旧事業 4304 万 4000 円、明浜給水区域に

おける水道施設監視システム整備事業 4569 万

2000 円、野村給水区域における河成飲料水供給

施設整備事業 4800 万円、三瓶給水区域における

津布理浄水場整備事業 2億 8460 万 5000 円をそれ

ぞれ予定しております。 

次に、第３条収益的収入及び支出について御説

明をいたします。 

収入では、水道事業収益の総額を 7 億 959 万

8000 円と定め、営業活動に基づく給水収益の

6 億 2920 万円を含む営業収益として 6 億 3738 万

3000 円、営業外収益として 7217 万 5000 円、特

別利益として 4 万円を計上しております。 

これに対しまして支出では、水道事業費用の総

額を 7 億 5117 万 1000 円と定め、営業活動にかか

る営業費用として 7億 1717 万 9000 円、企業債償

還利息等の営業外費用として 3314 万 4000 円、特

別損失として 84 万 8000 円を計上しております。 

次に、２ページ、第４条資本的収入及び支出に

ついて御説明をいたします。 

収入では、総額を 3億 2826 万 2000 円と定め、

内訳は、工事に対する負担金 2160 万円、企業債

1 億 8040 万円、企業債元金償還金及び建設改良

費に対する補助金 7583 万 8000 円、出資金

5042 万 4000 円を計上しております。 

これに対しまして支出では、総額を 7 億

3204 万 7000 円と定め、内訳は、建設改良費 6 億

2371 万 6000 円、企業債償還金 1 億 833 万

1000 円を計上しております。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額 4 億 378 万 5000 円を補填する財源につ

きましては、第４条括弧書きのとおりでございま

す。 

次に、第５条の企業債では、上水道施設整備事

業を目的といたしまして 1 億 8040 万円の限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法を定めておりま

す。 

第６条では、一時借入金の限度額を 2億円と定

め、第７条では、予定支出の各項の経費の金額の

流用、第８条では、議会の議決を経なければ流用

することができない経費として、職員給与費 1 億

490 万 6000 円を定めるものであります。 

また、第９条では、一般会計から受ける補助金

として、目的と合計金額 4131 万 9000 円を定め、

第 10 条では、たな卸資産の購入限度額を 1560 万

円と定めるものであります。 

続きまして、議案第 31 号「令和４年度西予市

簡易水道事業会計予算」について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

それでは、公営企業会計予算書 43 ページをお

開きください。 

まず、第２条業務の予定量について御説明をい

たします。 

給水戸数 2,308 戸、年間総給水量 54 万 7500 立

方メートル、一日平均給水量 1,500 立方メートル

を予定しております。主な建設改良事業としまし

ては、野村地区における舟原取水口舗装事業

311 万 3000 円、宇和・野村地区における給配水
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管布設替事業 330 万円を予定しております。 

次に、第３条収益的収入及び支出について御説

明いたします。 

収入では、簡易水道事業収益の総額を 1 億

3825 万 9000 円と定め、営業活動に基づく給水収

益の 5731 万 2000 円を含む営業収益として

5889 万 5000 円、営業外収益として 7933 万

4000 円、特別利益として 3 万円を計上しており

ます。 

これに対しまして支出では、簡易水道事業費用

の総額を 1 億 5306 万 3000 円と定め、営業活動に

かかる営業費用として 1億 4898 万 6000 円、企業

債償還利息等の営業外費用として 404 万 7000 円、

特別損失として 3万円を計上しております。 

次に、44 ページ、第４条資本的収入及び支出

について御説明いたします。 

収入では、総額を 922 万 7000 円と定め、内訳

は、補助金 922 万 7000 円を計上しております。 

これに対しまして支出では、総額を 2064 万

4000 円と定め、内訳は、建設改良費 641 万

3000 円、企業債償還金 1423 万 1000 円を計上し

ております。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額 1141 万 7000 円を補填する財源につきまし

ては、第４条括弧書きのとおりでございます。 

次に、第５条では、一時借入金の限度額を

5000 万円と定め、第６条では、予定支出の各項

の経費の金額の流用、第７条では、議会の議決を

経なければ流用することのできない経費として、

職員給与費 2519 万 4000 円を定めるものでありま

す。 

また、第８条では、一般会計から受ける補助金

として、目的と合計金額 4687 万 5000 円を定め、

第９条では、たな卸資産の購入限度額を 200 万円

と定めるものであります。 

続きまして、議案第 32 号「令和４年度西予市

公共下水道事業会計予算」について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

それでは、企業会計予算書 81 ページをお開き

ください。 

まず、第２条業務の予定量について御説明いた

します。 

接続人口 6,079 人、年間有収水量 82 万 873 立

方メートル、一日平均有収水量 2,249 立方メート

ルを予定しております。主な建設改良事業としま

しては、宇和処理区における管渠整備工事 1 億

8153 万 5000 円を予定しております。 

次に、第３条収益的収入及び支出について御説

明いたします。 

収入では、下水道事業収益の総額を 4 億

5707 万 1000 円と定め、営業活動に基づく下水道

使用料 1億 1179 万 7000 円を含む営業収益として

1 億 1182 万 9000 円、営業外収益として 3 億

4522 万 2000 円、特別利益として 2 万円を計上し

ております。 

これに対しまして支出では、下水道事業費用の

総額を 4億 9622 万 4000 円と定め、営業活動にか

かる営業費用として 4億 5571 万 4000 円、企業債

償還利息等の営業外費用として 4049 万円、特別

損失として 2万円を計上しております。 

次に、82 ページ、第４条資本的収入及び支出

について御説明いたします。 

収入では、総額を 3億 1635 万 2000 円と定め、

内訳は、企業債 7950 万円、出資金 1 億 2715 万

3000 円、補助金 9501 万 9000 円、受益者負担金

1468 万円を計上しております。 

これに対しまして支出では、総額を 4 億 589 万

3000 円と定め、内訳は、建設改良費 2 億 514 万

7000 円、企業債償還金 2 億 74 万 6000 円を計上

しております。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額 8954 万 1000 円を補填する財源につきまし

ては、第４条括弧書きのとおりでございます。 

次に、第５条の企業債では、公共下水道の整備

を目的といたしまして 7950 万円の限度額、起債

の方法、利率及び償還の方法を定めております。 

第６条では、一時借入金の限度額を 2億円と定

め、第７条では、予定支出の各項の経費の金額の

流用、第８条では、議会の議決を経なければ流用

することのできない経費として、職員給与費

3841 万 8000 円を定めるものであります。 

また、第９条では、一般会計から受ける補助金

として、目的と合計金額 3838 万 6000 円を定める

ものであります。 

以上４議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 



 

- 24 - 

 

山岡医療介護部長。 

 〔山岡医療介護部長登壇〕 

○山岡医療介護部長 

議案第 33 号「令和４年度西予市病院事業会計

予算」について、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

それでは、公営企業会計予算書 119 ページをお

開きください。 

まず、第２条業務の予定量について御説明いた

します。 

病床数は両病院合計で 214 床でございます。年

間患者数は、入院 5万 3290 人、外来 8万 8695 人、

一日平均患者数は、入院 146 人、外来 365 人を見

込んでおります。また、主な建設改良事業として、

施設整備事業費 2876 万 9000 円、医療器械備品購

入費 1 億 4204 万 2000 円を計上いたしております。 

次に、第３条収益的収入及び支出について御説

明いたします。 

収入では、病院事業収益の総額を 40 億 2092 万

3000 円と定め、医業収益 30 億 8627 万 7000 円、

医業外収益 8 億 8729 万 6000 円、特別利益

4735 万円を計上いたしております。 

これに対しまして支出では、病院事業費用の総

額を 46 億 4245 万 5000 円と定め、医業費用 44 億

4026 万 8000 円、医業外費用 1 億 9967 万 7000 円、

特別損失 251 万円を計上いたしております。 

次に、第４条の資本的収入及び支出について御

説明いたします。 

収入では、総額を 4億 6697 万 8000 円と定め、

出資金 520 万円、負担金及び交付金 3 億 1977 万

8000 円、企業債 1 億 4200 万円を計上しておりま

す。 

これに対しまして支出では、総額を 6 億

8548 万 9000 円と定め、建設改良費 1 億 7081 万

1000 円、企業債償還金 5 億 1047 万 8000 円、奨

学資金にかかる投資 420 万円を計上しております。

なお、資本的収入が資本的支出額に対し不足する

額 2億 1851 万 1000 円は、過年度分損益勘定留保

資金で補填することといたしております。 

第５条の企業債では、病院施設整備及び医療器

機の購入を目的といたしまして 1 億 4200 万円の

限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めて

おります。 

第６条では、一時借入金の限度額を 2 億

5000 万円と定め、第７条では、予定支出の各項

の経費の金額の流用、第８条では、議会の議決を

経なければ流用することのできない経費として、

職員給与費 27 億 1268 万 1000 円及び交際費

280 万円を定めております。 

第９条では、一般会計から受ける補助金として、

目的と合計金額 1億 5427 万 1000 円を定めており

ます。 

また、第 10 条では、たな卸資産の購入限度額

を 7億円と定めております。 

続きまして、議案第 34 号「令和４年度西予市

野村介護老人保健施設事業会計予算」について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

野村介護老人保健施設つくし苑の事業につきま

しては、高齢者の心身の状況に応じた適切な介護

及び機能訓練のほか、必要な医療等を提供するこ

とにより、日常生活の自立と在宅復帰を支援し、

地域に親しまれ信頼される施設を目指して、引き

続きサービスの提供に努めてまいりたいと考えて

おります。 

それでは、予算書 201 ページをお開き願います。 

第２条の業務の予定量といたしまして、入所定

員を 100 人、１日当たりの通所定員を 35 人とし、

年間療養者数は 4万 625 人を見込んでおります。 

次に、第３条の収益的収入及び支出について御

説明いたします。 

収入では、施設事業収益の総額を 6 億 368 万

6000 円と定め、施設運営事業収益として 5 億

2683 万 2000 円、施設運営事業外収益として

4859 万 9000 円を計上しております。 

これに対しまして支出では、施設事業費用の総

額を 6 億 4025 万 2000 円と定め、施設運営事業費

用 6 億 3294 万 8000 円、施設運営事業外費用

730 万 4000 円を計上しております。 

続いて、次のページをお開き願います。 

第４条の資本的収入及び支出でございますが、

資本的収入を 7731 万 5000 円、資本的支出を

8063 万 6000 円計上しております。 

次に、第５条では、一時借入金の限度額を 1億

円と定め、第６条では、予定支出の各項の経費の

金額の流用、第７条では、議会の議決を経なけれ

ば流用することのできない経費として、職員給与

費 4億 6656 万 5000 円及び交際費 7万円を定めて

おります。 
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第８条では、他会計からの補助金として、児童

手当補助等、合計 1 億 454 万 1000 円を定め、第

９条では、たな卸資産購入限度額を 2000 万円と

定めるものでございます。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

 （日程８） 

○佐藤議長 

次に、日程第８、議案第３号「財産の無償譲渡

について」から議案第 13 号「西予市営土地改良

事業の施行について」まで及び議案第 55 号「西

予市部設置条例の一部を改正する条例制定につい

て」の 12 件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第３号「財産の無償譲渡について」提案理

由の御説明を申し上げます。 

社会福祉法人西予総合福祉会が運営する養護老

人ホーム三楽園につきましては、施設の老朽化に

伴い移転改築が検討されていましたが、二及区及

び三瓶地区行政連絡協議会からの要望を受け、令

和２年１月に移転先を旧二木生小学校跡地とする

よう決定いたしております。 

当該跡地におきましては、旧校舎及び附属建物

が現存し、三楽園の移転改築に伴い解体の必要が

あるため、その対応について検討を重ねてきたと

ころでございます。 

検討の結果、旧校舎等の解体と改築にかかる財

源の確保及び一体的な施工並びに工期の調整を円

滑に行えることから、当該建物を西予総合福祉会

に譲渡することが合理的と判断し、令和４年２月

22 日付で同法人と建物譲与仮契約を締結いたし

ましたので、議会の議決を求めるものでございま

す。 

なお、本件につきましては、２月７日開催の西

予市有財産処理審議会におきまして御審議をいた

だき、承認をいただいております。 

続きまして、議案第４号「西予市一般職の任期

付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条

例制定について」提案理由の御説明を申し上げま

す。 

本市では、令和４年度から、防災及び災害対応

などに関する専門的な知識経験を持ち、国が認め

る地域防災マネージャーの資格を有する一般任期

付職員を採用し、今後の防災・減災対策のさらな

る推進、安心・安全なまちづくりに努めてまいり

ます。 

今回の改正は、この専門的な知識経験等を有す

る任期付職員の採用にあたり、経験年数及び業務

内容に応じた給与水準が適当との判断から、一般

職と同等の給与とするため、本条例の一部を改正

するものであります。 

続きまして、議案第５号「西予市職員の育児休

業等に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の改正は、育児休業、介護休業等育児又は

家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部

改正に伴い、本条例の一部を改正するものであり

ます。 

改正の内容としましては、会計年度任用職員が

育児休業を取得する際の要件のうち、引き続き在

職した期間が１年以上であるとの要件を廃止し、

取得要件を緩和するとともに、育児休業を取得し

やすい勤務環境の整備に関する措置として、該当

職員に対する育児休業の取得意向の確認や育児休

業に関する相談体制の整備など、任命権者が講じ

なければならない措置を新たに追加するものであ

ります。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

〔宇都宮教育部長登壇〕 

○宇都宮教育部長 

議案第６号「西予市社会体育施設条例の一部を

改正する条例制定について」提案理由の御説明を

申し上げます。 

今回の改正は、西予市三瓶二及地区グラウンド

を廃止するため、本条例の一部を改正するもので

あります。 

三瓶二及地区グラウンドにつきましては、これ
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まで住民の福祉の増進、スポーツ活動の活性化に

活用されてまいりましたが、近年、地域住民の減

少、高齢化等により、その利用状況は低い傾向と

なっております。 

このたび、養護老人ホーム三楽園が旧二木生小

学校跡地へ移転されることに伴い、当該グラウン

ドにおいては、令和４年度から工事車両や資材置

場としての利用が見込まれるため、利用実態や地

域の実情を踏まえ、令和４年３月末日をもって社

会体育施設としての当該グラウンド施設を廃止す

るものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

 〔酒井産業部長登壇〕 

○酒井産業部長 

議案第７号「西予市あけはまオートキャンプ場

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由の御説明を申し上げます。 

あけはまオートキャンプ場、明浜観光交流拠点

施設及び明浜ふるさと創生館は、明浜町の有する

海エリアの資源を活用し、あけはまシーサイドサ

ンパークとして、地域の活性化に取り組んでいる

ところでございます。 

本市では、平成２年度に整備した明浜ふるさと

創生館の老朽化に伴い、農山漁村振興交付金事業

を活用し、令和４年度から新たに明浜柑橘加工施

設を整備することとしております。 

今回の改正は、本計画に基づき、現在のあけは

まオートキャンプ場の多目的グラウンドを明浜柑

橘加工施設の建設地として整備するため、当該グ

ラウンドを廃止するよう、本条例の一部を改正す

るものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第８号「西予市単独市営住宅条例の一部を

改正する条例制定について」提案理由の御説明を

申し上げます。 

本市では、西予市公営住宅等長寿命化計画に基

づき、市営住宅等の建て替え、用途廃止及び維持

管理等を行っております。建物の老朽化によって

入居が困難な住宅については、新たな入居募集を

停止し、政策的に空き家措置を講じているところ

でございますが、その政策空き家となっておりま

す明浜町高山地区の西予市単独市営住宅高山久保

田住宅について、建物の老朽化が激しく、早期の

対応が必要となっていることから、同住宅を廃止

し、建物の解体を実施するため、本条例の一部を

改正するものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山岡医療介護部長。 

 〔山岡医療介護部長登壇〕 

○山岡医療介護部長 

議案第９号「西予市病院事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由の御説明を申し上げます。 

本条例は、西予市立病院の設置に関する診療科

目や病床の種類、病床数など基本的事項を規定し

ております。 

病院事業経営においては、人口減少に伴う患者

数の減少への対応、医師や看護師など医療従事者

の確保の困難さ、加えて、市の財政支出の健全化

などにより、両市立病院で機能分担を行いながら、

適正な病院規模で効率的な病院経営を行うことが

求められているところでございます。 

現在、西予市民病院においては、一般病床

102 床、療養病床 50 床、感染病床２床の合計

154 床が設置され運営しているところですが、手

術症例数の増加、また今後の救急業務の集約化を

見込み、全体病床数に変更はございませんが、一

般病床を 102 床から 109 床へ増床し、療養病床を

50 床から 43 床に減少するものでございます。 

一方、野村病院では、一般病床 88 床を２つの

病棟で運営しておりますが、患者数の減少や医療

スタッフ不足、特に看護師の人数確保が困難な状

況であり、２病棟の運用を維持していくことが困

難なことから、病棟再編により 88 床を 60 床１病

棟化するものでございます。 
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よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

 〔酒井消防本部消防長登壇〕 

○酒井消防本部消防長 

議案第 10 号「西予市消防団員の報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の改正は、消防団員数を確保することを目

的として、国により策定された非常勤消防団員の

報酬等の基準に準じ、消防団員の処遇改善を図る

ものでございます。 

近年の消防団活動は、災害が多発化・激甚化す

るとともに、多様化し幅広い活躍が必要とされ、

団員一人ひとりの負担が増加しております。この

ため、消防団員の年額報酬を増額し、出動に応じ

た出動報酬を支給することにより、消防団員の士

気高揚を図るとともに、団員数の確保、地域の消

防力の強化を図るため、本条例の一部を改正する

ものでございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第 11 号「市道路線の廃止について」、議

案第 12 号「市道路線の認定について」関連がご

ざいますので一括して提案理由の御説明を申し上

げます。 

野村町の市道カジヤ線は、国道 441 号を起点と

し、市道石久保線を結ぶ路線でありますが、肱川

河川改修に伴う河川管理道路の計画にあわせ、現

道を廃止し、通行の安全を確保できるよう市道の

路線計画を変更して再認定するものであります。 

次に、野村町の災害公営住宅太田団地に係る市

道路線の認定につきまして御説明申し上げます。 

当路線は、令和２年２月に完成した太田団地の

都市計画法による開発道路として整備された路線

であります。市道伊勢井谷フキノトシ線と大田支

線を結び、地域の生活に密着した生活道路として

必要な路線であることから、太田中線、太田上線

及び太田下線の３路線を市道認定するものであり

ます。 

次に、野村町の消防署西側に整備された住宅団

地に係る市道路線の認定について御説明申し上げ

ます。 

当路線は、令和３年２月に完成した住宅団地の

都市計画法による開発道路として整備された路線

であります。国道 441 号と市道岡法正線及び市道

岡線を結び、地域の生活に密着した生活道路とし

て必要な路線であることから、中央線、岡中央線

及び中央支線の３路線を市道認定するものであり

ます。 

なお、本件に係る市道の廃止及び認定につきま

しては、さきの２月７日に開催いたしました西予

市道路格付専門委員会において承認をいただいて

いるものであります。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

 〔酒井産業部長登壇〕 

○酒井産業部長 

議案第 13 号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」提案理由の御説明を申し上げます。 

本案は、野村町太田地区におきまして、令和４

年度の１箇年計画で県単独土地改良事業を施行す

ることに伴い、西予市営土地改良事業施行条例第

５条の規定により、その事業の概要について議会

の議決を求めるものであります。 

当地区では、農業水路等長寿命化・防災減災事

業にて、地区上部に位置する大田池の廃止に伴う

排水路整備と農地中間管理機構関連農地整備事業

にて、ほ場整備を実施する計画がございます。 

本事業につきましては、さきに説明した両事業

区域内の排水を河川へ安全に流すため、区域外に

流末水路を新たに整備するもので、このことによ

り、大雨時の被害の未然防止と農地保全を図るも

のであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 55 号「西予市部設置条例の一部を改正

する条例制定について」提案理由の御説明を申し

上げます。 

本市の組織機構につきましては、体制の課題や

問題点を洗い出し、行政効率の向上を図るため、

適宜見直しを行っているところでございますが、

令和４年度の組織改編におきまして、政策企画部

まちづくり推進課内に設置をいたしておりますジ

オパーク推進室を産業部経済振興課へ配置換えす

ることといたしております。ジオパークに関する

事務を政策企画部から産業部に所管替えすること

に伴い、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

市内に脈々とつながるジオサイトの保全・保護

をさらに推進するとともに、この４月に開館いた

しますジオミュージアムへの県内外からの観覧者

の増加や再認定を受けての機運の醸成を、今後は、

ジオを冠とした観光、宿泊、食事等々、経済や物

産との連携を図ることで、ジオパークをより身近

に実感できる地域活性化のコンテンツとしての価

値を高めていく方針でございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後２時 02 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午後２時 15 分） 

 （日程９） 

○佐藤議長 

次に、日程第９、議案第 35 号「西予市農業委

員会委員の任命について」から議案第 53 号「西

予市農業委員会委員の任命について」までの

19 件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 35 号から第 53 号までの「西予市農業委

員会委員の任命について」一括して提案理由の御

説明を申し上げます。 

現在の農業委員 19 名の方が、令和４年４月

24 日をもって任期満了となります。 

農業委員の選出につきましては、平成 28 年４

月に施行された農業委員会等に関する法律の一部

改正により、公選制から議会の同意を要件とする

市長の選任制となっております。今回の任命に際

し、11 月中旬から募集を行いました。 

慎重に検討してまいりました結果、明浜地区か

ら中村吉年氏、土居賢一氏、宇和地区から宇都宮

高岡常夫氏、上甲憲章氏、野村地区から井関吉博

氏、三瀬昇氏、五藤忍氏、大久保卓氏、三好三智

男氏、武田孝司氏、城川地区から岡本荒侍氏、泉

原猛男氏、志波豊氏、三瓶地区から菊池茂守氏、

二宮清治氏を任命したいと存じます。 

以上 19 名の方々は、それぞれ農業に係る豊か

な経験から、地域農業の実情全般に通じておられ、

人格、識見も高く、農業委員として適任者である

と考えられますので、農業委員会等に関する法律

第８条第１項に基づき議会の同意を求めるもので

あります。 

各候補の経歴等は人事案件に係る者の略歴の資

料を参照ください。 

以上、よろしく御審議の上、御決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案 19 件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 35 号から議案第 53 号までの 19 件につ

いては、会議規則第 37 条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、議案第 35 号から議案第 53 号

までの 19 件は委員会付託を省略することに決定
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いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより議案ごとに採決を行います。 

まず、議案第 35 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 35 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 35 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 36 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 36 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 36 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 37 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 37 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 37 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 38 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 38 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 38 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 39 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 39 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 39 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 40 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 40 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 40 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 41 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 41 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 41 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 42 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 42 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 42 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 43 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 
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議案第 43 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 43 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 44 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 44 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 44 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 45 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 45 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 45 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 46 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 46 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 46 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 47 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 47 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 47 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 48 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 48 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 48 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 49 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 49 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 49 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 50 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 50 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 50 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 51 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 51 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 51 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 
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次に、議案第 52 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 52 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 52 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 53 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 53 号「西予市農業委員会委員の任命に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 53 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 （日程 10） 

○佐藤議長 

次に、日程第 10、諮問第１号「人権擁護委員

候補者の推薦について」から諮問第８号「人権擁

護委員候補者の推薦について」までの８件を一括

議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

諮問第１号から第８号までの「人権擁護委員候

補者の推薦について」一括して提案理由の御説明

を申し上げます。 

法務大臣から委嘱された本市の人権擁護委員の

うち８名の方が令和４年６月 30 日をもって任期

満了となります。 

その後任につきまして検討いたしました結果、

野村町の松本恭典氏、城川町の三瀧俊二氏の２名

を再任として引き続き推薦することとし、明浜町

の横山三惠子氏、宇和町の山川妃鶴氏、新田孝之

氏、野村町の上甲和也氏、三瓶町の山下栄子氏、

井上又文氏の６名を新任として推薦したいと存じ

ます。 

野村町の松本氏は、令和元年７月から人権擁護

委員として御活躍いただいており、野村公民館長

としても地域に貢献され、地域住民の信頼も厚い

ものがあります。城川町の三瀧氏は、令和元年７

月から人権擁護委員として御活躍いただいており、

教員として長年にわたり広く地域に貢献され、地

域住民の信頼も厚いものがあります。明浜町の横

山氏は、東宇和農業協同組合を経て、西予市会計

年度任用職員として高山公民館に勤務され、地域

の実情にも詳しく、地域住民の信頼も厚いものが

あります。宇和町の山川氏は、教員として長年に

わたり子どもたちの教育に尽力されるとともに、

広く地域に貢献され、地域住民の信頼も厚いもの

があります。宇和町の新田氏は、長年にわたりＰ

ＴＡ活動や愛護班活動に尽力され、市ＰＴＡ会長

を歴任されるなど、青少年健全育成に貢献され、

地域住民の信頼も厚いものがあります。野村町の

上甲氏は、長年にわたり学校現場において教育の

充実に尽力されるとともに、渓筋公民館長として

も地域に貢献され、地域住民の信頼も厚いものが

あります。三瓶町の山下氏は、旧三瓶町役場及び

西予市役所に長年にわたり司書として勤務され、

広く地域に貢献され、地域住民の信頼も厚いもの

があります。三瓶町の井上氏は、旧三瓶町役場及

び西予市役所に長年にわたり勤務され、地域の事

情にも詳しく、地域住民の信頼も厚いものがあり

ます。 

以上、推薦にかかわります８名の方は、それぞ

れ人格識見が高く、広範な知識と豊かな経験から

社会の実情全般に通じ、人権擁護に深い理解があ

り適任者であると考え、人権擁護委員法第６条第

３項に基づき議会の御意見を聞くものであります。 

各候補者の経歴等は、人事案件に係る者の略歴

の資料を参照ください。 

以上、よろしく御審議の上、御決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案８件に対する一括質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 
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お諮りいたします。 

諮問第１号から諮問第８号までの８件は、会議

規則第 37 条第３項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、諮問第１号から諮問第８号ま

での８件は委員会付託を省略することに決定いた

しました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより諮問ごとに採決を行います。 

まず、諮問第１号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第１号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第２号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第２号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第３号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第３号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第４号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第４号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第４号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第５号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第５号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第５号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第６号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第６号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第６号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第７号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第７号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第７号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、諮問第８号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

諮問第８号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の
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起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第８号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

各委員会は、委員会付託された議案について十

分に審査を行い、３月３日の本会議において、委

員会審査の経過と結果について、各委員長の報告

を求めることといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

３月３日は午前９時より会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午後２時45分 

 



 

 

 

 

第 ２ 日 

 

３月３日（木曜日） 
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令和４年第１回西予市議会定例会会議録（第２号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ３月 ３日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ３月 ３日 

          午前 ９時００分 

１．散     会 令和４年 ３月 ３日 

          午後 ０時０６分 
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   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 
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建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

１ 議案第 ２号 ＣＡＴＶ整備事業 野村サ

ブセンター整備工事変更請

負契約について 

   議案第１４号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１１号) 

   議案第１５号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

３号) 

   議案第１６号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１７号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第３号) 

議案第１８号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１９号 令和３年度西予市水道事業

会計補正予算(第１号) 

   議案第２０号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計補正予算(第１号) 

   議案第２１号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計補正予算(第１

号) 

   議案第２２号 令和３年度西予市病院事業

会計補正予算(第３号) 

   議案第２３号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算(第１号) 

  議案第５４号 野村中学校外壁改修工事請

負契約について 

２ 一般質問 

追加 決議案第１号 ロシアによるウクライナ侵

略に断固抗議する決議案

について 
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本日の会議に付した事件 

１ 議案第 ２号 ＣＡＴＶ整備事業 野村サ

ブセンター整備工事変更請

負契約について 

   議案第１４号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１１号) 

   議案第１５号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

３号) 

   議案第１６号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１７号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第３号) 

議案第１８号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第２号) 

   議案第１９号 令和３年度西予市水道事業

会計補正予算(第１号) 

   議案第２０号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計補正予算(第１号) 

   議案第２１号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計補正予算(第１

号) 

   議案第２２号 令和３年度西予市病院事業

会計補正予算(第３号) 

   議案第２３号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計補正

予算(第１号) 

  議案第５４号 野村中学校外壁改修工事請

負契約について 

２ 一般質問 

追加 決議案第１号 ロシアによるウクライナ侵

略に断固抗議する決議案

について  
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  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日は、このように傍聴にお越しいただき誠に

ありがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、議案第２号「ＣＡＴＶ整備事業 野

村サブセンター整備工事変更請負契約について」、

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正予

算（第 11 号）」から議案第 23 号「令和３年度西

予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第

１号）」まで及び議案第 54 号「野村中学校外壁

改修工事請負契約について」の 12 件を一括議題

といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長源正樹君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

源正樹君。 

 〔源総務常任委員会委員長登壇〕 

○源総務常任委員会委員長 

総務常任委員会委員長報告を行います。 

去る２月 24 日の本会議において付託されまし

た議案３件について、25 日に委員会を開催し審

査を行いました。 

結果はお手元に配信のとおり、全て原案のとお

り可決決定いたしました。 

これより審査経過について抜粋して報告します。 

議案第２号「ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセン

ター整備工事変更請負契約について」では、今回、

施工業者による現地調査を踏まえ当市と関連業者

等々協議を重ねたところ、障害発生時においてす

ぐに調達が難しい主要機器の予備品を追加すると

ともに、機器同士を接続するコード類の延長及び

新たな空調機器の設置と既存の無停電電源装置の

撤去に伴う追加工事が必要と判断し、令和４年２

月９日に 275 万 9000 円を増額し 1 億 7727 万

4000 円の変更請負仮契約を締結したとの説明が

ありました。 

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 11 号）」について、事業実績の精査や

入札減、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より事業が休止になったことによる減額補正が多

く見受けられました。 

総務課所管分、野村支所庁舎建設事業、減額補

正 155 万 8000 円に対して、事業進捗状況につい

て関連質疑があり、現在の工事進捗率については

約 30％となっており、令和４年 10 月 24 日を開

庁式としている。令和５年度の支所２課体制で室

内が設計されているため、新しい庁舎に全ての課

は入れないので、新庁舎開庁後の令和５年３月ま

では産業建設課を旧庁舎に置き、新庁舎と併設し

て業務をしていくとの答弁でありました。 

危機管理課所管分、防災行政無線デジタル整備

事業、減額補正 2062 万 6000 円について、平成

25 年度の野村地区の整備から開始し、このたび

全ての工事を完了することができた。当該事業の

工事費及び備品購入費の総額については、当初見

込み 34 億 5324 万 7000 円のところ、最終額は

26 億 3605 万 1000 円となったとの説明がありま

した。 

大きな減額となった要因について質疑があり、

入札減と整備途中における全体最適化である。戸

別受信機設置の費用が非常に大きい事業で、受信

機単体での受信戸数が増え、屋外に設置するダイ

ポールアンテナ等の機材等が減少した影響である

との答弁でありました。 

財政課所管分では、基金費に後年度の市債の償

還財源を確保するため減債基金事業 4 億 5831 万

4000 円を、公共施設の長寿命化、また、地域づ

くり活動センター移行等に伴う施設整備等の財源

を確保するために公共施設整備基金事業 1 億

5000 万円を積み立てるとの説明がありました。 

まちづくり推進課所管分、債務負担行為、四国

西予ジオミュージアム落成式及び広告業務委託

123 万 1000 円について質疑があり、４月 23 日の

落成式及びオープンへ向け、テレビ局のコマーシ

ャルや各種広告等を行うようにするとの答弁であ

りました。 

教育総務課所管分、新型コロナウイルス感染症

対策事業 1633 万 9000 円について質疑があり、各

学校で感染症対策に必要な物品等を購入する経費



 

- 39 - 

 

であり、非接触型体温計や空気清浄機等の購入に

充てている。国庫補助対象事業費の上限額は、宇

和町小学校と宇和中学校が 135 万円、他の学校が

90 万円であるとの答弁でありました。 

生涯学習課所管分、成人式開催事業、減額補正

39 万 8000 円について、令和３年の成人式を取り

やめ記念品だけになった世代の方に、何か思い出

となるようなイベントの計画はあるかとの質疑に

対し、今後内部で検討したいとの答弁でありまし

た。 

議案第 54 号「野村中学校外壁改修工事請負契

約について」では、当改修工事によってどれくら

い野村中学校の長寿命化が図られるかとの質疑に

対し、保証期間である最低 10 年は使用可能であ

るが、その後は中学校自体も老朽化が進んでおり、

建て替え等を検討したいとの答弁でありました。 

以上、総務常任委員会審査報告とします。 

令和４年３月３日、総務常任委員会委員長源正

樹。 

○佐藤議長 

次に、厚生常任委員会委員長中村敬治君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

 〔中村厚生常任委員会委員長登壇〕 

○中村厚生常任委員会委員長 

ただいまから厚生常任委員会審査報告を行いま

す。 

去る２月 24 日の本会議において当委員会に付

託されました議案について、２月 25 日に委員会

を開催し審査を行いましたので、その経過と結果

について御報告申し上げます。 

お手元に配信のとおり、議案６件についてはい

ずれも全会一致で原案可決決定いたしました。 

議案の審査過程において委員より出された質疑

並びに部課長の答弁を抜粋して報告いたします。 

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 11 号）」医療対策室所管分では、医療

機関新規開業促進事業について、現時点で小児科、

産科ともに採択に至ってないため補助金を減額し、

令和４年度当初予算に改めて計上するとの説明が

ありました。 

委員からは、小児科と産科の新規開業見込みは

あるのかとの質疑があり、昨年度は何件か相談が

あったが、今年度の相談はない。愛媛県医師会の

会報等にチラシを入れてＰＲは行っているが見込

みが立っていないのが現状であるとの答弁であり

ました。 

環境衛生課所管分では、旧南予エコの橋梁撤去

工事請負費の減額について質疑があり、旧南予エ

コの焼却施設に架かっていた橋梁の撤去工事につ

いて入札減少金が生じたため減額したもので、既

に橋梁は撤去しているとの答弁でありました。 

健康づくり推進課所管分では、妊婦健診委託料

の減額について質疑があり、妊娠届出数は令和元

年度 177 件、令和２年度 154 件、令和３年度は、

令和４年２月 25 日時点で 140 件と年々減少して

きている。当初見込みよりも妊娠届出数が少なか

ったことから不用となった委託料を減額したとの

答弁でありました。 

福祉課所管分では、生活困窮者自立支援金支給

事業における住居確保給付金の減額について質疑

があり、住居確保給付金は、離職や自営業の廃業

等に陥ったことで経済的に困窮し、住居を喪失し

た方、または住居を喪失するおそれのある方を対

象に家賃相当額を支給する制度で、令和２年度に

支給対象が拡大され申請者が６世帯と増えたこと

から、令和３年度も同程度の申請を見込んで予算

計上していたが、現時点で２世帯の給付と実績が

少なくなったため減額したとの答弁でありました。 

議案第 23 号「令和３年度西予市野村介護老人

保健施設事業会計補正予算（第１号）」では、短

期入所及び通所にかかる収益が減収となった要因

について質疑があり、短期入所及び通所利用者の

家族が新型コロナウイルス感染拡大地域から帰省

した際、大事をとって待機期間を設け、１週間利

用を控えていただいたことなどの理由から利用者

数が減少したため減収となったとの答弁でありま

した。 

また、施設事業費用における給与費の減額につ

いて質疑があり、新型コロナウイルス感染症の影

響で、政府が入国規制を行ったことにより、モン

ゴルからの技能実習生の年度内入国が見込めなく

なったため減額したとの答弁でありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和４年３月３日、厚生常任委員会委員長中村

敬治。 

○佐藤議長 
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次に、産業建設常任委員会委員長小玉忠重君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

小玉忠重君。 

 〔小玉産業建設常任委員会委員長登壇〕 

○小玉産業建設常任委員会委員長 

産業建設常任委員会審査報告を行います。 

去る２月 24 日の本会議において当委員会に付

託されました議案５件につきまして、２月 25 日

に委員会を開催し審査を行いましたので、その経

過と結果について御報告申し上げます。 

議案５件につきましては、お手元に配信のとお

り原案可決決定いたしました。 

これより議案審査の過程において委員より出さ

れた質疑並びに部課長の答弁等を抜粋して報告い

たします。 

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 11 号）」建設課所管分では、がけ崩れ

防災対策事業の減額について質疑があり、今年度

発注予定の２カ所のうち１カ所が工事取りやめと

なったため、工事費を減額するとの答弁でありま

した。 

農業水産課所管分では、畜産・酪農収益力強化

整備等特別対策事業について、大洲市で養鶏場を

経営する有限会社岡野ファームを主体とした南予

地域養鶏クラスター協議会が宇和町山田地区に養

鶏場の建設を予定しており、建設期間は令和４年

３月から令和５年３月まで、完成後の鶏舎棟数は

６棟で約 8,500 平米となるとの説明がありました。 

委員より、地元雇用の見込みについて質疑があ

り、まだ確定しておらず、最新のウインドレス鶏

舎という設備であるため人手がかからないこと、

従業員の一部が配属されるという話も聞いている

が、市としては地元雇用の要望は行っているとの

答弁でありました。 

また、養鶏場の臭気対策について質疑があり、

岡野ファームから地元の方への事前説明会をされ

たり、大洲市の養鶏場を実際に見ていただくなど

していると聞いているとの答弁でありました。 

林業課所管分では、林業整備担い手確保育成対

策事業に関して、担い手の育成や確保の状況につ

いて質疑があり、来年度は西予市森林組合へ宇和

高校生が２名就職する予定となっており、当市に

おいても林業教室などを実施し、県では林業教室

のほか、令和４年度にインターンシップ等も考え

られているため、希望者が徐々に増えていくこと

を期待しているとの答弁でありました。 

議案第 18 号「令和３年度西予市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第２号）」では、企業会

計移行に係る資産調査及び評価業務の内容につい

て質疑があり、農業集落排水事業特別会計を企業

会計へ移行するよう国から通達を受けており、令

和５年度から移行するよう計画をしている。移行

に伴い、農業集落排水施設全体の資産を調査及び

評価するもので、今回完了すれば来年度以降は行

う必要はないとの答弁でした。 

議案第 19 号「令和３年度西予市水道事業会計

補正予算（第１号）」及び議案第 20 号「令和３

年度西予市簡易水道事業会計補正予算（第１号）」

では、関連として、令和５年度の各支所再編に伴

い支所の職員が減少することへの対応について質

疑があり、支所の職員は約半分になる予定で、今

まで支所で扱っていた業務を本庁へどれだけ移行

できるか調査を行っているとの答弁でした。それ

に対し委員からは、サービスの低下につながらな

いような処置を行うよう意見がありました。 

また、給水人口の減少に伴い収益も減少するの

に対し、施設の維持はしていかなければならず苦

しい会計状況にあると思うが、対処は考えている

かとの質疑があり、来年度から水道料金改定に向

けて検討を行う方向で、施設維持のためには、利

用者に最低限の負担をしていただくことが必要で

あるとの答弁でありました。 

以上、産業建設常任委員会の審査報告といたし

ます。 

令和４年３月３日、産業建設常任委員会委員長

小玉忠重。 

○佐藤議長 

以上で各委員長の報告は終わりました。 

これより各委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 
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これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第２号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第２号「ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセン

ター整備工事変更請負契約について」は原案のと

おり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第２号は原

案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第 14 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 14 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 11 号）」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 14 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第 15 号から議案第 23 号までの９件

を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 15 号「令和３年度西予市国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）」から議案第 23 号

「令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会

計補正予算（第１号）」までの９件は原案のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 15 号か

ら議案第 23 号までの９件は原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 

次に、議案第 54 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 54 号「野村中学校外壁改修工事請負契

約について」は原案のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 54 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前９時 25 分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前 10 時 00 分） 

 （日程２） 

○佐藤議長 

次に、日程第２、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

４番宇都宮俊文君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

改めましておはようございます。 

議席４番宇都宮俊文です。よろしくお願いいた

します。 

まず早朝より傍聴の方来ていただきましてあり

がとうございます。 

今回、津波避難計画、そしてもう一つが西予市

の環境対策、この２点で質問させていただきたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。 

まず、西予市における津波避難計画についてで

すが、2011 年３月、もう 11 年前になりますが、

東日本大震災により甚大な津波避難があり、本当

に大変な、特に東北地方では大変な災害が起こっ

ております。 

また、今年１月にもトンガの海底火山が噴火し

たことにより、日本沿岸にまで津波警報が発令さ

れ、また、避難指示が出された地域がありました。

その中で岩手県では、真夜中のため、自動車によ

る避難で大渋滞が起きたという報道がありました。 

これを受けて、今回私の質問になったわけでご

ざいますが、世界中でいつどこで津波が発生する

かわからなくなったと思います。西日本では、今

後高い確率で発生すると想定される南海トラフ地

震により、沿岸部では津波による被害が大変危惧

されます。それを防ぐことは到底できないことで

すが、せめて人命を守る手段、これをどのように

すればいいのか。もっともっと特に沿岸部は真剣

に考えていかなければいけないのではないかと思

います。 

現在の明浜町、それから三瓶町における避難場



 

- 42 - 

 

所についてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

皆さんおはようございます。 

本日は一般質問に当たりまして、早朝より傍聴

にお越しいただき感謝申し上げる次第でございま

す。 

ここ数日は急に気温も上がりまして、春の陽気

を感じるようになりました。 

新型コロナにつきましては、オミクロン株の急

激な感染拡大が今なお続いている状況でございま

して、最大限の警戒と感染予防対策に努めなけれ

ばならないと思うところであります。 

市民の皆様の御協力により感染対策を行ってい

ただいているわけでございますけれども、いま一

度感染回避行動に十分御留意をお願いしたいと思

います。 

さて、本日から土日を挟んで３日間にわたりま

して、７名の議員の皆様から一般質問をお受けい

たします。 

それぞれの御質問に対しましては真摯に回答さ

せていただきたいと考えておりますのでどうぞよ

ろしくお願いを申し上げます。 

市政運営の根幹に関わる質問には私が回答し、

専門的分野での質問につきましては各部長を中心

として回答させていただきたいと考えますので、

御理解をいただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それでは宇都宮議員からの明浜町、三瓶町にお

けます避難場所についての御質問にお答えさせて

いただきたいと思います。 

市は、災害から一時的、緊急的に避難する場所

を指定緊急避難場所、被災者等を必要な期間滞在

させるための施設を指定避難所としております。 

御質問の津波災害からの避難場所につきまして

は、一刻も早く津波浸水想定域外の高台等へ避難

する必要性があるということから、津波緊急避難

場所として、各地域で考えていただいた高台等を

指定いたしております。その数は、明浜地区で

41 カ所、三瓶地区で 60 カ所となっております。 

一方で、指定避難所としましては、両地区で指

定している避難場所がほぼ津波浸水想定区域に該

当するということから、津波災害におきまして使

用できる指定避難所は、明浜地区では、明浜支

所・明浜歴史民俗資料館の２カ所、三瓶地区では、

三瓶周木地区体育館・三瓶東公民館第１分館・三

瓶二及地区体育館の３カ所となっており、想定最

大規模に被災した場合は、宇和地区等への、内陸

への二次避難も想定しなければならないと考えて

いるところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ただいま明浜町、三瓶町の避難場所について御

説明ありましたが、その地区における避難経路及

び方法についてはどのようになっているのか御説

明をお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

避難経路等についての御質問がございましたが、

津波避難に関しましては、先ほど答弁をさせてい

ただきました高台等への津波緊急避難場所への素

早い避難が必要であり、西予市の地形上、住宅地

の裏山、農道等への避難がほとんどとなっており、

各地区で訓練等を行い避難経路等は検証をしてい

ただいております。 

また、避難方法につきましては、地震・津波発

生時におきましては、家屋の倒壊、落下物、道路

の損壊、また渋滞・交通事故等が発生するおそれ

があることから、徒歩による避難を原則といたし

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

一般的な避難方法、これは国からの指導により
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徒歩による避難というのが原則でございます。た

だ、冒頭にも述べましたように、真冬あるいは夜

中、雨が降っているとき、このようなときに徒歩

で避難する、これは絶対無理なことでありますし、

避難場所で３時間、４時間あるいは一晩過ごす、

これも無理です。 

やはりその地区その地区に応じた避難ができる

と思います。例えばこの辺であれば車の台数も少

ないし、道路も一本道で一方通行でほとんど逃げ

れるということを考えますと、車の避難、そして、

高齢者も多いです。この中で、高齢者の手を引い

て、あるいはリヤカーで歩いて逃げる、これも利

にかなっていないと思います。 

そのようなことを想定しながら考えて、今後見

直す必要があるのではないかなと思います。お考

えをお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

議員御指摘のとおり、災害というものは時と場

所を選んでくれるわけではございません。特に津

波からの緊急避難につきましては、一定期間屋外

での避難対応が必要となってまいります。暑い時

期でありますとか寒い時期、また当日の天候、そ

して昼間と夜間、それぞれの対策、そういったこ

とを想定した訓練を実施して、計画の見直しであ

りますとかマニュアル等の整備を行うとともに、

地域におかれましても事前の備えを検討いただき

たいと考えております。 

その上で西予市沿岸部におけます地域性、高齢

化の状況等を考慮しますと、議員御指摘のとおり

自動車による避難が有効な場合もあろうかと思い

ます。 

西予市地域防災計画津波災害対策編におきまし

ては、避難方法の周知の中で徒歩避難の原則を記

載いたしております。各地域におきまして、津波

到達時間、指定緊急避難場所までの距離、避難行

動要支援者の存在、避難路の状況等を踏まえまし

て、自動車による避難が有効な場合におきまして

は、安全かつ確実に避難できる方策をあらかじめ

検討していくことが必要であろうと考えておりま

す。 

また、その際には、やみくもな避難につながる

ことのないよう自動車による避難には限界量があ

るということを認識しつつ、自動車避難に関する

地域の合意形成、また地区防災計画におけますル

ールづくりなどを行っていただきまして、それぞ

れの地域で話合いを行い、地域特性に見合った対

応が必要ではないかと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

繰り返しの質問になろうかと思います。 

仮に明浜町に限定して考えますと、例えば、俵

津地区においては、野福峠ずっと２車線の道路が

ありますので、ここへ車で逃げれば一番安全に時

間も過ごせると思います。 

現在ではずっと小さい集落、20 軒、30 軒単位

で歩いて逃げるというふうなことをやっておりま

すが、これもやっぱり本当に考えた場合にこっち

のほうが安全ではないかな、自動車があの広い道

であれば渋滞することもなく、多分建物の倒壊も

ないのではないかなと。大体津波というのは遠い

ところで起きて来るわけですから、それの確率の

ほうが結構低いのではないかなと思われます。 

ただ、それを固定してはいけないと思うので、

いろいろな場合にそれぞれが感覚持って避難する

こと、それから、狩江から田之浜地区については、

裏に農道があったり、また、幹線道路、峠があり

ますので、そのほうへ逃げる、こういうやり方の

ほうが大事ではないかなと思われます。 

しかし、やっぱり昼間若い人がおらないときは、

どうしても高齢者だけで逃げなければいけない。

そのときには従来の高台へ歩いて逃げる、これし

かありませんので、そのときそのときに応じたや

り方を、これはもう自分自分、自主防災中心に地

域の皆さんが考えるべきことだろうと思いますの

で、そこら辺も行政も一緒になって考えていただ

いたらと思うんですが、それについてお答え願い

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

本市におきましては、西予市地域防災計画等の
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計画整備に加えまして、自主防災組織・防災士・

消防団と連携した訓練の実施など地域防災力強化

についての重要性について認識し対応を行ってい

るところでございます。 

加えまして、西予市の地域性を考慮した自主防

災組織などを中心としまして、地域主体となって

策定をいたします地区防災計画の策定推進につい

て取り組んでいるところでございます。 

現在、７つの自主防災組織が策定済みでござい

ますが、今後一層の策定推進に努め、地域で想定

される災害に見合った計画を地域主体となって検

討いただきたいと思います。 

議員御指摘のとおり、それぞれの地域によりま

していろいろな状況が想定されるかと思います。

自動車による避難等につきましてもそれぞれの地

域性に応じて、緊急的に裏山等への農道等を利用

するのか、また、海岸部を通って野福峠等のそう

いった幹線道路を使っての避難をするのか、そう

いったことも含めまして、地域の中で話合い、地

区防災計画の策定に取り組んでいただきたいと考

えております。 

市といたしましても、令和４年４月から危機管

理課におきまして、防災及び災害対応などに関す

る専門的な知識経験を持ち、国が認めます地域防

災マネージャーの資格を有します危機管理監を配

置する予定でございます。行政内部の体制強化を

図りつつ、各地域へのフォローを行ってまいりた

いと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

繰り返し同じような質問になります。 

ちょうど今日傍聴に地域の自主防災の役員の方

に来てもらっております。このことを私地元に持

ち帰って、今まで本当に固定したやり方、歩いて

逃げる、これだけをやってきましたが、もう一度、

避難計画をやり直す必要が、何度も言いますが、

あるんではないかなと思います。 

同じような質問になりますが、市の見解をお願

いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

先ほどから申し上げておりますけれども、それ

ぞれの地域におきましては、その状況であります

とか、環境等を考慮した上でいろんな条件におけ

る避難の在り方については検討いただきたいと思

います。 

冒頭申し上げましたけれども、避難の原則は徒

歩になっておるかと思います。その中で自動車を

使えるような状況がどういったものであるか、ど

ういった場合が想定されるかといったことについ

ても十分内部で検討いただきたいと思います。 

自動車は確かに素早く避難できるという利点は

ございますけれども、渋滞がありましたりとか、

通れなくなったときの対応等も当然考えておかな

ければならないことであろうかと思いますので、

そういったことも想定した中で、地域として一番

有効な避難の在り方については検討いただきたい

と思いますし、先ほど申し上げましたとおり、市

でも地区防災計画の策定に当たりましては支援を

してまいりたいと考えておりますので、そういっ

た計画策定を検討される際には、危機管理課にま

たお声掛けをいただきたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 

次に、この件に関わり、国・県に対する要望に

ついてですが、安全かつ迅速な避難をするために

は、現在の国道、県道では不十分であり、ところ

どころ狭いところがかなりあります。これにより

地域の孤立が懸念されることが予測されます。 

そのためにも、早く道路整備を国・県に要望し

ていただきたいのですが、その件お願いいたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

国道・県道の拡張及び避難道の整備についての

御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 
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宇和海沿岸地域を結ぶ幹線道路であり、西予市

の地域住民の日常生活や地域産業を支える重要な

交通基盤であります国道 378 号は、国道 378 号

（八幡浜・宇和島間）期成同盟会において、国・

県への要望を強化しているところでございます。 

毎年７月に、県知事・県議会に新規事業等の予

算の確保について、これは継続して要望を行って

おります。要望に対しまして県からは、道路整備

が遅れている本県において、真に必要な道路整備

に係る安定的な財源確保は必要不可欠と考えてお

り、引き続き国に強く要望していくとの回答があ

りました。 

また、実施中の事業につきましては、平成

30 年７月豪雨災害復旧を最優先にしていること

から、進捗に少しの影響は出ておりますけれども、

国道・県道の事業実施主体であります県西予土木

事務所に確認をいたしましたところ、国道 378 号

では、本年度４カ所の拡幅改良事業を実施し、現

道沿いの離合困難箇所の解消を図っているとの回

答がございました。 

次に、宇和方面への緊急避難道として大きな役

割を担っております県道宇和高山線及び主要地方

道宇和明浜線につきましては、今後も地権者と用

地交渉を進めながら現道の拡幅に努めていくとの

回答がありました。 

西予市といたしましても、期成同盟会からの要

望とともに、機会をとらえまして県・国へ根気強

く要望活動を行っていきたいと考えておりますの

で、御理解、御協力をお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。ぜひよろしくお願いい

たします。 

また、大規模災害時、物資の運搬、それから、

日常時の救急搬送、けが、それらを含む救急搬送、

災害時の物資の搬送、そのためにはヘリコプター

が大変重要であります。 

日頃よりドクターヘリに関しては明浜もしょっ

ちゅう利用させてもらって、本当に人命を救うた

めに役立っていると思います。 

その中でヘリポートの整備ですが、結構、西予

市は力を入れてもらって整備されておりますので、

その点について説明お願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

御質問のありましたヘリポート整備についてお

答えさせていただきます。 

ヘリコプターを活用した消防活動は、消火、救

助、救急に加えて、大規模災害時には、情報収集

や孤立地区における人員搬送など、多岐にわたる

活躍が期待されているところでございます。 

これらの活動の拠点となる離着陸場は、目的に

応じて区分されており、当市では、条件を満たす

広さを持つ運動公園など市内５カ所を飛行場外離

着陸場として登録しております。また、これに準

ずる学校跡地グラウンドなど、20 カ所を緊急離

着陸場などとし、ドクターヘリのランデブーポイ

ントとしても登録しているところでございます。 

このような中、明浜地区においては、あけはま

オートキャンプ場多目的グラウンドを飛行場外離

着陸場とし、また、明浜運動場、狩江地区グラウ

ンド、田之浜地区グラウンドを緊急離着陸場とし

て登録しております。 

このうち、明浜地区の拠点となりますあけはま

オートキャンプ場多目的グラウンドにつきまして

は、来年度から明浜柑橘加工施設が整備されるこ

とに伴いまして、ヘリポートとしての運用ができ

なくなることから、隣接する大早津石灰鉱山跡地

を代替地に選定し、専用ヘリポートを整備する計

画を進めているところでございます。 

これによりまして、大規模災害時における孤立

者救助や救援物資搬送等の防災拠点としての活用

やドクターヘリのランデブーポイントも引き続き

運用できるものと期待しているところでございま

す。 

今後も明浜地区をはじめ、市民の皆様の安心・

安全に努めてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 
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ヘリが来ることで海岸部、それから山間部の住

民にとって本当に安心できるものだと思いますの

で、今後も整備をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

続きまして、西予市の環境対策について御質問

いたします。 

間もなく４月に出されようとしている西予市環

境基本計画、これは令和２年、３年に２年間にか

けて、計画策定業務委託料約 784 万円かかってい

るということでございます。この内容についてお

尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

西予市環境基本計画の内容についてお答えをい

たします。 

西予市環境基本計画は、令和２年１月施行の西

予市環境基本条例第９条に基づき、環境保全及び

創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

目的で策定する計画でございます。 

本計画は、令和２年度から令和３年度の２年間

において西予市環境審議会で検討してまいりまし

た。 

西予市環境審議会は、西予市環境基本条例第

21 条に基づき、環境の保全に関する基本的事項

等について調査及び審議する機関であり、委員は

10 名で、環境の保全に関し学識経験のある者、

市民団体の代表者、事業者の代表者、市議会議員

など多様な方々で構成しております。 

本計画では、西予市における様々な環境課題を

解決するため、目指すべき将来像を「良好な生活

環境が確保された、人と自然が共生する持続可能

なまち、西予」とし、この将来像を実現するため、

５つの基本目標を設定し、市民、事業者、市の役

割を明確化し、連携して各分野で取組を進めてま

いります。 

また、計画期間を令和４年度から令和 13 年度

の 10 年間とし、西予市を取り巻く国内外の環境

分野の動向等に大きな変化があった場合には、中

間年度の令和８年度を目安に計画を見直す予定で

ございます。 

本計画で設定した５つの基本目標は、「地域の

良好な生活環境の確保」、「気候変動対策の推進

と低炭素・脱炭素社会の実現」、「環境への負荷

が少ない循環型社会の構築」、「生物多様性の保

全と自然共生社会の実現」、「環境教育・学習の

充実と環境保全活動の促進」であり、これらの基

本目標の現状と課題を分析し、それに関する取組

と進捗管理を行う指標を設定しておりますので、

計画策定後には、指標などをもとに点検を行い、

環境審議会や庁内関係部署等と連携して計画を推

進してまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

この件に関して、パブリックコメントを募集し

ている、今その段階であろうと思いますが、これ

についてどのようになっているのか。また、その

考え方についてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

パブリックコメントについてお答えをいたしま

す。 

パブリックコメントは、市民の意見及び要望を

積極的に市政に反映させるものでございます。 

具体的には、パブリックコメントを行うことに

より、市の重要な施策の形成過程において、その

政策に関する計画等の素案の趣旨、内容等を公表

し、広く市民等から意見、情報及び専門的知識を

求めることができ、寄せられた意見等に対して、

市の考え方を明らかにすることができるものと考

えております。 

西予市環境基本計画は、西予市環境基本条例に

基づき策定するものであり、現在及び将来の市民

が安全かつ健康で文化的な生活を営むことができ

る良好な環境を確保するため、市民にとって重要

な計画でございますので、今回、パブリックコメ

ントを実施し、市民の皆様の意見をお聞きするこ

とといたしました。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 
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○４番宇都宮俊文君 

私ちょっと気が短いものですから、この今の理

屈をずっと聞いておったんですが、これに対して

市民から意見が出るかどうか、パブリックコメン

トが出ているかどうか、それについて今の時点、

多分今月中で締切ろうとされておると思うんです

が、意見が今上がっているのかどうか、それをお

尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

現時点で、市民から２件御意見をいただいてお

ります。 

意見の内容につきましては今精査をさせていた

だいて、計画へ反映できるものは反映をさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

やはり２件ということであろうと思います。 

たとえきれいな基本計画があっても、これが委

託してよその大学教授であるとか、どこかの人が

つくった計画では、地元にはほとんど生かせない

かと思います。 

なぜこれが自分の市でつくれなかったのか、私

はそれに疑問持ってます。多くの職員がおる中で、

これぐらいのことは、これぐらいのことと言った

らあれなんですが、こんな計画書は日本中どこに

でもあります。それを参考にして西予市のものに

合わせれば、本当に簡単な予算でできると思うの

で、この辺もう少し考え直していただかないと、

ただこれ理屈ばっかり並べても誰も興味を示さな

いし、パブリックコメント、形だけやっても誰も

上がらない。これが現実じゃないかと私ははっき

り思います。 

先日、亡くなられた石原元東京都知事が、排気

ガス、大気汚染の問題で、ペットボトルに入れて、

大型トラックから出る排気ガスのすすをこうやっ

て振りまいた、記者会見で振りまいたのを見て感

激しました。やっぱりこういう人がいて、絶対こ

れをやる、そういう方針を出さないと、私それ見

て本当にこんなことができるんかなと、東京都に

粉じんをまくトラックは入るなと、そこまで言っ

て、実際それができて、それが全国に広がってト

ラックの排ガス規制につながった。やっぱりこう

いう指導者が、たまたま東京におられたから日本

中変わったわけで、ここまではできないかもしれ

ませんが、西予市で何をするのか。私いつも言っ

ておりますが、西予市は、食べ物何でもそろいま

すし、農業から漁業全てあるので、できる案は幾

らでもあると思います。 

その辺具体的な現時点でのお考えがあればよろ

しくお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

この環境基本計画策定に当たりましては、事前

に 18 歳以上の市民の方や事業者、市内で活動さ

れている団体、また、小学生・中学生の児童生徒

の皆さんに事前に環境に関するアンケート調査を

実施させていただいております。 

そういったアンケート調査からいただいた意見

なども反映をさせていただいて計画を策定してお

ります。 

また、計画に当たりましては、先ほど申しまし

たように、環境審議会の中で検討させていただい

て、その中には市内の事業者の代表者の方、また

教育関係の方等も入っていただいて、十分にこれ

まで検討をいただいているところでございます。 

議員のおっしゃるとおり、こういった計画はど

うしても多くのことが書かれておりまして、市民

にとってはちょっとわかりにくいというところも

あろうかと思いますので、今後、こういった計画

の策定に当たりましては、例えば概要版をつくる

とか、何を市民に求めるのか、協力していただき

たいのか、そういうところがはっきりと分かるよ

うな形で計画を策定していきたいと考えておりま

すのでよろしくお願いをいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 
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○４番宇都宮俊文君 

今回かなり厳しいことを言わせてもらいますが、

職員の中で１人でも２人でも、これについて真剣

に取り組んでもらえる型破りな職員がおってもい

いんではないかなと思います。それによって、ど

この自治体でもやっていないような取組をぜひや

っていただく、これが当たり前ではないかなと思

います。何もかも型にはまって日本中同じような

考え方では何も進まないと思いますのでぜひやっ

ていただきたいと思います。その担当者は 10 年、

15 年同じ部署で働いてもらう、そういう人事の

仕方も今後考えてもらわなければいけないと思い

ます。それによって、よそから視察に来てもらっ

たり、環境教育できれば、有名になれば、どんど

ん人も来てくれます。何もかもひっくるめて、そ

ういう横のつながりを重要にして事業を行ってい

ってもらいたいと思います。 

その中で、市民にとって、環境を考えて何がで

きるか考えますと、やはり排気ガスを減らすとか、

そういうことはなかなか無理です。例えば、ハイ

ブリッドの車に乗るぐらいな程度しかできません

が、身近であるものを考えると、やはり一番はご

みの問題ではないかなと思います。 

その中で、ごみ問題、生ごみをどう減らすのか、

ペットボトルの問題も昔からあります。ペットボ

トル、リサイクルリサイクルと言ってますが、以

前には先進国は、その大方を東南アジアへ持って

いってごみとして捨てていた。これを現実はなか

なか世の中には知らされていないかもしれません

が、それがマイクロプラスチックとなって海洋汚

染を招いている、そういう現実があります。 

今ではペットボトル、多分７割、８割は燃料と

して燃やしているという現状でございます。本当

にペットボトルとして再生するのには経費がかか

り無駄があるということでなかなかうまくいきま

せんが、そういう教育も大事ではないかと思いま

す。 

戻りますが、まず、生ごみの現状についてお尋

ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

西予市の生ごみの現状についてお答えをいたし

ます。 

生ごみにつきましては、燃やすごみとして八幡

浜南環境センターに焼却処理を委託しており、令

和２年度の事業系ごみを含んだ燃やすごみの総排

出量は、市内全域で 7,225 トンとなっております。

このうち家庭から排出されたごみは 5,676 トンで

ございます。 

燃やすごみに占める生ごみの割合は、令和元年

度に実施いたしました食品ロス実態調査にて

44.6％となっており、令和２年度の排出量で換算

しますと、家庭から排出された生ごみは 2,531 ト

ンとなります。 

燃やすごみの排出量は、人口減少の影響もあり

近年は減少傾向にありますが、令和元年度と令和

２年度を比較すると、家庭から排出されたごみで

276 トン、事業系ごみで 69 トンと大きく減少し

ております。 

その理由といたしましては、市民の皆様の分別

等への御協力もございますが、新型コロナウイル

ス感染症の影響で、家庭から排出されたごみでは、

店舗兼住宅といった小規模飲食業からの排出量の

減少やテイクアウト増加による調理くずの減少が

考えられます。また、事業系ごみでは、飲食業等

からの排出量が減少したことが一因となっている

ものと考えております。 

続いて、生ごみを含む燃やすごみの処理経費で

ございますが、処理委託費用が令和２年度実績で

約 1 億 8500 万円となっており、一方、市の収入

として、指定燃やすごみ袋の販売手数料約

4400 万円、事業系一般廃棄物処理手数料約

1550 万円、合計で約 5950 万円であり、差引きの

結果として約 1 億 2550 万円の費用が必要となっ

ております。 

なお、先ほど申し上げた令和２年度の燃やすご

み排出量で推計した家庭から排出された生ごみ

2,531 トンに処理委託単価で積算すると、家庭か

ら排出された生ごみの処理費用は約 6500 万円と

推計されます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

今の生ごみの件ですが、これの処理方法、それ
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から繰り返しになります。それを減らすための策

はあるのかお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

生ごみの処理方法と、また減らす対策について

お答えをいたします。 

先ほどの御質問でお答えさせていただきました

が、生ごみについては、燃やすごみとして八幡浜

南環境センターに焼却処理を委託しており、燃や

すごみの 44.6％が生ごみとなっております。 

生ごみを減らすことは処理費用の削減につなが

りますので、家庭用生ごみ処理機及びコンポスト

などの購入補助制度、外食産業から排出される食

品ロスの削減を推進するためのおいしい食べきり

運動推進店登録制度など、生ごみを削減するため

の施策を実施しております。また、家庭や事業所

に対しましては、生ごみの水切りの御協力もお願

いしているところでございます。 

生ごみ処理機及びコンポスト購入補助制度では、

令和２年度で 34 基 32 万 3000 円を補助しており、

おいしい食べきり運動推進店では、市内で 12 店

舗に登録いただいております。 

また、平成 24 年度には古着・古布類、平成

25 年度には廃食用油の分別を開始するなど、燃

やすごみそのものの削減にも取り組んでおります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

私、生ごみの件に関しては、以前の一般質問で

も言いました。 

生ごみを減らすためにどうするのか。やはりこ

れを利用すること、例えばいつも言っております

野村の牛から出るふんと混ぜて堆肥をつくる、三

瓶にも養豚業者あります、かなり西予市内に多く

の業者あります。そこで少しでも処理をしていた

だく。業者にとったら面倒くさいことかもしれま

せんが、そこに対していずれかの補助金も出すな

り努力していただく、そしてできれば、産業廃棄

物、スーパーとか飲食店から出る、それからでも

始めて、少しずつその取組をやることはできると

思います。 

実際にやっている自治体は全国にあります。こ

れをやって、その堆肥を米作り、それからミカン

作りに入れてもらう。これも金を払うんじゃなし

にただで入れてもらえればどちらも助かります。

こういう横のつながりが実際ないと思います。 

実際、私今日うちの息子が三瓶の養豚業者に堆

肥もらいに行っております。取り行ったらダンプ

で勝手に取ってきてくださいと。これただで取れ

ますので、業者も助かるんです。こういう仕組み

がまだまだ、せっかくいろいろな事業をやってい

る方がおるのに、横のつながりがないために、堆

肥に金をかけて作って、それを運搬して高く買っ

てやる。こういう流れなので、実際それが回って

いかない、そういうことがあります。 

一つ良い例を挙げますと、太陽ファームさん、

これはもう莫大な豚飼ってますが、そのふん尿を

処理するために堆肥を作って、それを使ってキャ

ベツと野菜を作って、自社便で全国に売ってやっ

ている、これこそリサイクルだと思います。それ

で、多分想像ですが、売り先に出た産業廃棄物等

も当然集められているのではないかなと、これは

私調べたわけではないんですが、そういうふうな

良い例が西予市にはありますので、そういうこと

を実際本当にやることが大事ではないかなと思い

ます。 

最初から言いますように、西予市環境基本計画、

絵に描いた餅にならないようにしっかりとやって

いただきたいと思います。 

続きまして、ジオパークとの関連について質問

いたします。 

現在では、どこの企業、自治体でも環境に対す

る意識はとても重要であると思います。 

西予市は、今年１月にジオパーク再認定されま

したが、当然これも環境に対する意識が重要だっ

たと思います。これがどのような評価をされたの

かお知らせ願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

四国西予ジオパークにつきましては、平成

23 年度から実施した市民参加によるジオパーク

活動や平成 24 年度に設立した四国西予ジオパー
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ク推進協議会の活動などが評価されまして、平成

25 年９月 24 日に日本ジオパーク委員会の認定を

受けて誕生したところです。 

平成 29 年度に初めて再認定を受け、去る１月

28 日に２回目の再認定をいただくことができま

した。議員各位におかれましては、認定前から長

きにわたる御理解、御協力に感謝申し上げます。 

日本ジオパーク委員会から２月 17 日にいただ

いた審査結果通知書によりますと、平成 30 年７

月豪雨災害に見舞われたにもかかわらず、活動の

質が低下せず、むしろ地域連携が強化したことな

どを総合的に評価いただいております。 

具体的には、協議会内の４つの部会を中心に展

開されている地域住民のボトムアップ的な活動。

四国西予ジオパークまなびのガイドブックをはじ

めとする優れた教育プログラムや活用ツール。か

つてジオパーク推進協議会事務局に所属していた

者が作成した仕組みによって、ジオパーク事務局

を離れた人材が、地域でジオパーク活動を実質的

に推進していること。西予市役所内のジオパーク

推進委員制度を活用した部署を越えた連携ができ

る持続可能な運営体制の構築。安定的な人員雇用

とバランスのとれた協議会事務局員の配置による

運営体制の充実化。四国西予ジオミュージアム及

び乙亥会館内の災害伝承展示室の整備とその活用

との点を評価いただいております。 

４年前となる前回の審査では、再認定にはなっ

たものの改善すべき課題も多く指摘されました。

加えて、再認定から半年後の平成 30 年７月には

豪雨災害も発生いたしました。 

今回は特に、それらに対して真摯に向き合いな

がら、防災・減災活動も含めて、ジオパークへの

取組を続けてきたことを大きく評価していただき

ました。 

また、ジオパーク推進協議会の部会や組織、市

内ガイド団体などが積極的にジオパーク活動を実

践していることや市内小中学校で今まで行ってき

たジオパーク学習の経験を踏まえて、令和３年度

からは、地域や学習テーマによってモデルコース

を示したまなびのガイドブックを作成して、各学

校においてジオパーク学習により取り組みやすく

なるようにしていることなども評価いただきまし

た。 

議員各位をはじめ、関係する皆様方には改めて

心から深く感謝申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

まずはジオパーク認定されておめでとうござい

ます。 

これを今後維持するために今後どのような環境

対策を行っていくのか、またその関連性について

お答え願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

再認定の際の項目の中にも、気候変動・自然災

害・再生可能エネルギー関連の部分がございます。 

例えば、気候変動の緩和や適応の取組、関係者

等への支援の有無や市民や団体、来訪者等への環

境意識の啓発活動などが評価の対象とされており

ます。 

大地の上に広がる動植物や生態系の中で、私た

ち人は生活し、文化や産業などを築き歴史を育ん

でおります。 

ジオパークでは、これらのジオ、エコ、ヒトの

３つの要素のつながりを楽しく知ることができま

す。 

このジオパークでは、まずその未来に向けて保

全をし、活用していく場所をジオパークのサイト

に指定して、多くの人が将来にわたって地域の魅

力を知り、利用できるよう保護を行います。その

上で、これらのサイトを教育やジオツアーなどの

観光活動などに生かし、地域を元気にする活動や

そこに住む人たちに地域のすばらしさを知っても

らう活動を行います。 

環境基本計画の素案にある環境教育・学習の充

実と環境保全活動の促進の取組は、ジオパーク活

動とつながるところが多く、出前講座、現地学習

会等の開催やツル・コウノトリを活用した環境学

習、地域における環境保全活動の促進の取組や生

物多様性の保全と自然共生社会の実現に向けた取

組は、まさにジオパーク活動と言えます。 

多様な自然資源を有する四国西予ジオパークに

とって、これらの自然資源の保全への取組は引き

続き基礎となる重要な取組です。 
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日本ジオパーク委員会の審査結果通知書でも、

西予市役所内のジオパーク推進委員制度を活用し

た部署を越えた連携ができる持続可能な運営体制

の構築について評価をいただいております。 

議員御指摘のとおり、ジオパークを維持するた

めには、当然環境対策も重要であることから、こ

のジオパーク推進委員制度も活用し、部署を越え

た連携を強化して取り組んでまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

私もはっきり言わせてもらいましたが、これも

パブリックコメントだと思って受け止めていただ

いて、やはり簡単にできることをきっちりやる、

これから始めることが大事ではなかろうかと思い

ます。 

私も農業をやりながら 40 年ほど環境保全型の

農業やって、関東圏行ってこういう話ばっかりし

てきましたんで小理屈言ったわけなんですが、ど

っかで、やはり西予市は違うんだ、どこでもやっ

てないところをやっていく、これができる環境が

あると思うので、この田舎の環境を生かして、何

もかも自分のまちで循環できる社会、これをやる

ことによって、いずれは経済にもつながりますし、

あと子どもたちが残れるような誇れるようなまち

にぜひしていただきたいと思います。 

以上で質問を終わりますが、最後に、今回定年

退職される酒井消防長でございますが、この３月

で定年ということで誠におめでとうございます。

約 40 年間にわたり消防士、それから救急隊員と

して、多くの人命と財産を守られてきたことだろ

うと思います。これに感謝の意を表したいと思い

ます。 

今後は後任の指導、それからいずれは自主防災

の役員等をしていただいて、地元明浜にも少し知

恵をお貸しいただいたらと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

以上で質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10 時 57 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 10 分） 

次に、９番山本英明君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

議席番号９番山本英明です。 

コロナ感染対策とウクライナ情勢が非常に心配

なところではありますけども、議長より発言の許

可をいただきましたので、通告書、会議規則、申

し合わせ事項に従いまして一般質問をします。 

今日から県立高校の一般入試が始まりました。

私も 51 年前に学生服の襟を立てて受験した頃を

思い出しながら、初心に戻って質問をいたしたい

と思います。 

今日は一問一答で、以下のことについて質問を

させていただきます。 

１点目、四国西予ジオパークの現状について。

２点目、ジオミュージアムについて。３点目、医

療体制についてであります。 

初めに、四国西予ジオパークについてお伺いを

します。 

四国西予ジオパークは、令和４年１月に２回目

の再認定を受けられましたけども、その審査の内

容はどのようなものだったのでしょうかお伺いを

いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

それでは、ジオパーク認定に関する審査の仕組

みから御説明いたします。 

まず、日本ジオパークに認定されているジオパ

ークは、４年に一度、地質遺産の保全、活用の仕

組みとその取組、前回審査時に指摘された事項に

対する対応状況やジオパーク活動の進展状況など

を確認する再認定審査を受ける必要があります。 

四国西予ジオパークにつきましては、宇都宮議

員への答弁で申し上げましたが、平成 25 年９月

24 日に最初の認定を受け、平成 29 年 12 月 22 日

に１回目の再認定を受けました。 

前回指摘された事項の概要を申し上げますと、

ジオパークのテーマとストーリーについて関係者

との共有が進んでいないこと。推進協議会の事務
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局体制が入れ替わっても、蓄積されたノウハウや

人間関係の維持が保たれ、専門員の安定的な雇用、

専門家からの持続的な協力が受けられる運営体制

の構築に取り組むこと。ジオミュージアムでは研

究ビジョンを示し、生態系や文化に関する情報集

積も積極的に進めることと、ガイダンス施設や研

究施設としての機能を持たせるだけでなく、ガイ

ドや訪問者が集まりコミュニケーションを図るこ

とが可能な施設にすること。優れたジオパーク教

育について、より多くの学校に実践を広げるとと

もに、教員が異動した場合でも学習プログラムを

続けられるよう持続的な手法を構築すること。ジ

オツーリズムを推進するために、ガイドの連携や

新たな協力者による民間関与を高め、ジオパーク

内の多様性を感じられるようなツアーの工夫を行

い、ホームページやパンフレット、サイトの看板

などについても外国語対応を進めること。圏域内

の多様なサイトに価値を見出し、地域遺産の取り

込みを進めることなどの課題が挙げられました。 

そして、２回目の再認定審査として、まず、令

和３年９月に前回の審査で受けた指摘事項につい

て、この４年間の活動内容をまとめた再認定審査

報告書を提出し、令和３年 10 月 25 日から 28 日

に現地調査が実施され、市内各地域の視察や関係

者との意見交換が実施されました。 

調査員は、日本ジオパーク委員１名を含む２名

であり、調査員をお迎えした初日は、駅前施設ゆ

るりあんでジオパーク関連展示物を御確認いただ

きました。２日目は、市長及び四国西予ジオパー

ク推進協議会関係者との意見交換を行い、平成

30 年７月豪雨で甚大な被害を受けた野村町の中

心部を訪問し、災害からの復興状況や乙亥会館内

の災害伝承展示室の見学、災害語り部と歩く野村

のまち歩きなどを通じて、野村地域が防災学習等

で大きな役割を果たしていることを御確認いただ

きました。３日目には、高山地区にある石灰産業

遺産群と、平成 31 年２月に国の重要文化的景観

に選定された狩浜の現地視察、明浜地域で持続可

能な農業を全国展開されている地元企業から取組

事例を御紹介いただきました。また、須崎海岸の

斜面崩落箇所を船で視察の後、城川に移動し、ジ

ュラ紀化石の露頭のガイドツアーと準備中の四国

西予ジオミュージアムを見ていただきました。最

終日となる４日目は、事前に提出いたしました再

認定審査報告書をもとに、事務局を中心とした聞

き取り調査が行われ、市内小中学校向けジオパー

ク学習の新しい取組や平成 30 年７月豪雨災害後

にジオパークとしてどのように関わってきたのか

などを中心に、過去４年間の取組状況に関して意

見交換を行いました。 

これら調査員による調査結果を踏まえ、日本ジ

オパーク委員会で厳正に審査していただいた結果、

再認定をいただくことができたということであり

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

ありがとうございました。 

次に、どのようなところが評価されたのでしょ

うかねと聞く予定にしておりましたけども、先ほ

ど宇都宮俊文議員が質問されまして答弁がありま

したので、私の質問は省略させていただきます。 

次に、今後、四国西予ジオパークの今後の活動

とか、西予市内外への展開についてはどのような

ことを具体的に考えておられますかお伺いをしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

今回評価された事項については、継続もしくは

さらなる改善・工夫の検討を行います。また、指

摘事項であるエリア全体のサイト設定・整備・保

全、ツーリズムにおける情報発信及び体験メニュ

ーの検討について、次の４年間に取組を強化して

まいります。加えて、誰もがジオパークを身近に

感じることができるよう、市の広報紙や、今年度

から年に２回発行を行っている四国西予ジオパー

クのフリーマガジンだいちのめ、そして、４月

23 日にオープン予定のジオミュージアムなどを

活用して、ジオパークの理念を地域に理解しても

らうための活動を行っていきたいと考えておりま

す。 

西予市に住む皆さんがジオパークといった視点

を通じて自分の地域をよく知り、西予市に誇りを

持ち、好きになってもらうことが最も重要だと考
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えております。自分たちの住んでいる地域に誇り

を感じてもらう市民が増えることは、様々な地域

づくり活動につながることはもちろん、一度就職

や進学等で西予市を離れても、将来は西予市に帰

るという選択をする人や西予市に様々な形で貢献

してもらえる人材育成につながるものと認識して

おります。 

西予市内の各地域には、魅力ある自然や文化、

人々の暮らしがあります。これらを持続可能な地

域社会づくりに結びつけることができるよう、こ

れからもジオパークへの取組を進めてまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

ただいまジオミュージアムを活用するというふ

うな答弁でありましたけども、３月中に完成をい

たします、城川町に建設中の四国西予ジオミュー

ジアムについて、次にお伺いをいたします。 

四国西予ジオパークの再認定と相まって、非常

にタイミングよく３月にジオミュージアムが城川

町に完成する予定でありますけども、その施設あ

るいは設備はどのようなものになっておるんでし

ょうかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

四国西予ジオミュージアムは、四国西予ジオパ

ークに関する自然科学や地域に関わる文化等につ

いて、資料の収集と保管、調査研究等を行うとと

もに、常設及び企画展示、体験学習を通し、西予

市全域に広がるジオパークの魅力を広く発信し、

地域振興及び教育文化並びに観光振興を図ること

を目的としております。 

建物については、市産材を使用し、自然と調和

した温かみのある建物となっております。 

施設内の概要といたしましては、ジオパークの

資料、標本、写真をエリア別に開設する常設展示

室、来館者が四国西予ジオパークのほか日本及び

世界のジオパークについて自由に学習できるジオ

カフェエリア、市役所の専門員が企画して展示を

行う企画展示室と大きく３つのエリアに分かれて

おります。 

また、ジオミュージアムの建設地となった総合

センターしろかわで実施されていました奥伊予ふ

るさとまつり、かまぼこ板の絵展覧会の表彰式な

どの地域行事での利用も想定しております。 

常設展示室では、来館者がスマートフォンやタ

ブレット等を使用し、専用アプリで四国西予ジオ

パークのサイトや自然、文化などをクイズ形式で

学ぶことができるようになっております。 

ジオミュージアムでジオパークに関する新しい

楽しみ方を提供することで、ジオミュージアム及

び四国西予ジオパークへのリピーターも増えるこ

とを期待しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

非常に斬新な建物になるというふうなことでし

たけども、基本的に入場料はおいくらになります

でしょうかお伺いをします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

基本、施設の入場料は無料としており、ジオパ

ークを介したコミュニケーションの場となること

を期待しております。その上で、常設展示室のみ

有料としており、一般の方が 500 円、大学生及び

高校生が 300 円と設定しております。この常設展

示室につきましても、小中学生以下は無料として

おり、御利用しやすくしておりますので、市内外

からの小中学校の学習、また、修学旅行等にも御

利用いただきたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

有料展示室、一般が 500 円もあるということで

すけども、この入場料ですけども、回数券とか月

間のパスとか、他の市内や城川町内の施設との共

通券などの発行は考えておられませんでしょうか

お伺いをします。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在、西予市では、市内施設の使用料等につい

て見直しの検討を行っております。この全体の議

論を踏まえまして、近隣のギャラリーしろかわ、

城川民俗資料館等との共通券の在り方を検討して

まいります。 

また、回数券につきましても、開館後の状況を

見てあわせて検討したいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

ぜひとも広い意味で検討をしていただいたらと

いうふうに思っております。 

次に、この施設ですけども、今後どのように西

予市として運営をしていくお考えかをお伺いしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

ジオミュージアムの設置目的には、ミュージア

ムで楽しく学ぶということや、西予市に興味を持

っていただいた方を市内各地に広がるサイトや各

種施設への訪問につなげるということがあり、ジ

オミュージアムではこの考え方で展示等を構成し

ております。 

展示の中心となる常設展示室について説明させ

ていただきますと、まず、西予市内を地形や地質

の特徴をもとに４つのエリアに分けて紹介してお

ります。三瓶地域と明浜地域は北部宇和海エリア、

宇和地域と野村地域の大部分を肱川上流エリア、

大野ヶ原と舟戸川流域を四国カルスト・舟戸川エ

リア、城川地域を黒瀬川エリアとしております。 

展示室では、エリアごとにそれぞれの大地の成

り立ちを映像で紹介し、見どころとなるサイトな

どを写真や解説、イラストなどで紹介し、あわせ

て地域に関連する化石や岩石の実物標本、動物、

植物のレプリカ標本なども展示しております。ま

た、この常設展示室では、来館者がスマートフォ

ンやタブレット等を使用し、専用アプリを使いな

がら市内のサイト等に関連する自然や文化、動植

物などをクイズ形式で提供する予定です。楽しみ

ながらより深く学ぶことができるツールとして活

用いただけるものと思っております。 

さらに、四国西予ジオパークに興味を持っても

らうことに加えて、自然や文化、人の暮らしも大

地と深く関わっているというジオパークの基本的

な部分についても楽しく学んでいただけるものと

思います。 

運営に関しましては、行政だけでなくいろいろ

な立場の方からの視点も必要であると考えており

まして、四国西予ジオミュージアム運営協議会の

設置やジオガイドネットワークとの連携をはじめ、

様々な分野から御意見をいただき、来館者が常に

新鮮な気持ちで訪れることができる企画・運営を

していけるよう検討しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

運営についての基本姿勢、よくわかりました。 

具体的にですけども、今後の展示会とか、イベ

ント、催物とか、また特別な企画展とか、そうい

うふうな具体的なものについては、お考えがあり

ましたらお聞かせ願いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和４年度は企画展を２本計画しております。

１つ目の企画展として、オープン後に愛媛大学博

物館実習成果展を予定しております。四国西予ジ

オパークでは、７年前から毎年、愛媛大学の博物

館実習のフィールドワークの場として活用してい

ただいております。毎年秋には履修生の成果物を

ポスターにして発表いただいております。今回の

企画展では、今まで行われた四国西予ジオパーク

における履修生の成果物を展示する予定です。愛

媛大学と連携し、広く一般に四国西予ジオパーク

における研究成果を周知し、地域資源の再発見の

機会といたします。 

２つ目の企画展として、夏に昆虫展を予定して
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おります。ＮＰＯ法人愛媛昆虫類調査研究機構が

管理しております、林俊明氏と野本三男氏が長年

収集してきた貴重な昆虫の標本のコレクションの

寄贈を受け、城川支所の空きスペースを昆虫標本

収蔵室として活用し収蔵する予定です。愛媛県や

国内の絶滅危惧種約８割を含む標本 2 万 5000 点

で、標本箱 366 箱に及ぶ貴重な資料です。これを

記念しつつ、今年の夏休み期間中には、同機構の

皆さんの協力を得ながら子どもたちにとって人気

の高い昆虫展を開催し、昆虫に関する講演会や学

習会もあわせて行っていきたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

新年度になりまして２つの企画展を予定してお

るということ、特に今お伺いしますと、絶滅危惧

種の標本を展示するようなことをお考えとのこと、

非常に貴重なものになると思いますので、西予市

内外にもアピールしていただいて、来館者の数が

増えることを祈念しております。 

そして、今説明にもありましたけども、ジオパ

ークには城川町にあります黒瀬川構造帯や野村町

四国カルストなど、三瓶町の地形ですか、学術的

な要素が多く含まれておりますけども、児童や生

徒、あるいは一般に対しまして、学習的な取組、

あるいは学術的なイベント等がありましたら、そ

のようなものをお考えでありましたらお伺いをし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和４年度の学術的な取組では、羅漢穴や穴神

鍾乳洞での現地研修を交えて、日本洞窟学会が

10 月末実施に向けて検討されております。今ま

でにも西予市内の複数の洞窟調査を行ってもらっ

たことがあり、日本ジオパークとしての交流もあ

る山口県美祢市の市立秋吉台科学博物館の村上先

生に中心となって進めていただいているところで

す。 

愛媛大学では、来年度も博物館実習を西予市内

で行う予定と伺っており、ジオミュージアムで成

果報告会やポスター展を行う予定です。 

また、今年度から筑波大学による市内数カ所で

の土壌調査や山口大学による田穂石灰岩の調査研

究も実施されており、どちらも大学院生による研

究ですが、結果がまとまればジオミュージアムで

報告会等をお願いする予定です。 

平成 22 年度に城川に滞在し、四国の地質研究

を行われた札幌学院大学の小出良幸教授が、令和

５年４月から９月まで、御自身の研究のために再

び西予市に滞在されることも決まっております。

小出氏は、平成 22 年度の西予市滞在時にはジオ

パーク構想立ち上げにも御協力いただきました。

令和５年度には、市民向けの講演やジオミュージ

アムの運営などにもいろいろと御協力いただける

のではないかと期待しているところです。 

また、児童生徒向けの取組といたしましては、

学校単位で当該施設を御利用いただく際には、ま

ず、専門員が企画展示室に設置してあるスクリー

ンを使ってそれぞれの学習テーマに応じた解説を

行った後に、常設展示や企画展示を御覧いただき、

質問等に答えるといったジオパーク学習を想定し

ております。また、休日や夏休みなどには児童生

徒向けの体験プログラムを実施したいと思います。

具体的には、岩石の標本をつくるプログラムや自

由研究にもつながるような学習会などを企画した

いと考えております。 

今後は、他のジオパークや博物館などとのネッ

トワークを活用することで、児童生徒向けの事業

やイベントなども研究し、子どもたちにも愛され

る施設を目指してまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

次世代を担う児童生徒への対応も、学習面もき

ちんと考えていただいておるということで安心を

しました。ジオミュージアムを訪れた児童生徒の

中から１人でも２人でも、昆虫好きの、あるいは

地形好きの学者さんが生まれることを期待してお

ります。 

次にですけど、この施設と、先ほどの答弁にも

ありましたけど、地域の方々との交流、地域の

方々へのアピールといいますか、そのようなもの
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はどういうふうに考えておられますかお伺いをし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

新型コロナウイルス感染症の影響から、ここ数

年実施が見送られておりますが、以前、総合セン

ターしろかわで実施されていた奥伊予ふるさとま

つりなどで当該施設を御利用いただくことも想定

しております。また、企画展示室にはステージも

併設しておりますので、文化協会の芸能発表会な

どにも御活用いただきたいと思います。 

また、通常は四国西予ジオミュージアムにはジ

オカフェを中心としたコミュニティスペースがあ

りますので、地域の皆様方にも御利用いただき、

来館者との交流を楽しんでいただきたいと思いま

す。 

さらに、施設の屋外ではひさし部分を活用し、

地元特産品の販売等ができるスペースを設けてお

ります。城川町内の事業者様はもちろん、市内の

事業者様に広く活用いただき、海・里・山の幸の

販売等でにぎわいのある施設を目指したいと思い

ます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

城川町内はもとより、西予市内の地域との交流、

市民との交流のことも考えていただいているとい

うことで非常に安心をしました。 

次にお伺いしますが、このジオミュージアムが

完成をすることによりまして、経済効果はどのよ

うなことを見込んでおられますかお伺いをします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

２月 17 日に日本ジオパーク委員会からいただ

いた今回の再認定審査結果通知書の中にも、ジオ

パーク活動を継続させるためにはツーリズム等に

よる経済活動の活性化が必要とありました。観光

客目線に立った四国西予ジオパークに関する情報

発信は、今後、ジオミュージアムが担うべき大き

な柱になると認識しているところです。ただ、情

報があふれる中において、情報の発信の仕方には

工夫が必要であり、ターゲットに合わせた適切な

情報の発信などが必要です。 

令和４年度には新たな事業といたしまして、西

予市の観光等、新たな時代に合ったこれからを支

えるキーコンテンツを創出するため、専門家にコ

ンサルティング業務を委託し、プロの力を借りな

がらさらなる西予市発展の方策を検討してまいり

ます。市内に既にある多くの宝を、多くの人を引

きつける魅力として活用できるよう取組を進めて

まいります。ジオミュージアムから市内に誘客で

きるよう市内特産品の紹介、観光地や施設の紹介、

滞在に役立つ情報の発信、彩り豊かな自然環境を

生かしたワーケーションの推進等、まさに市内の

宝を点としてではなく線でつなげ、面として広く

周知及び活用しながら四国西予をわかってもらい

たいと思います。 

さらに、市内事業者様に御協力いただき、有料

スペースとなる常設展示室の利用者にはクーポン

を発行する仕組みとなっており、ジオミュージア

ム来訪者にそのクーポン利用をきっかけとして市

内店舗への誘導を図ってまいります。 

また、ジオミュージアムをジオツアーで訪れて

いただけるよう、モニターツアーの実施、旅行代

理店への売り込みについても検討しております。

さらにジオミュージアムでは、西予市について楽

しみながら学ぶ方法の一つとして、先ほど来答弁

差し上げておりますけれども、専用アプリを配信

することとしております。このアプリでは、市内

の施設情報や観光情報、食の情報なども掲載して、

ミュージアム来訪者が西予市を回遊していただく

ツールとして御活用いただけるようにしたいと考

えております。 

以上の取組を通じまして、市内全域の経済効果

の向上に寄与してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

ただいまの答弁で専用アプリを開設するという

ふうなことがありましたけども、経済効果をより
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高めるためにも、広報活動というものは非常に大

事になってくるのではなかろうかなというふうに

思います。 

西予市内外に向けて広報、啓発活動はどのよう

に具体的に展開していくお考えですかお伺いをし

たいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

広報活動につきましては、松山市内でのビジョ

ン広告、そして、テレビ、ラジオ、雑誌、市ホー

ムページ等様々な媒体でのＰＲを予定しておりま

す。また、全国各地域のジオパーク及び大学等の

研究機関にＰＲ活動をすることで、継続的な共同

活動・共同研究につながり、四国西予ジオパーク

での研究成果が上がることが見込めるのではと考

えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

非常に有効な活動を見込まれておるということ

で安心をしました。 

前にもお聞きしたんですけども、この新しいジ

オミュージアムができますことで、元の、現在の

地質館ですけども、窪野の奥にありますけども、

その地質館の有効活用はどのようにお考えであり

ますかお伺いをします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

旧城川地質館につきましては、ジオミュージア

ムの収蔵庫として活用することとしております。

地質館で展示しておりました貴重な岩石や化石に

ついては、ジオミュージアムに移設、展示いたし

ます。また、今後の活動に伴って保存すべき標本

や資料も増えてくることが予想されますので、収

蔵庫としての役割はますます重要になってくるも

のと考えます。 

さらに、城川地質館のホームページに掲載して

おりました情報はジオパークのホームページに移

行し、ジオミュージアムのアプリでも見ることが

できるようにする予定です。西予市ゆかりの黒瀬

川構造帯の研究史をホームページ上に残すことは、

四国西予ジオパークにとってもジオミュージアム

にとっても意義のあることだと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

次に、市政懇談会でも御説明がありましたけど

も、ジオミュージアムができることで所管が変わ

るというふうに聞いています。 

完成後の職員体制はどのようになるのでしょう

か。具体的なものがありましたら教えていただき

たいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

ジオパーク業務につきましては、四国西予ジオ

パークを活用した観光・物産等への波及を一層高

めていくために、経済振興課へ移管することとし

ております。その上で、体制といたしましては、

本庁とジオミュージアム双方に職員を配置するこ

とを想定しております。本庁では、主にジオパー

ク推進業務を担当いたします。海抜ゼロメートル

から 1,400 メートルの間に自然を感じる地域が多

く含まれており、様々な生態系が身近に楽しめる

場所が多いという西予市の特徴を生かし、市内の

観光施設や地域特産品を生かした加工品の開発等、

また、ジオと卯之町の町並み文化財とを結びなが

ら、さらには、旧町ごとに存在する文化財等を結

びつつ、観光と食と文化財を連携し、今まで以上

に四国西予ジオパークを活用して関連事業者等と

の良好な関係を維持しつつ、観光・物産等への波

及効果を上昇させるようジオパーク推進事業を進

めることとしております。 

ジオミュージアムには館長、専門員等を配置い

たします。ジオミュージアムの企画・運営、来館

者の案内等、また、四国西予ジオパークの貴重な

資源や資料の収集、保管、研究を行い、成果をミ

ュージアムの企画展示及び学会で発表し、その価

値を高める業務を担当いたします。 
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以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

職員体制が変わるということですけども、体制

が変わったらなおさらジオミュージアム、市役所

の本庁、そして城川支所のお互いの連携が必要不

可欠になってくると思います。この三者の連携を

どのように図っていくお考えでしょうか。具体的

なお考えがありましたらお伺いをします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

先ほど答弁いたしましたとおり、本庁では主に

ジオパーク推進業務を担当し、ミュージアムでは

館の企画運営と四国西予ジオパークの資源や資料

の収集、保管、研究を行いますが、双方が連携し

て四国西予ジオパークの推進を進めていく必要が

あることは言うまでもありません。例えば、どち

らの窓口にジオパークに関する問合せがあったと

しても、統一的な対応ができるよう体制を整えて

まいります。 

また、ジオミュージアムの経常的な運営は、館

長以下若干名で対応していくことを想定しており、

城川支所との連携は必須であります。城川支所の

スタッフに定期的に補佐してもらえるよう協議を

進めているところです。特に開館当初は大勢の来

館者を期待しておりますので、城川支所関係課及

び本庁と連携し対応していきたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

四国西予ジオミュージアムが完成することによ

りまして、西予市内外の方々が数多く足を運んで

いただき、市内ジオパークの各所、また城川町の

ギャラリーや宝泉坊温泉、ハム工場、あるいはき

なはい屋などがタイアップして集客ができること

を、また、地球の歴史やジオパークの意義をこの

田舎生活のすばらしさを体験してもらうべく、有

益な施設になることを心から御祈念を申し上げな

がら、次の質問に移りたいと思います。 

次に、市内の医療体制についてお伺いをします。 

12 月の質問でも聞きましたけども、今般全国

的に、また、市内でもコロナ感染が拡大するとと

もに、いまだに収束の兆しを見せておりません。

医療従事者の方々は、感染拡大を受けて本当にこ

れまでの通常業務の上にコロナ禍の業務が重なっ

て、心身ともに本当にこの負担が大変なものがあ

るんじゃないかと心配をしております。 

市ではその状況をどのように把握しておられて、

どのように対応しておられますか、再びお伺いを

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

お答えいたします。 

２年を超える新型コロナウイルス感染症の対応

は、医療従事者にふだんの業務の上に感染強化対

策を行うという負担があり、また西予市民病院で

は、コロナ入院患者の対応も行っており、看護師

は特別に班編成を行い専任の職員とするなど、余

裕のない看護体制の中でのやりくりのため、全体

の職員にも負担がかかったり、入院や通常診療に

も影響が出たりするなど、大きなダメージとなっ

ております。 

また特に、今回の第６波のオミクロン株による

感染拡大では、幼児や児童・生徒に感染が広がり、

その影響で病院関係職員が濃厚接触者になるケー

スも増加して職員の体制にも影響が出ているとこ

ろでございます。 

こういったことからも、今後は高齢者に感染が

広がらないよう、また感染対策に努めていただく

ことや早期の３回目のワクチン接種を済ましてい

ただくようにお願いしたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

次に、これも 12 月にもお伺いしました。非常

に心配をしておりますので、また質問をさせてい

ただくんですけども、４月から予定の二次救急医



 

- 59 - 

 

療体制の 12 月以降の進捗状況と、また我々、私

は城川町の住民ですけども、野村町、城川町の

方々だけではないと思いますけど、野村病院を利

用されている方々は非常に心配をされています。

４月からどうなるんだろう。病気になったら、け

がをしたらどうなる、どうしたらいいんだろうと、

本当に心配をされております。そういう方々への

説明の機会と含めて、進捗状況と説明をどのよう

にしていただくのか、その２点についてお伺いを

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山岡医療介護部長。 

○山岡医療介護部長 

12 月議会でも答弁いたしましたが、今年４月

からの西予市民病院への休日・夜間の二次救急を

集約することにつきましては延期といたしており

ます。そのため、集約ができるまでの間は現状の

両市立病院隔日交代での市内二次救急体制は継続

をしているところでございます。 

しかしながら、野村病院の整形外科の医師が１

名となることから、内科系の対応については今ま

でと変更はありませんが、野村病院が当番日の外

科系の二次救急については、バックアップ支援体

制づくりを進めているところでございます。保健

所や関係市とも相談をした上で、八幡浜、大洲地

区の二次救急当番病院である５つの病院や、宇和

島地区の当番病院である３つの病院を訪問し、支

援の依頼をいたしました。 

具体的には、野村病院が二次救急の当番日に外

科系患者があれば、まず一次救急体制の西予市民

病院で対応できれば西予市民病院での診療を行い

ます。対応できない場合は、曜日によっては受入

れ先が変わりますが、市外病院とのバックアップ

体制をとり、適切な診療を行える体制を確立する

予定としております。 

市内または八幡浜、大洲及び宇和島医療圏域で

の二次救急の支援体制をとることで、患者対応に

できるだけ支障が出ないようにすることと、三次

救急である市立宇和島病院（南予救急救命センタ

ー）に大きな負担をかけ、本来の三次救急医療に

支障が出ることのないような体制づくりを進めて

いるところでございます。 

なお、詳細につきましては、両市立病院及び関

係病院と詳細な調整を今も行っておりまして、確

定次第各種の広報や市民説明会等でお知らせいた

しますので、今しばらくお待ち願いたいと思いま

す。 

両市立病院ともに二次救急を担当する医師、看

護師をはじめとした検査等の関係職員も限られた

人員で行っておりまして、このような状況は過疎

地域の医療機関では同様の状況となっているとこ

ろでございます。こういった中にありましても、

医師をはじめとする両市立病院の医療従事者は、

通常の診療はもとより、救急医療に対しても強い

責任感を持って精いっぱい努めているところであ

ります。 

こういったことから、体調不良等で心配なとき

は緊急の場合を除いてできるだけ平日日中の診療

時間内に病院受診をいただきますようお願いをい

たします。 

市といたしましても、市立病院の体制整備に全

力で取り組んでまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

今答弁にもありましたけども、本当に医療従事

者の方々、大変な勤務体制、やりくりという言葉

をお使いになられましたけども、本当に厳しいや

りくりの勤務体制で心も体もいっぱいいっぱいで

頑張っていただいていることに本当に感謝を申し

上げて頭を下げたいと思いますけども、できるだ

け医療従事者の方々をたくさん採用していただい

て、今おられる方々の負担が少しでも減るように

市でもしっかりまた続けて頑張っていただいたら

というふうに、ぜひとも頑張っていただきたいと

思っております。 

続いてですけども、西予市の広報にも掲載され

ておりましたけども、市民病院が全国表彰を受け

ました。 

これはどのようなところが評価をされたのでし

ょうか。もう少し詳しくお知らせ願いたいと思い

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 
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 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいまの山本議員から質問のありました、西

予市民病院の救急医療施設としての表彰について

回答させていただきます。 

昨年９月に救急医療功労者厚生労働大臣表彰を

受賞いたしました。コロナ禍でありますので、伝

達という形式で、11 月に伝達をいただいたわけ

ですが、この表彰は、長年にわたりまして地域の

救急医療の確保、また、救急救命士の資格向上の

ための研修受入れや病院と地域の医療機関との連

携・調整等が評価をされ与えられたものでござい

ます。 

令和３年度では、全国で個人が 24 名、３団体、

10 医療機関が受賞されたと聞いております。コ

ロナ禍で日々厳しさを増す救急医療の現場におい

て、今回の受賞というのは非常に励みにもなりま

すし、今までの市民病院、また、野村病院もあわ

せて市内の二次救急体制をつくっていただいたこ

とが評価されたものであると、そのように思って

おります。 

これからも両市立病院が地域医療提供体制を整

備しながら市内外の医療機関と連携・協力いたし

まして、地域住民に安心、そして安全な医療体制

を提供していきたいと考えているところでござい

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山本英明君。 

○９番山本英明君 

野村病院も市民病院も非常に地域医療に熱心に

取り組んでいただきまして、今ほどの答弁もあり

ましたけども、昨年は市民病院が救急医療施設と

して長年の功績を認められて、全国 10 の医療機

関の表彰を受けられておられます。看護師、医師、

その他医療従事者も含めて、医療関係の方々採用

が難しくなっているというふうに聞きます。そこ

で、このような立派な表彰を受けた病院が西予市

にはありますよと。また、野村病院は本当に地域

に根差した診療を、地域救急医療、地域医療を実

践しておられますよと、よいことをもっと宣伝し

ていただいて、地域医療をするなら西予市へ、あ

るいは救急医療の実践なら西予市は全国でもトッ

プレベルですよというふうに、いいことをアピー

ルしていただいて医療従事者を募れば、もっとも

っと西予市で働きたいという方が増えていただけ

るのではないかなと、希望的観測も含めながら思

っております。 

ジオミュージアムの今後ますますの積極的な健

全な運営と医療体制のますますの今後の充実を心

から願いまして、私の一般質問を終わります。 

○佐藤議長 

暫時休憩します。（休憩 午前 11 時 58 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午後０時 00 分） 

お諮りいたします。 

ただいま提出されました決議案第１号「ロシア

によるウクライナ侵略に断固抗議する決議案につ

いて」を本日の日程に追加し、追加日程として議

題にいたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、本案を本日の日

程に追加し、追加日程とすることに決定いたしま

した。 

 （追加） 

○佐藤議長 

追加日程第１、決議案第１号「ロシアによるウ

クライナ侵略に断固抗議する決議案について」を

議題といたします。 

提出者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮議会運営委員長。 

 〔信宮議会運営委員会委員長登壇〕 

○信宮議会運営委員会委員長 

決議案第１号「ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議する決議案について」提案理由の説明を

申し上げます。 

ロシアに対し、ウクライナへの攻撃や主権及び

領土の一体性の侵害に対し厳重に抗議し、即時の

攻撃の中止と部隊の撤収を求めるとともに、政府

に対し、現地在留邦人の安全確保や国際社会と緊

密に連携し、毅然たる態度でロシアに対して制裁

措置の徹底及び強化を図り、あらゆる外交資源を

駆使して、ウクライナへの平和を取り戻すことを
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要請するため、当決議案を提出するものでありま

す。 

それでは、決議案を読み上げさせていただきま

す。 

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決

議（案） 

２月 24 日、ロシアはウクライナへの軍事侵略

を開始し、一般市民を含め多数の犠牲者を出し続

けています。 

このような力による一方的な現状変更を試みる

行為は、国際社会ひいては我が国の平和と秩序、

安全を脅かし、かつ明らかな国連憲章の重大な違

反であり、断じて容認することはできない。 

よって、本市議会は、ロシア軍によるウクライ

ナへの攻撃や主権及び領土の一体性の侵害に対し

厳重な抗議と非難の意を表明するとともに、即時

に攻撃を停止し、部隊をロシア国内に撤収するこ

とを強く求めるものであります。 

また、政府においては、現地在留邦人の安全確

保に全力を尽くすとともに、国際社会と緊密に連

携し、毅然たる態度でロシアに対する制裁措置の

徹底及び強化を図り、事態の迅速かつ厳格な対応

を行い、あらゆる外交資源を駆使して、ウクライ

ナへの平和を取り戻すことを強く要請する。 

以上、決議する。 

皆さま、ご賛同をよろしくお願いいたします。 

○佐藤議長 

提出者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

決議案第１号は、会議規則第 37 条第２項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

決議案第１号「ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議する決議案について」は原案のとおり可

決することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、決議案第１号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

明日３月４日は午前９時より一般質問を行いま

す。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

  散会 午後０時06分 

 

 

 



 

 

 

 

第 ３ 日 

 

３月４日（金曜日） 
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  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日は、このように大勢の方が傍聴にお越しい

ただき誠にありがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは、通告順に発言を許可いたします。 

まず、13 番井関陽一君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

おはようございます。 

議席番号 13 番井関陽一でございます。 

本日は早朝より傍聴、大変ありがとうございま

す。 

ただいま議長より発言の許可をいただきました

ので一般質問をさせていただきます。 

今回は、産業についてと子育て支援について、

この２つについて質問させていただきます。 

まず初めに、産業についてですが、昨日の宇都

宮俊文議員の質問とだぶるところもございますが、

重なるところは省略して御答弁ください。 

西予市の大きな産業の一つに畜産業があります。

９月の質問のときにも述べましたとおり、畜産農

家の数は激減しております。ＳＤＧｓが叫ばれる

ようになって、食品ロス問題、カーボンニュート

ラル問題など、持続可能な循環型のイノベーショ

ン創出が必要不可欠な時代となってまいりました。 

そこで、再生可能エネルギーの導入についての

質問ですが、まずは、みどりの食料システム戦略

で掲げられている再生可能エネルギーの導入拡大

を目的としたバイオマス地産地消対策とはどのよ

うな内容になっているかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

御質問のありましたバイオマス地産地消につい

ては、地域で発生するバイオマスを原料として、

建設資材や電気などのエネルギーを生産し、それ

をその地域で消費することでございます。 

身近なところで申し上げますと、家畜排せつ物

を堆肥として生産し、それを飼料作の栽培に利用

し、収穫物を家畜に与えることがバイオマス地産

地消の一つと言えます。 

バイオマスは、家畜排せつ物、食品廃棄物など

の廃棄物系資源、稲わらや間伐材などの未利用資

源、なたねやでん粉系作物などの資源作物があり

ますが、適切に生産、一次利用、再資源化、二次

利用すべき資源であり、循環型社会の基本となる

ものでございます。 

バイオマス地産地消対策としては、令和３年５

月に農林水産省にて、みどりの食料システム戦略

が策定され、本戦略が目指す姿の一つに、

2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、

農林漁業の健全な発展に資する形で、我が国の再

生可能エネルギーの導入拡大に歩調を合わせた農

山漁村における再生可能エネルギーの導入を目指

すとあります。 

具体的な取組といたしまして、地産地消型エネ

ルギーシステムの構築に向けた必要な規制の見直

し、堆肥の高品質化、堆肥を用いた新たな肥料の

生産、食品残渣、汚泥、端材を肥料化・飼料化・

燃料化するリサイクル技術の開発などが示されて

おり、これらの取組に対しては、国が新たにみど

りの食料システム戦略推進交付金を創設して支援

を行うことといたしております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

ありがとうございました。 

今答弁していただいた中に、みどりの食料シス

テム戦略推進交付金の創設という言葉がございま

したが、この戦略推進交付金の内容がおわかりで

したらお教え願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

後ほど議員にも資料をお渡しするつもりで今日

持ってきておりますが、国の資料の中でこれだけ

のメニューがございまして、今ここでこれですと

いうような回答をするような量ではございません。 

ただ、西予市としましては、地域循環型エネル

ギーシステムの構築という、この部分のメニュー

が西予市として合うんではないかなという感じを

受けて、今、担当で研究、勉強しているところで

ございまして、このことにつきましては、御承知

のように議員も専門でいらっしゃいますので、議

員とも相談をさせていただきながら、西予市とし

ての施策を練っていきたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

このシステムの戦略推進交付金というのは、本

当に多岐にわたっておりますので、１カ所だけを

取上げてというのはなかなか難しいとは思います

が、この交付金の総額、2021 年度補正予算で

25 億 1800 万円、22 年度の予算案で 8 億 3700 万

円と聞いていますがそれで間違いないでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

国からの指針ではそのような資料が載っており

ますので議員が調べていただいたとおりでござい

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

これは後の質問に続くので確かめておきたいな

と思ったわけなんですが、この地産地消の対策は、

今公募中と聞いておりますので、この事業が使う

ことができるんじゃないかなと思っております。 

それでは次に、生ごみについてですが、昨日答

弁をいただいておりますので確認だけを行いたい

と思います。 

家庭から排出された生ごみの処理費用は約

6500 万円であるとの答弁だったと思いますが間

違いないでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

お答えいたします。 

間違いございません。以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

これも今後バイオマスガス発電を行うのに、ど

のようなお金が使えるのかなということでの質問

の内容となっております。 

それでは、本題のバイオマスガス発電について

お伺いをいたします。 

このことにつきましては、10 年ほど前にも質

問させていただきまして、ＪＡ、行政も一緒にな

って調査研究し、実施される一歩前まで進んだ経

緯があります。 

今さらと思われるかもしれませんが、みどりの

食料システム戦略推進交付金や西予市における畜

産農家数の減少、ＳＤＧｓから考えたイノベーシ

ョンなど、いろいろなことを総合的に考えると、

先日の宇都宮議員も訴えられました、生ごみの処

理問題や畜産の大型化に問題となる排せつ物処理、

これらを利用してガス発電を行い、副産物として

出てくる熱エネルギーを利用した施設園芸や現在、

森林組合も木材の乾燥施設がございませんが、木

材の乾燥に熱エネルギーを使ったり、また、ガス

発電の副産物として出てくる消化液をバイオ液肥

料として利用するなど、循環型の社会を将来にわ

たって構築するためには、今のこの機を逃すこと

はできないと考えますが理事者のお考えをお伺い

いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

バイオマスガス発電について、お答えをさせて

いただきます。 

畜産業においては、適切なふん尿処理による環

境保全と循環型農業の確立を基本に畜産振興を図
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っている中で、家畜排せつ物を活用したバイオマ

ス発電につきましては、議員も先ほどおっしゃら

れましたように、平成 24 年度にＪＡを主体とし

た検討会が立ち上がり、酪農地帯である野村町大

野ヶ原地区において調査・研究がなされましたが、

発電量に対する費用対効果を理由に実現に至らな

かった経緯がございます。 

また、現在の家畜排せつ物の処理につきまして

は、個人農家及び共同施設の尽力により、ほとん

どが堆肥化されており、耕畜連携による地産地消

を実現しているところでもございます。 

発電資源となる家庭生ごみについても、燃やす

ごみとして焼却費用が発生していますが、発電利

用のためには、燃やすごみの中から生ごみのみを

分別する必要があることから、焼却費用以上の経

費が必要となります。 

こういった理由から、これまでバイオマス発電

の検討は行ってきておりませんが、今後において

は国が進めるカーボンニュートラルやＳＤＧｓを

踏まえて、畜産振興、環境対策、熱エネルギー再

利用等の波及効果を含めた中でのバイオマス発電

施設の検証について、ＪＡ等の関係機関と検討し

てまいりたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

ただいま御答弁いただいたように、平成 24 年

のときに大野ヶ原で本当にできる一歩手前まで話

が進んでいたわけなんですけども、そこで扱える

材料が少なくなるという予想のもと実現に至りま

せんでした。 

先ほどから話していますとおり、循環型の社会

をつくるためには、西予市にとってこれいいチャ

ンスじゃないかなと私思っておりますので、答弁

の中にもありましたが、生ごみを焼却用に持って

いくためには集める方法とか、いろいろ問題はた

くさん残っているとは思うんですけども、これら

を実現するために、その収集方法等々も考えなが

らできるんじゃないかなと思っております。ちょ

うど平成 24 年のとき、ドイツのほうに研修行か

せていただきましたが、そちらでは生ごみだけを

集めるダストボックスがございまして、そのボッ

クスだけを回収して、発電に利用するようなこと

をされておりました。西予市以外でもいろいろな

ところでこういう取組は今後進んでくるんじゃな

いかなと思いますので、いち早い対応をすること

によって、よりよい補助金を得ることができるん

じゃないかなと思いますので、今、今後ＪＡ等々

と話しながら考えていきたいという答弁をいただ

きましたので、ぜひともそちらの方向へ向かって、

協議する場を設けていただいたらと思います。 

それでは次にですが、輸入乾牧草についてなん

ですけども、２月中旬の愛媛新聞だったと思いま

すが、動物園においても乾牧草の調達が難しくな

っているという新聞記事がございました。輸入乾

牧草が高止まりになっており、今、畜産農家は非

常に疲弊しております。 

これらに対する何らかの対策は打てないでしょ

うかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

議員おっしゃられるとおり高止まりになってい

る輸入乾牧草の対策についてお答えをさせていた

だきます。 

輸入に頼った乾牧草は国外の作況、原油価格や

為替相場の変動など、国際的情勢により価格は大

きな影響を受けるため、現在、畜産飼料の輸入乾

牧草の価格が高止まりして推移している状況でご

ざいます。調べた結果 20％ぐらい上がっている

ようでございます。 

畜産物の販売価格は需給関係により決定してお

り、飼料価格の高騰により上昇した生産費を畜産

物価格に転嫁するのは困難であるため、今後も自

給飼料の確保・増産への取組が重要となってきま

す。 

これまでも自給飼料増産に向けた取組や機械設

備等の導入支援・共同利用の促進対策などを講じ

てきているところでございますが、今後も国・

県・関係機関の協力連携をもとに、生産技術の指

導や支援に努めてまいりたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 
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○13 番井関陽一君 

餌が高くなったので何とかしてくれといっても、

これはなかなか難しいというのは私もわかってお

るんですけども、この状況が長く続くと、本当に

畜産農家が少なくなっている中、ますます農家数

が減ってくるんじゃないかなということを危惧し

ておりますので、直接的な補助というのはできな

いかもしれませんが、先ほど言っていただきまし

たように、自給飼料の増産に向けて、コントラ施

設を造るときなど、汎用型の収穫機を補助してい

ただくなど、大変西予市にはいろいろな補助を出

していただいておりますことはもう重々承知をし

ておりますが、今後ともそういった自給飼料の増

産に向けた体制をとっていただけるという内容で

ございますので、ぜひともよろしくお願いしたい

と思います。 

それでは次に、大きな題材の２つ目に移りたい

と思います。 

本日、後ろに傍聴に来ていただいている女性の

方は、この子育て支援について、非常に興味があ

るということで本日傍聴に来ていただいているよ

うでございます。 

私もここへ来るまで知らなかったのでちょっと

緊張しておりますが、一生懸命質問したいと思い

ますのでよろしくお願いしたいと思います。 

野村町では、幼稚園と保育所が存在しています。

この２つの施設統合が今計画をなされ、議会にも

説明がなされました。保護者の中には納得がいっ

ていない方が非常に多くおられるようで、納得が

いっていないから今日傍聴にも来られているんだ

ろうと思います。保護者の立場に立って質問がで

きればいいかなと思っておりますのでよろしくお

願いします。 

まずは、幼保連携型認定こども園についてです

けども、幼保連携型とはどういう内容になってい

るかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

幼保連携型認定こども園についてお答えをいた

します。 

幼保連携型認定こども園とは、幼稚園と保育所

のそれぞれのよいところを生かしながら、学校と

児童福祉施設の双方の位置づけを持った施設がそ

の両方の役割を果たすことができる施設であり、

就学前の教育・保育を一体としてとらえ、一貫し

て提供できるよう 2006 年度の改正により新たに

設けられた枠組みであり、文部科学省と厚生労働

省が連携を図りながら内閣府が所管する施設でご

ざいます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

文科省の幼稚園と厚労省の保育所のよいとこ取

りをした施設との説明であったかのように思いま

すけども、ではそのメリットはどのようなものが

あるかお教え願いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

認定こども園に移行するメリットについてお答

えをいたします。 

認定こども園のメリットといたしましては、保

護者が働いているいないにかかわらず利用でき、

保護者の就労状況が変化した場合でも、通い慣れ

た園を継続して利用できることでございます。 

具体的には、子どもを預ける保護者の立場から

すると、幼稚園と保育所は、保護者が働いている

かどうかが利用の分かれ目と考える方が多くいら

っしゃいますが、認定こども園では、その分かれ

目がないため、保護者の就労状況等によって、施

設を退所する必要がなく、就学前までの間、一貫

した教育・保育を受けることが可能となります。 

また、認定こども園の施設については、地域に

おける子育て支援の拠点施設としての役割が認可

基準上求められていますので、認定こども園に通

っていない子どもやその家庭に対しても子育て相

談や親子の集いの場の提供を行うなど、地域の子

育て家庭を支援することができます。 

近年、家庭や地域において、園児が近隣の乳幼

児と関わる機会が減少している社会において、同

年齢や異年齢の園児同士が相互に関わりあう集団

生活を通して、様々な人間関係の調整の仕方につ

いて体験的な学びを重ねていけるのも大きなメリ
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ットと感じております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

確かに保護者の就労状況が変化したときに対処

する必要がなくそのまま通園することができると

いうのは非常に良いことかなと感じるところでご

ざいます。 

最後のほうに述べられました、同年齢や異年齢

の集団生活によって、人間関係の調整能力がつく

んじゃないかなというような話がございましたが、

これを小学校に行かない子どもたちに求めるのは

どうかなというところがあるんじゃないかなと思

いますが、私個人が考えるときには、小学校に上

がるまでは、伸び伸びと遊ぶことができる環境、

それが一番いいんじゃないかなと思いますけども、

そういったことも含めまして、次の質問に移らせ

ていただきますが、お昼寝の時間が十分に取るこ

とができるのかどうか、これについてお伺いをし

たいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

お昼寝の時間が取れるのかについてお答えをい

たします。 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領では、

午睡、お昼寝のことでございますが、午睡は生活

のリズムを構成する重要な要素であり、安心して

眠ることのできる安全な睡眠環境を確保するとと

もに、在園時間が異なることや、睡眠時間は子ど

もの発達の状況や個人によって差があることから、

一律とならないよう配慮することとされています。 

幼保連携型認定こども園に移行いたしましても、

現在と同様、ゼロ歳から２歳児の午睡は年間を通

して行い、３歳児はお昼寝を必要としない子ども

が増える年齢であり、誕生月によって異なること

から 12 月末まで、４歳、５歳児は夏場のみお昼

寝の時間を設ける予定でございます。 

また、野村保育所は、建物中央の鉄筋コンクリ

ート造棟を挟み、３歳から５歳児クラスとゼロ歳

から２歳児クラスで生活空間が区別されているた

め、３歳から５歳児が園庭で活動していても、テ

ラスや廊下があることから、午睡中の園児には影

響なく安心してお昼寝ができると考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

生活空間が区別されており、安心してお昼寝が

できるということをお聞きしましたので、少し安

心をいたしました。 

私がぱっと考えたときには、大勢の年長者とい

いますか、幼稚園児の方が増えると、にぎやかに

なってお昼寝ができなくなるんじゃないかなとい

うことをずっと心配していたんですが、今の答弁

を聞きますとその心配はないということでござい

ますので一安心したところでございます。 

これからが保護者の方が一番心配されている内

容になるかと思うんですが、その１つ目でござい

ます。 

今まで伸び伸びと園庭で遊ぶことができていま

したが、人数も増え、小さい子どももいる中で窮

屈な思いをするのではないかと考えておられるん

じゃないかなと思います。園庭が非常に狭いので

はないかと思いますがいかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

園庭が狭いのではないかとの御質問にお答えを

いたします。 

園庭の面積については、愛媛県幼保連携型認定

こども園の設備及び運営に関する基準を定める条

例において、学級数や園児の年齢に応じた基準面

積を満たすよう定められております。 

統合後の園児数と学級数で見込んだ県条例上の

必要な園庭の面積は 626 平方メートルであり、野

村保育所の園庭は約 746 平方メートルありますの

で基準は満たしております。 

なお、統合後も子どもたちが伸び伸びと遊べる

よう、現野村幼稚園の園庭を利活用していく計画

でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

基準は満たしているとのことでありましたが、

田舎である野村町であるならば、２倍、３倍の園

庭があって、それを誇らしげに語ることができる

ような内容になれば一番いいんじゃないかなと思

います。 

その中で実際にもう 746 平方メートルの面積に

なっているということでございましたが、そのあ

とに、野村幼稚園の園庭を利用する計画があると

いうことでございましたが、どのような利用の仕

方を考えられているのでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

現在野村幼稚園の園庭は芝生化されておりまし

て、非常に状態がよいグラウンドでございます。

これまで幼稚園でも行ってきました園庭での活動

等も含め、今後、いろいろと保護者等を交えて、

利活用については十分に検討させていただきたい

というふうに考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

野村幼稚園の園庭は芝生化されていて、子ども

たちが遊ぶのに本当に適した園庭となっていると

思います。 

その利活用については、幼稚園の保護者等と今

後話して利活用の方向を進めていくと言われてお

りましたが、園舎はどのようにされるのかお伺い

をいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

野村幼稚園園舎について、今後の利活用につい

てお答えをいたします。 

認定こども園への統合後の野村幼稚園園舎につ

きましては、維持管理費用が発生するため、利用

する予定はございません。今後、市有財産として

有効的な利活用を検討してまいりたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

園舎の利活用は今考えていないということでご

ざいましたが、園庭を利用して遊ぶとなれば、ト

イレの問題、手洗いの問題、足洗い場の問題、い

ろいろ起こってくると思うんですけども、そちら

は、今後の話合いの中で決めていくと言われまし

たがどのようにお考えでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

トイレにつきましては、隣接しておりますゆめ

ちゃんこを利用させていただきたいというふうに

考えております。 

また、幼稚園園庭を利用する場合には、安全面

を考慮して職員の引率体制を必ず保育士２名以上

で行いたいと思います。トイレの利用が必要とな

った場合でも１名の保育士がトイレに付き添うこ

とが可能でございますので、安心して遊ぶことが

できるのではないかと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

トイレなどは、ゆめちゃんこを利用するという

ことでございましたが、今の幼稚園とゆめちゃん

この間は塀がありまして、直接は移動ができない。

そこの辺、今後話合いの中で、通路をつくるなり、

いろいろなことができるのではないかなと思いま

すが、利用がしやすいような方向を考えていただ

いたらと思います。 

そしてまたもう１点、園庭を利用するに当たり

ましては、国道を横断しなければならないという

心配があると思うんですけども、こちらもありま

すので移動に時間がかかり、非常に交通量の多い
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ところを渡っていかなければならないという問題

もありますので、この辺は保護者の方々と十二分

に協議をされて、よりよい方向性を見出していた

だきたいと思っております。 

それでは、保護者の方が心配されている２つ目

の問題でございますが、幼稚園の教育が今までど

おりに行えるのかどうか、これは大きな問題だと

思うんですけれども、認定こども園に移行した場

合の教育についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

幼稚園の教育が今までどおり行えるのかについ

てお答えをいたします。 

今回目指しております幼保連携型認定こども園

では、国が定める幼保連携型認定こども園教育・

保育要領に基づき、教育、保育の提供を行ってま

いりますが、教育・保育要領には、幼稚園教育要

領と保育所保育指針の整合性の確保や小学校にお

ける教育との円滑な接続に配慮しなければならな

いと規定されております。 

保育の子ども含め、満３歳以上の子どもに対し

ては、幼稚園と同様に学級を編成して、１日４時

間の教育時間を確保し、教育課程に基づく教育を

行います。 

また、学級には保育教諭資格を有する担任を配

置いたします。 

幼保連携型認定こども園に移行した場合、新た

な環境のもとで、今までと同様野村幼稚園が培っ

てきた教育が、野村保育所の保育機能との相乗効

果により質の高い教育と保育が一体的に行われる

と考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

今の答弁を聞いていますと、何も問題がないん

じゃないかなというふうに聞こえますけども、こ

れいろいろな問題があるんじゃないかなと私感じ

ております。 

今まで、幼稚園としましては、多分いろいろな

行事や参観日これが非常に多かったんじゃないか

なと思います。こちらは保護者と一体化して行わ

れていたんじゃないかなと思いますけども、保育

所の保護者は、当然仕事をお持ちの方であります

ので、なかなか参加しにくいんじゃないかなと思

います。 

こういった参観日、行事、年間の計画等々はど

のようなお考えでおられるでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

統合後の行事とか、保護者会活動の在り方など

につきましては、現在、新型コロナウイルス感染

症の感染が拡大しておりますけども、そのような

中、感染対策を徹底しながら、保護者の方にも御

協力いただいて、保護者の不安や課題等を解消す

るための検討する機会を設け、そこには当然保育

所の職員も参加させていただきまして、いろいろ

と協議を進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

今答弁いただいたように、本当に両方の保護者

が十二分に検討をしていただける場をじっくりと

持っていただいて、納得のいく回答が出るように

お願いしたいと思います。 

また、今度は職員のほうなんですけども、幼稚

園と保育所の職員の方々が同じ方向性を持って、

また同じ認識を持って認定こども園に当たらなけ

ればならないと感じているんですけども、研修等

職員の方々の、どう言ったらいいんですかね、認

識の一致を行っていくためには何か研修会とか、

いろいろ相互の交流会、そういったものが非常に

大切になるんじゃないかなと思いますが、そちら

の進め方はどうされるおつもりでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

質問にお答えをいたします。 

議員のおっしゃるとおりで、認定こども園化に
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向けては、いろいろと協議をしていく必要がござ

います。研修会もそうでございますし、お互いの

職員が共通意識を持ちながらいろいろと進めてい

かなければならないことが重要だと考えておりま

す。 

先般、保育所の職員から、プロジェクトチーム

を立ち上げたりしながら前向きに進めていきたい

というような御意見などもいただいておりますの

で、議員がおっしゃるとおり、今後、十分に職員

間の交流を図りながら進めてまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

ぜひ、よい認定こども園にしていくために、相

互の理解をより深めれるように御努力願ったらと

思います。 

もう１点、幼稚園の教諭免許とか保育士の資格

の取得に関して質問しようかなと思っておりまし

たが、最終日に和気議員が質問されるようでござ

いますので、私は割愛したいと思います。 

次に、保育士の確保も非常に難しい状況になっ

ているとは思うんですけども、議会で説明された

ように職員数が認定こども園になった場合４名減

るという説明がございました。 

この人数が減ることによる影響はないのでしょ

うかお伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

統合によります職員配置人数の影響についてお

答えをいたします。 

職員の配置人数におきましても、先ほど答弁い

たしました園庭同様、愛媛県幼保連携型認定こど

も園の設備及び運営に関する基準を定める条例に

おいて、人員の基準が定められております。 

仮に令和５年度の入所児童数推計値 122 名で職

員配置をシミュレーションしたところ、認定こど

も園のスケールメリットを生かすことで、統合前

の幼稚園及び保育所の職員配置総数と比較して、

園長及び主任が重複するため２名の減、園児数の

減少により保育士等が２名の減、計４名の職員の

減を見込んでおりますが、子どもの年齢と人数に

応じた基準のもと、子どもの安全と教育、保育の

質を担保するための職員配置ができるものと考え

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

人数の削減はスケールメリットによるものであ

ると理解はいたしますけども、子どもたちを中心

に考えるとより多くの先生方に見ていただくこと

が非常に子どもにとっては大事なことかなと思い

ますので、職員の方々に無理のいかないよう、ま

た、子どもたちが安心して生活ができるように、

人数も最後まで検討願ったらと思っております。

よろしくお願いいたします。 

それでは、最後の質問になりますが、認定こど

も園に移行する時期についてでございます。 

令和５年４月と説明を受けましたが、令和３年

に入園した園児の保護者には突然の話であり、到

底納得のいくことではないと思います。当然卒業

するまで幼稚園で過ごすことができると思われて

入園されていると思いますので、また教育のとこ

ろで述べたように幼稚園、保育所、両方の相互理

解が今できているのかどうか、非常に疑問が残る

ところでございます。 

先ほども言いましたが、年間行事のすり合わせ

やカリキュラムの作成など、今から行わなければ

ならないことは非常に多く、１年間でできるのか

どうかというのが非常に疑問に思っております。 

今、野村幼稚園は改修が行われて十分に使える

幼稚園となっておりますので、急いで認定こども

園に移行するという必要性は余りないんじゃない

かなと思っております。せめて移行期間を１年以

上延期していただき、令和６年４月より後にでき

ないかと思っております。 

今日後ろに来ておられる保護者の方々は、幼稚

園をずっと残してほしいという思いで来られてお

ると思いますが御答弁をよろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 
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 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

認定こども園の移行時期についての御質問でご

ざいますので私から答弁させていただきたいと思

います。 

令和３年 12 月に、野村幼稚園、そして野村保

育園及び未就学児の保護者の皆様に対しまして説

明会を開催し、幼保連携型認定こども園の移行及

び移行時期につきまして、令和５年４月を目標と

していることを御説明させていただいたところで

あります。 

しかし、説明会において保護者の皆様から移行

時期の延長を望む声を多くいただいていることや

現場職員に再度意見を聴取しましたところ、２年

間で万全な体制で開園につなげたいとの思いが上

がってきました。 

また、地域の皆様への説明もこのコロナ禍の中

で十分できていないなどのことを総合的に勘案い

たしまして、移行時期を１年間延長することも含

め、今、その時期について、再度検討していると

ころでございますので、いましばらくお待ちいた

だきたいと思いますが、延期することを含めて検

討しているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

井関陽一君。 

○13 番井関陽一君 

ありがとうございました。 

移行時期を１年延期することも含めて検討いた

だくということでございますので、ぜひ、もうど

うせつくるんであれば、よりよい施設になるよう

に十二分に話をし、そして研修を重ね、皆さんが

納得の上で、認定こども園に移行していただきた

いと思いますので、そこら辺、手抜きをせずに十

二分に保護者と説明会等々を行っていただきまし

て、納得のいく形の中で、認定こども園に移行し

ていただいたらと思います。 

これをもちまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前９時 45 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 10 時 00 分） 

次に、18 番酒井宇之吉君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

おはようございます。 

通告いたしました２点につきまして議長より許

可をいただいておりますので、これより一般質問

を行います。 

まず、西予市の感染症対応についてでございま

すけれども、２類感染症 新型コロナウイルスに

ついて、そして、５類感染症 インフルエンザに

ついてを御質問いたします。 

12 月３日に一般質問を終えるときに、「オミ

クロン株が蔓延しないよう祈念をいたしまして私

の一般質問を終わります。」という形にいたして

おりますけれども、３カ月の間にこれほど蔓延す

るとは想像もしておりませんでした。 

このような世相の中、ロシアがウクライナ侵攻

をしまして、市民の不安、生活不安、そして経済

不安、このような社会情勢の中、私が通告いたし

ましたのは、２月 18 日に締切りでございました

ので、時系列的に数字とかそういうことが違和が

ございますけれどもその点は御容赦を願います。 

西予市の感染症対応についてでございますが、

２類感染症 新型コロナウイルス、感染症の分類

につきましては、マスコミ、新聞、テレビ等々が

報道しておりますように、いろんな意見が各ある

ようでございます。 

しかし、県・国の政策対応につきましては、私

がとやかく言うべきではないかと思いますので、

西予市のそれらの政策、対策に対しての感染症対

応について御質問をいたします。 

国もいろいろな、私なりの意見はありますけれ

ども、県で現在蔓延しておりますオミクロン株に

つきましては、愛媛県中村知事がオミクロン株の

性格を見て対応すべきというお話が、記憶がござ

います。私もそれに同意するものでございますの

で、知事は、まん延防止策を愛媛県、徳島県、特

に、全国知事会の会長、鳥取県の平井知事は対応

しておらないようでございます。現状は同じよう

な形のような気がいたしますけれども、国の政策、

県の対応についてはとやかくは申しませんが、西

予市につきましてお尋ねをいたします。 
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現在まで、アルファ・デルタ・オミクロン株の

西予市の発生状況、地区ごと、職業まで、このよ

うな件を把握しているようでございましたら御説

明を願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市内のアルファ・デルタ・オミクロン株の発生

状況についてお答えをいたします。 

これまで、新型コロナウイルス感染者の確認に

つきましては、県内の保健所にて実施され、その

居住地や年齢、職業など、詳細については、全て

統計的に愛媛県から発表されており、基本的に市

においては、県発表以外の内容は把握できていな

い状況となっております。 

ただし、市内の福祉施設などで感染が確認され

た場合など、市が何らかの支援をしなければなら

ないような事案については、事業所等から連絡を

受け感染状況を把握する場合もございます。 

また、保育所や小・中学校などについても、休

園・休校など適切な対応をしていくため、保護者

などから連絡を受け感染状況を把握しております。 

当市においては、令和２年４月に初めて新型コ

ロナウイルスの感染者が確認されて以来、昨日ま

での累計で 160 人の感染が確認されております。

それぞれの株による正確な感染者数は把握してお

りませんが、令和２年４月から 12 月の間の感染

者数は２人でございました。全国的にデルタ株で

の感染が拡大していた令和３年１月から９月まで

の市内感染者数は 30 人となっており、10 月以降

は感染者の確認はされておりません。今年に入り、

全国的にオミクロン株による感染が急激に拡大し、

当市におきましても、１月以降、昨日までで

128 人の感染者が確認されております。 

今後も感染状況を注視しながら、感染対策に関

する注意喚起を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

再質問をさせていただきますが、県発表以外の

内容については、高齢者施設とか福祉施設につき

ましては把握できるけれどもという答弁がござい

ました。 

それにつきまして、市民から、特にオミクロン

になってからは、旧町別ぐらいは出してほしいな

と、そのような意見があるんですけれども、この

件につきましては、私も議員としては、シトラス

リボン的な運動を私もしておりますので、皆さん

つけていただいておりますけれども、そのような

人権の問題もあるのでその辺り大変難しいという

話をしております。 

ただ市民にとりましては、不安と恐怖感、そし

て、対策を練るには地元を教えてほしいと、旧町

ぐらいは教えてほしいという意見がありますが、

その点につきましてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

先ほども申したとおり、感染状況につきまして

は、県が把握し発表することとなっておりまして、

県の公表では、自治体、市町の居住地のみの発表

でございますので、旧町別で感染者がどのように

発生しているかということは市では把握しており

ませんので、その点については住民の皆さん御心

配なところもあるとは思いますが、御理解、御協

力をいただいたらと思います。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

次に、愛媛県では 1 万 6000 人を超えたのでは

ないかと記憶しておりますけれども、西予市では

150 人程度になると思います。 

人口割にすればどれぐらいになるか。愛媛県で

したら 80 人に１人は切ったんじゃないかと思う

んですが、他市と比べまして、西予市はどの程度

の位置にあるか御答弁を願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 
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御質問にお答えをいたします。 

県内の昨日までの感染状況ですが、累計で 1万

7752 人の感染が確認されておりまして、これを

愛媛県の令和４年２月１日現在の人口で１人当た

りを出してみますと約 74 人に１人の方が感染し

ていることになります。 

西予市のこの発生率を見てみますと、先ほど申

しましたように、昨日までに累計で 160 人の感染

が確認されておりまして、こちらは令和４年２月

末の人口で試算してみますと約 223 人に１人が感

染していることとなります。また、近隣の市と比

較しましても西予市は低い状況でございます。 

このことは、市民の皆様の感染対策に対する御

協力のおかげであると考えておりまして、心より

感謝を申し上げるところでございます。 

今後とも市民の皆様には、感染対策に格別の御

理解をいただき、感染しない、させないように引

き続き御協力くださいますようお願い申し上げま

して答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

先ほども申し上げましたように、オミクロンの

性質は非常に違うと思うんですけれども、オミク

ロン株の高止まり、現在もしておりますけれども、

病原性の性格とかそういうものを考えたときに、

どのような対策、対応をしているかお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

当市のオミクロン株への感染防止対策について

お答えをいたします。 

先ほども申し上げましたとおり、今年に入り県

内でも感染力の非常に強いオミクロン株による感

染拡大が続いており、依然として収束の兆しが見

えてこない状況となっております。 

御存じのとおり、オミクロン株の特性として、

非常に感染力が強いこと、発症までの期間が短い

こと、比較的重症化しないことなどが挙げられま

す。アルファ株、デルタ株と比較して重症化はし

ないものの、家族内で誰かが感染するとあっとい

う間に感染が拡大するケースが非常に多くなって

おります。 

市の対応といたしましては、このオミクロン株

の特性を踏まえ、愛媛県の感染対策に準じて、市

民や事業所等に対し、次の点をしっかりと注意喚

起していくことが重要と考えております。 

発熱など少しでも体調が悪い場合には、仕事や

学校などを休み、電話連絡の上、医療機関を受診

すること。家庭や職場などにおいて定期的な換気

に努めること。できるだけ不織布同等のマスクを

しっかりと着用し、ふだんから流水と石けんでこ

まめに手洗いをすること。お店などに入るときだ

けではなく、出るときにも手指消毒を行うこと。 

今後も引き続き、防災行政無線放送やホームペ

ージ、広報等を通じて注意喚起を行い、感染拡大

防止に努めてまいりたいと考えております。 

また、現在３回目のワクチン接種を行っており

ますので、このワクチン接種も大きな予防効果に

なろうかと思いますので、接種券の届いた方は、

可能な方は接種をお願いしたらと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

ワクチンの対応について、蔓延しないような形

で、デルタのときには、密閉、密集、密接の３密

を非常に前へ出してきておりました。そして、不

要不急の外出はやめてくださいと。あとはマスク、

手洗い等々については似たようなものでございま

すが、特に、このオミクロン株につきましては、

早急な３回目のワクチン接種が必要だと私は考え

ております。私も２月７日に打ちました。ファイ

ザーが少ないというような情報を聞いておりまし

たけど、私の場合は、かかりつけの医院がモデル

ナでございましたので、そちらを打ちましたが、

皆が皆嫌だとか、ファイザーでないといけないと

か、そういうことを耳にします。 

市長は打たれましたか。そしてまた、せっかく

ですので、市長からこのワクチン接種の啓蒙をひ

とつ聞かしていただいたらと思うんですがよろし

いですか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○管家市長 

ただいま酒井議員から市長は３回目のワクチン

を打ったのかというようなお話でございましたけ

れども、私も２月上旬にモデルナの３回目の接種

を受けました。１回目、２回目はファイザーであ

ったわけですが、今回初めてモデルナを使いまし

て、私はちょっと肩が痛いぐらいで、あとは発熱

がするとかそういうことはなかって、いろんなこ

とを皆さん心配されてる状況もあって、熱が出る

とか、けん怠感が強いとかいうお話も聞いており

ますが、それも１日か２日で収まるような状況を

聞いております。 

３回目の接種券が各自に届きましたら、市内の

各医療機関では接種ができます。電話予約、そし

て、インターネットでの予約と予約方法はありま

すが、どっちかというとインターネットでの予約

のほうがスムーズにいくようでございます。 

このオミクロン株が、全県下、全国で拡大して

おります。そのことは、地元の経済を含め、いろ

んな点で影響が出ておりますので、接種券が届い

た方は、可能な限り接種を早めていただきたい、

そのように思ってるところでございます。 

どうか市民の皆様、今までも御協力をいただい

ておりますが、今後もより一層の御協力をいただ

くようお願い申し上げます。酒井議員ありがとう

ございました。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

市長は今可能な限りと言いましたけども、１回

目も２回目も打ってない人は必ず打ってください、

３回目まで。といいますのは、災害が来たときに

はやっぱり自分の命を守るのは自分なんです。そ

して共にお互いがこういうコロナみたいなのは災

害だと思えば、相手のために共助という形で、や

はりワクチンを嫌でも打つというのが市民の義務、

国民の義務だと私は考えておりますので、強い指

導で、今、蔓延を防止するためにはワクチン接種

が一番手っ取り早いと、このように思っておりま

す。 

その点、これからも理事者、議会、市民一丸と

なって、西予市は、各市に負けないようなワクチ

ン接種で感染防止対応をしてるということの自負

を持って進めていきたいと思いますので御協力を

お願いします。私が言うことじゃないかもしれま

せんけども。 

それでは次に、３番目の３回目のワクチン接種

の状況につきましては、これも和気議員がまた後

で質問するようでございますので、時間も市長が

答弁していた分だけ余分になりましたので、経済

への影響につきましてお尋ねをいたします。 

今、経済の影響といいますのは、デルタとは少

し違うような感じがします。底辺まで、非常にい

ろんな形で影響が出てるように私は感じておりま

す。 

どこの業種がどのようになってるのか、対策に

ついても和気議員が質問をしているようでござい

ますが、私は、現状分析をすべきではないかと、

かように思います。といいますのは、ウクライナ

の問題、原油高の問題、そして、外出自粛の中で、

灯油代は上がる、ガソリン代が上がる、国際情勢

が困難になって生活も困窮し始める。そのような

中で、経済の状況、対策については少しでいいで

すから、経済の状況はどうなってるかお尋ねをい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

経済の影響についてお答えをいたします。 

新型コロナウイルス感染症の影響はいまだに収

束の見込みが立たないまま長期化が懸念され、今

なお予断を許さない状況となっております。 

市内経済への影響につきましては、令和３年度

に愛媛県と連携して実施しました、売上げ減少し

た事業者に対する給付事業、えひめ版応援金事業

（第２弾）において 404 件の申請がございました。

当該事業の条件が令和３年６月から９月のいずれ

かの月の事業収入が 30％以上減少している、ま

たは、任意の連続２カ月の月間事業収入が 15％

以上減少していることとありますので、404 件の

事業者につきましては、相当程度の売上げ減少が

発生したものと考えております。 

また、オミクロン株の感染拡大以降については、

市内飲食店の状況を聞きましても、長期化する外

出自粛の影響等により売上げが 50％以上減少し
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ている事業者もおられるようであります。加えて

事業継続のための感染症対策にも一定の費用が必

要であることや飲食店における売上げ減少により

生産や物流への影響も想定されることから、幅広

い業種において相当程度の影響が生じていると考

えております。 

西予市といたしましても、危機感を持って引き

続き、国・県における施策に加え、地域経済対策

としてより効果的な市単独の施策を今後も展開す

る必要があると考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

昨日か今日だったと思いますけど、国も原油の

トリガー政策をやるということになりまして、そ

して灯油とか、生活の中に困窮してる、灯油なん

かについても対応するというような報道がござい

ました。その辺りも含めまして、このオミクロン

と経済との競争というか、戦いというかね、経済

を活性化して地域の活性化はオミクロンという壁

があってなかなかできにくいという状態ではござ

いますけれども、同じ酒井同士でございますので、

酒井部長ひとつ検討をお願いいたします。 

そしてまた、実績的には、昨年度の確定申告が

始まってますので、どの分野が非常に減退してる

かってのはそのうちわかってくると思います。そ

の辺りもしっかり分析して対応をお願いしたいと

思います。 

続きまして、日常生活の影響については、生活

サイクルが変化しておりまして、鬱だとか、体力

の低下だとか、ストレスがたまっていけないとか

いうような意見を聞きますが、これに対する指導

とか、そういうものはどういうふうに考えている

かお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

コロナウイルス感染症の拡大による日常生活へ

の影響などについてお答えをいたします。 

年齢とともに心身の活力を含む生活機能が低下

し、要介護状態となるリスクが高くなった状態は

フレイルと呼ばれており、昨今では、コロナフレ

イルという言葉も聞かれるようになっております。 

これは、新型コロナウイルス感染症予防のため

に生活が不活発になった結果、体力や気力が低下

して一気に老化が進むことを意味しており、全国

的にも問題になっているようでございます。 

市では、新型コロナウイルス感染症が拡大し始

めた当初から予想されておりました生活不活発病

予防を目的に、自粛が厳しかった期間においては、

自宅での運動推進のため、健康チェックシートの

配布、また西予ケーブルテレビや広報を活用し、

運動やバランスのとれた栄養摂取の必要性につい

て働きかけてまいりました。 

令和３年度においては、地域のサロンなどが開

催される機会を利用し、身体的フレイル・精神的

フレイル・社会的フレイルの予防に積極的に取り

組んでおります。 

また、コロナ禍ではありますが、感染症に注意

しながら、食生活改善推進員による各地区での低

栄養予防教室も実施していただいております。 

当市では、令和３年２月に長寿介護課において、

65 歳以上の要介護１以上の方を除く 500 人の市

民に対して、介護予防効果検証調査を実施してお

ります。その結果、「昨年度と比較して外出の機

会が減っている」と回答した人は 67.8％となっ

ており、人と交わる機会が減った、外出の機会が

減ったなど、感染症拡大による影響が心配される

結果が出ております。令和３年 10 月における当

調査での「外出機会が減っている」と回答した人

は 46.5％と前年度と比較すると減少しており、

幾らか外出する機会が増加傾向となっております。 

また、地域の事業等に参加する割合も改善して

いる傾向にあり、ストレスの状況の結果をみると

「ストレスがほとんどない」と回答した割合も令

和２年度 27.6％から令和３年度 33.7％に改善し

ております。 

フレイル状態を予防することによって、日常生

活動作に障害のある要介護状態に陥ることを防ぐ

ことにつながると考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 
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フレイルという言葉が度々出てきますけども、

調べてみますと虚弱という意味らしいですね、フ

レイルってのは。だからこれは、身体的フレイル、

精神的フレイル、そして社会的フレイルと３つぐ

らいに分けられているそうでございますが、この

フレイル状態をほったらかすと介護の状態に入っ

ていくと、健康からフレイル状態、そして介護に

入っていく。私どもも年が年ですからフレイル状

態の年らしいです。この中におられる方も結構フ

レイルの方おられまして、時々物忘れしたり、そ

ういうことの状態になって、精神的なものや身体

的なものがあらわれておりますけど、私どもは議

員やっておりますので社会的フレイルにはなりに

くいんです。そのようなことも勉強しましたけど

も、フレイルのこれから西予市がもう本当に老人

社会、高齢化社会、加齢と老齢とは違うわけでご

ざいますが、このあたりも勉強していただきまし

て、オミクロンに負けない、コロナに負けない健

康な社会をつくってほしいと思います。 

続きまして、次の質問に移りたいと思いますが、

５類感染症 インフルエンザについてお尋ねをい

たします。 

現在までの西予市の発病数、ワクチン接種の現

状、インフルエンザの発生とか、そして、金額な

んかも教えていただいたらと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

新型コロナウイルス感染症の拡大によるマスク

の着用、手指消毒など感染対策は徹底され始め、

最近インフルエンザの流行はほとんど見られなく

なってきております。 

令和２年における県内のインフルエンザの発生

件数は 4,450 件、八幡浜保健所管内では 526 件と

なっておりますが、令和３年では、県内の発生件

数は 10 件、管内では１件とインフルエンザの流

行はほぼ発生しておりません。 

また、インフルエンザワクチンの接種につきま

しては、市が把握しております高齢者の接種状況

についてお答えをいたします。 

令和元年度、対象者 1 万 5929 人のうち

9,390 人が接種しており、接種率は 58.9％であり

ましたが、令和２年度では 1 万 5843 人のうち

1 万 944 人が接種しており、接種率は 69.1％と前

年度より 10％ほど上昇いたしました。 

これは新型コロナウイルス感染症の拡大による

意識の変化によるものではないかと推測しており、

感染を予防する意識が向上した高齢者が例年より

も多く接種したものと思われます。 

令和３年度においては、1 万 5750 人のうち

9,253 人が接種しており、接種率は 58.7％と例年

並みに戻っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

1,000 円の補助だったと思います。財源的には

いかほどになっておりますか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

高齢者の接種の負担については、1,000 円で接

種できるということでございます。財源につきま

しては今手元に資料がございませんので、また後

ほど御答弁させていただいたらと思います。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

次の質問と関連いたしますけれども、4,000 円

でもし打つとすれば 3,000 円の補助をしてると、

こういう計算になるんです。 

未就学児、児童、生徒へのワクチン補助はとい

う質問でございますけれども、当市におきまして

の未就学児、児童、生徒へのワクチン補助は、こ

れからどういうように考えていくのかお尋ねしま

すが、これは財源も関わってまいりますので、

3,000 円のところもあれば 4,000 円のところもあ

る。4,500 円のところもあるようでございます。

そうすれば、人数かければ、大体財源がこのよう

に出てくるとわかってくると思いますが、その辺

りどのように考えておられるかお尋ねをいたしま

す。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

未就学児、また、児童、生徒へのワクチン接種

についてお答えをいたします。 

現在当市におきましては、子どもたちへのイン

フルエンザワクチン接種に関する補助は行ってお

りませんが、県内では 11 の市町において何らか

の補助制度を創設し支援を行っております。 

その対象者や補助の金額などは、議員がおっし

ゃるとおり様々で、小学生から高校生を対象に

1,000 円を補助している自治体や、64 歳未満の方

全てを対象に 2,000 円補助している自治体もござ

います。来年度からはヒトパピローマウイルスワ

クチン、いわゆる子宮頸がんワクチンの勧奨が再

開されることとなっており、また、将来的には新

型コロナウイルスワクチンについても定期予防接

種として実施することとなることが予測され、今

後予防接種に関する経費は増大することが見込ま

れます。 

以上のような状況を踏まえながら、今後、子育

て世帯の支援として、未就学児、児童、生徒への

補助の実施につきましては、他市の動向も注視し、

調査・研究してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

これは財源とも必ず関わりますけれども、子ど

もたちがインフルエンザにかかると親も休まなき

ゃ駄目なんですよね。そういう問題もありますし、

そしてまた、インフルエンザはコロナワクチンが、

コロナができたおかげでこれだけ減るんだったら、

オミクロンも一生懸命やったらもっと減るんだろ

うというような気がします。お互いが、市長がお

っしゃられましたように、市民の方がもっと協力

する。もっとオミクロンに対してでも注射も打つ、

手洗いもする、マスクもする、そのような行動体

制をとるようにお願いします。 

インフルエンザの児童等への補助については、

早くても来年の 10 月か 12 月になると思いますの

で、その辺りまでにしっかりと財源も考えて、対

応していただきたいと思います。 

次の質問に移ります。 

行政サービスについて、デジタル化、ＩＣＴ化、

ＤＸ、そして、このコロナによるテレフォン、い

ろんな情報社会が変わってきております。 

平成 29 年のときに４階のレイアウト変更をし

ました。もう高く本を積んで相手の顔が見えない

ような状態のところへパソコンが入って、パソコ

ンでやるようになって、そして書籍をのけてやる

ようになりました。 

私どもも議員の中で、総務省へ行政視察に行き

ました。総務省も一生懸命やり始めてございまし

た。その辺りも含めまして、いろいろ計画した反

省点と効果はあったと思いますが、そして先進地

であった西予市の４階は視察も多かったと思いま

す。 

その辺りも含めまして、４階のレイアウト変更

後の効果と反省点はどのようにとらえております

かお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

オフィス改革につきましては、多様化する市民

サービスへの対応、職員数が減少しても仕事が減

らない状況において、生産性を向上させていく必

要があることから、その環境整備として、平成

26 年度から取組を始め、本庁４階につきまして

は、平成 28 年 11 月に、ワークショップから生ま

れた「挑む」「繋がる」「楽しむ」を柱とし、

Change せいよを働き方のコンセプトに現在のモ

デルオフィスへレイアウト変更しております。 

レイアウト変更後の効果といたしましては、ペ

ーパーレス化の推進、書類の保管量の大幅な減、

会議・打合せ環境の改善、コミュニケーション量

の増大、仕事に対する意識の変化、視察や取材の

増加で市の魅力向上等が挙げられます。 

反省点といたしましては、その後の時代の変化

に応じたさらなる改善点はないかなどを含め、職

員のさらなる意識改革が課題であるととらえてお

り、こうした問題意識からも令和２年度から新生

活様式対応行政サービス構築事業に取りかかるこ

とといたしました。 

以上でございます。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

総務省へ私どもが行政視察行きましたときに、

マイクロソフトの事務所へも視察に行かせていた

だきました。喫茶店や運動、体力する器具がある

中でパソコンを置いて仕事をする。極端に言えば

今のコロナの社会の中の自宅からのテレワークと

いう形でよく似てたなという記憶がいたしており

ます。 

その中で、コスト面とか意識文化面、パフォー

マンス、意思決定の迅速化等々ありましたが、こ

れから考えますに、我々視察行ったときに、これ

から明浜支所、野村支所の建て替えに当たり、オ

フィス改革の検証を踏まえながら、より良い使い

勝手のよい住民窓口をつくる必要があるというこ

とで結論を出しております。タブレット導入は議

員だけでございましたので、行政側にも導入を促

し、情報の共有とペーパーレスに取り組まなけれ

ばならないと、そうしなければ効果が半減すると

いうような行政報告を行っておりますけれども、

その中でお尋ねをいたしますが、新生活様式に対

応する行政サービス、新生活様式といいますのは、

やはり先ほどから言うＩＴ、デジタル化への推進、

ＤＸ、テレワーク、リモート、このような中の新

生活が変わってきてる。その中に、このような形

の案を出されたんであろうと思っております。 

それの 10 月８日の行政報告会にありました点

につきまして、詳しく私もそのとき見ておりませ

んでしたので、これほどに１階、２階、３階が変

わるとは思っておりませんでしたが、現在の進捗

状況とその目的についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

今回の取組につきましては、平成 26 年度から

の取組とは異なり、コロナ禍を踏まえた３密回

避・短時間接触・分散勤務・オンラインミーティ

ング・業務継続等新しい生活様式に対応したもの

となっております。 

ＩＴ環境につきましては、本庁・支所だけでな

く、無線ＬＡＮを拡張し、パソコンを持って行け

ばどこでも業務が行えるよう環境整備を行いまし

た。 

リモート会議につきましては、令和３年４月１

日から令和４年１月 31 日の間で、市がホストと

して実施したオンラインでの会議は 900 回以上と

なり、このほか外部からの招待にゲストとして出

席した会議を加えるとさらに数が増え、日常的に

行われております。 

組織の連携につきましては、オンライン・オフ

ラインを問わず、どこにいても関係部署間で協議

が行える環境を構築し、組織間の連携強化に努め、

市民サービスの向上につなげてまいりたいと考え

ております。 

意思決定の迅速化を図るため、電子決裁の導入

を進めておりますが、現在、政策企画部内で運用

しており、今後徐々に拡大していく予定としてお

ります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

前にも、加藤議員だったと思うんですけども、

キャッシュレスだとか、推進だとか、そういう質

問もしまして、新生活の生活様式が変わりつつあ

る、決裁についても変わりつつある。 

そのような社会の中で、事務、オフィスの改革

は必ず必要だと思います。思いますが、私のよう

なアナログの人間にはちょっとなかなかついてい

けないところがあるんですけれども、２番目の総

合受付の設置はということでお尋ねいたしますが、

市長の所信表明の中にもこれは回答がございまし

たけれども、詳しく市民のために説明を願ったら

と思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

新しい生活様式に対応した行政サービスの構築

と本庁舎のオフィス改革が令和３年度末にほぼ完

了の予定であります。 

令和４年５月から本庁舎に総合受付の担当を設

置して、総合窓口と個別窓口で対応する業務を振

り分けることにより、行政事務処理の効率化や迅
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速化が図られ待ち時間も短縮できるなど、職員数

が減っても市民サービスの維持向上、提供を行え

る体制の構築を図ります。 

今回の新しい生活様式に対応した行政サービス

構築事業により、本庁舎１階に総合窓口を設置い

たします。出生や死亡、転入・転居などのライフ

イベント手続に市民が市役所へお越しになった場

合、現在は複数の課を移動し、それぞれ必要な手

続を行っていただいており、複数の手続を終える

のに時間を要しております。できるだけ短時間で

手続を終えていただけるよう、今回、本庁１階に

ライフイベント手続をワンストップで対応する総

合窓口を設置しサービスの向上を図ります。 

総合窓口の設置とあわせて、総合受付も設置す

ることとしております。この総合受付では、市民

の方に来庁された用件を伺って、担当の窓口を案

内すると同時に、総合窓口や個別窓口の担当職員

へ来庁された要件を通知し、市民の皆様がスムー

ズに手続できるようにするほか３階や４階フロア

への案内なども行うことを想定しております。 

なお、総合窓口の運用開始につきましては、３

月から４月にかけての窓口の繁忙期を避け、本年

５月の連休明けを予定しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

行政サービスにどのように寄与するのか、また

住民サイドから便利を感じるサービスになるのか

ってのは、時間もございませんので二つ一緒でお

答えを願ったらと思いますけれども、まず先に新

生活様式に対応する行政サービスの構築について

の中で、部長室の廃止がございました。行政報告

の中には、１筆小さく書いてありましたので、私

も現実になるまで全然わかんなかったもので。部

長室を廃止するメリット、デメリット、私はこう

して一般質問のときの市長の代わりにしっかりと

部長が答弁をしていただく、この権威性や責任性

については、やはり部長室は設けるべきではない

かなという感じがいたしております。でも、それ

は条例にあるわけでもなしに、理事者の執行権の

中の範囲でございますので、私どもがとやかく言

うわけではございませんけれども、この部長室廃

止のメリット、デメリットについてお尋ねをいた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

市役所では、これまで以上に部長級も含めた職

員間のコミュニケーション量を増やし、スピーデ

ィーに業務を遂行する必要があること。また、会

議用の個室が不足していることなどの認識から、

今回のレイアウト変更に合わせて、部長室の取扱

いについて協議を行った結果、部長室を廃止いた

しました。 

メリットといたしましては、部長職が執務フロ

アにいることで職員とのスピーディーな連携業務

が可能となり、意思決定の迅速化が図られるとと

もに、部長室をミーティングルームとすることで、

慢性的な会議室不足も解消されるものと考えてお

ります。 

デメリットといたしましては、部長級に対する

急な来客対応や重要な協議を部長級を含めて行う

場合の対応に別途場所を確保するなどの手間が発

生することなどが挙げられます。しかしながら、

その際の対応といたしましては、各部長が優先的

に使用できる部長優先室も設けることとしており

ます。 

市役所全体としてメリットがデメリットを上回

る運用としてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

退職された方とか、部長職の方とか、そして、

各行政団体、いろんな団体に聞きますと、やはり

部長室があったほうが相談しに行きやすいわいね

という話があります。それは新生活の中で、ＩＴ、

デジタルの中で必要だという判断をされたのであ

ろうと思います。 

そしてまた、総合受付をされた中で、総合受付

へ行って部長に会いたいがと言ったら、部長専用

室の会議室へ行って話ができるというような解釈

をいたしました。そういうことでございますので、

試しにやっていただいて、そしていろんな問題が
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出たときには、また考えるというような柔軟な形

でいていただいたらなあと、かように感ずる次第

でございます。 

そして、将来的に、先ほども一昨日職員にちょ

っと聞きますと、まだ私たち戸惑っておりますと

いう返事がございました。それにつきまして、将

来に目指すワークスタイルについて、お尋ねをい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

コロナ禍の中、全国的に従来の働き方を見直す

動きが加速しております。レイアウトを変更する

に当たり、職員間の議論から様々な意見が出され

ました。この意見を現在の背景と重ね、人口減少

に比例して、職員の減少が進む中でも持続的な行

政サービスの提供を行うためには、これまでのや

り方から脱却し、新しい発想を受入れながら、働

き方そのものの変革に取り組む必要があると認識

しております。 

最も重要な考え方は、効率的でめり張りのある

働き方を実践することを掲げております。そのた

めに総合窓口を導入し、行政手続のワンストッ

プ・ワンスオンリー化を実践することによって、

来庁される方の利便性が上がることはもちろんで

すが、パターン化できる窓口業務とパターン化で

きない窓口業務を分けることにより、職員にとっ

ても大幅な時間短縮を図ることを計画しておりま

す。 

個人机を中心とした働き方から、適正な場所を

選びながら働くやり方へ働き方をシフトしていき

ます。これまでのように自分の机に固執して働く

のではなく、集中するとき、相談を行うとき、大

きな図面を広げるときなど、様々な状況に応じて

場所を選んで働ける環境といたします。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

目指すワークスタイルもあろうと思いますけれ

ども、いろんなＱアンドＡということで職員との

コミュニケーションもとりながら改革をして、こ

れから県下でもすばらしい新生活対応行政サービ

スの構築に努めていただきたいと思います。 

続いてお尋ねしますが、職員の人材育成、定着

についてお尋ねしますが、先般のＤＸのときにも

この話はしましたけれども、職員は、自分の人生

の幸せを求めて、そして生きがいを求めて公務員

になってると思うんです。そして、西予市のため、

西予市民のために一生懸命頑張ってると、このよ

うに思っております。これにつきましては、中に

は早くやめたいなと思う人もおりますけれども、

やはり人材育成ってのは、いろんな技術や道具を

与えていろんなことを、道具の使い方を教えるの

ではなしに、人間形成の中から夢や希望を与えて、

西予市のため、西予市民のために努力する、頑張

るぞという、こういうものをつくり上げて、そし

て定着させていく。このような考え方があるかど

うかをお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宗副市長。 

○宗副市長 

ただいまお尋ねの職員の人材育成、定着はとい

うことでありますけれども、職員の人材育成につ

きましては、西予市の人材育成基本方針というも

のを定めておりまして、市民の信頼と負託に応え

ていく職員像を掲げまして、職員個々の能力開発

と資質の向上を目指し、組織の一体感の醸成に取

り組んできているところであります。 

また、人材育成を効果的に推進していくために

は、研修の実施だけではなくて、人材育成の現場

である職場環境を整えていくということが不可欠

であるというふうに考えています。 

職場の体質や雰囲気は職員の勤労意欲に大きな

影響を及ぼします。各職場では、特に所属長が中

心となりまして職場内のコミュニケーションの定

着を図り、職員間の良好な関係の構築に努めてい

るところであります。あわせてノー残業デーの運

用でありましたり、仕事と私生活の充実が図られ

る働き方改革を進めております。 

オフィス改革もその手段の一つとしてとらえて

おりまして、前例や慣習にとらわれず、創造性、

柔軟性を持ってチャレンジしているところでござ

います。 

今後も引き続き、常に向上心や意欲、そして問
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題意識を持って仕事に取り組む職員の育成、定着

に努めるとともに、ＩＣＴの活用、またＤＸの推

進による業務の改善と働き方の改革により、個人、

そして組織の生産性を図って、市民のサービス向

上に取り組んでいきたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

５分に入らなかったから１問だけ質問させてい

ただきます。 

今まで新生活様式に対応する行政サービスって

のは、行政側から今は出してる形のように思える

んです。これから市民から便利を考えたり、先ほ

ども総務省行ったときの話として、市民側から見

て便利であって、そして合理性があって窓口が開

けたか、そういうサイドから今度は意見があった

ときには改革していくような、またやりかえてい

くとか、そういうものを考えていくような考え方

があるかどうかを最後の質問といたしておきます。 

市民にとって便利であるか、そして非常にわか

りやすい市役所であるか、そういう点でお聞きを

いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

今回の取組により、市役所が変わり、総合窓口

等により、市民の皆様への直接的なサービス向上

だけでなく、職員のワークスタイルも変えていく

ことで、コロナ禍の対応だけでなく、令和５年度

から開始予定の地域づくり活動センターへの対応、

災害などの非常時の対応に加え、変化する現代社

会においても柔軟に対応が可能となるものと考え

ております。 

今回、新しい生活様式に対応した市民サービス

を開始した後も、市民目線に立って、より使い勝

手の良いサービスの改善を図っていく必要がある

ものと考えており、必要に応じて御意見を伺いな

がら改善に向けて検討してまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

ありがとうございました。 

27 のセンターができるわけでございますけれ

ども、その中で、一つ提案でございますけども、

27 のセンターの中で、リモート室なんか考えた

らいかがでしょう。私は、その中で、すぐにリモ

ートができる、27 のセンターから本所とのリモ

ート会議ができるとか、そのようなことも考えて

はいかがかなと思っております。 

時間も終わりましたので、最後に、ロシアのウ

クライナ侵攻が、戦争が早く終結することを願い

まして、１日も早い終結、なかなかできにくいか

なと思っておりますけれども、願いまして、私の

質問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10 時 57 分） 

○議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 10 分） 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

先ほど酒井議員から御質問のありました高齢者

インフルエンザワクチンにつきましては、全て一

般財源でございまして、その接種委託料につきま

しては、令和３年度当初予算で約 3650 万円を計

上しております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○佐藤議長 

次に、15 番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

公明党の二宮一朗でございます。 

議長より許可をいただきましたので質問に入ら

せていただきます。 

冒頭に、先ほど酒井議員の質問で市長がワクチ

ン接種の回答をされました。私も先週土曜日に３

回目モデルナでさせていただきまして、私は熱も

何も出ずに１回目２回目と同じように何も不都合

はございませんでしたので、また市民の皆さんに
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もよろしくお願いしたいと思っております。 

今回の質問は大きく３項目で、私初めて分割と

いう形で質問をさせていただきます。いつもぎり

ぎりになりまして皆さんに御心配をかけておりま

すので、そういう点も踏まえましてしっかり訓練

という意味で取り組んでみたいと思います。御協

力をお願いしたいと思います。 

まず１点目、海洋プラスチックごみについて質

問をいたします。 

愛媛県の海洋プラスチックごみ総合調査が発表

をされました。県内７カ所で結果が出ておりまし

たけれども、漂着ごみの調査結果に、予想をして

いたとはいえ、我が南予地区の海の現状が浮き彫

りになっております。 

一つは漂着ごみの量ですけれども、全地点とも

にプラスチックが一番多く、南予は他地点の２倍

から５倍の量があり、発泡スチロールの割合が高

い。 

２番目、プラスチックの分類では漁具が多く、

南予の３地点では約半数が漁具である。宇和島の

三浦半島では発泡スチロール破片の割合が最も多

い。 

３点目、漂流ごみの調査では、安芸灘宇和海中

部で発泡スチロールが最も多く、漁業経営体数と

相関している、比例しているということですね。 

４番目は、世界的に関心が高いマイクロプラス

チックの調査結果においては、南予の宇和海側は

他の５地点に比べ９倍である。多かったのは材料

のポリスチレン、主な用途はこれも発泡スチロー

ルであります。 

西予市は足摺宇和海国立公園の法華津峠とその

眼下に広がる宇和海、そして明浜、三瓶地域の北

部宇和海エリアを有して、今年１月に再認定され

た四国西予ジオパークの中の重要なエリアでもあ

ります。 

そして、西予市の水産業においては養殖業に占

める部分がかなり多く、漁師の皆さんも含めて宇

和海の現状を今突きつけられた、今回の結果を重

く受け止めるべきだと考えております。 

そこでお伺いをいたします。 

環境省の取組では、海岸漂着物等地域対策推進

事業というのがあります。県と市が連携をして行

う事業のようであります。西予市と愛媛県との連

携はどのようになされているのか。 

それに、国交省が行っております海面清掃船と

いうのがあり、松山港湾事務所に大体停泊してい

るようであります。これは主に瀬戸内海で活動し

ているようですけれども、宇和海での活動はどの

ようになっているのか。 

そして、宇和海への出動要請を西予市としては

したことがあるのかどうかについてお伺いをいた

します。 

今回の質問のきっかけは、三瓶町の地域の方か

ら漂流ごみの対処の方法についてお尋ねがありま

した。私も以前から何度か三瓶の数カ所で「漂流

ごみや満潮時に河川を逆流してきて大変なんよ」

という話を聞かせていただいておりましたので、

今回、明浜支所と三瓶支所に状況を伺いに行かせ

ていただきました。現状では特に大きな問題はな

いということではありましたけれども、漂流ごみ

や台風後の状況、市民の皆さんがボランティアで

ごみを清掃していただいている、そういう現状を

お聞きいたしまして、それに対して市はこういう

対応をしているということもお聞きをいたしまし

た。 

そこでもう１つの質問として、西予市として宇

和海の海洋ごみの現状認識についてはどのように

お考えなのか。 

そして、市で取り組んでいる対策についてはど

のようなものがあるのか。 

３点目に、西予市の海岸を持続可能にしていく

ために何をしないといけないのか。それについて

どのようにお考えなのかお伺いをしたいと思いま

す。 

よろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

最初に、海岸漂着物等地域対策推進事業の愛媛

県との連携についてお答えをいたします。 

愛媛県では、関係機関が役割分担を果たし、連

携して海岸漂着物対策に取り組むことを基本理念

とした愛媛県海岸漂着物対策推進計画を海岸漂着

物等地域対策推進事業により策定されております。 

県の役割は、地域計画の管理、関係機関との連

携、海岸漂着物対策に係る情報発信など。市町の

役割は、海岸漂着物等の処理等に関する協力、住
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民に対する海岸清掃活動への参加要請、リデュー

ス・リユース・リサイクルの推進などとなってお

り、それぞれの役割が示され連携して取り組むこ

ととされております。 

また、県が事務局となり、環境省、第六管区海

上保安部、一般社団法人えひめ産業資源循環協会、

愛媛県漁業協同組合、県内市町などで構成された

愛媛県海岸漂着物対策推進協議会が設置され、海

岸漂着物の発生抑制に向けた取組の推進について

意見交換を実施しております。 

協議会に所属しています市町は、当初沿岸部の

14 市町のみとなっておりましたが、令和３年度

からは、発生抑制の観点から内陸６市町も参加し、

県、関係団体、県内全ての市町が連携して取り組

む体制が構築されております。 

続いて、海面清掃兼油回収船の出動要請につい

てお答えをいたします。 

海岸清掃兼油回収船は、担務海域内において発

生した海洋汚染に対処して防除作業を実施する船

舶であり、愛媛県には海面清掃兼油回収船いしづ

ちが松山港を基地港としております。これまで西

予市から海面清掃船の出動要請を行った実績はご

ざいません。 

しかしながら、大規模災害等が発生し、大量の

浮遊ごみが海洋に流出するなどの場合においては、

関係機関等と連携し出動要請を実施する運びにな

るものと考えております。 

続いて、宇和海の海洋ごみの現状認識について

お答えをいたします。 

当市では、宇和海の海洋ごみについての調査等

は実施しておりませんが、令和２年度におきまし

て、愛媛県が海洋プラスチックごみの効果的な削

減につなげていくため、愛媛県海洋プラスチック

ごみ総合調査を実施しております。 

当該調査では、漂着ごみ、漂流ごみ、マイクロ

プラスチック等について調査を実施しております。

漂着ごみの調査は、西予市沿岸部においては実施

されておらず、宇和海では宇和島市にて実施され

ております。 

漂着ごみの個数はプラスチックが最も多く、次

いで発砲スチロールが多い結果となっております。

特に発泡スチロールは他の地域と比較して高い割

合となっております。また、漂着したマイクロプ

ラスチックにおいては、発泡スチロールが最も多

くなっております。漂流ごみについては、宇和海

北部・宇和海中部で調査が実施され、海藻などの

自然物もありましたが、プラスチックなどの人工

ごみも確認されております。確認されました人工

ごみは発泡スチロールが半数以上を占める結果と

なっております。 

実際、海岸清掃等で回収されますごみはペット

ボトルといったプラスチック製が多く見られます

が、発泡スチロール製のブイも多く、八幡浜市沖

及び宇和島市沖と似た状況であるものと推測され

ます。 

続いて、市で取り組んでいる対策についてお答

えをいたします。 

海洋ごみへの対策としましては、主に発生抑制

の観点から取組を実施しており、不法投棄された

ごみの河川・水路を経た海洋への流出、漂着した

ごみの海洋への再流出は、後に漂流ごみやマイク

ロプラスチックとなる懸念がございます。 

そのため、不法投棄防止のための看板を設置す

ることにより、不法投棄の発生を抑制するととも

に、地域の方々の協力を得て実施しております西

予市一斉クリーン運動や愛媛県南予地方局八幡浜

支局不法投棄防止対策推進協議会による不法投棄

廃棄物撤去活動、肱川流域清流保全推進協議会に

よる肱川流域一斉清掃といった清掃活動などによ

り、回収された廃棄物を引取り、適正に処理する

ことで、河川・水路への流出、海洋への再流出を

防止しております。 

最後に、西予市の海岸を持続可能にするための

取組についてお答えいたします。 

海岸を持続可能なものとして次世代に引き継い

でいくためには、海洋ごみの回収・処理及び発生

抑制の取組を並列的に実施していくことが重要に

なってくるものと考えております。 

海洋ごみの回収では、西予市一斉クリーン運動

を地域の方々の御協力を賜りながら実施させてい

ただいているほか、昨年度は明浜町、一昨年には

三瓶町にてそれぞれ愛媛ダイビングセンター及び

公益財団法人日本釣振興会による海中ごみの回収

を実施いたしました。また、昨年 10 月には三瓶

ライオンズクラブと宇和ライオンズクラブにより、

三瓶町周木の池ノ浦海水浴場と明浜町高山の大早

津海水浴場にて漂着ごみの回収を実施していただ

きました。 
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様々な清掃活動により回収いただきましたごみ

は、市で資源として利用できるものはリサイクル

するなど、適正に処理を実施しております。 

発生抑制への取組については、看板の作成・設

置といった不法投棄防止対策のほか、プラスチッ

クを含む廃棄物の発生を抑制するリデュース、使

用済製品などを繰り返し利用するリユース、廃棄

物を原材料などとして有効利用するリサイクル、

これら３Ｒの推進により、沿岸部のみでなく、内

陸部からの発生抑制も図っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

答弁ありがとうございました。 

その中で１点質問をさせていただきます。 

海面清掃船の派遣についてでありますけれども、

先ほどもアンケートの結果によってありましたけ

れども、他地域というのは宇和海以外の、瀬戸内

海が主な地点でありまして、それに比べて宇和海

がかなり多いという結果が先ほど申し上げました。 

もう一つはマイクロプラスチックですね。マイ

クロプラスチックというのは海の生物にかなり影

響を与えるという研究結果というのが近年特に多

く出ております。この西予市においては、先ほど

も言いましたように、養殖関係、また真珠におい

ても、今母貝が死んでしまうというふうな、それ

が原因かどうかわかりませんけれども、海の生態

が変わってきているというのは間違いないところ

であります。 

私と同じ公明党の宇和島市議会議員も、昨年６

月に宇和島市に一般質問をいたしました。 

そのときの質問なんですけれども、四国地方整

備局松山港湾空港整備事務所に確認をしたところ、

担務海域外、担務というのは、いしづちは瀬戸内

海が担務というエリアです。ですから宇和海は、

担務海域外への派遣は地元自治体等の協力要請に

より派遣の検討を行うこととなっており、検討に

当たっては担務海域の漂流物の状況、派遣先の漂

着物の状況、海象状況を踏まえ、派遣が可能か否

かを判断するというふうに伺っているということ

で答弁を求めたんですけども、宇和島市の答弁も

先ほどの部長の答弁と同じように、災害のときに

はというふうなことを何か言っておったようであ

ります。 

ただ、やはり先ほど言った、瀬戸内海よりも宇

和海の現状のほうが厳しいというこのごみの調査

が出た以上、西予市だけでは何ともなりませんか

ら、やっぱり愛南町、宇和島市、西予市、そして

八幡浜市、伊方町という、この宇和海沿岸のみん

なが一致団結・連携をして、瀬戸内海で動かして

いただいてるいしづちのように、ある程度定期的

に宇和海に来ていただく、そのようなことを要望

していただきたいと思うんですけれどもいかがで

しょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

宇和海での海面清掃船の定期的な活動につきま

しては、先ほど申しましたように、自治体からの

派遣等があればその後判断をされて、派遣をする

かどうかというお話を聞いております。この件に

つきましては、沿岸部のほかの市町と情報交換を

しながら可能性を今後探ってまいりたいというふ

うに考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○15 番二宮一朗君 

可能性を探っていただきたいんですけども、で

きれば国道 378 号の期成同盟会みたいなのがある

程度できて、南予全体でしていくと。このＳＤＧ

ｓというのは、要するに世界の目標でありまして、

海に関しても世界につながっています。その中で

やっぱちっぽけなこの西予市だけで何やかんやと

言ってもなかなか届かないと思いますので、少し

でも多くの面で運動を進めていただきたいなと思

っております。 

それともう１点、答弁いただいた中の将来の海

岸をどうしていくかという中ですけれども、答弁

の中でライオンズの皆さんが三瓶町の海岸の清掃

のボランティアをしていただいたというふうなこ

とをお聞きいたしました。また、明浜・三瓶の支

所に行かしていただいたときも、住民の方が気づ
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いたらそういうふうに連絡いただいて、ごみを除

けていただいているという現状、また、クリーン

デーとかね、そういう時はもちろんですけれども、

していただいていると。要はボランティアに頼っ

てるという今の現状ではないかなと思います。 

小規模多機能を今から進めていく中で、やっぱ

り人口減少、高齢化という中で、なかなか草刈り

も今難しいという地域の現状の中で、そういう人

が減ってくるということも予想されると思います。

そういうことを踏まえたときに、この海のごみの

問題も今後どうしていくかという仕組みをつくっ

ていかないかんのじゃないかなと思うんですけれ

ども、そういう点ではお考えがもしありましたら

お伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

今後の人口減少を見据えて、海岸を持続可能に

するための体制構築の御質問に対してお答えをさ

せていただいたらと思います。 

海岸を持続可能なものとするためには、ＳＤＧ

ｓにもあります「海の豊かさを守ろう」という目

標に向かって、今年度策定予定の西予市環境基本

計画に基づき、引き続き海洋ごみの発生抑制に取

り組む必要がございます。 

将来に向けて、子どもたちへの教育により環境

に対する意識の醸成に努め、西予ケーブルテレビ

や市ホームページ等の広報媒体を通じて海洋ごみ

の現状を発信することで問題意識を持っていただ

き、人口は減少してまいりますが、より多くの方

に清掃活動に参加いただくなど、ボランティア団

体の支援・育成も含め、体制構築を今後検討して

まいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

昨日の宇都宮議員の質問の中でも環境というこ

とがありました。また、西予市も環境計画を今パ

ブリックコメントで出しております。やっぱり具

体的に、昨日も宇都宮議員言われましたけども、

一般的な企画だけみたいなので終わらずに、実際

にどういう行動を起こしていくのかというのを明

確に市民の皆さんがわかっていただけるような行

動をぜひ行政としてお願いしたいなと思っており

ます。 

次に、２番目の項目にいきたいと思います。 

西予市図書交流館の電子図書導入についてであ

ります。 

この件につきましては、昨年３月の一般質問に

おいて、デジタル社会対応についての質問の中で

電子図書導入のことをお聞きいたしました。残念

ながら時間切れになってしまった感じで終わって

しまいましたので、改めて今回質問をさせていた

だきます。 

初めに、図書交流館の利用状況についてお伺い

をいたします。 

コロナ禍になって２年がたつわけですけれども、

コロナ禍前の状況と今の状況、そしてコロナ感染

対策についてどのようになっているのかというこ

と。 

また、西予市図書館の１年間の図書購入予算に

ついては幾らなのか。 

そして、その図書の紛失、盗難、破損について、

どのぐらいあるのかということをお伺いいたしま

す。 

２つ目として、近年ＳＮＳの普及によって子ど

もの読書離れを耳にする機会があります。読書の

状況について、学校図書館の利用状況については

どうなのか。 

また、ＧＩＧＡスクールによるＩＣＴ教育が進

んでいる中、学校での電子図書の状況についても

お伺いをいたします。 

最後に、電子図書導入についてでありますけれ

ども、文部科学省が行った令和２年度電子図書館

及び電子書籍を活用した子供読書活動推進に関す

る実態調査のアンケート結果では、全てまたは一

部の公立図書館で電子書籍の貸出を行っている。

現在の導入率は 9.8％の 258 施設。今後、公立図

書館で電子書籍の貸出を予定しているというアン

ケートの結果では 4.7％。今後、公立図書館で電

子書籍の導入を検討しているというのが 22.4％

となっております。ですから、近い将来 37％が

導入をしていくということになります。 

昨年、「近い将来の電子図書導入も自然な流れ

になっていくものと思われます。今後は情報を収
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集するとともに、国のデジタル化推進の状況を見

ながら、前向きに研究・検討をする」との答弁を

いただいているところではありますけれども、改

めて市の考え方についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

それではまず、コロナ禍における図書交流館の

利用状況についてでありますけれども、分館を含

む市内全８館の利用数といたしまして、感染拡大

前の令和元年度が利用者 5 万 3858 人、貸出冊数

18 万 6493 冊に対しまして、令和２年度が利用者

4 万 5042 人、貸出冊数 15 万 7959 冊と、それぞ

れ令和元年度対比 83.6％、84.7％と減少してお

ります。これは主に令和２年４月 15 日から５月

11 日までの 27 日間、新型コロナ感染防止対策と

して休館措置を行った影響が大きいと考えており

ます。また、令和３年度におきましても、４月

21 日から５月 31 日までと８月 20 日から９月

30 日までの二度にわたり、長時間滞在不可、閉

館時刻の２時間繰上げ、貸館の中止の措置を講じ

ました。 

このような中、各館において、新刊図書、話題

図書、時事図書などのコーナー展示に力を入れま

したところ、令和３年度では、１月末までの数字

ではありますけれども、令和２年度との同時期対

比で利用者数 103％、貸出冊数 105％と増加傾向

にあるところであります。 

次に、図書交流館における感染防止対策であり

ますが、まず、まなびあんでは、開館時間中では

全ての窓を３分の１程度開き常時換気をしており

ます。また、施設内のアルコール消毒については、

開館前、午後１時、午後３時の１日３回、人が触

れる箇所を徹底的に行っております。まなびあん

と野村分館の正面入り口には、手首で感知する方

式の簡易体温感知システムを設置しています。体

温が 37 度 5 分を越えた場合やマスクを着用され

ていない場合には、警告音声が流れ異常を知らせ

る仕組みになっております。三瓶文化会館内にあ

ります三瓶分館には、文化会館入り口に同等の体

温検知器を設置しております。さらに、まなびあ

ん、野村分館、三瓶分館の３館には本を除菌する

図書除菌機を設置し、利用者の感染不安を解消す

るため自由に使っていただいております。また、

入館の日時、住所、氏名、連絡先を記入する入館

記録用紙への記入をお願いし、入館者の把握を行

っております。 

年間の図書購入予算につきましてでありますが、

年度によって若干の増減はありますけれども、図

書購入費 540 万円、ＣＤ、ＤＶＤ等 30 万円の計

570 万円で基本的に推移をしております。この予

算を８館に人口比等で振り分け、年間合計で約

4,000 冊から 4,300 冊の図書を購入しております。 

続きまして、紛失、盗難、破損についてであり

ますけれども、まず、利用者へ貸出しした図書の

紛失の申出があった場合は、まず再度探していた

だくよう依頼をいたします。それでも見つからな

い場合は、同じ図書を購入いただくことで対応し

ております。令和２年度で４冊が紛失扱いとなり

ました。 

盗難についてですが、まなびあんでは全ての図

書にＩＣタグをつけ、出口にセンサー感知ゲート

を設置し、貸出処理を終えていない図書の持出時

には警告音が鳴る仕組みになっております。他の

分館にはゲートがないため、年度末の一斉蔵書点

検で初めて判明することとなりますが、故意の盗

難はないものと認識をしております。令和２年度

は盗難はございませんでした。 

破損は特に児童書で頻繁に起こります。小さな

お子さんが破いてしまった場合は、そのまま手を

加えず返却していただき、職員が修理用品を用い

て修繕をしております。軽微なものも含めて、令

和２年度で 1,400 冊ございました。水やお茶等で

図書が濡れて復元が困難な場合は、紛失の場合と

同様に同じ図書を購入いただくことで対応してお

ります。このような図書は令和２年度で６冊ござ

いました。 

続きまして、学校図書館の利用状況についてで

ございますけれども、学校図書館は学校図書館法

により全ての学校に設置をされており、その運営

については、開館の時間、貸出の方法等、各学校

の実態に応じて適切に運営をされているところで

す。 

図書館の利用状況については、個人差がありま

すが、読書の好きな児童・生徒で月に４冊から５

冊、年間で 50 冊から 60 冊の読書を行っておりま

す。読書の傾向としましては、文学賞に輝いた作
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品など新しく発行された書籍が好まれる傾向が見

られます。コロナ禍においても、新型コロナウイ

ルス感染症対策を徹底した上で通常どおり開館し

ており、読書量についても大きな変化は見られな

いという報告を受けております。 

続きまして、ＩＣＴ教育と学校の電子図書につ

きましてでありますが、文部科学省が令和２年度

に行いました、全国の自治体における電子書籍の

導入・活用状況の結果では、公立学校に電子書籍

を導入している自治体は僅か約２％で、西予市内

の小中学校も学校図書館等へ電子図書は導入して

おりません。他市町村の導入状況や試験的に導入

した地域での電子図書の利便性、利用者のニーズ

の把握に努めているところであります。 

電子図書は、児童生徒に適した書籍が必ずしも

電子化されているわけではないため、児童生徒の

ニーズに合わない一面や導入コストの負担が大き

いなどの一面も見られます。しかしながら、令和

３年度から始まったＧＩＧＡスクール構想により、

西予市においても１人１台端末を整備したことか

ら、児童生徒が電子機器に接する機会も多くなっ

てきました。児童生徒が場所や時間を制限されず

に１人１台端末を活用することにより、今後、読

書活動の可能性を大きく広げられるとも考えられ

ます。将来的には市図書交流館と連携し、児童生

徒の端末を利用した電子書籍コンテンツの利用に

ついて考えていきたいと思います。 

続きまして、電子図書導入の考え方についてで

すが、西予市としては、現時点で市民の皆様から

電子図書館の導入要望も聞かれないことから、今

すぐの導入は考えておらず、動向を注視しながら

検討する姿勢としております。 

県内の状況としましては、公立図書館がある

16 市町のうち５市町の図書館が電子図書館を導

入しておりますが、愛媛県立図書館が行った未導

入市町への調査では、「導入の予定なし」がほと

んどであります。 

その理由としては、まず電子図書のコンテンツ

の数、つまり蔵書の数が通常の図書に比べて少な

いことがあり、次に、図書を無料提供する図書館

には発刊後２年は著作権使用の許諾がおりず、図

書館における最大の強みである新刊への対応が難

しいことが挙げられます。また、導入経費及び維

持管理にかかる経費が高額であることに変わりは

なく、電子図書館の普及はまだ途上であると考え

られます。県内で導入した電子図書館の状況を見

ますと、利用者の伸び悩みが深刻と伺っていると

ころであります。 

学校現場での利用につきましては、１冊の図書

を複数人に同時に貸し出す機能は本来なく、授業

で複数の児童・生徒が同時に閲覧する場合は別の

パッケージ商品を購入する必要があり、利用促進

が進まないと聞きます。また、ほとんどの図書が

買い切りではなく、ライセンス購入のため、２年

間または 52 回利用で配信が終了するといった電

子ならではの特徴も持ち合わせています。 

しかしながら、今後、新しい生活様式の定着に

より市民ニーズが高まり、電子図書導入は自然な

流れになっていくものとも思われます。 

市としましては、今後も情報を収集しながら研

究、検討を継続してまいりたいと考えます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

前向きなのかそうでないのかちょっとわからな

いような感じではありましたけれども、将来とか、

今後とかいうのがどのぐらいのスパンなのかとい

うのが一番気になるところですけども、いろいろ

おっしゃっていただきましたんですけども、私導

入されてるところのお話を何点か、いい点ですけ

ど、なんで導入したかというところ、何点か御紹

介したいと思います。 

電子図書館とは電子書籍をインターネット上で

貸出、返却を行うもので、インターネット利用が

できる環境ならどこからでも 24 時間 365 日電子

図書を借りてパソコン上で読むことができる。電

子書籍は普通の本をめくるように画面上で読むこ

とができ、また音声や動画再生もできる。もちろ

ん返却のために来館する必要もないので、来館が

困難な方や多忙なビジネスマンが気軽に書籍を借

りて調査や学習に役立てることが可能である。電

子書籍は全てデジタル化されておりますので、従

来のような大きな書庫のスペースは要らない。画

面上、文字の大きさを自由に拡大縮小できるため、

自分の読みやすい文字の大きさで読書を楽しめる。
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私のような老眼の方には助かるということであり

ます。そして、規定の貸出期間が来れば延長手続

をしなくてもパソコンで読めなくなるということ。

また、ここの導入されたところでは、管理面のコ

ストも安くなるというふうなことも書いてありま

す。 

先ほどの答弁の中で、このコロナ禍の休館で

80 数％落ちたという、休館をしないといけない

という理由も、これがあれば要らない、関係ない

わけですよね。そういうことを踏まえてやっぱり

前向きにしていただきたいのが１点と。 

もう１点、学校図書の件ですけども、教育新聞

の中で、昨年の報告ですけれども、文部科学省総

合教育政策局地域学習推進課長の方のコメントで

す。 

学校におけるＩＣＴ環境の整備を踏まえ、学校

図書館が一層の機能の向上や活性化を図るために

は、学校図書館におけるＩＣＴ活用が一番重要に

なる。 

特に電子図書館については、昨年の新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大による学校の臨時休業

期間において学校図書館が利用できず、一部の学

校において、電子図書館サービスの導入やその検

討が行われました。現在、図書館サービスを導入

している学校図書館は、ごく一部にとどまってい

ますが、今後、「ＧＩＧＡスクール構想」の進展

とともに、学校図書館におけるＩＣＴ活用の動き

が広がっていくものと思われます。文科省として

も、各学校における取組を支援するため、状況把

握に努めるとともに、先進的な事例について情報

提供を行っていく所存です。 

ということです。これのスピード化が求められ

るわけですけども、この私の今のいい点を聞いて

もう一度答弁をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

先ほども御答弁をいたしましたとおり、現時点

では、導入経費や導入後のクラウドの維持管理経

費が高額であるにも関わらず、電子図書には所有

権がなく、貸出回数や期間にも制限がある上、閲

覧を続けるにはその利用料を払い続けなければな

らないという状況があります。そして、何といっ

ても本のコンテンツがその金額に値しないのが現

状であり、導入した図書館における問題点の一つ

でもございます。 

先ほど議員おっしゃったとおり利点も多いと思

いますし、これから世界的に生活全般にわたりデ

ジタル化が進む中にあって、電子図書が当たり前

の時代が来るのも近いのではないかとも考えてお

ります。 

今後、どのようにすれば電子図書を安価で有効

に活用できるようになるのか、図書館のある県内

の自治体と連携しながら、図書館長会等で協議す

るよう声を出していきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

昨年３月の市長の所信表明では、既存の価値感

や前例、自治体間の横並び意識といったものに縛

られず、改革チャレンジ精神をもってというふう

なことがございました。 

ここにおられる理事者の皆さんはもちろん、そ

の認識の上での答弁をいただいていると思ってお

りますので、ぜひ今後とか将来というのを短いス

パンで実現できるようにお願いをしたいと思いま

す。 

最後の質問になります。 

地域づくり活動センターについてであります。 

地域づくり活動センターは、管家市政の最重要

政策だと認識をしております。私も、高齢化と人

口減少に歯止めのかからないこの現状において、

西予市の未来にとって取り組む必要があるとの認

識で、何度もこの場で一般質問をさせていただき

ました。 

高齢化や人口減少はそれぞれの地域の暮らし方

を変えていきます。また、家族や家庭での暮らし

方も変わってきます。だからこそ、今我が家と我

が地域でそれぞれが抱えている心配や不安なこと、

またお困りのことなどを真剣に考える時期だと思

っております。 

小規模多機能自治は、これらに立ち向かえる有

力な制度ではないかと思っております。これまで

の道のりでは、市民検討委員会や分館公民館制度



 

- 92 - 

 

分科会において熱心な議論をされ、管家市長へ答

申が出されました。 

市は行政報告会で市民の皆さんに御説明をして、

また、パブリックコメントを行い、いよいよ最終

計画の段階となっております。 

まず１つ目は、地域づくり活動センターの推進

計画案についてお伺いをいたします。 

２月いっぱいパブリックコメントをされたと思

いますけれども、どのような御意見をどのくらい

いただいているのかお答えいただきたいと思いま

す。 

２番目に、センターの場所についてですけれど

も、推進計画案では二木生地域づくりセンターと

周木地域づくりセンターが三瓶北公民館というふ

うに示されておりました。これはなぜなのか。ま

た、三瓶地域づくり活動センターの場所が三瓶文

化会館（仮）となっていることについての御説明

をお願いいたします。 

２つ目は、行政区との連携についてです。 

推進計画の８において、センター化に伴うその

他の必要な取組として、（１）地域づくり組織と

自治会との関係、（２）自治会の既存事業を見直

す機会とあります。また、３つ目として、多様な

世代の参画、４つ目には既存の地区公民館活動の

見直しなどと続いております。 

市としてどのように進めていこうと考えておら

れるのかお示しいただきたい。 

行政区の拠点である集会所についてですけれど

も、昨年 12 月の酒井議員の普通財産ということ

の一般質問において、行政区と市の間で建物の譲

渡契約を締結し、行政区へ集会所を譲渡する方向

で検討すると言われていました。 

現在各行政区において、集会所が普通財産やそ

れ以外であるという認識をどれくらい持たれてい

るのか。 

またそれをどのように把握されているのかお伺

いをいたします。 

そして、その譲渡する方向について、どのよう

な方法でしていくのかわかりやすく御説明をお願

いしたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

パブリックコメントの実施状況についてお答え

いたします。 

地域づくり活動センター推進計画（案）につい

ては、市政懇談会で各地域からいただいた御意見

や地域との協議の状況を参考に推進計画（案）の

変更を行い、２月８日から 28 日までの間、本

庁・支所はもとより、各公民館に縦覧場所を設置

し、パブリックコメントを実施いたしました。 

パブリックコメントでは 12 名の方から御意見

をいただきました。その主な内容といたしまして

は、センター長に関すること、センター拠点に関

すること、センター化推進の進め方に関すること

などであります。これら御意見を精査し、推進計

画を策定していきたいと考えております。 

続きまして、センターの設置箇所についてお答

えいたします。 

令和５年４月１日におけるセンターの設置箇所

については、推進計画案にもお示ししてあるとお

り、センター設置における基本的な考えをもとに、

一部の地域を除き地区公民館をセンターに移行す

る考えです。 

市政懇談会でお示しした設置箇所から変更して

いる地域について御説明いたします。 

まず、大野ヶ原地区では、当初の推進計画案で

は大野ヶ原小学校としており、事務所機能を設け

ることを御提案させていただきましたが、学校施

設内に不特定多数の人の出入りがあることで授業

の妨げとなる可能性やセキュリティーへの不安の

声が多かったこと、地域住民が気軽に利用できな

いといった地域からの御意見があり、現在の地域

の活動拠点である大野ヶ原集会所の敷地内に事務

所機能のみを有した建物を増設することで地域の

御理解をいただきました。 

次に、三瓶東地区ですが、市では、三瓶支所と

三瓶文化会館の２案を御提案させていただきまし

たが、地域との協議により、令和５年４月１日時

点では三瓶文化会館とし、（仮）としております

のは、パブリックコメントの時点では、なお地域

との協議中であったためです。地域の方と協議を

重ねていき、令和５年４月からの地域づくり活動

センター化に向けた準備を進めてまいります。 

次に、二木生地区及び周木地区についてですが、

当初の推進計画案で御提案した二木生地区の二木
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生保育園、周木地区の旧周木小学校に地域づくり

活動センターを設置するということについては御

了解いただいているところです。ただ、令和５年

度のスタート時にはそれぞれの拠点整備が間に合

わないことから、令和５年４月１日時点の拠点と

して三瓶北公民館としております。令和４年度に

地域の皆様と協議を重ね、整備設計を行い、令和

５年度に整備工事を完了し、令和６年度には地域

づくり活動センターが移転できるよう進めてまい

ります。 

続きまして、地域づくり活動センターと行政区

の関係性についてお答えいたします。 

センター化に伴い、地域も組織や活動の見直し

をする機会にしていただきたいと考えております。

地域の人口が減少する中、継続が難しくなってい

る事業や団体の組織の見直しの必要はないのか、

地域にとって必要なものは何なのか、人口減少を

受入れ、人口規模や人口構造に見合った事業の縮

小や手法の見直しなど、センター化を契機に御検

討いただければと思います。 

また、その話合いの中で、地域課題に対して地

域でできること、行政がするべきこと、行政にし

かできないこと、そして地域と行政が協働してで

きることなど、それぞれの役割を認め、協働の取

組による新たなサービスの創出を図りたいと考え

ております。 

先月発行した広報３月号にも掲載しております

が、横林地区では横林の今と未来について話合い

が行われています。今を考える現状分析班では、

地域のベテランを中心に構成し、経験や人脈を生

かした話合いを進め、未来について考える未来創

造班では、地域外の人材も含め若者を中心に構成

され、若者ならではのアイデアを生み出し、地域

のベテランと若手がこれから地域でやりたいこと

などの話合いが行われています。地域の多様な人

材が話合いなど一緒に取り組むことで、地域が抱

える危機感やそれぞれのやりたいことを全体で共

有することで地域のまとまりも強くなったと聞い

ております。 

現在、ほとんどの地域でセンター化に向けた検

討組織を立ち上げていただいており、今後の地域

づくり活動の在り方や地域任用職員の雇用など、

様々な検討が進められております。その話合いに

職員も積極的に参加させていただいているところ

ですが、今後も地域内での話合いの場を設け、誰

もが地域づくりに関われる環境づくりに努めてま

いります。 

また、センター化に係る検討事項以外において

も、地域での必要な話合いのきっかけづくりに努

めていきたいと考えております。また、それは令

和４年度の準備期間だけにとらわれず、令和５年

度以降もセンターはその役割を担っていく考えで

おります。 

続きまして、集会所の取扱いについてお答えい

たします。 

集会所については、地元からの御要望により、

市または旧町が国・県等の各種補助金を活用して

建設したものがほとんどでありますが、集会所用

地の確保や備品の整備などについては地元自治会

で御負担をいただいているケースも多く、日常の

維持管理及び関係する経費も地元自治会で御対応

いただいております。そもそも集会所は地元住民

の方が利用することを前提とした施設であり、慣

習的に地元自治会の管理下にある施設といえます。 

そうしたことを踏まえますと、集会所に対する

地元の御認識としては、その多くが地域の共有財

産ととらえられていると考えております。 

公費を活用して市または旧町が建設した経緯か

ら、財産上の区分でいえば公有財産であり、利用

の形態からすると、法的にいえば市の普通財産と

して自治会に無償貸付を行っているという関係と

なりますが、先ほど申し上げましたように、施設

の性質上、契約書など書面による行為は行ってお

りません。 

しかしながら、今般のセンター化に伴う集会所

に関する議論を踏まえ、その取扱いについて財産

上の位置づけを明確にし、そのための手続をとる

必要があると判断をしたところです。 

現在、本件に関しまして関係各課を交えて対応

や手法について検討を行っております。年度内に

は市の方針を固めまして、来年度には地区の区長

会や代表者会などの開催の際、その取扱いについ

ての御説明をさせていただきたいと考えておりま

す。 

以上で答弁を終わらせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 
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○15 番二宮一朗君 

時間の進み具合がだんだんまた心配になってま

いりました。 

１点だけ、今の三瓶東地域の答弁の中で、なお

地域との協議中であったためというふうなことが

ありました。また、今後は地域の方とのお互いの

意見を尊重しながら協議を重ねていくということ

もありました。 

分館の分科会のときとか、地元の皆さんからは

活動センターの場所についてのいろんな御意見が

出て、答申があり、また支所と文化会館の二択で

協議をお願いし、その後、再度地元がまた話をさ

れて結論が出たというふうにお聞きをしておりま

す。 

当初からの方針、センターは市の施設を使うと

いうことは理解をしておりますけれども、現状、

今協議をお願いしているという中で、協議をお願

いしているのか、市の考えを認めていただくよう

にお願いしているのか。ちょっと私にとっては何

か協議ではないような、この今までの流れがね、

しております。 

協議というのはやっぱり相手の意見も尊重しな

がら認めていくというのが協議だと私は思ってい

るんですけれども、その点について、市の考えを

お聞かせいただきたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

三瓶東地区に関しましては、地域の意見をまと

めていただき報告をいただいたところであります。 

先ほど部長が答弁しておりましたように、地域

の方と協議を重ねていき、令和５年４月からの地

域づくり活動センター化に向けて準備を進めてい

っているところでございます。 

センターの拠点につきましては、地域づくり活

動センター推進計画（案）でもお示ししているよ

うに、センター設置における基本的な考えをもと

に、まず既存の公共施設を活用することを考えて

おります。その中で、地元の御意見と市の意見の

中では、まだ協議を重ねていきながら、お互いの

意見の中で譲れるもの、譲れないものという、そ

ういうものをやはり協議をしていくということが

大切であると、そのように思っておりますので、

今後もその協議を継続していきたい。ただ、その

報告の中で、令和５年４月１日については、三瓶

文化会館の中でのセンタースタートという案も出

していただいておりますので、そういう方向を認

識しながら話をしていきたいと思ってる次第でご

ざいます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

もう質問はできないというチンでしょうかね、

そういうふうに今理解をいたしました。 

この小規模多機能については、私も冒頭に言い

ましたように、本当に今後の西予市についてやら

なくてはいけない制度だと思っております。 

ただ、ここで何度も言いましたように、進め方

ですよね、西予市のこの小規模多機能については、

雲南市を見本として見にも行かれたりしたと思う

んですけども、雲南市は以前も何回も言いました

けども、理事者は基本条例から下から積み上げて

つくっとるんですよね。 

西予市は平成 23 年度から地域づくり交付金で

スタートしたとはいえ、小規模多機能を本格的に

したのはこの３年、４年ぐらいなんじゃないかな

と私は思います、市民の人が理解してきたのは。

そういうことを考えたら、やっぱり今からの１年

が本当に住民の方が腹入りして地域づくり活動セ

ンターというものに魂が入る、来年４月に。もう

大事な１年やないかと思います。 

本当はもうちょっと質問したかったんですけれ

ども、本当はこれでもう最後にしたいなと思った

んですが、また６月もするかもしれませんけれど

も、またそういうふうな取組をぜひお願いして、

今回は終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○佐藤議長 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

３月７日は午前９時より一般質問及び質疑を行

います。 

本日はこれにて散会いたします。 
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 散会 午後０時08分 
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令和４年第１回西予市議会定例会会議録（第４号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ３月 ７日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ３月 ７日 

          午前 ９時００分 

１．散     会 令和４年 ３月 ７日 

          午前１１時５２分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 
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   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 
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   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な    し  

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

       （午前１１時２０分退席） 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

  議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

  議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

３ 議案第５６号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５７号 西予市単純な労務に雇用さ

れる職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第５８号 西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５９号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第６０号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
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本日の会議に付した事件 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

  議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

  議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

３ 議案第５６号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５７号 西予市単純な労務に雇用さ

れる職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第５８号 西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５９号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第６０号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
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  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日は傍聴にお越しいただき、誠にありがとう

ございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは、通告順に発言を許可いたします。 

まず、14 番中村敬治君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

改めまして皆さんおはようございます。議席番

号 14 番中村です。 

ただいま議長から許可をいただきましたので７

項目について一般質問をさせていただきます。 

まず最初に、防災対策の西予市総合防災マップ

についてお尋ねします。 

この最新の防災マップは、昨年７月、西予市か

ら市内の各世帯に配付されたものです。このよう

に色刷りで非常にわかりやすくなっております。

指定避難箇所一覧が 20 ページから 74 ページまで

地図で地域ごとに示され、想定される災害として、

土石流、崖崩れ・地すべり、洪水、津波・高潮、

大規模な火事の５種類に分類されています。指定

避難所にはそれぞれマル・三角・バツ印がありま

す。これを見ますと、リアス式海岸や山間地では

平地が少なく、災害リスクのない安全な土地が限

られていることから発災時に被災する可能性のあ

る指定避難所がたくさんあるように見受けられま

す。 

そこでお尋ねしますが、市内にある５種類の避

難所、避難場所の箇所数と垂直避難所についてお

尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

中村議員の御質問にお答えをさせていただきま

す。 

西予市におきましては、現在指定しております

緊急避難場所は 139 カ所、うち津波緊急避難場所

は 101 カ所、津波緊急避難場所のうち津波避難ビ

ルとして１カ所、指定避難所は 109 カ所、福祉避

難所は 17 カ所でございまして、合計で 265 カ所

となっております。 

また、垂直避難箇所との御質問でございました

が、特別に垂直避難箇所としての指定は行ってお

りません。洪水浸水想定区域内及び土砂災害警戒

区域内に立地をいたします指定避難所のうち、コ

ンクリート造り等堅牢な施設であり、上階へ避難

することで危険を回避できる施設を三角として表

示をさせていただいております。本市の広大で多

様な地形上、各種災害に応じた避難対策が必要と

なりますので、今後も総合防災マップによります

周知、啓発には努めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

指定避難所とは、災害のために避難した住民が

被災の危険がなくなるまで一定期間滞在して生活

ができる施設で、公民館や小中学校が指定されて

いるものが多いのですが、指定避難所のうち災害

危険区域３区域あるわけですが、土砂災害、洪水、

津波の区域内にある指定避難所の総数と比率はど

の程度あるかお伺いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

災害危険区域３区域内にございます指定避難所

の箇所の数についてお答えをさせていただきます。 

指定避難所の 109 カ所のうち洪水浸水想定区域

内、土砂災害警戒区域内、津波浸水想定区域内の

いずれかに該当する施設は 80 カ所、73.4％とな

っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

再質問ですが、ただいまの説明では 109 カ所の

指定避難所のうち災害危険区域内に 80 カ所、約

73％が立地しているとの答弁でございましたが、

これは非常に多い数で危険だなと感じたところで

ございます。災害危険想定区域内の施設を安全な

場所へ移転する考えはあるのかないのかお伺いい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

議員御指摘のとおり、指定緊急避難場所及び指

定避難所はより安全な場所を指定するのが原則で

あると認識はいたしております。しかしながら、

西予市の地形上、特に沿岸部の津波浸水想定区域

等を鑑みますと、全ての安全性を確保できる施設

を指定することは現実的には困難であるとともに、

仮に候補地があったといたしましても、移転・改

築、防災に特化した施設建設は財政的な面からも

現状としては困難であると考えております。この

傾向は全国的にも見られるところでございまして、

現在のところ災害種別に応じた避難所の指定を行

っているところでございます。公共施設の在り方

は今後議論となってくると考えておりますが、防

災の視点から見たまちづくりに関しましては、現

在進めております事前復興計画の中でも議論をし

てまいりたいと考えております。 

なお、防災に特化した施設建設等につきまして

は、令和３年第４回定例会の竹﨑議員からの御質

問にも答弁させていただいておりますけれども、

国が進めます国土強靱化政策に基づく関連事業、

また、他の地域におけます取組事例などを収集し

ながら研究してまいりたいと考えております。 

今後とも、災害種別に応じた適切な避難所の開

設及び市民の皆様にも避難の在り方につきまして、

周知、啓発に努めてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

想定どおり移転は大変困難であることがよくわ

かったわけですが、次に、指定避難所の備蓄倉庫

や電気通信施設が浸水しないように対策がとられ

ているのかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

先ほどの答弁でも述べさせていただいておりま

すが、災害種別に応じた避難所の開設を行うこと

を原則といたしておりまして、想定されます災害

が発生するおそれがある場合は開設しないことを

原則としております。このことから、避難所が使

用できる前提で各種資機材の整備を行っていると

ころでございます。 

しかしながら、特に沿岸部の津波対策につきま

しては、浸水想定外の高台への市の防災倉庫の設

置、防災倉庫を自主防災組織に貸与し津波緊急避

難場所への設置を行っているところでございます。 

また、防災行政無線につきましても、通常の屋

外拡声子局に加えまして高台局を設置いたしまし

て、津波災害により通常局が被災した場合にも対

応できるようにいたしております。 

今後も、災害種別、立地状況を踏まえまして、

ライフライン事業者等とも連携を図りながら対応

を行ってまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

続きまして、南海トラフ巨大地震についてです

が、国においては南海トラフを震源とするマグニ

チュード８から９クラスの地震が 30 年以内に

70 から 80％の確率で発生すると予想しておりま

す。この地震災害に備え、災害応急対策の実施体

制の構築は喫緊の課題であります。 

西予市での震災時直後の第１の問題点は臨海部

の津波災害、山間部の土砂災害、各地で発生する

火事だと思います。特に、消火、救急、治安、復

旧関係の車両が利用できる道路の確保も大変重要

となってまいります。地震発生後は直ちに救命救

助活動、緊急物資の輸送等が必要となりますが、
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道路は瓦礫の散乱、電柱倒壊、火災の発生、放置

車両等で交通麻痺が発生して災害対応に大きな支

障となることが予想されます。 

そこで、災害時応援協定についてですが、これ

は災害発生時における各種の応急復旧活動に関す

る人的・物的支援について地方自治体と民間事業

者や関係機関との間で、また自治体間で締結され

る協定であります。 

そこで、災害時に消防・救急活動を維持するた

めの民間との協力協定についてですが、災害時の

燃料優先供給協定について、現状はどうなってい

るかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

燃料優先供給協定についてお答えをさせていた

だきます。 

議員御指摘のとおり、大規模災害発生時の燃料

確保に関しましては、緊急災害対応車両のみなら

ず病院等の災害拠点施設への給油等、大変重要な

ことであると認識をいたしております。現在、市

といたしましては、消防本部が災害時における燃

料の供給に関する覚書を市内２カ所の災害対応型

給油所として締結をいたしておりますが、そのほ

かの協定等は締結をしていない現状にございます。 

また、県におきましては、県と石油連盟との間

で災害時の重要施設に係る情報共有に関する覚書

が平成 28 年 10 月に締結されており、大規模災害

発生時に重要施設に対する円滑な給油がなされる

ようあらかじめ登録した県内の重要施設に優先的

に供給する内容となっており、西予市におきまし

ては、この西予市役所本庁舎と西予市民病院の非

常用電源の燃料タンクが指定をされております。

緊急車両等への優先給油と一般の方への給油につ

きましては、これまでの大規模災害時にも課題と

して挙げられてきたところです。今後も他地域の

情報等を収集しながら、事前対策につきまして検

討をしてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

続きまして、レッカー移動協力、重機リース協

力協定についてであります。 

地震災害発生直後にいち早く通行可能な道路を

確保し、早期復旧につなげる放置車両の撤去によ

り、緊急車両の通行を確保、災害支援物資の円滑

化に向けた対応となりますが、レッカー所有の自

動車関連事業者と西予市のレッカー移動協力、重

機リース協力協定の締結について、現状はどうな

っているかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

レッカー移動、重機リースの協力協定の現状に

つきましてお答えをさせていただきます。 

現状におけます大規模災害時における道路啓開

等の応急対策業務に係る協定につきましては、社

団法人愛媛県建設業協会西予支部と大規模災害時

における応急対策業務に関する協定書を締結し、

御協力をいただくこととなっております。 

しかしながら、広域かつ多様な災害が想定され

る大規模災害時におきましては、市内の建設業者

のみでは重機等の保有状況等から考えましても、

複数の現場を同時進行で対応することは大変困難

であると言わざるを得ないと考えております。さ

らに、国・県・市が同時に対応に当たるというこ

とになるため、ますます現場は混乱することが考

えられます。 

災害時の放置車両対策につきましても、国にお

きまして平成 26 年 11 月に災害対策基本法の一部

が改正をされ、大規模災害時において直ちに道路

啓開を進め、緊急車両の通行ルートを迅速に確保

するため、道路の管理者による放置車両対策の強

化に係る所要の措置を講ずることとされました。

しかしながら、その対応は各道路管理者に委ねら

れている状況にございます。 

今回、議員より建設関係リース会社並びにレッ

カー対応可能業者等との協定締結につきまして御

提案をいただきました。現在、県内におきまして

も、重機リース会社やレッカー事業者との協定締

結の事例も見受けられることから、当市におきま

しても市内業者等の状況を鑑みながら検討をして

まいりたいと考えております。 

また、機械が充足いたしましても操作員が足り
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ないという状況も考えられます。建設業者に限ら

ず、そういった免許保持者等の把握、また、地

域・消防団等においても日頃からそういった把握

を行っていただきたく、そういった啓発も必要で

はないかと考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいま説明いただきましたように建設業界も

衰退してきております。そういうことで建設業界

だけに頼っても駄目なのではないかという説明が

ありました。そのとおりだと思っております。私

の地元山田にリース会社ございますが、そこで先

日お伺いしましたところ、汎用の機械であります

バックホーは常時 50 台から 100 台置いておると

いうようなことで、非常に台数的には十分足りて

はおります。 

次に、重機の操作資格取得の促進についてお尋

ねいたしますが、災害発生後の倒壊家屋や崩壊土

砂の撤去で活躍いたします重機のオペレーター不

足とならないよう重機を扱える消防署員や消防団

員、自主防災のボランティア等が増えれば大規模

災害への備えになると、これらについてどのよう

にお考えなのかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

先ほども申し上げましたが、重機等の車両があ

りましても、特殊性のある車両免許保持者が限定

されるということは十分に想定されるところでご

ざいます。 

議員御指摘のとおり、市職員、消防職員、消防

団員にオペレーターを確保しておくことも災害対

応から見れば重要であると考えますが、個人資格

の取得に公費をとの考えも一方では出てくるので

はないかと思われます。また、その免許の特殊性

からも日常の訓練等が非常に重要になってくるも

のと思われます。県内におきましても、消防団の

育成や中小企業支援の観点から講習会や資格取得

への助成が僅かながら見受けられますが、大規模

災害を想定した取組は行われていない現状にござ

います。 

今後は、建設業界との連携強化はもとより、消

防団や自主防災組織など地域防災の中で免許保持

者を把握、登録しておくなど、多様な方法をもっ

て検討してまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

災害発生時の早期の道路啓開活動は道路管理者

だけではできないと思っております。引き続き御

検討いただきたいと思います。 

次に、災害対策基本法に基づく避難行動要支援

者への対応についてでございますが、個別避難計

画作成への取組について、要支援者名簿の作成状

況を含めお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

避難行動要支援者の個別避難計画の作成状況に

ついてお答えをいたします。 

避難行動要支援者とは、高齢者、障がい者、乳

幼児、妊婦などの要配慮者のうち、災害から身を

守るため安全な場所に避難する際に支援を要する

方々のことでございます。2011 年に発生した東

日本大震災では、要支援者に対して情報提供や避

難、避難生活など様々な場面で対応が不十分な場

面があったことを教訓として、要支援者に係る名

簿の整備・活用を促進することが重要であると認

識され、平成 25 年の災害対策基本法の改正によ

り、避難行動要支援者名簿を作成することが市町

村の義務とされました。 

西予市におきましても避難行動要支援者名簿を

作成し、情報提供の同意を得られた方につきまし

ては、平常時から自主防災組織や民生委員などの

地域の協力者へ名簿を事前提供することで、要支

援者の情報共有を図り、もしもの災害に備える取

組を行っております。 

また、名簿の整理とともに進めておりますのが

個別避難計画の作成でございます。個別避難計画

とは、避難行動要支援者一人ひとりについて緊急

時の家族等の連絡先、避難場所や避難経路、避難
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を支援していただく近隣協力員や避難時に配慮し

なければならない事項等をまとめたものでござい

ます。市では、平成 30 年７月豪雨災害や全国的

に多発する大規模災害を受けて、避難行動要支援

者への具体的な個別避難計画の作成が急務である

と考え、令和２年１月に西予市避難行動要支援者

支援計画を策定し、個別避難計画の作成促進に取

り組んでおります。 

令和３年度は愛媛県の実施する地域内の防災・

福祉関係者等が連携し、実効性のある個別避難計

画の作成・検証を効果的かつ効率的に行う体制を

構築するモデル事業に手を挙げ、取組状況及び課

題を共有するワーキンググループへの参加や、災

害リスクや自主防災組織の取組状況から選定した

市内４地域において、個別避難計画作成のプロセ

スの共有や計画活用を想定した避難訓練を実施い

たしました。事業実施を通して作成の促進を図る

ことができましたが、高齢化に伴う避難支援協力

者の確保の難しさ、作成後の管理や情報整理、地

域における多様な組織間の連携など多くの課題も

見えてまいりました。 

市としましては、今後はこれらの課題を踏まえ、

避難行動要支援者に限らず、自主防災組織をはじ

め地域協力者となる市民の皆様を対象に、本事業

の目的や必要性の周知徹底を図り、その上で地域

を主体とした個別避難計画作成の体制構築を目指

し、関係機関等への協力依頼を進めていきたいと

考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいま説明もいただきましたが、個別避難計

画を策定しても発災時には種々の問題が想定され

るわけでございます。これらの対応について、重

ねてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

災害は予測不能で突然起こり、行政の機能が大

きく損なわれることも想定されます。当然、支援

者である方も被災する可能性があり、この個別避

難計画は必ずしも避難支援が約束されるものでは

ございません。 

しかしながら、日頃から地域での情報共有、体

制整備や避難訓練の実施など、個別避難計画の作

成を通して防災に対する意識の向上を図っていく

ことが、災害に強いまちづくり、安心安全に暮ら

せるまちづくりにつながるものと考えております。 

市民の皆様におかれましては、日頃から自助・

共助について考え、そして備えていただくととも

に、個別避難計画が地域の避難に有効活用されま

すよう御理解と御協力をお願い申し上げまして答

弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

続きまして、水防法、土砂災害防止法について

であります。 

平成 29 年６月の水防法、土砂災害防止法の改

正に伴い、要配慮者利用施設の施設管理者は避難

確保計画の作成と避難訓練の実施が義務となって

います。洪水浸水想定区域内と土砂災害警戒区域

内には社会福祉施設、医療施設、学校の３施設は

どの程度存在しており、それぞれ避難確保計画の

策定状況はどのようになっているかお伺いいたし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

避難確保計画の策定状況についてお答えをいた

します。 

水防法では、洪水浸水想定区域内の西予市地域

防災計画に施設の名称が定められている要配慮者

利用施設は 17 施設ございます。内訳は、社会福

祉施設が 12 施設、医療施設が３施設、学校が２

施設でございます。このうち避難確保計画を策定

している施設は 14 施設ございます。率にします

と約 82％の施設が計画を作成しております。 

次に、土砂災害防止法では土砂災害警戒区域内

の西予市地域防災計画に施設の名称が定められて

いる要配慮者利用施設は 37 施設ございます。内

訳は、社会福祉施設が 23 施設、医療施設が７施
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設、学校が７施設でございます。このうち避難確

保計画を策定している施設は 30 施設でございま

す。率にしますと約 81％の施設が計画を作成し

ていることになります。 

なお、計画未作成の施設につきましても、本年

度、令和３年度中に作成予定となっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

続きまして、避難訓練の実施も義務となってお

るわけですが、その実施状況はどのようになって

おりますでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

避難訓練の実施についてお答えをいたします。 

水防法関係では、令和３年度に、先ほど答弁を

させていただきました 17 施設のうち 14 施設が避

難訓練を実施しております。率にしますと約

82％の施設が実施をしております。 

次に、土砂災害防止法関係では、先ほど答弁さ

せていただきました 37 施設のうち 31 施設が避難

訓練を実施しております。率にしますと約 84％

の施設が実施をしております。 

具体的には、６月の土砂災害防止月間を中心に

各施設で避難訓練を実施しております。また、６

月の全国統一日には要配慮者利用施設へ声かけを

いたしまして、関係機関と連携した避難訓練を実

施しております。令和３年度は要配慮者利用施設

へ声かけをいたしまして、６月６日に愛媛県など

の関係機関と連携をし一斉の避難訓練を実施いた

しました。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいま数字を挙げて説明していただきました

が、そのうち実施が義務づけられているにもかか

わらず、いまだ避難訓練が未実施のところが

20％弱あるようですが、これは問題だと思います。

医療施設での未実施が多いと聞いておりますので、

早急な取組をお願いできたらと思っております。 

続きまして、学校防災、防災教育についてであ

りますが、皆さん御承知のとおり、東日本大震災

が発生してから今週の金曜日 11 日で 11 年となり

ます。このとき、多くの子どもが亡くなっており

ます。石巻市の大川小学校では校庭に 78 人の生

徒が避難しておりましたが、この生徒 78 人のう

ち 74 人の方が亡くなられております。また、教

職員も 11 人おられたわけですけれどもそのうち

10 人が亡くなられております。防災の知識が教

職員や子どもにもあれば死なずに済んだわけです。

一方、同じ釜石市の釜石東中学校と鵜住居小学校

の全生徒は地震発生と同時に高台に避難しており

ます。津波から結果逃れることができました、全

員逃れました。いわゆる釜石の奇跡と言われてお

りますけれども、これは何も奇跡ではありません

ので教育のたまものだと言われております。私た

ちは自然災害から逃れることはできません。行政

や地域が連携して学校防災教育を充実させる必要

があるわけです。 

そこで、防災訓練、防災教育の実施状況につい

てですが、児童生徒に質の高い防災教育を施すた

めには、教職員の防災に関する意識と知識、さら

には指導力の向上が求められております。学校の

避難訓練や防災に関する教職員の研修、児童生徒

の防災教育の実態について御説明いただきたいと

思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

避難訓練につきましてでありますけれども、各

小・中学校におきましては、年間４回から７回の

避難訓練を実施しております。緊急地震速報を活

用した避難訓練や予告なしの避難訓練を行う学校

が増えてきており、実際に災害等が起こった際の

児童生徒の判断力や行動力を向上させることにつ

ながっていると考えております。Ｊアラートやシ

ェイクアウトえひめを活用した避難訓練にも各校

積極的に取り組んでいるところでございます。 

続きまして、防災に関する教職員の研修につき

ましてでありますが、教育委員会学校教育課が主

体となりまして、西予市防災教育推進連絡協議会
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を年間１回から２回開催をいたしまして、公立幼

稚園、小・中学校の教職員を対象に研修を行って

おります。愛媛県教育委員会や西予市危機管理課

をはじめとする関係各課とも連携をいたしまして、

防災教育に関する教職員の資質向上に努めている

ところであります。また、愛媛県教育委員会も毎

年、教職員防災管理研修会を開催しておりまして、

各園・小中学校の防災教育の充実を図っていると

ころであります。 

各校における児童生徒を対象といたしました防

災教育に関しましては、各校の防災教育担当者に

よる講話を行ったり、防災の専門家を講師に招聘

をいたしまして講演を行ったりし、防災教育の充

実を図っているところであります。また、西予市

災害伝承展示室を活用した防災教育にも各校積極

的に取り組んでいるところであります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

続きまして、関連する防災対策ですが、通学路

等の危険箇所についてお伺いするわけですが、昨

年６月 28 日に発生しました千葉県八街市で下校

中の小学生の列に飲酒運転の大型トラックが突っ

込み、２人が死亡、３人がけがを負う事故が発生

しております。 

危険通学路全国緊急点検結果が昨年末に報告さ

れ、閣僚会議で総理は「来年度末までに対策が必

要な危険箇所の解消を目指す」と言われておりま

す。 

危険箇所の抽出とその対策についてお尋ねしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

通学路の危険箇所対策につきましては、西予市

通学路安全対策プログラムに基づき、各小・中学

校の通学路の危険箇所を抽出しております。抽出

された危険箇所については、道路管理者と警察署、

教育委員会、学校関係者で構成をいたします通学

路安全推進担当者連絡会議の中で対応機関や対策

方法について協議をいたしまして、安全対策に取

り組んでいるところであります。本年度の対応状

況でございますけれども、本年度は各校から新た

に 25 カ所の危険箇所が抽出をされております。

内容としましては、車道の外側線、横断歩道、一

時停止の整備が必要な箇所が９カ所、道路標示の

補修が必要な場所が４カ所、路面の補修が必要な

場所が５カ所、道路の改良を求める場所が３カ所、

速度超過と思われる車両に対して注意喚起や取締

りを要望する場所が４カ所となっております。抽

出されました危険箇所につきましては、先ほど申

しました通学路安全推進担当者連絡会議において

対応機関を確認しまして、対応機関において順次

対策に取り組んでいるところであります。 

今後も西予市通学路安全対策プログラムを継続

いたしまして、通学路危険箇所の抽出と対策に取

り組んでいく予定です。各小・中学校には、年間

通して危険箇所が確認され次第、教育委員会に報

告するよう伝えてあります。道路管理者、警察、

教育委員会と各機関が相互に連携をいたしまして、

必要に応じて合同点検等を行い危険箇所の解消に

向けて取り組んでまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

次に、危険箇所対策についてでございます。 

平成 30 年の大阪北部地震では、倒れてきた学

校のブロック塀の下敷きとなり小学生が死亡して

おります。学校や保育施設が管理するブロック塀

は、再整備や撤去対策はその後完了していると思

っております。 

しかし、民家のブロック塀は個人財産で、補強

や撤去が強制できないので、不適格なものが存在

するのではないかと思っております。 

ふだん通勤や通学で利用している道路沿いに危

険なブロック塀やコンクリート塀はないかどうか、

どの程度実態調査をしているのか、学校や個人所

有のものにどの程度の対策を実施したのかお尋ね

いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 
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学校施設におきましては、平成 30 年度に小中

学校のブロック塀等を一斉に調査をいたしました

結果、平成 30 年度に三瓶中学校１カ所、宇和町

小学校１カ所、令和元年度に三瓶中学校１カ所、

野村小学校３カ所のブロック塀を撤去し、令和２

年度には三瓶小学校のコンクリート塀の撤去を実

施しております。 

個人所有の工作物につきましては、平成 30 年

度以降、通学路安全推進担当者連絡会議において

抽出された通学路における危険箇所の該当はござ

いません。通学路の危険箇所の抽出により個人所

有の工作物等が該当するということとなれば、関

係課と調整を図りながら安全対策について検討し

てまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

かなり対策が進んでおるようにお見受けしまし

た。 

再質問になりますが、危険な塀の改修に西予市

から補助金はあるのかどうか、重ねてお尋ねいた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

市では、地震に対する市民の安全と安心を守る

ため、西予市のブロック塀等の倒壊等による災害

を防止し、地域住民の避難経路を確保することを

目的といたしまして、西予市ブロック塀等安全対

策事業補助金を交付しております。 

本事業は、避難路や通学路などの沿道にあるブ

ロック塀等を除却または建て替えを行う所有者に

対しまして、30 万円を限度に対象事業費の３分

の２以内を補助するものでございます。平成

31 年度から実施をしており、今年度を含めまし

てこれまでに８件補助をしております。来年度、

令和４年度につきましても５件分の予算を計上し

ており、市の広報紙等で周知をするよう準備を進

めている状況でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

最後の項目に移りますが、地域歴史遺産の保存

と活用についてでございます。 

西予市文化財保存活用地域計画について、策定

作業の経過と今後の方針、課題についてでござい

ますが、この件では２年前の令和２年３月４日に

一般質問をいたしました。 

松川教育長の答弁は「計画策定に当たっては専

門家や住民、観光関連団体などから成る協議会を

設置し、そこでの意見をもとに西予市の地域資源

の抽出、歴史的特徴などを明らかにし、その特徴

などにふさわしい保護と活用のための措置を盛り

込んだ計画を３カ年程度を目安に市主体で策定し

ていきたいと考えている」とのことでございまし

た。 

あれから２年、西予市文化財保存活用地域計画

の策定作業の経過と今後の方針や課題についてお

尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

御答弁申し上げます。 

まず、文化財保存活用地域計画についてであり

ますが、この計画は、各市町村が文化財の保存や

活用に関しまして、その目指す目標や中長期的に

取り組む具体的な内容を記載しました基本的な行

動計画のことでございます。 

西予市では、令和２年度から４年度までの３カ

年で案を作成しまして、令和５年度に国の認定の

申請をする予定であります。これまで、西予市の

概要と文化財の把握、各種関連計画の把握、本市

の歴史文化の特徴を抽出するなど、そういったこ

とに取り組んでいるところでございます。また、

令和３年１月から各公民館を通じまして、地元の

歴史や文化に関心のある方々数名にお願いをいた

しまして、公民館においてヒアリングを進めてい

るところでもございます。コロナ禍によりまして、

多くの人に集まっていただいて御意見を伺うこと

がなかなか難しい状況下ではありますが、これま

でに伝統芸能や地域のお祭り、年中行事などが多
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くの地域で存続の危機に瀕していることをはじめ、

文化財の保存や活用に関する様々な課題を把握す

ることができたと考えております。 

計画の策定に当たりましては、考古学などの専

門家や観光物産協会、商工会、県教育委員会の文

化財保護担当者、市役所内の関係課長など 12 名

から構成されます協議会を設け、年間２回協議会

を開催し御意見を頂戴しているところでございま

す。 

今後は、市民ヒアリングと協議会で頂戴いたし

ました御意見を集約して、文化財の保存と活用に

関する課題を整理し、課題に対する方針、方針に

基づく措置などを検討するなど、令和４年度中に

計画を取りまとめることといたしております。具

体的な内容につきましては、今後の議論によると

ころでありますので現時点ではお答えいたしかね

ますが、西予市の歴史文化の特徴を生かしながら

市内の文化財を後世に伝承するとともに、文化財

を地域づくりに役立てられるよう計画の策定に取

り組んでまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいまの説明を聞いておりますと、コロナで

十分市民からの意見が聴取できていないような部

分もあるようでございますが、引き続き市民から

の意見が反映された地域計画となるよう努めてい

ただきたいと思います。 

再質問になりますが、県内他の市町の地域計画

策定の取組状況はどうなっているかお伺いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

県内での取組状況でございますけれども、県内

では松野町の地域計画が令和２年 12 月に国の認

定を受けております。このほか、地域計画の作成

につきましては、西予市が令和２年度から、松山

市が令和３年度から作成に取り組んでいるという

ところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいまの説明を聞いておりますと、この計画

に対する取組は非常に西予市は先行しておるのか

なと思っておるところでございます。 

再質問になりますが、この地域計画を作成する

ことで西予市にとってどんなメリットがあるのか

お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

計画のメリットということでございますけれど

も、地域計画を作成いたします過程におきまして

は、地域の歴史文化遺産を文化財の指定・未指定

にかかわらず総合的に把握をした上で、西予市の

歴史文化の特徴を明らかにしてまいります。こう

して明らかにされた西予市の歴史文化の特徴を活

用したまちづくりを進めていくための方策を示し、

ほかの様々な計画と調整しながら具体的な計画を

立てるということができるようになる点が大きな

メリットの一つでございます。また、国庫補助の

メニューによっては地域計画に具体的な活用方策

が定められている場合は優先的に再採択されるで

あるとか、補助率が加算されるものがございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

再質問になりますが、先般、笠置峠古墳の県史

跡指定について令和４年２月８日の県教育委員会

定例会で決定されたところです。地元に住んでい

る者として大変うれしく思っております。 

そこで、史跡伊予遍路道についてお尋ねします。 

令和元年６月 21 日、国の文化審議会は、43 番

札所明石寺境内と、次の 44 番札所大寶寺までの

67.2 キロのうち、明石寺から 755 メートル、峠

を越えて宇和文化の里方向への伊予遍路道大寶寺

道を国の史跡として追加するよう答申しまして、

令和元年 10 月 16 日に官報告示されているところ

です。指定からしばらく経っておりますが、案内

看板などが設置されておりませんし、今後の設置
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計画があるとすれば、その辺をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

明石寺境内と大寶寺道の関係ですけれども、先

ほど議員おっしゃいましたとおり、令和元年

10 月に国史跡伊予遍路道に追加指定をされまし

た。指定をされました遍路道の管理につきまして

は、「四国八十八ヶ所と遍路道」世界遺産登録推

進協議会の資産の保護措置部会が、令和３年３月

に史跡四国遍路道共通管理計画を策定されました。 

御指摘の案内標識等の設置につきましては、共

通管理計画に基づき、西予市が個別の保存管理計

画を策定し対応すべきところでございます。文化

財や土地の所有者等と相談の上、必要な説明表示

等の設置について検討してまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

なるべく早く設置できるようよろしくお願いい

たします。 

これで質問を終了しますが、最後に、石城地区

ではこの冬 62 羽のツルが越冬しておりました。

ナベヅル、マナヅルの２種類でございましたが、

昨日まで 58 羽のナベヅルが残っていたのですが、

どうも聞くところでは昨日シベリアのほうへ飛び

立っていったように聞いております。一時、大型

風力発電施設の影響からかかなり数を減らしてお

りましたが、年々回復してきております。地元の

日常風景ともなってきて地域の皆様も大変喜んで

おります。今年の秋もさらなる飛来を期待してい

るところでございます。 

ありがとうございました。以上で質問を終了と

いたします。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前時分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 10 時 15 分） 

次に、１番和気数男君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

１番和気数男。議長より質問の許可がおりまし

たので質問をさせていただきます。 

まず最初に、本日は、たくさんの傍聴ありがと

うございます。 

最初に、新型コロナウイルス感染症対策につい

て質問をさせていただきます。 

オミクロン株の感染拡大が連日続いております。

最近の予測では、第６波が収まり切らないで、第

７波の襲来予測もあり、厳しいコロナとの戦いは

続いています。２月３日には、全国の１日当たり

の新規陽性者数が 10 万人を超え、愛媛県におい

ても 300 人を超える感染者が報告されて、以後、

高止まりの日が続いております。西予市でも複数

の新規陽性者が連日報道される日が続き、医療・

介護・福祉従事者などにおいては、特に厳しい日

が続いております。１日も早い収束が望まれてお

ります。 

第６波の感染が始まったときからワクチンの確

保が遅れ、かつてない感染拡大になることが指摘

をされておりました。先日、尾身会長から感染拡

大はワクチン接種の遅れが原因だとの指摘があり、

政府の責任は重いものがあります。 

それでは質問に移らせていただきます。 

１番は、既に酒井議員の質問もありましたので、

２番高齢者や子どものワクチン接種状況から質問

をいたします。よろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

高齢者、子どものワクチン接種状況についてお

答えをいたします。 

当市におきましては、国の方針に基づき、昨年

12 月中旬から医療従事者等の追加接種を開始し、

本年１月以降、高齢者施設の入所者、従事者の接

種を実施、現在、一般高齢者等の接種を進めてお

ります。 

接種方法としましては、初回接種と同様、市内

各医療機関における個別接種にて実施しておりま

すが、オミクロン株の急激な感染拡大により接種

間隔が前倒しされ、６カ月経過すれば接種できる

という方針に転換されたため、18 歳以上の追加
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接種対象者約 2 万 8600 人のうち、２月末までに

約 1 万 7300 人の市民に接種券を送付しており、

３月以降も６カ月間経過した方々に順次接種券を

発送し予約を受け付けているところでございます。 

昨日までに、対象年齢 18 歳以上の市民で追加

接種が完了した方は 1 万 2866 人となっており、

接種率は 44.9％でございます。３月末までに対

象者の３分の２に当たる約 1 万 9000 人の方の追

加接種が完了する見込みとなっております。その

うち 65 歳以上の高齢者の追加接種が完了された

方は 1 万 331 人で、接種率は 69.8％、約７割の

方が接種を終えられている状況でございます。 

また、３月 12 日から５歳から 11 歳への小児用

ワクチンの接種も並行して行うこととし、現在、

段階的に接種券を発送し予約を受け付けていると

ころでございます。接種につきましては、市内の

２つの医療機関における個別接種とし、大人用の

ワクチンと同様に２回接種を行うこととなってお

ります。接種間隔につきましても同様に、１回目

接種から３週間後に２回目を接種することとなり

ます。接種するワクチンは、ファイザー社製の小

児用ワクチンで、12 歳以上に接種するワクチン

とは別物となっており、接種量も 0.2 ミリリット

ルと少なくなっております。 

小児用ワクチンの接種については、それぞれの

御家庭で接種による予防効果や安全性などを十分

に検討された上で御判断いただきますようお願い

申し上げます。対象者の保護者の皆様には、接種

券とともに、厚生労働省が発行しておりますリー

フレットを同封しておりますので、ぜひお目通し

いただき、接種の参考としていただきたいと考え

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

続きまして、ＰＣＲ無料検査でございます。状

況をお願いしたいと思います。 

この無料検査は、２年前の６月議会で私が初め

て質問したわけですが、ようやく今現在無料検査

が行われている状況になっております。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

ＰＣＲ等無料検査の実施についてお答えをいた

します。 

愛媛県では、県内の感染拡大を契機に１月５日

から県内全域において、医療機関、薬局などで無

料のＰＣＲ検査等検査及び抗原検査を行っており

ます。当初は無料検査期間を２月末までとしてお

りましたが、感染状況に鑑み３月末まで延長され

ることとなりました。 

西予市においても、医療機関では宇都宮内科ク

リニックにおいて、薬局ではレディ薬局宇和イン

ター店とレディ薬局れんげ店において検査が可能

となっており、医療機関においてはＰＣＲ検査も

しくは抗原検査、薬局においては抗原検査が受け

られることとなっております。 

令和４年３月４日時点での愛媛県全体の検査実

績は 4 万 911 件となっておりますが、全国的に検

査キットの不足の影響で検査を一時休止としてい

る検査箇所もあり心配をするところでございます。 

依然としてオミクロン株による感染拡大が続いて

いるため、今後も検査数は伸びていくのではない

かと推測しております。 

検査が必要な場合は、事前に電話でお問合せの

上、検査を受けていただきますようお願いをいた

します。 

ただし、発熱やせきなど体調不良の方は検査を

受けることはできません。症状のある方は、事前

に電話で連絡の上、医療機関を受診していただき

ますようお願いをいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次に、経済対策についてお伺いいたします。 

西予でこれからどのような対策をされるのか質

問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

ただいまの西予市独自の経済対策についてお答

えをさせていただきます。 
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当市におきましては、なお長引く感染拡大の影

響により、地域経済の低迷が続いていることを踏

まえ、各団体の皆様の要望に応えるべく、国の新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を最大限活用し、市独自の施策を令和４年度に計

画をしております。 

主なものといたしましては、昨年度から引き続

きとなりますジオツアー事業を限定 400 名で実施

するとともに、新たな取組として、西予市の魅力

を全国に広めることで新たな付加価値を生み出し、

ひいては市内経済の促進と消費を促進するため、

著名人を起用して、西予市を舞台に旅行電子冊子

及び紙媒体冊子の発行及び動画などを作成するア

フターコロナを見据えた観光振興事業を計画いた

しております。 

また、昨年度実施いたしましたお中元及びお歳

暮フェア、また新たな取組といたしまして、市外

からの誘客促進のためのバス・タクシー事業者支

援事業にかかる経費につきまして、実施主体であ

ります市観光物産協会に対する補助金を計上して

おります。 

また、新型コロナウイルス感染症予防対策を目

的とした店舗環境の改善及び衛生用品または備品

などの購入に対して、市内中小企業者等に対して

補助する店舗リニューアル補助金事業を実施する

とともに、愛媛県が定める愛顔の安心飲食店認証

制度に基づき、感染症予防対策を講じているとし

て県の認証を受けた飲食店に対して給付する愛顔

の安心飲食店環境構築給付金事業を計画しており

ます。 

いまだ終息気配が見えない中で、これからも地

域経済の停滞が心配されるところであります。今

後も幅広い業種の状況を把握するとともに、国や

県の施策も最大限活用しながら、感染症の状況を

常に注視して、地域経済への支援を行ってまいり

たいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

先日私３時間ぐらいかけて、野村町内ですが回

っていろんなお話を聞いてまいりました。 

その中で、やはり事業者の方で、いろんな助成

事業まだ知らないという方やガソリンスタンドを

経営されておられる方は、ガソリンの値上げによ

って売上げが増えておるけども利益は全然増えて

ないと言われる方もおられました。そういったこ

とはガソリン税については政府もトリガー条項な

どいろいろ対策が近々あるようでございますが、

いろんな補助については、ぜひこれからも周知に

努めていただいて少しでも助けになるような政策

をとっていただきたいと思います。 

それから国と県の直接の補助金、そのことはな

かなか市内ではつかめないようでございますが、

できましたら、ひとくくりついたところでどれだ

けの助成金が西予市に来とるのか、そういったこ

とを把握して公表をしてもらったらと思っており

ますのでよろしくお願いします。 

次に、感染状況の周知について、これはこの前

酒井議員も言われましたが、本当町内の方はね、

せめて旧町ぐらいは教えてくれやと、なるべくそ

こへ行かないようにするからということで、また

出したわけでございますが、この前説明もありま

したので答弁は求めませんが、そのことで、かえ

って詮索が始まらないのでいいのかなという気も

いたしますが、そういう気持ちを住民の方持って

おられることを再度お知らせしたいと思います。 

次、野村地域における認定こども園移行につい

て質問いたします。 

認定こども園の移行については、昨年議会にも

やりますよという報告があって昨年末から保護者

への説明会が行われております。この説明会で多

くの主に幼稚園の保護者の方からいろんな意見が

出ているようでございます。 

先週３月４日に井関議員の質問があり、アウト

ラインは大分わかりましたが、また、私も変わっ

た観点で質問いたします。 

市が行った保護者向けのアンケートを読ませて

いただきました。それから、保護者や関係者、地

域の方からも意見をいただきました。このことに

のって報告をさせていただきます。それでこのア

ンケートの中にすばらしい回答がありましたので

若干報告をさせていただきます。 

私は野村出身ではありませんが、子どもが野村

幼稚園に入園したとき、環境のよさに本当に感動

し、親や友人に自慢しました。自然は豊かで、か

つ小人数、先生方が子どもたち一人ひとりの可能
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性を見出し伸ばしてくれました。運動会や発表会

は毎年感動の連続でした。野村で子育てできてよ

かったと日々感じていました。12 月の説明会で

は、野村幼稚園が歴史ある施設で、野村町の幼児

教育・保育が大変すばらしいものだったことがわ

かりましたとともに残念です。こんないい幼稚園

があるのに、少子化と老朽化を理由にやめるのは

残念です。都会や街とは状況が違います。野村幼

稚園、保育所ともに長い歴史があります。その土

地のよさを大切にしないで野村町を愛せる子ども

が育つのでしょうか。こんなときだからこそ、若

い世代や保護者と教員、保育士が一体になり、地

域に根差した幼児教育・保育を育んでいくべきで

はないでしょうかとあります。 

このアンケートを読ませていただき、私は感動

しました。ここに書かれておることは、保護者と

幼稚園・保育園とが信頼し合い、地域に溶け込み、

深い絆で結ばれた公立の幼児教育・保育が野村で

60 年以上行われてきたことを改めて教えていた

だきました。 

そして、野村は、地域の結びつきが強いとよく

言われますが、このように幼児期から地域に溶け

込み、地域に根差した教育・保育が行われてきた

ことも大きな要因の一つでないかと思い、今後、

どのような経営になろうとも野村のすばらしい幼

児教育・保育を継承し、さらに発展させていくた

めの思いを強くして、質問を行います。 

まず最初に、現在の取組状況について質問いた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

現在の取組状況についてお答えをいたします。 

平成 30 年７月豪雨災害後、新野村保育所建設

検討委員会において幼稚園と保育所の将来的な一

体化を見据えて最大で 150 名の園児が入所可能な

施設として整備すべきであるとの御意見をいただ

き、新野村保育所は 150 名の園児を受け入れるこ

とが可能な施設として整備をいたしました。その

後、保育所、幼稚園ともに少子化の影響により入

所児童数の減少が続いていく状況を鑑み、一定規

模の集団の中で育つ保育環境を構築するため、今

年度から保育所と幼稚園の統合による幼保連携型

認定こども園の移行に向けた具体的な調査・研究

を開始いたしました。 

認定こども園の調査・研究に当たっては、令和

３年７月から現場の保育士等の目線から必要な事

項の検討を進めてきたほか、市外の認定こども園

の視察を行ってまいりました。 

令和３年 10 月には、会計年度任用職員も含む

保育士等に対し、調査、研究結果の報告や幼保連

携型認定こども園への移行についての説明を行い、

その後、庁内関係部署と協議検討を経て 12 月西

予市議会定例会の行政報告会で議員の皆様に報告

した後、野村保育所、野村幼稚園及び未就園児を

対象とした保護者説明会を開催したところでござ

います。 

保護者説明会後には、保護者アンケート調査を

実施しており、質問や御意見のあった内容に対し、

保護者説明会を再度開催する予定でございました

が、オミクロン株による新型コロナウイルス感染

症の急拡大を受けて開催を見送っているため、令

和４年２月 17 日付で保護者の皆様に対して文書

で回答をさせていただいているところでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

続いて、惣川幼稚園はこのことによってどのよ

うに変わるのか、また惣川幼稚園への保護者の説

明会は多分行われていないと思うんですが、行う

予定はありますか。 

それから、認定幼稚園への移行に伴って、どの

程度の財政的な縮減が予定されているのかお伺い

いたします。 

それからもう１点、野村には検討委員会があっ

たんですね。何でしたかね。そこに、平成 30 年

８月につくった新野村保育所建設検討委員会に説

明はなされておるのか、その３点について一括し

て質問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

３点についてお答えをいたします。 
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惣川幼稚園につきましては、野村保育所と野村

幼稚園の認定こども園への移行とあわせて、認定

こども園との一体的な運営を図り、効果的、効率

的な教育・保育を提供するため、現在の利用形態

を維持したまま認定こども園の分園とする考えで

ございます。分園化によって利用園児や保護者の

利用状況等が変わることはございません。このこ

とにつきましては、令和３年 12 月 16 日に惣川幼

稚園の保護者、未就園児の保護者を対象に説明会

を行っております。 

次に、２点目でございますが、認定こども園化

による財政影響という御質問に対してお答えをい

たします。 

認定こども園化に伴いまして、年間で約

4190 万円の負担減を見込んでおります。内訳と

いたしましては、人件費が約 2600 万円の減、施

設運営費が約 300 万円の減、スクールバスの送迎

を廃止した場合には約 690 万円の減と試算してお

り、普通交付税の交付額につきましては、逆に人

数が減りますので約 600 万円の増となります。 

以上、財政影響額の答弁とさせていただきます。 

最後の新野村保育所建設検討委員会へ報告した

のかという御質問でございますが、新野村保育所

建設検討委員会につきましては、被災しました野

村保育所の早急な復旧のために、建設場所や建設

規模、また将来に向けた野村地域の保育の在り方

について検討をいただいた組織でございまして現

在はございません。委員会自体がもうありません

ので報告はしておりません。ただし、当時のメン

バーだった方々につきましては、今後、野村地域

でも地域住民を対象とした説明会を実施してまい

りますので、その際にあわせて御意見等をいただ

くようにしたいと思っております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

建設検討委員会では、認定子ども園への移行に

ついても検討されておられますね。その結果、ま

だいろいろあるので見送ったというふうに記録が

出ております。私は、ちょっとそこら辺が、もう

その検討委員会がないから何も知らせないという

のはちょっと筋が違うのではないかと思います。

こども園の移行についていろいろ検討されており

ます。それで見送るという結果を出しております。

新たにまた始めますというふうなことはやっぱり

説明をしてから進めるのが本当ではないかと思い

ます。 

いろいろ聞くところによりますと、その後一度

も保護者や地域を含めた説明会は行われておりま

せん。つまり、地元への説明もなく、いきなり市

の内部協議だけで移行に向けた取組を、しかも２

年という短い期限を切って始めたことに混乱の始

まりがあるのではないかと思っております。 

筋としては、まず地元建設検討委員会がそこま

で過去において仕事をしてもらっておりますから、

再開することの説明をして同意を得ることから進

めるのが筋ではないでしょうか。市の内部協議だ

けで移行の方向性を決めたと、ちょっと私から見

たらおかしいのではないかと思います。 

行政のやり方を見ておりますと、野村の歴史あ

る保育所と幼稚園の役割を理解していないと思い

ます。この両施設は特に野村の地域の中にしっか

りと根づいております。そのことを抜きにしてい

きなり、私から見たらあまり内容も練った内容で

はないような説明が行われております。このこと

についてどう思われるのかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

先ほど申し上げましたとおり、建設検討委員会

自体はもう早いうちになくなっておりまして、協

議につきましても、まずは内部で十分に調査研究

をさせていただいて、保育園、幼稚園の職員にも

御説明をさせていただいて、ある程度素案をつく

った上で、地域の、まずは保護者の皆様に御説明

をさせていただいて、今、御意見をいただいてい

るところでございます。 

今後、地域の方々にも御説明をさせていただい

てさらに御意見をいただきたいと、そういった御

意見をもって、最終的に判断をしていきたいとい

うふうに考えておりますので、市といたしまして

は、十分な、今後も検討の機会を設けながら、野

村地域、おっしゃるように長い歴史の中で幼稚園

教育というものに力を入れている地域でございま

すので、私共といたしましては幼稚園教育をなく
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さないようにと、その上で少子化に対応するため

に幼保連携型の認定こども園がいいのではないか

という調査結果となりましたので、現在、そのよ

うに進めさせていただいておりますので、今後と

も御協力をいただいたらと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

これから説明をするということであったかと思

いますが、若干首をひねるようなところがありま

す。 

もう一つ、この前の井関議員の質問の回答とか

いろいろ見ておりますと、市の内部協議から始ま

った移行に向けた取組について、どうも、特に保

育所や幼稚園の責任者といいますか、そういった

方たちが市の内部協議の中に入って十分な意見を

出してつくって説明にこられたというふうにはな

かなか首をひねるところがあります。 

保護者の方が問題、不安に思われるのはおそら

くそういうふうに教育や保育の運営方法がなかな

かわからない、細かいところまで詰めてないとこ

ろから説明会を始めたことに大きな困難があるの

ではなかろうかというふうに思っております。 

その点についてはどうでしょうか。幼稚園や保

育所の専門家を交えて十分に協議をしたのか。ど

の程度したのかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

御質問にお答えをいたします。 

先ほどの答弁でも申し上げましたが、調査研究

を始めた際には、当然保育所、幼稚園関係の方々

にも入っていただいて調査研究を進めてまいりま

した。調査結果が出た後には、公立の園長会の中

で園長先生とも情報共有をしながら、また、主任

会等もありますので、そういったところでも情報

共有し、職員とも情報共有をしながら検討をして

まいりました。 

そういった検討内容を踏まえて、市の部長会な

り、また、担当の福祉事務所や教育委員会など、

また支所の担当者が集まって情報共有、また協議

をしながら話を進めてまいっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

十分協議はされたということでございますが、

やはりその運営方法、どのようなことをするのか

が保護者の方には不安と映っております。さらに

このことについて、内部協議をされて十分な説明

をされることを要望します。 

次に、スクールバスの廃止方針について質問を

いたします。 

スクールバスをつくった時の状況、どういう状

況でこれが生まれたのかについて説明をお願いし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

スクールバスを始めた理由ということで御質問

をいただきましたのでお答えしたいと思います。 

野村地区におきましては、４つの幼稚園を野村

幼稚園に再編する際に検討協議が行われまして、

その際にスクールバスを運行するということに至

っております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

私が聞いた話では、このスクールバス、渓筋、

中筋、大和田、河成ですか、の幼稚園が４つの園

に対して、市から合併をしてくださいと。それで

スクールバスで送迎をしますというふうに始まっ

たというふうに聞いております。ですから、御父

兄の中には、これは話が違うんじゃないかという

話が出ておりますがどうでしょうか。そのように、

市から提案し実現したものですから、最低でも、

今の制度のもとで入園、在園している園児が卒園

するまで行うべきではないかというふうに思って

おります。御答弁をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

スクールバスの運行につきましては、現在、小

学生の登校後と下校前に幼稚園の園児を対象とし

て、小学校のスクールバスを活用した送迎を行っ

ております。平成 27 年に 72 名いた幼稚園児も現

在は 32 名と大きく減少しており、現在スクール

バスを利用している園児は８名でございます。 

また、認定こども園として幼稚園と保育所が一

体となった際、同じ施設にも関わらず送迎がある

子どもと送迎がない子どもとの差異が発生するこ

ととなります。 

このような状況を総合的に勘案し、幼保連携型

認定こども園化とあわせて、スクールバスの運行

につきましては、保護者の皆様などからの御意見

をいただき、今後在り方を十分に検討してまいり

たいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ほかの保育園児と差が出るからやめるというこ

とはね、私はちょっと違うと思います。 

それで、私は廃止ではなくて、さらに、地域か

ら来ている保育園児、渓筋、中筋、大和田、河成

から来とる幼稚園児も一緒に送迎に加えるように

することを提案したいと思います。 

子育てするなら西予でと市長もよく言われます

が、その根拠となる政策が私には見えてきません

と常々思っておりました。管家市長の目玉政策と

して、子育てするなら西予でということを具体的

に表現するためにも、この際、地域の幼児の送迎

も加えて一緒に考えていただきたいと思っており

ます。 

特に野村は、災害後人口が減少し、家屋も減り

ました。廃止とか統合、支所職員の半減など続き、

寂れる一方だと地元民は言ってます。ここらで明

るい話題づくりのためにも、渓筋や中筋、大和田、

予子林の少ない子どもたちにスクールバスのプレ

ゼントを実施していただきたい、そのように考え

ていただきたい。そして、大きな声で子育てする

なら西予でという西予市にしたいと思うんですが、

市長いかがでございましょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

保育認定の園児のスクールバスの利用について

御質問いただきました。 

保育所は本来保護者の責任において送迎を行っ

ていただく観点から、平成 29 年度に城川地区の

保育所統合により開園したしろかわ保育所でもス

クールバスの送迎は行っておりません。ですので、

今回も保育認定のお子様については同様の考えで

ございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

それではもう送迎はしないということですか。 

あと、市長、私先ほどの提案について、お考え

を伺いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいま和気議員から保育園児についてもスク

ールバスを使って、そしてそのことが子育てをす

るなら西予の目玉になるんじゃなかろうかという

御提案をいただきましたが、先ほど部長が提案を

しましたように、保育の部分については野村だけ

ではなく、全ての場所で保護者の皆さんが送迎を

行っていただいている実態がございますし、そし

てまた、送迎の時間等いろんなことを総合的にも

解消しなければいけない問題もありますし、私と

しては、保育所につきましては現状維持で行って

いきたいと思ってます。 

それと、今回の幼保連携の野村での認定こども

園、これは、先ほど和気議員が言われましたよう

に、野村の幼稚園の歴史、そして保育所の歴史、

これを十分に考えた上で、幼保、今、市内で幼保

の認定こども園はありません、野村のそういう実

態を踏まえた上で幼保連携の幼稚園にしなければ

いけない。また、説明等がまだ不十分なところは

あるかもしれませんが、今から地域の皆さん、保
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護者の皆さん、そして各園の職員や保護者会の役

員の皆さん、あらゆる方にきめ細かい説明をしな

がら合意のできることを考えていきたいと思って

おります。 

そして、幼稚園のスクールバスについては、保

護者の皆様からの御意見をいただきながら、今後

の在り方を検討していきますという先ほどの答弁

があったと思いますが、そのような方向で検討を

していきたいと、そのように思っておるところで

ございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ぜひ、今回の移行に伴って 4000 万円の財政的

な余裕が生まれると、これを一般会計の中に放り

込むんではなくて、せめて一つでも二つでも子育

てするなら西予でというキャッチフレーズに合う

ような独自の政策をしていただくことをお願いし

たいと思っております。 

次に、今後の進め方についてお伺いをいたしま

す。 

○佐藤議長 

和気議員、通告に従い質問をしてください。一

つ抜けております。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気議員。 

○１番和気数男君 

失礼をいたしました。 

職員の資格取得はどのように行われるのかお伺

いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

資格取得や更新支援についてお答えをいたしま

す。 

学校教育と保育を一体的に提供する施設である

幼保連携型認定こども園で勤務する職員は、幼稚

園教諭免許状と保育士資格の両方の免許・資格を

有していることが原則となります。 

愛媛県におきましては、県の事業として、民間

事業者が新たに幼保連携型認定こども園に移行す

る場合、事業者に対して保育教諭資格の取得費用

を補助する事業がありますが、公立は対象外とな

っております。 

幼保連携型認定こども園の円滑な移行や将来的

に安定的な勤務体制を確保するため、令和４年度

から令和６年度まで保育教諭資格の取得及び幼稚

園教諭免許更新にかかる更新費用について、市が

単独で全額支援する計画としております。 

なお、令和６年度までは、幼稚園教諭免許状と

保育士資格のどちらか一方の資格があれば勤務で

きることや保育士資格の免許・資格があり、幼稚

園教諭免許状がない場合、少ない学習時間で幼稚

園教諭状の免許・資格を取得できる特例制度が設

けられております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

このことについて私実は心配をしておりました。

ある市では、この資格を取るために、本人が全部

有休を使って自費でやったということを聞いてお

りましたので、そんなことだったら大変だなと思

っておりましたが、さすが西予市でございます。

立派な対応をしてもらっております。 

それでは、今後の進め方についてお伺いをいた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

今後の進め方についてお答えをいたします。 

現在、新型コロナウイルス感染症の急拡大を受

けて開催を見送っている現状でございますが、で

きるだけ早い時期に第２回保護者説明会を開催し

たいと考えております。その後、地域の方々から

も御意見をいただくため、地域説明会の開催を計

画しております。 

また、幼保連携型認定こども園の移行に伴う職

員の研修会や教育、保育方針やカリキュラムの作

成、幼稚園児と保育所園児との交流事業、保育園

行事や保護者活動等の在り方の検討を進めてまい

ります。 
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以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

今のようなすばらしい回答をいただきました。

できましたらね、早期にそういうふうな体制をと

ってもらっておったらスムーズにいったのではな

かろうかというふうに思っております。 

私なりにこれからの進め方について考えてきま

した。 

まず保護者への理解が得られ、保育所と幼稚園

の職員による十分な協議検討を行い、一番肝腎な

運営方針が定まり、必要な保育教諭免許の取得が

完了するまで保留としてくださいということをお

願いします。時間をかけて、すばらしい野村の幼

児教育・保育をどのように引継ぎ発展させていく

かを決めてから移行へ決定をしてもらいたいと思

います。このことについてはもう答弁を求めませ

ん。よろしくお願いします。 

続きまして、処遇改善について、処遇改善対策

についてお伺いいたします。 

医療、介護、福祉処遇が非常に悪い、給料が安

いというようなことを言われておって、ようやく

国も重い腰を上げました。ただし経済対策として

出しております。 

どのように実施されるかをお伺いいたします。

まず、対象職種・人数・実施時期についてお伺い

をいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

保育士等の処遇改善につきましてお答えをさせ

ていただきます。 

先ほど議員御指摘もございましたが、政府は昨

年 11 月 29 日に閣議決定をされましたコロナ克

服・新時代開拓のための経済対策におきまして、

看護、介護、保育、幼児教育など、新型コロナウ

イルス感染症への対応と少子高齢化への対応が重

なる最前線において働く方々の収入の引上げを行

うための措置を実施することといたしました。 

これを受けまして、社会福祉法人等が行います

保育士・幼稚園教諭等及び放課後児童支援員等の

処遇改善への支援措置につきましては、去る１月

14 日の第１回臨時会におきまして、関係補正予

算の議決をいただき市として対応を進めていると

ころでございます。 

国の補正予算におきましては、御質問にありま

した公立施設におけます保育士や福祉・介護職員

の処遇改善につきましても、令和４年２月から収

入を３％程度、月額にして約 9,000 円、また看護

職員等の処遇改善につきましては、収入を１％程

度、月額にして約 4,000 円引き上げるための予算

措置も決定されております。 

これに伴いまして、国が定める処遇改善事業補

助基準をもとに、公立施設職員の処遇改善のため、

今議会におきましては、関係条例の改正案を提出

する予定といたしております。 

今回の公立保育園・幼稚園職員におきましては、

近隣市町の動向及び市内民間施設職員との給与格

差を考えまして、正規職員の処遇改善は行わず、

会計年度任用職員についてのみ実施をするよう予

定をいたしております。 

看護・介護職におきましては、両市立病院の看

護師、准看護師及びつくし苑の介護職員につきま

して、正規職員及び会計年度任用職員の全員の処

遇改善をするよう予定をいたしております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

国が示した保育現場で働く職員の対象施設及び

対象者はどのようになっておるのでしょうか、質

問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

国が示します対象施設でございますが、主に保

育所、幼稚園、認定こども園、放課後児童クラブ

でありまして、対象者は保育士、幼稚園教諭に限

られず、調理員や栄養士、事務職員など各施設に

勤務する全ての職員となります。ただし、延長保

育や預かり保育等の通常の教育・保育以外にのみ

従事している職員は対象とはなりません。 

市内におきまして、民間を含め賃金改善を図る
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施設は、全ての対象施設 20 施設でございまして、

対象者は 340 人程度の見込みでございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

総務省の通達を見ますと、わざわざ公的な保育

所の職員、幼稚園の職員と銘打ってるんですよ。

でも、実際には、いろんなことの関係で正規の職

員が上がらないということになっております。 

それで、よくその総務省の通達を見ますと、保

育所の専門職などは、特別なあれではなくて、昇

格とか昇給のことで対応してもいいですよと書い

てあります。ぜひこのことを今後検討してもらい

たいと思っておりますのでよろしくお願いいたし

ます。 

次の質問に移らせていただきます。 

市役所改革について、支所の点についてですが、

野村町は先ほども言いましたように、豪雨災害後

人口が減少し、家屋も随分少なくなっております。

そして支所の人数も削減、半分にすると堂々と施

政方針にうたわれ、コロナ禍によって冷え切った

町なかからは、先が見えないなと。市の職員すら

半分にする。これで先が見えないという声が多少

あります。 

野村はイベントの多い町です。マラソンやら乙

亥相撲、軽トラ市など、そのほかたくさんありま

す。そういったイベントなども規模の小さいもの

になって、最後にはなくなるのではないかという

ような声も聞こえております。これらのイベント

も、いずれも市の職員が中心になりやっておりま

したが、これからはホント大変よのとの声が聞こ

えます。来年度から、聞くところによりますと、

今 30 数名以上おられるようですが 13 名になると

聞いております。野村には、上水道、下水道、簡

易水道の水道があり、少ない職員で、現場の職員

僅か２人です、300 時間を超える残業をこなしな

がらやっているようであります。この水道の職員

は、地域の中で住民と直接向き合いながら、断水

など緊急対応の多い職場でございます。総務部長

に聞きますと 300 時間はまだ少ないということで

ありましたが、職場の実態に十分配慮しながらや

っていく必要があると思いますがどのようにお考

えでしょうか。 

私は、水道課の現場の技術職員はエッセンシャ

ルワーカーだと思います。技術を持った職員でな

いと対応できないところがありますから、その点

も含めて御答弁をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

支所職員の削減につきましてお答えをいたしま

す。 

昨年９月に策定をいたしました西予市定員管理

計画におきまして、地域づくり活動センターの設

置や本庁・支所及び教育委員会等の組織機構を見

直すことといたしておりまして、支所再編につき

ましては、令和５年度を目標に、現在の支所業務

を人員とともに本庁へ集約し、組織のスリム化を

図りながら、令和６年度からの 10 年間で 50 人程

度の職員数を削減する計画でございます。 

人口減少や少子高齢化が急激に進んでいる中、

安定した市民サービスの提供や財政基盤の確立の

ため、人件費の抑制は避けては通れない課題とな

っております。この点については議員も御理解い

ただきたいと思います。 

支所の見直しに当たりましては、住民に密着し

た窓口サービスに重点を置く。地域のまちづくり

や防災業務において一定の役割を担う。一部の業

務を本庁へ集約し組織体制の縮小を図る。人員体

制については、見直し後の業務に見合った職員を

配置する。これら４点の考え方によりまして進め

てまいりたいと考えております。 

現在、支所業務の洗い出しをいたしまして、本

庁、支所また地域づくり活動センターそれぞれで

分担する業務を調整いたしておるところでござい

ます。 

先ほど議員御指摘もございましたけども、水道

をはじめとするライフラインの維持管理、防災・

減災対策、地域自治組織との連携など、人命に関

わることや地域密着の行政サービスについては、

拠点となります支所、また地域づくり活動センタ

ーへの適切な人員を配置するよう検討、調整をし

てまいる予定でございます。 

それと先ほど議員御指摘がありましたが、年間

の時間外 300 時間が少ないということですけども
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300 時間がほかに比べて少ないと言ってることで

はございませんが、ただ年間通じていきますと

300 時間を超える職員も相当数はいるということ

で、それらに比べると 300 時間というのが決して

特別多いというものではないということで御理解

いただきたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

和気数男君に申し上げます。 

残り時間５分を切っておりますので、次の質問

はできません。 

○１番和気数男君 

わかりました。やっぱり、市の職員もなかなか

確保が難しくなってくるんじゃなかろうかと思い

ます。どうもまた保育所の職員が足らんとかいう

ようなことを言っておりましたが、やっぱり市の

職員ももう少し、私大事に扱ってもらいたいと思

います。 

ある人が言っておったんですが、職員も大事に

してもらわないとなかなか住民に大事にするよう

な気持ちも生まれにくいんじゃないかということ

を言っておりましたので、そのことを申し上げて

私の質問を終わります。 

残りは次回質問したいと思っております。どう

もありがとうございました。 

○佐藤議長 

以上で一般質問を終結といたします。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 11 時 09 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 20 分） 

ただいまから議案順に質疑を行います。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

日程第２、議案第３号「財産の無償譲渡につい

て」から議案第 13 号「西予市営土地改良事業の

施行について」まで、議案第 24 号「令和４年度

西予市一般会計予算」から議案第 34 号「令和４

年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算」

まで、及び議案第 55 号「西予市部設置条例の一

部を改正する条例制定について」の 23 件を一括

議題といたします。 

これより本案 23 件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑の通告がありますので発言を許可いたしま

す。 

まずは、15 番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

それでは、議長に許可いただきましたので３点

について質問をさせていただきます。 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」

の 3款 2項 1目児童福祉総務費、保育士等処遇改

善臨時特例給付金事業 2377 万 5000 円について質

問をさせていただきます。 

先ほども一般質問の中でもありましたけれども、

今回保育士、幼稚園教諭、放課後児童支援員等の

処遇改善を目的に収入を３％程度引き上げるため

の措置となっております。 

その点につきまして、分配方法についてなんで

すけれども、一律の金額なのか、またはそれ以外

の比例給付的な処遇改善なのかお伺いをいたしま

す。 

２点目は 108 ページになります。 

4 款 1 項 4 目環境衛生費、環境保全推進事業

592 万 6000 円ですけれども、家庭用燃料電池、

リチウムイオン蓄電池の設備設置に対する補助金

について、市民への周知の方法、そして事業予算

の想定の量、その 592 万 6000 円、大体どのぐら

いの量を想定されてるのかという点をお伺いいた

します。 

３点目は 203 ページになります。 

10 款 7 項 2 目体育施設費、野村運動公園管理

運営事業 5186 万 3000 円について、平成 30 年７

月豪雨災害時の応急仮設住宅撤去工事実施に伴う

グラウンドの復旧工事となっております。 

財源の大半が一般財源というふうに予算書にあ

りますけれども、この財源は将来、財源組み替え

が行われるのか、または、交付税措置等があるの

か。 

この３点についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長兼福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 
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まずは１つ目の保育士等処遇改善臨時特例給付

金事業についてお答えをいたします。 

民間へ補助する処遇改善費用は、保育士、幼稚

園教諭は施設規模や利用児童数に応じた国の算出

基準により、また、放課後児童支援員は基準額

1 万 1000 円に支援員数を乗じた額を該当事業者

に交付をいたします。交付した補助金の配分方法

は、各事業者が対象者や改善額の設定を行います

ので、事業者により改善額は異なります。 

次に、家庭用燃料電池、リチウムイオン蓄電池

の補助金についてお答えをいたします。 

市民の皆様への周知につきましては、市のホー

ムページや広報紙を活用して行いたいと思います。 

次に、事業費予算の想定量ですが、近隣市町の

状況や当市の人口規模をもとに設定しており、家

庭用燃料電池は１件当たり補助金限度額を 10 万

円として５件分の 50 万円、家庭用リチウムイオ

ン蓄電池は１件当たりの補助金限度額を 7 万

5000 円として 10 件分で 75 万円、合計 125 万円

を当初予算に計上いたしました。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

二宮議員３つ目の野村運動公園管理運営事業に

おけますグラウンド復旧工事の財源につきまして

は、私から答弁させていただきます。 

野村運動公園多目的グラウンドにおきましては、

平成 30 年７月豪雨災害時に建設されました応急

仮設住宅の撤去工事が予定をされており、その後

のグラウンド復旧費用として、工事請負費

5000 万円を計上いたしております。その財源と

しましては、事業の性質から補助金、起債等の活

用が難しく、一般財源といたしているところでご

ざいます。 

平成 30 年７月豪雨災害の復旧・復興経費に対

しましては、一般財源の補填といたしまして、各

年度災害対策基金を繰入れておりますが、令和４

年度当初予算におきましても、歳入に当該基金の

繰入金 1 億 5000 万円を計上いたしております。

繰入金の算出基礎には、この野村運動公園管理運

営事業を含んでおりますので、実質的にはグラウ

ンド復旧工事に対しまして当該基金を充当する考

えにございます。 

また、交付税措置はあるのかという御質問でご

ざいましたが、一般財源扱いとなっております当

該経費につきましては、特別交付税の特殊財政事

情に算入し、国へ報告することといたしておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

御答弁ありがとうございます。 

３点目の今の総務部長の件につきましては理解

をいたしました。 

あと２点追加で質問をさせていただきます。 

生活福祉部長の１点目の件ですけれども、保育

士、幼稚園教諭、放課後児童支援等の処遇につい

てですけれども、以前、介護士の処遇改善のとき

に改善の実態がよくわからないというふうな意見

をよく聞きました。それで今回も民間施設に基準

の予算を渡してということで、あとは民間でされ

るみたいですけども、行政も一応把握しておく必

要があるんじゃないかなというふうに思うんです

けれども、その把握の方法等もしわかりましたら

教えていただきたいというのが１点ですね。 

もう１点目は、リチウムイオンと家庭用燃料電

池についてですけれども、仮に申込み予算が超え

た場合、もうこれは予算いっぱいなので来年にし

てくださいというのか、補正で対応できるのか、

この２点を追加で質問させていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長兼福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

１点目の件につきましては、交付申請時に事業

者から賃金改善計画が提出されますので、その計

画によりまして、対象者や改善額を把握すること

が可能となっております。 

２点目の家庭用燃料電池等の補助金につきまし

ては、財政状況を考慮しながら必要に応じて補正

予算の計上をさせていただきたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

○佐藤議長 
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次に、14 番中村敬治君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

令和４年度西予市一般会計予算書について３点

質疑いたします。 

まず、60 ページの 2 款 1 項 11 目情報推進事業

費、ＣＡＴＶ整備事業 1億 8957 万 3000 円につい

てであります。 

まず１点目として、テレビ、ネットの加入状況

の推移はどうなっているか。 

２点目として、西予市と西予ＣＡＴＶの施設整

備や更新にかかる費用負担の関係は現在どうなっ

ているのか。 

３点目として、西予ＣＡＴＶの単年度営業収益

も上がり、資産の部では利益剰余金も積み増され

ております。ある程度の応分の負担金を徴収する

必要があるのではないかと思います。令和２年度

の営業収益は 4 億 4000 万円、利益剰余金は 2 億

3600 万円となっております。 

次に、123 ページ、6 款 1 項 3 目農業振興費、

明浜柑橘加工施設整備事業 8 億 2255 万 8000 円に

ついてでありますが、まず１点目、現在の加工施

設と比べて、新規の柑橘加工施設にはどんなメリ

ットがあるのか。 

２点目、高機能な搾汁・加工機械で付加価値の

高い良い商品を継続して製造、出荷するには能力

のある若い人材が必要と思いますが、人材確保は

どうなっているのでしょうか。 

３点目として、製造能力が格段にアップすると

思いますが、原料の調達、販路の確保はどう進め

ていくのか。 

次に、３番目でございますが、125 ページ、

6 款 1 項 4 目畜産事業費、畜産施設整備事業 1 億

5000 万円についてでありますが、昨年第１回の

定例会での説明では、愛媛県が南予地域の家畜保

健衛生所を統合するので、西予市に移転先候補地

の確保依頼があり、用地費 4906 万 3000 円、測量

設計費 734 万 9000 円、合計 5641 万 2000 円が計

上されておりました。その後、令和３年度に宇和

インター付近に用地の取得が完了していると聞い

ております。さらに今回、令和４年度では 1 億

5000 万円の事業内容で、愛媛県の南予家畜保健

衛生所用地の造成工事が計上されているわけです

が、家畜保健衛生業務は本来愛媛県の所管事業で

ありますが、西予市にとっても関わりの深い重要

な施設でメリットも多いので、応分の地元協力は

当然必要であると私も思います。 

まず、その中で１点目として、この事業の完成

までの県と西予市の役割分担や事業費の負担はど

のようになっているのか。 

２番目として、西予市の種々の先行負担は、今

後どのような手続を経て回復されるのか。 

以上３点についてお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

ＣＡＴＶ整備事業について、３点御質問いただ

いておりますのでお答えいたします。 

まず１点目、テレビ、ネットの加入状況の推移

についてでございますが、令和４年１月末におけ

る加入状況につきましては、世帯数、西予市約

1 万 7600 世帯ありますけれども、テレビが

58.66％、約 1 万 300 世帯の加入、ネットが

41.51％ですので約 7,300 世帯の加入という状況

になっております。その推移といたしましては、

西予ＣＡＴＶ株式会社が営業活動を積極的にされ

ておりまして、人口減少の中、テレビは微増では

ありますが加入者数は増えており、また、ネット

は近年加入者数が増加しているような状況にあり

ます。 

２点目でございますけれども、西予市と西予Ｃ

ＡＴＶの施設整備や更新にかかる費用負担の関係

につきましては、ＣＡＴＶの設備整備について、

西予市の施策として進めておりますことから、そ

の設備を西予ＣＡＴＶ株式会社に貸付け、運営を

していただいております。ＣＡＴＶの設備更新に

かかる費用負担に関しましては、施設整備にかか

る国の補助金などの財政支援がない状況でもあり

ます。設備を利用する西予ＣＡＴＶ株式会社から

施設の使用料としていただく方向で協議を進めて

いるところでございます。 

３点目、西予ＣＡＴＶにある程度応分の負担金

を徴収する必要があるのではないかとの御指摘で

ございました。ＣＡＴＶの設備につきましては、

先ほど御説明いたしましたとおり、市の施策とし
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て整備をしております。現在の収益の状況を踏ま

えまして、何らかの形で還元いただくよう協議し

たいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

お尋ねの明浜柑橘加工施設整備事業についてお

答えをさせていただきます。 

まず１番目の現在の加工施設と比べて新規の柑

橘加工施設はどんなメリットがあるのかというこ

とでございますが、現在の加工施設はミカンをベ

ルトで挟み丸ごと絞るベルト式による製造を行っ

ており、１日の処理能力は約８トンで、温州ミカ

ンが周知する時期、11 月から 12 月でございます

が、には搾汁作業が間に合わない状況でございま

す。また、施設の老朽化に伴い、今後の衛生管理

面においても不安があります。 

新施設では、従来のベルト方式に加え、主力機

として、ミカンの果汁のみを吸い取るインライン

方式の導入を予定しております。このインライン

方式は、１日 24 トンと処理能力にもすぐれ、繁

忙期の搾汁量に十分対応できるものであり、また、

衛生管理も徹底されたラインとなります。加えて、

現在のジュース容器は、主に１リットル瓶を使用

しておりますが、新施設においては、150 ミリリ

ットルから１リットルまでの５種類の瓶を計画し

ており、多様な消費者ニーズにも応えられる仕様

となっております。そのほかにも冷凍冷蔵庫を新

たに整備し、冬場に搾汁したジュースを冷凍保存

することで、ジュースの需要が高まる夏場を含め

た年間販売が可能となり、さらなる収益の向上も

見込んでおります。 

次に、お尋ねの人材確保はどうなっているかに

ついてでございますが、当施設は、指定管理者制

度により運営予定の施設であり、指定管理者が確

定していない現段階での説明となりますが、搾汁

施設勤務経験者、有識者の登用や若い社員、地域

おこし協力隊での確保を計画しており、今後、指

定される管理者と十分に協議し、優秀な人材確保

に努めてまいります。 

３番目の製造能力が格段にアップすると思うが、

原料の調達、販路の確保はどう進めていくのかと

いう御質問でございますが、原料調達の根本的な

対策として、年々減少する柑橘生産量を確保する

ため、令和４年度に西予市明浜地区柑橘農業活性

化計画を策定し、新規就農希望者の移住・定住に

対する支援や実効性のある取組を推進する計画で

ございます。また、地元生産者や生産団体、そし

て農協などに協力を仰ぎながら、指定管理者が安

定して原料が調達できるよう調整してまいります。

販路の確保につきましては、営業担当者を１名増

員する計画を立てており、今後指定される管理者

と協議を行いながら販路拡大に努めてまいりたい

と考えております。 

２番目の畜産施設整備事業でございますが、事

業完了までの県と西予市の役割分担や事業費の負

担はどうなっているのか。２点目の西予市の種々

の先行負担は今後どのような手続を経て回復され

るのかという御質問でございますが、この二つの

御質問は関連がございますのであわせて御回答さ

せていただきたいと思います。 

令和４年度において愛媛県南予家畜保健衛生所

の移転整備に伴う造成工事を宇和町稲生に計画し

ております。県内最大の畜産業を誇る当市といた

しましても、畜産振興を図る上で重要な事業であ

ると考えており、愛媛県と協力・連携して事業を

推進することとしております。 

愛媛県と市の協議の中では、市は用地買収から

敷地造成工事までを施工し、造成後の市有地を愛

媛県に無償貸付を行う予定で、愛媛県が造成地に

施設を建設いたします。県と市の費用負担の内訳

につきましては、今年度に実施する用地買収及び

造成工事、測量設計業務につきましては、市が予

算計上し 100％過疎債を充当して実施しておりま

す。令和４年度の造成工事 1 億 5000 万円につき

ましては、市が予算計上を行いますが、工事費の

95％、1 億 4250 万円が愛媛県からの負担金とし

て歳入予定であり、残りの５％、750 万円につき

ましては全て過疎債を充当し一般財源の負担軽減

に努めております。令和５年度から県が施工いた

します施設の建設工事につきましては、全て県予

算で行われ、工期が令和５年度から６年度の２カ

年計画で、令和７年４月に開所予定となっており

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

まず、西予ＣＡＴＶについてお尋ねいたします。 

西予ＣＡＴＶは約９割を西予市が出資して、平

成 20 年４月に設立した法人です。これまで市民

に加入促進キャンペーンを度々実施してきました。

その結果、先ほどの答弁のとおり、多くの市民に

支えられているところです。また、今後も加入増

加が求められております。 

そこでお尋ねいたしますが、西予市職員に対し

てはこれまでどのような加入促進を働きかけてき

たのか。また、西予市職員の世帯加入状況はどう

なっているのかお伺いします。 

次に、家畜保健衛生所についてでございますが、

愛媛県も財政事情がよくないことなどから地元西

予市に土地の取得を依頼してきたと思いますが、

西予市もそれ以上に難行、苦行の最中であります。

連携協力の中で県へ土地の無償貸付をする以上、

今後、長期的に見て、西予市のさらなる畜産振興

が図られることを願うばかりでございます。よろ

しくお願いします。 

ＣＡＴＶについてだけ御回答いただきたいと思

います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

市職員のテレビ、ネット加入の状況についてで

ございますけれども、西予ＣＡＴＶ株式会社が保

有しております個人の情報でもありますので、市

として把握はしておりませんが、市の出資するＣ

ＡＴＶ事業については、加入が促進されるよう可

能な範囲で啓発等に協力してまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 24 号は

関係常任委員会へ、議案第３号から議案第６号ま

で、議案第 10 号及び議案第 25 号の６件は総務常

任委員会へ、議案第９号、議案第 26 号から議案

第 28 号まで、議案第 33 号及び議案第 34 号の６

件は厚生常任委員会へ、議案第７号、議案第８号、

議案第 11 号から議案第 13 号まで及び議案第

29 号から議案第 32 号までの９件は産業建設常任

委員会へそれぞれ付託いたします。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議案第 56 号「西予市職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」から、議案第 60 号「西予市病院事業職員

の諸手当に関する条例の一部を改正する条例制定

について」までの５件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 56 号「西予市職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例制定について」、議案第

57 号「西予市単純な労務に雇用される職員の給

与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する

条例制定について」、議案第 58 号「西予市会計

年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例制定について」関連がござい

ますので一括して提案理由の御説明を申し上げま

す。 

令和３年 11 月に閣議決定されましたコロナ克

服・新時代開拓のための経済対策に基づき、看護、

介護、保育、幼児教育など、新型コロナウイルス

感染症への対応と少子高齢化への対応が重なる最

前線において、働く方々の収入を引き上げるため、

当該措置の実施を検討するよう国から通知があり、

国の補正予算においても措置されたところでござ

います。 

今回の改正は、このことを踏まえ、本市におき

ましても、看護、介護、保育、幼児教育などの現

場で勤務する職員の処遇を改善することとし、収

入を引き上げるための措置として、初任給調整手

当及び給料の調整額の新設を行うため、西予市職

員の給与に関する条例ほか２条例につきまして、

その一部を改正するものでございます。 

また、今回の改正に合わせまして、単純な労務

に雇用される職員という名称につきまして、県に

準じ、技能労務職員に改めることに伴い、関係条

例の題名中、当該部分を改めるほか、所要の整備
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を行うものでございます。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山岡医療介護部長。 

 〔山岡医療介護部長登壇〕 

○山岡医療介護部長 

議案第 59 号「西予市野村介護老人保健施設つ

くし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について」提案理由の御説明を

申し上げます。 

つくし苑の医学的管理を行う医師業務につきま

しては、これまで野村病院の医師が兼務で行って

まいりましたが、市立病院の医師の確保が難しい

状況にある中で、両施設の医師業務の兼務は非常

に困難な状態となってきたところでございます。 

今回の改正は、つくし苑の常勤医師の確保が急

務でありましたが、令和４年４月から新たに常勤

医師の確保ができる見込みとなったことから、介

護現場の医師が安心して働くことのできる環境構

築と処遇改善を図るため、特殊勤務手当の見直し

を行うものであります。主な内容としましては、

市立病院医師との手当の均衡を図るため、研究手

当、地域手当を新設するものでございます。 

続きまして、議案第 60 号「西予市病院事業職

員の諸手当に関する条例の一部を改正する条例制

定について」提案理由の御説明を申し上げます。 

西予市民病院及び野村病院では、市内救急の集

約に向け、体制の整備に取り組んでおり、その中

で、医業の質及び環境の向上や看護師業務の負担

軽減を図るため、計画的に介護福祉士の増員を行

っているところでございます。 

今回の改正は、高度な介護の指導や看護補助者

全体の統括を行う介護福祉士の配置に伴い、特殊

勤務手当の見直しを行うものであります。主な内

容としましては、統括介護福祉士長、介護福祉士

長及び主任介護福祉士に対して、士長、主任手当

を新設するものであります。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案５件に対する一括質疑を行います。

なお、質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 56 号か

ら議案第 58 号までの３件は総務常任委員会へ、

議案第 59 号及び議案第 60 号の２件は厚生常任委

員会へそれぞれ付託いたします。 

各常任委員会においては、各議案について十分

に審査を行い、最終日の本会議において、委員会

審査の経過と結果について、各委員長の報告を求

めることといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

３月 17 日は午後２時から会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前11時52分 
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３月 17 日（木曜日） 
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令和４年第１回西予市議会定例会会議録（第５号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ３月１７日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ３月１７日 

          午後 ２時００分 

１．閉     会 令和４年 ３月１７日 

          午後 ３時４９分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

 



 

- 126 - 

 

      議  事  日  程 

１ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

   議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

   議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第５６号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５７号 西予市単純な労務に雇用さ

れる職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第５８号 西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第５９号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第６０号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

 ２ 議案第６１号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１２号) 

３ 議会報告第１号 西予市消防体制検討特別委

員会報告について 

追加 議案第６２号 西予市副市長の選任につい

て 

   議案第６３号 西予市固定資産評価員の選

任について 

   発議第 １号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則制定につい

て 

   意見書案第１号 国民の祝日「海の日」の７

月２０日への固定化を求め

る意見書（案）の提出につ

いて 

   議員派遣の件について 
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本日の会議に付した事件 

１ 議案第 ３号 財産の無償譲渡について 

   議案第 ４号 西予市一般職の任期付職員

の採用等に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第 ５号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ６号 西予市社会体育施設条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ７号 西予市あけはまオートキャ

ンプ場条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第 ８号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

   議案第 ９号 西予市病院事業の設置等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第１０号 西予市消防団員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

   議案第１１号 市道路線の廃止について 

   議案第１２号 市道路線の認定について 

   議案第１３号 西予市営土地改良事業の施

行について 

議案第２４号 令和４年度西予市一般会計

予算 

   議案第２５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計予算 

   議案第２６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計予算 

   議案第２７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計予算 

   議案第２８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計予算 

   議案第２９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計予算 

   議案第３０号 令和４年度西予市水道事業

会計予算 

議案第３１号 令和４年度西予市簡易水道

事業会計予算 

   議案第３２号 令和４年度西予市公共下水

道事業会計予算 

   議案第３３号 令和４年度西予市病院事業

会計予算 

   議案第３４号 令和４年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計予算 

   議案第５５号 西予市部設置条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第５６号 西予市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第５７号 西予市単純な労務に雇用さ

れる職員の給与の種類及び

基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について 

   議案第５８号 西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

制定について 

  議案第５９号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第６０号 西予市病院事業職員の諸手

当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

 ２ 議案第６１号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第１２号) 

 ３ 議会報告第１号 西予市消防体制検討特別委

員会報告について 

追加 議案第６２号 西予市副市長の選任につい

て 

   議案第６３号 西予市固定資産評価員の選

任について 

   発議第 １号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則制定につい

て 

   意見書案第１号 国民の祝日「海の日」の７

月２０日への固定化を求め

る意見書（案）の提出につ

いて 

   議員派遣の件について 
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  開会 午後２時00分 

○佐藤議長 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

この際申し上げます。 

先般、和気数男君から３月７日の会議における

発言について、会議規則第 65 条の規定に基づき、

お手元に配信の発言取消申出書のとおり取消した

いとの申し出がありました。 

お諮りいたします。 

これを許可することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、和気数男君から

の発言取消しの申出を許可することに決定いたし

ました。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、議案第３号「財産の無償譲渡につい

て」から議案第 13 号「西予市営土地改良事業の

施行について」まで、議案第 24 号「令和４年度

西予市一般会計予算」から議案第 34 号「令和４

年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算」

まで及び議案第 55 号「西予市部設置条例の一部

を改正する条例制定について」から議案第 60 号

「西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一

部を改正する条例制定について」までの 28 件を

一括議題といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長源正樹君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

源正樹君。 

 〔源総務常任委員会委員長登壇〕 

○源総務常任委員会委員長 

総務常任委員会審査報告を行います。 

去る３月７日の本会議において付託されました

議案 11 件について、８日と９日に委員会を開催

し審査を行いました。 

結果はお手元に配信のとおり、全て原案のとお

り可決決定いたしました。 

これより審査経過及び委員等から出されました

意見等について、委員会審査報告書より抜粋して

報告します。 

議案第４号「西予市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」では、平成 30 年７月豪雨災害の経験から、

市町の意思決定を体系的、専門的に支援できる仕

組みをより一層整えるため、令和４年度から防災

及び災害対応などに関する専門的な知識経験を持

ち、国が認める地域防災マネージャーの資格を有

する一般任期付職員を採用し、今後の防災・減災

対策のさらなる推進、安心安全なまちづくりに努

めるとの説明がありました。 

人材登用の詳細についての質疑があり、内閣府

の防災スペシャリスト養成研修や防衛省の防災危

機管理教育を受講している方、あるいは国の行政

機関職員の課長補佐級相当級以上の職位を経験、

そしてかつ防災行政経験５年以上または災害派遣

にも有する部隊と経験２年以上の方を登用すると

の答弁でした。 

議案第 10 号「西予市消防団員の報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」消防庁長官通知により、消防団報酬につい

て年 3 万 6500 円を基準額にすること。出動報酬

額は１日当たり 8,000 円を基準額とすること。消

防団員個人に直接支給することなどが示され、令

和４年度から見直しを通知されているとの説明が

ありました。 

報酬が個人の口座に振り込まれることにより、

出動しない団員の活動状況の確認や今後の消防団

の運営について質疑があり、来年度以降は、半年

に１回提出される日誌と出動報告書により出動状

況を把握する。消防団への入団促進の理解のため

に事業所や学校訪問を行い、総合的に消防団の強

化を図っていきたいとの答弁でした。 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」

について、所管課ごとに報告します。 

危機管理課所管分では、災害時等で避難する際

に、氏名や連絡先のほか、既往歴、薬の状況など

を書いたものを名札のようにしておく「いのちの

カード」は避難所での受け付けや避難生活時の支

援等につながるもので、西予市内では、野村の農

友地区、宇和の岩木地区、明間の明間女性防火ク

ラブで取り組んでおり、この取組をぜひ市内全域
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に進めたいとの説明がありました。 

財政課所管分では、令和４年度の一般会計予算

歳入歳出はそれぞれ 317 億 6000 万円であり、令

和３年度の 305 億 3900 万円と比較し、12 億

2100 万円、4.0％の増となっている。地方交付税

は 126 億 3500 万円を計上しており、うち普通交

付税が 114 億円である。普通交付税だけを見ると、

前年度と比較して大きく増加しているが、臨時財

政対策債を含めた実質的な普通交付税総額を令和

３年度の当初の算定実績と比較すると、地方債の

償還にかかる需要額の増加分を除くと減少の試算

となっているとの説明がありました。 

監理用地課所管分では、道路地籍整備事業の進

捗率について質疑があり、全体で約 3,500 筆のう

ち、現在約 2,400 筆が残っているとの答弁でした。 

まちづくり推進課所管分では、地域づくり活動

センター推進事業に 2502 万 3000 円を計上し、令

和４年度は地域づくり活動センター推進計画に基

づき、令和５年４月のスタートに向けて事業を推

進し、地域づくり活動センター整備及び人材育成

事業を継続して実施するとの説明がありました。 

消防総務課所管分では、本部署庁舎の建設予定

地について、住民からの意見を聞いていないかと

の質疑があり、住民からは、線路、踏切がある点

を心配した質問があるが、説明して理解を得てい

るとの答弁でした。 

生涯学習課所管分では、各公民館の維持管理事

業の中に、地域づくり活動センターを踏まえた事

務所の改修にかかる経費を必要に応じて計上して

いる。該当となる公民館は、田之浜・多田・明

間・中筋・横林・惣川・高川・魚成・三瓶南の公

民館になるとの説明がありました。 

三瓶分館の予算の取扱いについての質疑があり、

分館の予算については、例年どおり三瓶の３つの

公民館が管理する形で予算計上しているとの答弁

でありました。センター化に向けて、公民館の宿

日直がなくなることによる公共施設のかぎの管理

方法に関する質疑については、どういうかぎの在

り方がいいのか、対応の仕方がいいのかというと

ころを地域で話合い、よりよい活動センターにし

ていただきたいとの答弁でありました。 

スポーツ・文化課所管分では、新型コロナウイ

ルス感染症対策に伴う市の社会体育施設の利用規

制についての質疑があり、現在、利用は、西予市

内に在住の方、市内に通勤通学の者に限るを基本

としている。県下で共通で行われる公式戦等の大

会については別途決裁を行い、許可をしていると

の答弁でした。 

議案第 56 号「西予市職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例制定について」、議案第

57 号「西予市単純な労務に雇用される職員の給

与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する

条例制定について」、議案第 58 号「西予市会計

年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例制定について」の３議案につ

いて、新型コロナウイルス感染症への対応と少子

高齢化への対応が重なる最前線において働く方々

の収入を引き上げるために、保育園、幼稚園職員

においては、会計年度任用職員についてのみ月額

9,000 円の引上げ、介護、看護職については、両

市立病院の看護師・准看護師については月額

4,000 円、つくし苑の介護職員については月額

9,000 円の給与の引上げを実施するとの説明でし

た。 

以上、総務常任委員会報告といたします。 

令和４年３月 17 日、総務常任委員会委員長源

正樹。 

○佐藤議長 

次に、厚生常任委員会委員長中村敬治君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

 〔中村厚生常任委員会委員長登壇〕 

○中村厚生常任委員会委員長 

厚生常任委員会審査報告をいたします。 

去る３月７日の本会議において当委員会に付託

されました議案について、３月８日及び９日に委

員会を開催し審査を行いましたので、その経過と

結果について御報告申し上げます。 

お手元に配信のとおり、議案９件についてはい

ずれも全会一致で原案可決決定いたしました。 

議案の審査経過において、委員より出された質

疑並びに部課長の答弁を抜粋して報告いたします。 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」

における環境衛生課所管分では、可燃ごみ処理委

託事業の焼却単価の変更について質疑があり、焼

却単価は３年に一度見直しを行っており、令和元

年度から令和３年度の期間の焼却単価は１トン当
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たり 2 万 5600 円であった。令和４年度は見直し

の年であり、過年度の実績等をもとに試算され、

令和４年度から令和６年度の３カ年の焼却単価は

2 万 8000 円に増額となる。変更された焼却単価

については、固定された単価となり今後３年間は

変更されない。ただし、過不足については次年度

に請求され支払うこととなるとの答弁でありまし

た。 

健康づくり推進課所管分の母子保健事業では、

特定不妊治療費助成金について、令和４年度から

不妊治療が保険適用になるため、令和４年３月ま

でに治療を受けた方、年度をまたいで治療を行っ

た方への助成金を計上したとの説明がありました。 

特定不妊治療費助成事業開始から現在までの実

績について質疑があり、助成を開始した平成

28 年から現在までの利用は 81 組で、申請延べ件

数は 149 件になるとの答弁でありました。 

委員からは、不妊治療が保険適用になったこと

を知らない方もいると思うのでさらなる周知徹底

を図るよう意見がありました。 

子育て支援課所管の保育所等処遇改善臨時特例

給付金事業では、９月以降の財源について質疑が

あり、令和４年４月から９月分までは全額国庫補

助となるが、10 月以降は教育・保育給付費とし

て支出することになるため、保育士・幼稚園教諭

については、国２分の１、県４分の１、市４分の

１の負担、放課後児童支援員については、委託料

として、国・県・市がそれぞれ３分の１負担する

ことになるとの答弁でありました。 

また関連として、保育士の正規職員採用につい

て質疑があり、令和４年度に正規職員を若干名採

用する試験を実施し、令和５年４月１日からの勤

務となるよう計画をしているとの答弁でありまし

た。 

福祉課所管の避難行動要支援者管理運営事業で

は、避難行動要支援者名簿の作成状況について質

疑があり、要支援者名簿の整理は毎年度行ってお

り、今年度も 75 歳以上で独居になられた方など

新たに対象となる方 451 人、今までに送付して回

答いただいていない方 893 人、計 1,344 人に対し

令和３年 12 月に同意書を送付した。今後、返送

された同意書を確認し、要支援者名簿を整理して

いく予定であるとの答弁でありました。 

長寿介護課所管の高齢者路線バス利用助成事業

では、補助対象区間が市内に限定されているが、

明浜・三瓶地区の高齢者はバスを利用して市外の

医療機関に通院している方も多く、市外まで補助

対象区間を拡大するなど実情に合った見直しが必

要ではないかとの質疑があり、現在、令和４年度

からの公共交通計画策定を踏まえ、県内における

バス助成制度を調査研究しているため、それとあ

わせて今後検討していきたいとの答弁でありまし

た。 

養護老人ホーム三楽園建設事業では、今後のス

ケジュールについて質疑があり、令和４年度予算

は解体・建築工事設計費用等を計上している。令

和５年度に旧二木生小学校の解体、令和６年度に

三楽園建築工事を行い、令和７年４月から新しい

施設で運営を開始する予定で進めているとの答弁

でありました。 

医療対策室所管の医療機関新規開業促進事業で

は、現在の状況について質疑があり、令和２年度

は問合せも数件あったが、令和３年度は新規開業

につながる情報は得られていないとの答弁であり

ました。 

議案第 27 号「令和４年度西予市後期高齢者医

療特別会計予算」では、被保険者数と保険料率改

定について質疑があり、現在の被保険者数は

9,090 人で、来年度は 248 人増の 9,338 人を見込

んでいる。保険料の改定は２年に一度行っており、

令和４年度は改定の年になるため、保険料の年間

限度額 64 万円を 66 万円に、均等割額 4 万

7720 円を 4 万 9140 円に、所得割率 9.02％を

9.09％にそれぞれ改定する。今後も被保険者の増

加に伴う医療給付費の増額が予想されるため、保

険料が下がることは考えにくいとの答弁でありま

した。 

議案第 28 号「令和４年度西予市介護保険特別

会計予算」では、要支援者及び要介護者の人数に

ついて質疑があり、令和３年３月末現在、１号、

２号の被保険者を合わせた要支援１から要介護５

までの人数は 3,372 人となっており、平成 30 年

度は 3,324 人、令和元年度は 3,326 人と少しずつ

認定者が増加している状況であるとの答弁であり

ました。 

議案第 33 号「令和４年度西予市病院事業会計

予算」では、昨年、徳島県つるぎ町半田病院がサ

イバー攻撃を受け、ランサムウエア（身の代金要
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求型ウイルス）に感染し、電子カルテシステムが

使用できなくなった事案が発生したが、西予市立

病院でも同じようなことが起こる可能性はあるの

かとの質疑があり、電子カルテデータはデータを

３つ保存、異なる２種類の媒体に保存、遠隔地の

保存という３・２・１ルールに照らし対応を進め

ている。厚生労働省が策定している医療情報シス

テムの安全管理に関するガイドラインに沿って運

用を検討しているが、半田病院の事案を受けガイ

ドラインの改定が予定されており、改定に合わせ

新しい対応を講じていきたいとの答弁でありまし

た。 

また、病床数変更に伴う両市立病院の収益につ

いて質疑があり、西予市民病院では整形外科の手

術件数が増えており、一般病床数を増やすことで

入退院の件数が増え、診療報酬の増収が見込まれ

る。野村病院では病床数の減少に伴い減収の見込

みであるが、地域包括ケアが先進的に進んでおり、

今後、市立病院のモデルとして機能強化対策を行

い、増収を図っていく計画であるとの答弁であり

ました。 

議案第 34 号「令和４年度西予市野村介護老人

保健施設事業会計予算」では、介護士不足につい

て質疑があり、介護職の求人についてはハローワ

ークに求人を出すとともに、高校生対象の合同就

職説明会で、若手の介護職員が直接つくし苑のＰ

Ｒ活動等をすることにより動機づけを行うなど

様々な対策を講じている。また、新型コロナウイ

ルス感染症対策で入国が遅れていたモンゴル技能

実習生は、令和４年３月１日から入国規制が緩和

され、令和４年５月末に２名着任予定となってお

り、力強い戦力になると期待しているとの答弁で

ありました。 

議案第 59 号「西予市野村介護老人保健施設つ

くし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について」では、医師を野村病

院の兼任から専任にすることのメリットについて

質疑があり、常勤医師を配置することで、利用者

の体調管理を毎日行い、利用者の要介護度に応じ

て適切なリハビリの指導ができ、在宅復帰の可能

性が高くなることが考えられる。また、つくし苑

と隣接している野村病院との調整がよりスムーズ

となり、利用者の症状に応じた療養ができること

となるとの答弁でありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和４年３月 17 日、厚生常任委員会委員長中

村敬治。 

○佐藤議長 

次に、産業建設常任委員会委員長小玉忠重君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

小玉忠重君。 

 〔小玉産業建設常任委員会委員長登壇〕 

○小玉産業建設常任委員会委員長 

産業建設常任委員会審査報告を行います。 

去る３月７日の本会議において当委員会に付託

されました議案について、３月８日及び９日に委

員会を開催し審査を行いましたので、その経過と

結果について御報告申し上げます。 

お手元に配信のとおり、議案 10 件については、

いずれも全会一致で原案可決決定いたしました。 

議案の審査過程において委員より出された質疑

並びに部課長の答弁を抜粋して報告いたします。 

議案第８号「西予市単独市営住宅条例の一部を

改正する条例制定について」では、コンクリート

住宅の耐用年数について質疑があり、今回解体す

る高山久保田住宅は補強コンクリートブロック造

り、いわゆる簡易耐火構造であり、公営住宅法の

耐用年数は 45 年である。令和３年３月以降は全

戸空き家となっており、募集を行ったが入居  

者が見込めず、建築後 47 年を経過していること

から、今回用途廃止・解体との判断に至ったとの

答弁でありました。 

また、耐用年数を経過している単独市営住宅の

件数について質疑があり、簡易耐火も含め耐用年

数を超えているものは全部で 252 棟あり、管理し

ている 856 戸のうち 128 棟、277 戸分が耐用年数

を超えているとの答弁でありました。 

議案第 13 号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」では、新たに整備される水路の詳細につ

いて質疑があり、既存の水路では水があふれる可

能性があるため、県から新たな排水路を整備する

よう要望があり、市で施工するものであるとの答

弁でありました。 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」

農業水産課所管分では、清沢地区と杢所地区で行

われる田んぼダムの実証試験の期間と令和５年度

以降の計画について質疑があり、試験期間は令和
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４年度の農作業の期間内で計画しており、令和５

年度においては中川地区で広げていく予定である

との答弁でありました。 

農業後継者育成事業のうち、明浜支所所管分の

農業体験事業の詳細について質疑があり、事業の

周知は市のホームページや広報などで行うよう考

えており、柑橘生産者、農業法人及び一般社団法

人西予市移住定住交流センターに相談があれば明

浜支所産業建設課へ情報提供していただき、受入

れ農家に紹介するよう考えている。農業体験コー

スは異なる四季の経験を３回受けることができる

５日間コースと 10 日間コースを予定していると

の答弁でありました。 

漁村再生交付金事業では、明浜漁港に整備され

る防波堤の詳細について質疑があり、高山漁港の

宮野浦地域において、１メートルの波高を 0.4 メ

ートルの静穏度に収めるため、50 メートル延伸

する計画であるとの答弁でありました。 

ため池等農地災害危険管理対策事業では、危険

ため池及び要廃止ため池の件数と年間処理件数に

ついて質疑があり、要改修ため池が 49 池、要廃

止ため池のうち防災重点ため池が 11 池、その他

が 16 池となっており、防災重点ため池は令和

13 年度までに調査・改修するよう県と計画を進

めている。まず、宇和町石城地区の地中池の調査

を令和４年度に開始し、令和５年度から改修を行

うこととし、その他の 48 池は、県の予算措置や

市の調査委託費、地元分担金について協議の最中

であり、令和 20 年度までに年間４ないし５池を

改修・廃止する計画で進めているとの答弁であり

ました。 

経済振興課所管分では、商店街空洞化対策事業

の近況について質疑があり、株式会社伊予銀行及

び四国電力株式会社と共同で、卯之町の町並みに

あるよんでん和み館を利用した取組ができないか

協議を行っているとの答弁でありました。 

ＧｏＴｏせいよジオツアーキャンペーンの今後

の予定について質疑があり、４月にジオミュージ

アムがオープンするため、それに合わせて実施し

たいと考えているが、現在市内の施設では市外の

方の利用を制限していることもあり、新型コロナ

ウイルス感染症の状況を見極めて判断したいとの

答弁でありました。 

みらい発展就業奨励金事業では、申請状況につ

いて質疑があり、令和３年度は全体で 26 名、内

訳として、高校卒業者は 11 名、そのうち、宇和

高校卒業者が１名、野村高校卒業者が３名、そし

て専門学校卒業者が３名、短期大学卒業者が５名、

大学卒業者が７名であるとの答弁でありました。 

林業課所管分では、自伐林家に対する支援につ

いて質疑があり、昨年度まで実施していた間伐材

出荷促進対策事業に代わり、木材価格安定対策事

業として、木材価格の下支えをして安定した経営

を支援する。森林経営管理制度事業において、未

整備林や再造林の整備など、国庫補助にかからな

い部分をフォローすることにしており、自伐林家

も対象となるとの答弁でありました。 

委員からは、移住定住を促進する中で、第一次

産業に携わりたい方もたくさんおられることがわ

かっており、自伐林家の支援についても環境譲与

税の活用等、準備をしていただきたいとの意見が

ありました。 

バイオマスペレット生産利活用促進事業の販路

拡大について質疑があり、毎年ペレットストーブ

が数台ずつ増えてはいるが、公共施設での利用は

限られているため、個人の購入のみということで

ペレットの使用量は大きく増えることはないとの

答弁でありました。 

建設課所管分では、道路橋梁施設維持事業にお

ける予算の計画と突発的な対応が必要になった場

合の調整方法について質疑があり、毎年、各区長

から出された要望に沿って予算を立てているが、

本庁建設課及び各支所産業建設課が現地に出向き

確認した上で実行しているため、早く要望を出し

てもらっていても、緊急性を見て後に回すものも

ある。重要かつ緊急性のある修繕等については、

補正予算で対応することになるとの答弁でありま

した。 

公営住宅の建て替え計画について質疑があり、

一の瀬団地建て替えを５カ年計画で整備し、現在

の 81 戸から 78 戸になる。令和４年度には、高山

団地の２棟 10 戸、下松葉団地の１棟 18 戸、高山

川原団地、頭王団地の外壁長寿命化改修工事、旧

宇和授産場の解体、その跡地に木造２階の新築住

宅１棟６戸を建設、高山久保田住宅は管理条例か

ら削除後に解体する計画である。令和５年度には、

明浜町の狩浜団地、俵津大浦団地の外壁長寿命化

改修工事、下松葉団地は３棟目の外壁長寿命化改
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修工事を予定しているとの答弁でありました。 

野村地区都市再生整備計画事業並びに小規模住

宅地区等改善事業の完成後の維持管理について質

疑があり、野村復興まちづくりデザインワークシ

ョップを開催し、各施設の利用者による維持管理

ができないか検討を行っているとの答弁に対し、

住民のためになる事業を期待しているので、意見

の集約がきちんと行われるようお願いするとの意

見がありました。 

議案第 29 号「令和４年度西予市農業集落排水

事業特別会計」及び議案第 32 号「令和４年度西

予市公共下水道事業会計予算」では、農業集落排

水と公共下水道の接続計画について質疑があり、

宇和町では農業集落排水が公共下水に隣接してい

るところがあるため、古いものから順に公共下水

道に統合するよう考えている。一番古い農業集落

排水が永長、その次が神野久、そのあと田之筋、

中川と続いており、永長と神野久は 20 年以上経

過しているため、この地区を先行して統合するこ

とを目標としているとの答弁でありました。 

議案第 30 号「令和４年度西予市水道事業会計

予算」では、水道料金改定のタイムスケジュール

について質疑があり、令和６年度の改定を希望し

ているが、資料作成や委員の選考、協議等もある

ため、時間を要すると予想しているとの答弁であ

りました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和４年３月 17 日、産業建設常任委員会委員

長小玉忠重。 

○佐藤議長 

以上で各委員長の報告は終わりました。 

これより各委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

これより討論に入ります。 

討論の通告がありませんので討論を終結といた

します。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第３号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第３号「財産の無償譲渡について」は原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第３号は原

案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第４号から議案第 10 号までの７件

を一括採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第４号「西予市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」から議案第 10 号「西予市消防団員の報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制

定について」までの７件は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第４号から

議案第 10 号までの７件は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第 11 号及び議案第 12 号の２件を一

括採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 11 号「市道路線の廃止について」及び

議案第 12 号「市道路線の認定について」の２件

は原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 11 号及

び議案第 12 号の２件は原案のとおり可決するこ

とに決定いたしました。 

次に、議案第 13 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 13 号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」は原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 13 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第 24 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 24 号「令和４年度西予市一般会計予算」
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は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立

を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 24 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

次に、議案第 25 号から議案第 34 号までの

10 件を一括採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 24 号「令和４年度西予市育英会奨学資

金貸付特別会計予算」から議案第 34 号「令和４

年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算」

までの 10 件は原案のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 25 号か

ら議案第 34 号までの 10 件は原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 

次に、議案第 55 号から議案第 60 号までの６件

を一括採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 55 号「西予市部設置条例の一部を改正

する条例制定について」から議案第 60 号「西予

市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について」までの６件は原案のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 55 号か

ら議案第 60 号までの６件は原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

次に、日程第２、議案第 61 号「令和３年度西

予市一般会計補正予算（第 12 号）」を議題とい

たします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 61 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 12 号）」について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

今回の補正予算案でございますが、国の令和３

年度補正予算に盛り込まれた地方創生拠点整備交

付金を財源とした地域づくり活動センター推進事

業費、オフセット・クレジットの販売収入を財源

とした夢資源活用基金事業費を計上するほか、繰

越明許費の設定を行うものであります。 

まず、地域づくり活動センター推進事業につき

ましては、三瓶町下泊地区の地域づくり活動セン

ターを旧下泊小学校校舎１階に整備する経費とし

て 1288 万 5000 円を計上するものであります。財

源として、地方創生拠点整備交付金 588 万

5000 円のほか、公共施設整備基金繰入金 700 万

円を充当しております。 

次に、夢資源活用基金事業につきましては、本

基金は、西予市における良好な自然環境の保全と

地域振興の創造に資する施策を実現する経費の財

源を積立てする目的で設置したものであります。

その積立財源として、森林が吸収する二酸化炭素

吸収量をクレジット化し、オフセット・クレジッ

トとして発行し、地球温暖化対策に取り組んでい

る企業等に販売を行っております。今回のカーボ

ン・オフセットを行う企業からオフセット・クレ

ジット 700 トンの購入申込みがありましたので、

売買代金として 700 万円を積み立てるものであり

ます。 

また、先ほど説明いたしました地方創生拠点整

備交付金事業のほか、災害復旧事業をはじめ、そ

の性質上または予算成立後の事由により、年度内

に支出が終わらない見込みの 49 事業に対しまし

て 23 億 6998 万 7000 円の繰越明許費の設定を行

っております。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1988 万

5000 円を増額し、歳入歳出予算の総額を 338 億

9453 万円と定めるものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 



 

- 135 - 

 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 61 号は会議規則第 37 条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、議案第 61 号は委員会付託を

省略することに決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 61 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第 12 号）」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 61 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議会報告第１号「西予市消防

体制検討特別委員会報告について」を議題といた

します。 

西予市消防体制検討特別委員会委員長信宮徹也

君の報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮委員長。 

 〔信宮消防体制検討特別委員会委員長登壇〕 

○信宮消防体制検討特別委員会委員長 

議会報告第１号「西予市消防体制検討特別委員

会の報告」を行います。 

西予市消防体制検討特別委員会は、西予市の今

後の常備消防の施設整備や広域化に対する調査研

究と非常備消防の指揮命令系統の統一化問題等、

消防体制の充実化を検討することを目的に令和２

年６月 17 日に設置された。 

当特別委員会では、①常備消防の施設整備、②

広域化に関する調査研究、③非常備消防の指揮命

令系統統一化の３点について調査研究を行ってき

た。 

①常備消防の施設整備について 

令和４年３月３日に委員会を開催し、現時点で

の消防庁舎改築計画について消防本部から説明を

受けた。新野村支署は、現在の敷地を拡張し、庁

舎棟は 488.39 平方メートル、木造、鉄骨造を組

合せた混構造で地上２階建て。訓練棟は 43.31 平

方メートル、地上３階建てで、令和４年度中に建

設し、令和５年４月１日の供用開始との説明を受

けた。 

新野村支署には、今後女性消防吏員の採用も考

慮し、女性専用スペースも確保しているとのこと

であった。 

新本部庁舎については、現在、新庁舎基本計画

案策定中であり、宇和町神領に購入した約

8,500 平方メートルの土地を令和４年度から５年

度にかけて造成し、５年度から６年度に建設工事

を行い、令和７年４月供用開始の予定であるとの

報告であった。 

新本部庁舎には十分な広さを活用した常設のヘ

リポートも併設され、最新の設備で南予地区の拠

点として、消防・救急の充実が図れるものと期待

する。 

②広域化に関する調査研究について 

広域化の前段とされる消防の連携・協力に向け

た指令センターの共同運用については、南予地区

消防長会において、５人の消防長を委員として、

南予地区消防連携協力検討委員会を立ち上げて検

討を重ねた結果、宇和島地区広域事務組合消防本

部と西予市消防本部の２本部による通信指令業務

の共同運用が望ましいとの結果に至り、具体的な

調査検討を進めていたが、双方の庁舎建設スケジ

ュールの折り合いがつかず今回の共同運用は見送

る結果となった。 

しかしながら、双方とも共同運用実現に向けて

の意識は非常に高く、今後の動向を注視していき

たい。 

③非常備消防の指揮命令系統の統一化について 

合併から 18 年が経過した現在でも、西予市三

瓶町における常備消防は、八幡浜地区施設事務組
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合に消防サービスを委ねている状態であり、非常

備消防（消防団）に関する運営は西予市、災害発

生時における指揮に関しては八幡浜地区施設事務

組合消防本部の指揮により活動を行っている。同

じ市でありながら２つの常備消防が存在し、突発

的な災害などが発生した場合、指揮命令系統が一

本化できず、迅速な現場対応に支障を招くおそれ

も生じる懸念があるという問題を抱えている。 

当委員会では、西予市の区域を分断して管轄す

る２つの常備消防を問題視し、令和３年６月に行

った中間報告では「令和３年度中に行政間の協議

により問題解決を図ることができない場合は、法

令に基づき事務組合からの脱退を要請する。」と

の報告を行った。 

その後、令和３年９月２日に、八幡浜市・伊方

町・西予市の関係市町による首長協議が行われ、

八幡浜地区施設事務組合の消防事務から西予市が

脱退することについて、協議を進めることの合意

がされた。 

令和３年９月 26 日には、三瓶３地区において、

八幡浜地区施設事務組合からの脱退に向けた協議

の合意、令和７年度から三瓶第三分署の人員増員

など、西予市消防への管轄再編に向けた実務的な

協議、検討について住民説明会が行われた。 

その後、西予市は令和３年 10 月 21 日に八幡浜

地区施設事務組合から脱退することの協議申入れ

を行い、現在は脱退に向けた協議の準備作業を行

っている。 

西予市消防体制検討特別委員会は平成 29 年に

設立された前身である西予市地域防災体制特別委

員会を経て、５年間にわたり防災体制、消防体制

の調査研究を行ってきた。 

調査研究を行ってきた西予市の常備消防の施設

整備や広域化に対する調査研究と非常備消防の指

揮命令系統の統一化問題については、これまでに

一定の成果、結果が得られたものであると考える。 

なお、令和７年４月から三瓶第三分署機能が西

予市に移管されることに対し、今後とも三瓶地区

住民の安心・安全の確保に向け、丁寧な説明を行

い、理解が得られるよう求めるものとする。 

以上、西予市消防体制検討特別委員会に託され

た調査研究についての最終報告とする。 

令和４年３月 17 日、西予市消防体制検討特別

委員会委員長信宮徹也。 

○佐藤議長 

以上で委員長の報告は終わりました。 

これより委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

ただいまの委員長報告をもって、西予市消防体

制検討特別委員会の調査研究を終了することに賛

成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、西予市消防体制

検討特別委員会の調査研究は終了することに決定

いたしました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後３時 01 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午後３時 15 分） 

お諮りいたします。 

ただいま提出されました議案第 62 号「西予市

副市長の選任について」、議案第 63 号「西予市

固定資産評価員の選任について」、発議第１号

「西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定

について」、意見書案第１号「国民の祝日「海の

日」の７月 20 日への固定化を求める意見書（案）

の提出について」及び議員派遣の件についての５

件を本日の日程に追加し、追加日程として議題と

いたしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、本案５件を本日

の日程に追加し、追加日程とすることに決定いた

しました。 

 （追加） 

○佐藤議長 

まず、追加日程第１、議案第 62 号「西予市副

市長の選任について」及び議案第 63 号「西予市
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固定資産評価員の選任について」の２件を一括議

題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 62 号「西予市副市長の選任について」、

議案第 63 号「西予市固定資産評価員の選任につ

いて」あわせて提案理由の御説明を申し上げます。 

このたび、本市の副市長である宗正弘氏が本年

３月 31 日をもって任期満了となります。 

宗氏には、職員としての長年の行政経験を生か

され、４年間にわたり卓越した行政手腕を発揮さ

れ、また、温厚な人柄と相まって、市民や職員か

らの信頼も厚く、諸般の行政課題等の解決と西予

市の発展に貢献いただきました。特に、平成

30 年７月豪雨災害においては、甚大な被害を受

け混乱を極める野村現地対策本部の本部長を務め

ていただき、現地での復旧活動の陣頭に立ち、ま

さに身を粉にして、野村地区の応急復旧に尽力い

ただきました。このたびの任期満了に伴い、御本

人の意思も固く、誠に残念ではございますが、退

任されることになりました。長年にわたり苦労を

共にし、私を支えていただきましたこと、この場

を借りまして厚く御礼申し上げます。誠にありが

とうございました。 

退任後はお体を御自愛いただきますとともに、

今後も折に触れ、御指導、御助言を賜りますよう

お願い申し上げます。 

さて、その後任について慎重に検討・熟慮を重

ねてまいりました結果、現在、再任用で産業部長

を務めていただいております酒井信也氏を選任い

たしたいと存じます。 

酒井氏は、昭和 54 年に旧宇和町役場に採用さ

れ、西予市発足後には三瓶支所生活福祉課長、環

境衛生課長、生活福祉部長兼福祉事務所長、そし

て、現職である産業部長兼生活福祉部産廃処理施

設担当部長などの要職を歴任されており、その行

動力と行政手腕については疑いのないところであ

ります。このように酒井氏は、地方行政に精通さ

れるとともに、人格高潔な方で市民の信頼も厚く、

今後の新たな行財政運営に的確な判断と適切な処

理をいただける適任者であると確信しております

ので、その選任につきまして、地方自治法第

162 条の規定により議会の同意を求めるものであ

ります。 

また、西予市固定資産評価員につきましても、

宗氏が評価員を辞職されることにより、その後任

といたしまして、酒井氏を選任いたしたいと存じ

ます。 

酒井氏は、先ほど副市長選任の折にも御説明し

たように、行政事務の経験が豊富で、税務関連業

務にも長く携われており、また、人格高潔な方で

市民の信頼も厚く、固定資産評価員として適任で

あると存じますので、その選任について地方税法

第 404 条第２項の規定により議会の同意を求める

ものであります。 

以上２議案、よろしく御審議を賜り、御決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案２件に対する一括質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 62 号及び議案第 63 号は会議規則第

37 条第３項の規定により委員会付託を省略した

いと思います。これに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第 62 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 62 号「西予市副市長の選任について」

は原案のとおり同意することに賛成の議員の起立

を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 
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起立全員であります。よって、議案第 62 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

次に、議案第 63 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 63 号「西予市固定資産評価員の選任に

ついて」は原案のとおり同意することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 63 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後３時 24 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午後３時 29 分） 

 （追加） 

○佐藤議長 

次に、追加日程第２、発議第１号「西予市議会

会議規則の一部を改正する規則制定について」を

議題といたします。 

本案について、提案者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮議会運営委員長。 

 〔信宮議会運営委員会委員長登壇〕 

○信宮議会運営委員会委員長 

発議第１号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則制定について」提案理由の説明を申し上

げます。 

会議及び委員会において電子採決システムによ

る表決を行うことを可能とするため、会議規則の

一部を改正するものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

提案者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

発議第１号は、会議規則第 37 条第２項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、発議第１号は委員会付託を省

略することに決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

発議第１号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則制定について」は原案のとおり決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、発議第１号は原

案のとおり可決することに決定いたしました。 

 （追加） 

○佐藤議長 

次に、追加日程第３、意見書案第１号「国民の

祝日「海の日」の７月 20 日への固定化を求める

意見書（案）の提出について」を議題といたしま

す。 

本案について、提案者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮議会運営委員長。 

 〔信宮議会運営委員会委員長登壇〕 

○信宮議会運営委員会委員長 

国民の祝日「海の日」の７月 20 日への固定化

を求める意見書（案）の提出について、提案理由

の御説明を申し上げます。 

国民の祝日「海の日」は海の恩恵に感謝すると

ともに、海洋国日本の繁栄を願うことを趣旨とし

て平成７年に制定され、平成８年７月 20 日から

施行されておりますが、平成 15 年以降、いわゆ

るハッピーマンデー化により、７月の第３月曜日

となっております。わが国と海との歴史的、文化

的及び経済的、社会的な関わり並びに海の日制定

の歴史的経緯等を踏まえ、国民が海の大切さを理

解し、その恩恵に感謝し、海の安全及び環境保全

について思いを馳せる機会とするためにも、海の
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日を当初の７月 20 日に固定化することを要望す

るものであります。 

以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき意見

書を提出するものであります。 

なお、意見書案はお手元に配信のとおりであり

ますので御確認ください。 

以上、提案理由の説明といたします。 

○佐藤議長 

提案者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

意見書案第１号は会議規則第 37 条第２項の規

定により委員会付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、意見書案第１号は委員会付託

を省略することに決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

意見書案第１号「国民の祝日「海の日」の７月

20 日への固定化を求める意見書（案）の提出に

ついて」は原案のとおり決定することに賛成の議

員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、意見書案第１号

は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 （追加） 

○佐藤議長 

次に、追加日程第４、議員派遣の件についてを

議題といたします。 

お諮りいたします。 

お手元に配信いたしております本件を承認する

ことに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議員派遣の件に

ついては本件のとおり承認することに決定いたし

ました。 

この際お諮りいたします。 

ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

いて、諸般の事情により変更が生じる場合には議

長に一任を願いたいと思いますがこれに御異議あ

りませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

以上で全日程を終了いたしました。 

管家市長より閉会の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

令和４年第１回西予市議会定例会の閉会にあた

り一言御挨拶を申し上げます。 

日に日に暖かさも増し、いよいよ春の到来を感

じられる季節となりました。今年の桜の開花は例

年並みという予想のようで、今月下旬には満開の

桜を楽しむことができそうです。とは申しまして

も、花見の際にもコロナ禍におけるルールを遵守

してお楽しみをいただきたいと思います。 

昨晩は、福島県沖を震源とする震度６強を観測

する地震が発生をいたしました。今回の地震では

大きな津波は発生していないようですが、家屋等

の倒壊をはじめ、道路交通網の麻痺、大規模停電

など、広い範囲で大きな被害が出ているようです。

被災された方々にお見舞いを申し上げますととも

に、お亡くなりになられた方々の御冥福をお祈り

申し上げます。 

今回の地震を踏まえて、南海トラフ巨大地震に

対する防災意識を高めるとともに、日頃からの備

えの重要性を改めて強く感じたところであります。 

去る２月 24 日に開会いたしました本定例会で

ございますが、会期中、議員各位には、本会議並

びに各常任委員会におきまして、追加分も含めて

上程いたしました条例改正、人事案件及び令和４

年度一般会計予算など 70 件に上る重要案件につ
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きまして、慎重に御審議をいただき、いずれも原

案どおり可決または御同意をいただき、心から厚

く御礼を申し上げる次第であります。 

平成７年から 26 年間継続して実施し、本市の

顔ともいえるイベント、かまぼこ板の絵展覧会が

一般財団法人地域活性化センター主催による第

26 回ふるさとイベント大賞で特別賞を受賞しま

した。ふるさとイベント大賞での受賞は、平成９

年の優秀賞以来２回目となります。今回のふるさ

とイベント大賞は、過去の受賞イベントや次点イ

ベント 74 件のうち、独自の魅力をどのように創

意工夫しつつ維持し、磨きをかけてきたのかを評

価するもので８件が表彰されました。25 年の時

を経て再評価いただいたことは、誠に光栄なこと

であり、本展覧会を長年にわたり応援いただきま

した全国の皆様に感謝申し上げる次第であります。 

世界に目を向けると、ウクライナ情勢につきま

しては、刻々と緊張が高まりつつあります。 

今回のロシア軍による侵攻では、軍事施設だけ

ではなく民間施設に対する攻撃も続き、多くの民

間人が犠牲となる、非常に憂慮する事態となって

おり、強い憤りを感じておりますが、私が特に衝

撃を受けたのは、原子力発電所への攻撃を行った

ことであります。原発を攻撃するということは、

単に施設の破壊だけにとどまらず、一つ間違えば、

放射能汚染などによる広い範囲で、深刻かつ重大

な環境被害をもたらします。 

私は日本の一自治体の長という立場ではありま

すが、ロシアが過去に原発事故を経験した国であ

ります。その悲惨な実態を知りながら原発を攻撃

したことに対し強く非難いたします。 

そして、ロシア軍の一刻も早いウクライナ侵攻

の中止と撤退を求めるとともに、一人でも多くの

尊い命が救われることを心から祈念するものであ

ります。 

さて、新型コロナウイルス感染症につきまして

は、依然として高い水準で新規感染者が推移して

おり、引き続き、厳重な警戒と感染予防対策を必

要としております。 

３回目のワクチン追加接種も進んでおりますの

で、徐々に減少傾向に向かうものと思われますが、

完全に不安を払拭することは当面は難しいように

思います。 

今後、ウィズコロナという環境の中で、どのよ

うにして社会経済活動を展開していくのか、新し

い生活様式、働き方の新しいスタイルをどのよう

に確立していくかが重要なかぎとなります。 

御案内のとおり、当市におきましては、人口減

少等による社会構造や経済情勢が大きく変化する

時代を迎えた今、職員の生産性の向上と持続的に

行政サービスを提供する体制を整えるため、働き

方そのものの変革を進めるオフィス改革を行って

いるところです。本庁及び教育保健センターの事

務フロアのレイアウトの大幅な変更とともに、本

庁１階では、レースカーテンで柔らかく空間を仕

切るなど、およそ市役所のイメージからは外れて

いるような印象もあろうかと思います。 

既成概念や既得権にとらわれていると進歩はあ

りません。そういった意味でも、まずは職場環境

の変化から意識改革を強め、行動改革、新しい働

き方へのシフトを図ってまいりたいと考えており

ます。 

オフィス改革に対しましては、劇的な変化やそ

の効果への不安もあり、賛否両論の部分は当然あ

ろうかと思います。この点に関しては、地域づく

り活動センター、小規模多機能自治への挑戦にも

同様に様々な御意見をいただいております。 

しかしながら、座して待つのみだけでよいので

しょうか。私はまずは行動し、活路を見いだすこ

とが重要と考えております。 

トライアンドエラー、そして改善、その繰り返

しの中で少しずつでもよい方向へ近づいていく努

力を重ね続ける必要があります。 

施政方針の所信の中でも触れておりますが、令

和４年度は私の２期目の折り返しの年であり、オ

フィス改革の本格的な実証の期間となるとともに、

地域づくり活動センターの令和５年度スタートに

向けた最終準備期間となります。職員一丸となっ

て取り組むとともに、議員の皆様、地域の皆様の

協力なしに実現することは厳しいことも十分に認

識しているところであります。 

新型コロナの影響がどれほど続くか不透明では

ありますが、「暮らして安心が体感できるまちづ

くり」を基本理念に、引き続き、６つの変革に挑

戦してまいります。 

何とぞ御理解、御協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

季節の変わり目で、昼夜の気温差も大きい時期
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であります。 

議員各位におかれましては、体調管理には十分

御留意いただき、来るべき新年度の市政運営に対

して一層の御尽力を賜りますようお願い申し上げ

まして閉会の御挨拶といたします。 

○佐藤議長 

これをもって、令和４年第１回西予市議会定例

会を閉会といたします。 

 

 

 閉会 午後３時49分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここに

署名する。 

 

 

  西予市議会議長   佐藤 恒夫 

 

 

   同   議員   中村 一雅 

 

 

   同   議員   河野 清一 



 

 

 

 

付 録 
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令和４年第１回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期２月24日（木）～３月17日（木）    （会期22日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ２月24日 木 本会議（開会） 

・議員全員協議会 

・理事者提案理由説明 

・質疑 

・委員会付託（補正予算議案等） 

・即決議案採決 

・行政報告会（本会議終了後開

会） 

 ２月25日 金 常任委員会  

 ２月26日 土 休   会  

 ２月27日 日 休   会  

 ２月28日 月 休   会  

 ３月１日 火 休   会  

 ３月２日 水 休   会 
・議会運営委員会 

・質疑通告〆切 

 ３月３日 木 本 会 議 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決（補正予算議

案等） 

・一般質問 

・即決議案採決 

・議員全員協議会 

・消防体制検討特別委員会 

 ３月４日 金 本 会 議 ・一般質問 

 ３月５日 土 休   会  

 ３月６日 日 休   会  

 ３月７日 月 本 会 議 

・一般質問 

・追加議案提案理由説明 

・質疑 

・委員会付託 

・行政報告会（本会議終了後開

会） 

 ３月８日 火 常任委員会  

 ３月９日 水 常任委員会  

 ３月10日 木 休   会  

 ３月11日 金 休   会  

 ３月12日 土 休   会  

 ３月13日 日 休   会  

 ３月14日 月 休   会  

 ３月15日 火 休   会 ・討論通告〆切 
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月  日 曜日 日   程 備  考 

 ３月16日 水 休   会 ・議会運営委員会 

 ３月17日 木 本会議（閉会） 

・議員全員協議会 

・行政報告会（午後１時開会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・即決議案採決 
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令和４年第１回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  ２号 
ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセンター整備工事変更

請負契約について 
04.03.03 原案可決 

議案第  ３号 財産の無償譲渡について 04.03.17 原案可決 

議案第  ４号 
西予市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の

一部を改正する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  ５号 
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  ６号 
西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定

について 
04.03.17 原案可決 

議案第  ７号 
西予市あけはまオートキャンプ場条例の一部を改正

する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  ８号 
西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定

について 
04.03.17 原案可決 

議案第  ９号 
西予市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  10号 
西予市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  11号 市道路線の廃止について 04.03.17 原案可決 

議案第  12号 市道路線の認定について 04.03.17 原案可決 

議案第  13号 西予市営土地改良事業の施行について 04.03.17 原案可決 

議案第  14号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第１１号) 04.03.03 原案可決 

議案第  15号 
令和３年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第

３号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  16号 
令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算

(第２号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  17号 
令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算(第３

号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  18号 
令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予

算(第２号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  19号 令和３年度西予市水道事業会計補正予算(第１号) 04.03.03 原案可決 

議案第  20号 
令和３年度西予市簡易水道事業会計補正予算(第１

号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  21号 
令和３年度西予市公共下水道事業会計補正予算(第１

号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  22号 令和３年度西予市病院事業会計補正予算(第３号) 04.03.03 原案可決 

議案第  23号 
令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補

正予算(第１号) 
04.03.03 原案可決 

議案第  24号 令和４年度西予市一般会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  25号 令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  26号 令和４年度西予市国民健康保険特別会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  27号 令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  28号 令和４年度西予市介護保険特別会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  29号 令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 04.03.17 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  30号 令和４年度西予市水道事業会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  31号 令和４年度西予市簡易水道事業会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  32号 令和４年度西予市公共下水道事業会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  33号 令和４年度西予市病院事業会計予算 04.03.17 原案可決 

議案第  34号 
令和４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予

算 
04.03.17 原案可決 

議案第  35号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  36号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  37号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  38号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  39号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  40号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  41号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  42号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  43号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  44号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  45号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  46号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  47号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  48号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  49号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  50号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  51号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  52号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  53号 西予市農業委員会委員の任命について 04.02.24 原案同意 

議案第  54号 野村中学校外壁改修工事請負契約について 04.03.03 原案可決 

議案第  55号 
西予市部設置条例の一部を改正する条例制定につい

て 
04.03.17 原案可決 

議案第  56号 
西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  57号 

西予市単純な労務に雇用される職員の給与の種類及

び基準を定める条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
04.03.17 原案可決 

議案第  58号 
西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  59号 

西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
04.03.17 原案可決 

議案第  60号 
西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 
04.03.17 原案可決 

議案第  61号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第１２号) 04.03.17 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  62号 西予市副市長の選任について 04.03.17 原案同意 

議案第  63号 西予市固定資産評価員の選任について 04.03.17 原案同意 

諮問第  １号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ４号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ５号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ６号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ７号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

諮問第  ８号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.02.24 原案同意 

発議第  １号 
西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定につ

いて 
04.03.17 原案可決 

意見書案第 １号 
国民の祝日「海の日」の７月２０日への固定化を求

める意見書（案）の提出について 
04.03.17 原案可決 

決議案第 １号 
ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議案

について 
04.03.03 原案可決 

議会報告第１号 西予市消防体制検討特別委員会報告について 04.03.17 報  告 

 議員派遣の件について 04.03.17 承  認 
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諸  般  報  告  書 

 

月  日 出 席 者 行   事   名 

12月３日 全 議 員 令和３年第４回定例会 一般質問 

12月６日 
全 議 員 令和３年第４回定例会 一般質問・質疑・委員会付託 

全 議 員 議員全員協議会 

12月９日 
関 係 議 員 厚生常任委員会 

関 係 議 員 産業建設常任委員会 

12月10日 関 係 議 員 総務常任委員会 

12月13日 議長・関係議員 高校生と議会との意見交換会（宇和高等学校三瓶分校） 

12月15日 関 係 議 員 市民との意見交換会実行委員会 

12月16日 議長・関係議員 高校生と議会との意見交換会（宇和高等学校） 

12月17日 

全 議 員 行政報告会 

全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和３年第４回定例会 閉会 

12月21日 関 係 議 員 議会だより編集委員会 

12月22日 
議 長 八幡浜施設事務組合議会 

議長・関係議員 高校生と議会との意見交換会（野村高等学校） 

12月27日 
関 係 議 員 市民との意見交換会実行委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

１月３日 全 議 員 西予市成人式 

１月４日 
議 長 仕事始め式 

正 副 議 長 2022愛媛県年賀交歓会 

１月５日 関 係 議 員 議会だより編集委員会 

１月12日 議 長 行政視察受入（弘前市） 

１月14日 

全 議 員 行政報告会 

全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和４年第１回臨時会 

関 係 議 員 議会運営委員会 

議長・関係議員 
高校生と西予市議会との意見交換会における意見・要望事項に

対する市長懇談会 

１月21日 正 副 議 長 南予市議会議長会書面会議 

１月24日 関 係 議 員 
令和３年度愛媛県市議会観光振興議員連盟広域観光推進研修会

（Ｗｅｂ開催） 

１月27日 全 議 員 議員全員協議会協議会 

２月３日 議 長 全国市議会議員共済会代議員会書面会議 

２月７日 議長・関係議員 道路格付専門委員会 

２月16日 
関 係 議 員 議会運営委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 
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月  日 出 席 者 行   事   名 

２月17日 関 係 議 員 産業建設常任委員会所管事務調査 

２月18日 議長・産建委員長 令和３年度西予市農業再生協議会臨時総会書面会議 

２月21日 関 係 議 員 議会運営委員会 

２月24日 
全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和４年第１回定例会 開会 
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令和４年２月25日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

総務常任委員会        

委員長  源    正 樹  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第２号 
ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセンター整備工事変更請負契約に

ついて 
原案可決 

議案第14号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号) 原案可決 

議案第54号 野村中学校外壁改修工事請負契約について 原案可決 
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令和４年２月25日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

厚生常任委員会        

委員長  中 村  敬 治  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第14号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号) 原案可決 

議案第15号 令和３年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第３号) 原案可決 

議案第16号 令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) 原案可決 

議案第17号 令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算(第３号) 原案可決 

議案第22号 令和３年度西予市病院事業会計補正予算(第３号) 原案可決 

議案第23号 
令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算(第１

号) 
原案可決 
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令和４年２月25日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

産業建設常任委員会      

委員長  小 玉  忠 重  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第14号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号) 原案可決 

議案第18号 令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算(第２号) 原案可決 

議案第19号 令和３年度西予市水道事業会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第20号 令和３年度西予市簡易水道事業会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第21号 令和３年度西予市公共下水道事業会計補正予算(第１号) 原案可決 
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令和４年３月９日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

総務常任委員会        

委員長  源    正 樹  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第３号 財産の無償譲渡について 原案可決 

議案第４号 
西予市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
原案可決 

議案第５号 
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制

定について 
原案可決 

議案第６号 西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 

議案第10号 
西予市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
原案可決 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 原案可決 

議案第25号 令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予算 原案可決 

議案第55号 西予市部設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 

議案第56号 
西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
原案可決 

議案第57号 
西予市単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定

める条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第58号 
西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定について 
原案可決 
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令和４年３月９日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

厚生常任委員会        

委員長  中 村  敬 治  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第９号 
西予市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制

定について 
原案可決 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 原案可決 

議案第26号 令和４年度西予市国民健康保険特別会計予算 原案可決 

議案第27号 令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 

議案第28号 令和４年度西予市介護保険特別会計予算 原案可決 

議案第33号 令和４年度西予市病院事業会計予算 原案可決 

議案第34号 令和４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算 原案可決 

議案第59号 
西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第60号 
西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改正する条

例制定について 
原案可決 
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令和４年３月９日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

産業建設常任委員会      

委員長  小 玉  忠 重  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第７号 
西予市あけはまオートキャンプ場条例の一部を改正する条例制

定について 
原案可決 

議案第８号 西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 

議案第11号 市道路線の廃止について 原案可決 

議案第12号 市道路線の認定について 原案可決 

議案第13号 西予市営土地改良事業の施行について 原案可決 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 原案可決 

議案第29号 令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 

議案第30号 令和４年度西予市水道事業会計予算 原案可決 

議案第31号 令和４年度西予市簡易水道事業会計予算 原案可決 

議案第32号 令和４年度西予市公共下水道事業会計予算 原案可決 
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総務常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第２号 ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセンター整備工事変更請負契約について 

議案第14号  令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号) 

議案第54号  野村中学校外壁改修工事請負契約について 

以上３議案については、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第２号「ＣＡＴＶ整備事業 野村サブセンター整備工事変更請負契約について」、市内全域

にＣＡＴＶが利用できる環境整備を行っているが、拠点施設となるセンター及び各サブセンターの設

備機器が耐用年数を経過し老朽化しているため、令和元年度の明浜サブセンターの更新を皮切りに、

今年度宇和センターの更新を行い、現在野村サブセンターの整備工事を進めている。今回、施工業者

による現地調査を踏まえ当市と関連業者等々協議を重ねたところ、障害発生時においてすぐに調達が

難しい主要機器の予備品を追加するとともに、機器同士を接続するコード類の延長、及び新たな空調

機器の設置と、既存の無停電電源装置の撤去に伴う追加工事が必要と判断し、令和４年２月９日に

275万9000円を増額し1億7727万4000円の変更請負仮契約を締結したとの説明があった。 

議案第14号「令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号)」について、事業実績の精査や入札

減、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により事業が休止になったことによる減額補正が多く見受

けられた。 

総務課所管分、「野村支所庁舎建設事業」減額補正155万8千円に対して、事業進捗状況について

関連質疑があり、現在の工事進捗率については約30％となっており、令和４年10月24日を開庁式とし

ている。令和５年度の支所２課体制で室内が設計されているため、新しい庁舎にすべての課は入れな

いので、新庁舎開庁後の令和５年３月までは産業建設課を旧庁舎に置き、新庁舎と併設して業務をし

ていくとの答弁であった。 

危機管理課所管分、「防災行政無線デジタル整備事業」減額補正2062万6千円について、合併前、

旧町ごとに運用されていたアナログ式の防災行政無線設備を市内全域統一的な運用を行うためデジタ

ル方式に切り替えるため、平成25年度の野村地区の整備から開始し、このたび全ての工事を完了する

ことができた。当該事業の工事費及び備品購入費の総額については当初見込み34億5324万7000円のと

ころ、最終額は26億3605万1000円となったとの説明があった。大きな減額となった要因について質疑

があり、入札減と整備途中における全体最適化である。戸別受信機設置の費用が非常に大きい事業

で、受信機単体での受信戸数が増え、屋外に設置するダイポールアンテナ等の機材等が減少した影響

であるとの答弁であった。 

財政課所管分では、基金費に後年度の市債の償還財源を確保するため「減債基金事業」4億5831万

4000円を、公共施設の長寿命化、また地域づくり活動センター移行等に伴う施設整備等の財源を確保

するために「公共施設整備基金事業」1億5000万円を積み立てるとの説明があった。 

まちづくり推進課所管分、債務負担行為「四国西予ジオミュージアム落成式及び広告業務委託」

123万1千円について質疑があり、４月23日の落成式及びオープンへ向けテレビ局のコマーシャルや各

種広告等を行うようにするとの答弁であった。 
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教育総務課所管分、「新型コロナウイルス感染症対策事業」1633万9千円について質疑があり、各

学校で感染症対策に必要な物品等を購入する経費であり、非接触型体温計や空気清浄機等の購入等に

充てている。国庫補助対象事業費の上限額は宇和町小学校と宇和中学校が135万円、他の学校が90万

円であるとの答弁であった。 

生涯学習課所管分、「成人式開催事業」減額補正39万8千円について、令和３年の成人式を取りや

め記念品だけになった世代の方に、何か思い出となるようなイベントの計画はあるかとの質疑に対

し、今後内部で検討したいとの答弁であった。 

議案第54号「野村中学校外壁改修工事請負契約について」では、当改修工事によってどれくらい

野村中学校の長寿命化が図られるのかとの質疑に対し、保証期間である最低10年は使用可能である

が、その後は中学校自体も老朽化が進んでおり建て替え等を検討したいとの答弁であった。 

 

以上、総務常任委員会審査報告とする。 

 

令和４年３月３日 

 

総務常任委員会     

委員長  源 正樹  
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厚生常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第14号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号) 

 (歳入・歳出予算に関する厚生常任委員会所管分) 

議案第15号 令和３年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第３号) 

議案第16号 令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号) 

議案第17号 令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算(第３号) 

議案第22号 令和３年度西予市病院事業会計補正予算(第３号) 

議案第23号 令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算(第１号) 

以上６議案について、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第14号「令和３年度西予市一般会計補正予算(第11号）」医療対策室所管分では、医療機関新

規開業促進事業について、現時点で小児科、産科ともに採択に至っていないため補助金を減額し令和

４年度当初予算に改めて計上するとの説明があった。委員から、小児科と産科の新規開業見込みはあ

るのかとの質疑があり、昨年度は何件か相談もあったが、今年度の相談はない。愛媛県医師会の会報

等にチラシを入れてＰＲは行っているが見込みは立っていないのが現状であるとの答弁であった。 

環境衛生課所管分では、旧南予エコの橋梁撤去工事請負費の減額について質疑があり、旧南予エ

コの焼却施設に架かっていた橋梁の撤去工事について入札減少金が生じたため減額したもので、既に

橋梁は撤去しているとの答弁であった。 

健康づくり推進課所管分では、妊婦健診委託料の減額について質疑があり、妊娠届出数は令和元

年度177件、令和２年度154件、令和３年度は、令和４年２月25日時点で140件と年々減ってきてい

る。当初見込みよりも妊娠届出数が少なかったことから不用となった委託料を減額したとの答弁であ

った。 

福祉課所管分では、生活困窮者自立支援金支給事業における住居確保給付金の減額について質疑

があり、住居確保給付金は、離職や自営業の廃業等に陥ったことで経済的に困窮し、住居を喪失した

方又は住居を喪失するおそれのある方を対象に家賃相当額を支給する制度で、令和２年度に支給対象

が拡大され申請者が６世帯と増えたことから、令和３年度も同程度の申請を見込んで予算計上してい

たが、現時点で２世帯の給付と実績が少なくなったため減額したとの答弁であった。 

議案第23号「令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第１号）」では、短期

入所及び通所にかかる収益が減収となった要因について質疑があり、短期入所及び通所利用者の家族

が新型コロナウイルス感染拡大地域から帰省した際、大事をとって待機期間を設け、１週間利用を控

えていただいたことなどの理由から利用者数が減少したため減収となったとの答弁であった。 

また、施設事業費用における給与費の減額について質疑があり、新型コロナウイルス感染症の影

響で、政府が入国規制を行ったことにより、モンゴルからの技能実習生の年度内入国が見込めなくな

ったため減額したとの答弁であった。 

 

以上、委員会審査報告とする。 
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 令和４年３月３日 

  

                        厚生常任委員会     

                        委員長  中村 敬治 
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産業建設常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第14号 令和３年度西予市一般会計補正予算（第11号） 

議案第18号 令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第19号 令和３年度西予市水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第20号 令和３年度西予市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 

議案第21号 令和３年度西予市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

以上５議案について、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第14号「令和３年度西予市一般会計補正予算（第11号）」建設課所管分では、がけ崩れ防災

対策事業の減額について質疑があり、今年度発注予定の２カ所のうち１カ所が工事取りやめとなった

ため、工事費を減額するとの答弁があった。 

農業水産課所管分では、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業について、大洲市で養鶏場を

経営する有限会社岡野ファームを主体とした南予地域養鶏クラスター協議会が宇和町山田地区に養鶏

場の建設を予定しており、建設期間は令和４年３月から令和５年３月まで、完成後の鶏舎棟数は６棟

で約8,500平米となるとの説明があった。委員より地元雇用の見込みについて質疑があり、まだ確定

はしておらず、最新のウインドレス鶏舎という設備であるため人手がかからないことや、従業員の一

部が配属されるという話も聞いているが、市としては地元雇用の要望は行っているとの答弁であっ

た。また、養鶏場の臭気対策について質疑があり、岡野ファームから地元の方へ説明会をされたり、

大洲市の養鶏場を実際に見ていただくなどしていると聞いているとの答弁であった。 

林業課所管分では、森林整備担い手確保育成対策事業に関して、担い手の育成や確保の状況につ

いて質疑があり、来年度は西予市森林組合へ宇和高校生が２名就職する予定となっており、当市にお

いても林業教室などを実施、県では林業教室のほか、令和４年度にインターンシップ等も考えられて

いるため、希望者が徐々に増えていくことを期待しているとの答弁であった。 

議案第18号「令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」では、企業会計

移行に係る資産調査及び評価業務の内容について質疑があり、農業集落排水事業特別会計を企業会計

へ移行するよう国から通達を受け、令和５年度から移行するよう計画をしている。移行に伴い、農業

集落排水施設全体の資産を調査及び評価するもので、今回完了すれば来年度以降は行う必要はないと

の答弁であった。 

議案第19号「令和３年度西予市水道事業会計補正予算（第１号）」及び議案第20号「令和３年度

西予市簡易水道事業会計補正予算（第１号）」では、関連として、令和５年度の各支所再編に伴い支

所の職員が減少することへの対処について質疑があり、支所の職員は約半分になる予定で、今まで支

所で扱っていた業務を本庁へどれだけ移行できるか調査を行っているとの答弁があった。それに対

し、委員からは、サービスの低下に繋がらないような処置を行うよう意見があった。 

また、給水人口の減少に伴い収益も減少するのに対し施設の維持はしていかなければならず苦し

い会計状況にあると思うが、対処は考えているかとの質疑があり、来年度から水道料金改定に向けて

検討を行う方向で、施設維持のためには利用者に最低限の負担をしていただくことが必要であるとの
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答弁であった。 

 

以上、産業建設常任委員会審査報告とする。 

 

令和４年３月３日 

 

産業建設常任委員会   

委員長   小玉 忠重 
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総務常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第３号 財産の無償譲渡について 

議案第４号 西予市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第５号  西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第６号 西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定について 

議案第10号  西予市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 

議案第25号 令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予算 

議案第55号 西予市部設置条例の一部を改正する条例制定について 

議案第56号 西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第57号 西予市単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第58号 西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

以上11議案については、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第３号「財産の無償譲渡について」、旧二木生小学校跡地に養護老人ホーム三楽園が移転改

築するのに伴い、旧二木生小学校校舎棟の解体と改築に係る財源の確保及び一体的な施工並びに工期

の調整を円滑に行えることから、当該建物を西予総合福祉会に譲渡することが合理的と判断し、令和

４年２月22日付けで同法人と建物譲渡仮契約を締結したとの説明があった。 

議案第４号「西予市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」、平成30年７月豪雨災害の経験から、市町の意思決定を体系的専門的に支援できる仕組みをより

一層整えるため、令和４年度から、防災及び災害対応などに関する専門的な知識経験を持ち、国が認

める地域防災マネージャーの資格を有する一般任期付職員を採用し、今後の防災・減災対策のさらな

る推進、安心安全なまちづくりに努めるとの説明があった。人材登用の詳細についての質疑があり、

内閣府の防災スペシャリスト養成研修や、防衛省の防災危機管理教育を受講している方、あるいは国

の行政機関職員の課長補佐級相当級以上の職位を経験、そしてかつ防災行政経験５年以上または災害

派遣にも有する部隊と経験２年以上の方を登用するとの答弁であった。 

議案第６号「西予市社会体育施設条例の一部を改正する条例制定について」、養護老人ホーム三

楽園が、旧二木生小学校跡地へ移転改築されることに伴い、当該グラウンドにおいては、令和４年度

から工事車両や資材置場としての利用が見込まれるため、令和４年３月末をもって社会体育施設とし

ての当該グラウンド施設を廃止するとの説明があった。 

議案第10号「西予市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」、消防庁長官通知により消防団報酬について年3万6500円を基準額にすること。また、出動報酬

額は１日当たり8,000円を基準額とすること。あわせて、消防団員個人に直接支給することなどが示

され、令和４年度から見直しを通知されているとの説明であった。報酬が個人の口座に振り込まれる
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ことにより、出動しない団員の活動状態の確認や今後の消防団の運営について質疑があり、来年度以

降は半年に１回提出される日誌と出動報告書により出動状況を把握する。消防団への入団促進の理解

のために事業所や学校訪問を行い、総合的に消防団の強化を図っていきたいとの答弁であった。 

議案第24号「令和４年度西予市一般会計予算」についての説明・質疑は次のとおりである。 

総務課所管分では、防犯灯のLED灯への切り替え率についての質疑があり、市内で設置されている

5,564カ所の防犯灯のうち約52.6%にあたる2,927カ所がLED灯に交換されているとの答弁であった。 

危機管理課所管分では、災害時等で避難する際に氏名や連絡先のほか、既往歴、薬の状況などを

書いたものを名札のようにしておく「いのちのカード」は、避難所での受け付けや避難生活時の支援

等に繋がるもので、西予市内では野村の農友地区、宇和の岩木地区、明間の明間女性防火クラブで取

り組んでおり、この取組をぜひ市内全域に進めたいとの説明があった。 

税務課所管分では、固定資産税が前年比1532万3000円の大幅な増となった理由として、家屋にお

いては宇和町内に集合住宅や専用住宅の建築が年々増加している。また令和３年中に大規模事業所の

建築が数件あったことで増収を見込んでいるとの説明があった。 

財政課所管分では、令和４年度の一般会計予算の歳入歳出は、それぞれ317億6000万円であり、令

和３年度の305億3900万円と比較し、12億2100万円、4.0％の増となっている。地方交付税は126億

3500万円を計上しており、うち普通交付税が114億円である。普通交付税だけを見ると、前年度と比

較し大きく増加しているが、臨時財政対策債を含めた実質的な普通交付税総額を令和３年度の当初の

算定実績と比較すると、地方債の償還に係る需要額の増加分を除くと減少の試算となっているとの説

明があった。 

監理用地課所管分では、道路地籍整備事業の進捗率についての質疑があり、全体で約3,500筆のう

ち現在約2,400筆が残っているとの答弁であった。 

まちづくり推進課所管分では、地域づくり活動センター推進事業に2502万3000円を計上し、令和

４年度は「地域づくり活動センター推進計画」に基づき令和５年４月のスタートに向けて事業を推進

し、地域づくり活動センター整備及び人材育成事業を継続して実施するとの説明があった。地域おこ

し協力隊についての質疑があり、西予市版田舎で働き隊が８名、高校魅力化事業が３名、計11名の地

域おこし協力隊の募集を行う。任期が終わる地域おこし協力隊の起業支援として200万円を計上して

いるとの答弁であった。 

政策推進課所管分では、公共施設の総量縮減を図るとともに公共施設に係る維持管理コストを縮

減するため、公共施設個別施設計画を令和４年度末に策定するとの説明があった。 

復興支援課所管分では、野村地区の肱川沿いの公園整備予定地についての質疑があり、野村高校

の生徒が探究の時間を利用して、サツマイモ、ひまわりの苗を植えて菜園の整備に努めたとの答弁で

あった。 

消防総務課所管分では、本部署庁舎の建設予定地について住民からの意見を聞いていないかとの

質疑があり、住民からは線路・踏切がある点を心配した質問があるが、説明して理解を得ているとの

答弁であった。 

教育総務課所管分では、小学校・中学校の外壁剥離の早期発見のための打音検査の予算計上につ

いての質疑があり、小学校管理事業と中学校管理事業において、予防保全・計画的な修繕に係る点検

業務という形で計上しているという答弁であった。また、大学生等生活応援事業の利用実績に係る質

疑については、令和２年度実績では、770名に5万円の給付金を給付したとの答弁であった。 
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学校教育課所管分では、不登校児童生徒支援事業についての質疑があり、来年度宇和中学校に不

登校児を対象としたサポートルームを設置し、不登校傾向のある生徒の受け入れ支援を行うとの答弁

であった。スクールサポートスタッフについての質疑については、昨年度は宇和町小学校・宇和中学

校・多田小学校の３校に配置したが、来年度は各校長からの意見をもとに、ニーズの高い学校に順番

に配置する予定であるとの答弁であった。 

生涯学習課所管分では、各公民館の維持管理事業の中に、地域づくり活動センターを踏まえた事

務所の改修にかかる経費を必要に応じて計上している。該当となる公民館は、田之浜・多田・明間・

中筋・横林・惣川・高川・魚成・三瓶南の公民館になるとの説明があった。三瓶の分館の予算の取り

扱いについての質疑があり、分館の予算については、例年どおり三瓶の３つの公民館が管理する形で

予算計上をしているとの答弁であった。センター化に向けて公民館の宿日直がなくなることによる公

共施設の鍵の管理方法に関する質疑については、どういう鍵の在り方がいいのか、対応の仕方がいい

のかというところを地域で話し合い、よりよい地域づくり活動センターにして頂きたいとの答弁であ

った。 

スポーツ・文化課所管分では、宇和文化会館運営事業において、開館から30年が経過した宇和文

化会館の舞台の吊物機材、音響、照明の不具合や安全性を確保するため、令和４年度から５期５カ年

の改修計画を立て改修工事に入る。令和４年度は、舞台吊物機構の取替え工事を予定しているとの説

明があった。また、令和４年５月３日に開催予定されていた、第30回朝霧湖マラソン記念大会は、新

型コロナウイス感染症の影響に鑑み、令和５年５月に延期することが決定されたとの説明があった。

新型コロナウイルス感染症対策に伴う市の社会体育施設の利用規制についての質疑があり、現在、利

用は西予市内に在住の方、市内に通勤通学の者に限る、を基本としている。県下で共通で行われる公

式戦等の大会については、別途決裁を行い、許可をしているとの答弁であった。 

会計課所管分では、歳出伝票の電子決裁を始めたことにより支出伝票等の証憑書類の製本数が減

り、会計年度任用職員給与費が減額となったとの説明があった。 

議案第55号「西予市部設置条例の一部を改正する条例制定について」、ジオパーク推進室を経済

振興課に配置換え後のジオパークの事業の運営方法についての質疑があり、本庁では主にジオパーク

推進業務を担当し、ミュージアムでは館の企画運営と四国西予ジオパークの資源や資料の収集、保管

研究を行う。双方が連携して四国西予ジオパークの推進を進めると共に、観光物産協会と観光も含め

て密に連携ができる体制をとっていくとの答弁であった。 

議案第56号「西予市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について」、議案第57号

「西予市単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例制定

について」、議案第58号「西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例制定について」の３議案について、新型コロナウイルス感染症への対応と少子高齢化への対応

が重なる最前線において働く方々の収入を引き上げるため、保育園、幼稚園職員においては、会計年

度任用職員についてのみ月額9,000円の引上げ、介護、看護職については両市立病院の看護師・准看

護師については月額4,000円、つくし苑の介護職員については月額9,000円の給与の引上げを実施する

との説明であった。 

 

以上、総務常任委員会審査報告とする。 
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令和４年３月17日 

 

                       総務常任委員会     

                         委員長  源 正樹  
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厚生常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第９号 西予市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 

(歳入・歳出予算に関する厚生常任委員会所管分) 

議案第26号 令和４年度西予市国民健康保険特別会計予算 

議案第27号 令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第28号 令和４年度西予市介護保険特別会計予算 

議案第33号 令和４年度西予市病院事業会計予算 

議案第34号 令和４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算 

議案第59号 西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第60号 西予市病院事業職員の諸手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 

以上９議案について、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第24号「令和４年度西予市一般会計予算」における環境衛生課所管分では、可燃ごみ処理委

託事業の焼却単価の変更について質疑があり、焼却単価は３年に一度見直しを行っており、令和元年

度から令和３年度の期間の焼却単価は１トン当たり2万5600円であった。令和４年度は見直しの年で

あり、過年度の実績等を基に試算され、令和４年度から令和６年度の３カ年の焼却単価は2万8000円

に増額となる。変更された焼却単価については、固定された単価となり今後３年間は変更されない。

ただし、過不足については、次年度に請求され支払うこととなるとの答弁であった。 

健康づくり推進課所管の母子保健事業では、特定不妊治療費助成金について、令和４年度から不

妊治療が保険適用になるため、令和４年３月までに治療を受けた方、年度をまたいで治療を行った方

への助成金を計上したとの説明があった。 

特定不妊治療助成事業開始から現在までの実績について質疑があり、助成を開始した平成28年か

ら現在までの利用は81組で、申請延べ件数は149件になるとの答弁であった。 

委員からは、不妊治療が保険適用になったことを知らない方もいると思うのでさらなる周知徹底

を図るよう意見があった。 

子育て支援課所管の保育所等処遇改善臨時特例給付金事業では、９月以降の財源について質疑が

あり、令和４年４月から９月分までは全額国庫補助となるが、10月以降は教育・保育給付費として支

出することになるため、保育士・幼稚園教諭については、国２分の１、県４分の１、市４分の１の負

担、放課後児童支援員については、委託料として国・県・市がそれぞれ３分の１負担することになる

との答弁であった。 

また、関連として、保育士の正規職員採用について質疑があり、令和４年度に正規職員を若干名

採用する試験を実施し、令和５年４月１日からの勤務となるよう計画をしているとの答弁であった。 

福祉課所管の避難行動要支援者管理運営事業では、避難行動要支援者名簿の作成状況について質

疑があり、要支援者名簿の整理は毎年度行っており、今年度も75歳以上で独居になられた方など新た
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に対象となる方451人、今までに送付して回答いただけていない方893人、計1,344人に対し令和３年

12月に同意書を送付した。今後、返送された同意書を確認し、要支援者名簿を整理していく予定であ

るとの答弁であった。 

長寿介護課所管の高齢者路線バス利用補助事業では、補助対象区間が市内に限定されているが、

明浜・三瓶地区の高齢者はバスを利用して市外の医療機関に通院している方も多く、市外まで補助対

象区間を拡大するなど実情に合った見直しが必要ではないかとの質疑があり、現在、令和４年度から

の公共交通計画策定を踏まえ、県内におけるバス助成制度を調査研究しているため、それとあわせて

今後検討していきたいとの答弁であった。 

養護老人ホーム三楽園建設事業では、今後のスケジュールについて質疑があり、令和４年度予算

は解体・建築工事設計費用等を計上している。令和５年度に旧二木生小学校の解体、令和６年度に三

楽園建築工事を行い、令和７年４月から新しい施設で運営を開始する予定で進めているとの答弁であ

った。 

医療対策室所管の医療機関新規開業促進事業では、現在の状況について質疑があり、令和２年度

は問い合わせも数件あったが、令和３年度は新規開業につながる情報は得られていないとの答弁であ

った。 

議案第27号「令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計予算」では、被保険者数と保険料率改定

について質疑があり、現在の被保険者数は9,090人で、来年度は248人増の9,338人を見込んでいる。

保険料の改定は２年に一度行っており、令和４年度は改定の年となるため、保険料の年間限度額64万

円を66万円に、均等割額4万7720円を4万9140円に、所得割率9.02％を9.09％にそれぞれ改定する。今

後も被保険者の増加に伴う医療給付費の増加が予想されるため、保険料が下がることは考えにくいと

の答弁であった。 

議案第28号「令和４年度西予市介護保険特別会計予算」では、要支援者及び要介護者の人数につ

いて質疑があり、令和３年３月末現在、１号、２号の被保険者を合わせた要支援１から要介護５まで

の人数は3,372人となっており、平成30年度は3,324人、令和元年度は3,326人と少しずつ認定者が増

加している状況であるとの答弁であった。 

議案第33号「令和４年度西予市病院事業会計予算」では、昨年、徳島県つるぎ町立半田病院がサ

イバー攻撃を受け、ランサムウェア（身代金要求型ウイルス）に感染し、電子カルテシステムが使用

できなくなった事案が発生したが、西予市立病院でも同じようなことが起こる可能性はあるのかとの

質疑があり、電子カルテデータについては、データを３つ保存、異なる２種類の媒体に保存、遠隔地

の保存という３・２・１ルールに照らして対応を進めている。厚生労働省が策定している医療情報シ

ステムの安全管理に関するガイドラインに沿って運用を検討しているが、半田病院の事案を受け、ガ

イドラインの改定が予定されており、改定に合わせ新しい対応を講じていきたいとの答弁であった。 

また、病床数変更に伴う両市立病院の収益について質疑があり、西予市民病院では、整形外科の

手術件数が増えており、一般病床数を増やすことで入退院の件数が増え、診療報酬の増収が見込まれ

る。野村病院では、病床数の減少に伴い減収の見込みであるが、地域包括ケアが先進的に進んでお

り、今後、市立病院のモデルとして機能強化対策を行い、増収を図っていく計画であるとの答弁であ

った。 

議案第34号「令和４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予算」では、介護士不足について

質疑があり、介護職の求人については、ハローワークに求人を出すとともに、高校生対象の合同就職
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説明会で、若手の介護職員が直接つくし苑のＰＲ活動等をすることにより動機付けを行うなど様々な

対策を講じている。また、新型コロナウイルス感染症対策で入国が遅れていたモンゴル技能実習生

は、令和４年３月１日から入国規制が緩和され、令和４年５月末に２名着任予定となっており、力強

い戦力になると期待しているとの答弁であった。 

議案第59号「西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について」では、医師を野村病院の兼任から専任にすることのメリットについて質疑

があり、常勤医師を配置することで、利用者の体調管理を毎日行い、利用者の要介護度に応じて適切

なリハビリの指導ができ、在宅復帰の可能性が高くなることが考えられる。また、つくし苑と隣接し

ている野村病院との調整がよりスムーズとなり、利用者の症状に応じた療養ができることとなるとの

答弁であった。 

 

以上、委員会審査報告とする。 

 

 令和４年３月17日 

  

                      厚生常任委員会         

                      委員長  中村 敬治     
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産業建設常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第７号 西予市あけはまオートキャンプ場条例の一部を改正する条例制定について 

議案第８号 西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定について 

議案第11号 市道路線の廃止について 

議案第12号 市道路線の認定について 

議案第13号 西予市営土地改良事業の施行について 

議案第24号 令和４年度西予市一般会計予算 

議案第29号 令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 

議案第30号 令和４年度西予市水道事業会計予算 

議案第31号 令和４年度西予市簡易水道事業会計予算 

議案第32号 令和４年度西予市公共下水道事業会計予算 

以上10議案について、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】  

議案第８号「西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定について」では、コンクリート

住宅の耐用年数について質疑があり、今回解体する高山久保田住宅は補強コンクリートブロック造、

いわゆる簡易耐火構造であり、公営住宅法の耐用年数は45年である。令和３年３月以降は全戸空家に

なっており、募集を行ったが入居が見込めず、建築後47年を経過していることから、今回用途廃止・

解体との判断に至ったとの答弁であった。 

また、耐用年数を経過している単独市営住宅の件数について質疑があり、簡易耐火も含め耐用年

数を超えたものは全部で252棟あり、管理している856戸のうち128棟、277戸分が耐用年数を超えてい

るとの答弁であった。 

議案第13号「西予市営土地改良事業の施行について」では、新たに整備される水路の詳細につい

て質疑があり、既存の水路では水が溢れる可能性があるため、県から新たに排水路を整備するよう要

望があり、市で施工するものであるとの答弁であった。 

議案第24号「令和４年度西予市一般会計予算」農業水産課所管分では、清沢地区と杢所地区で行

われる田んぼダムの実証試験の期間と令和５年度以降の計画について質疑があり、試験期間は令和４

年度の農作業の期間内で計画しており、令和５年度においては中川地区で広げていく予定としている

との答弁であった。 

農業後継者育成事業のうち、明浜支所所管の農業体験事業の詳細について質疑があり、事業の周

知は市のホームページや広報などで行うよう考えており、柑橘生産者、農事法人及び一般社団法人西

予市移住定住交流センターに相談があれば明浜支所産業建設課へ情報提供していただき、受け入れ農

家に紹介するよう考えている。農業体験コースは、異なる四季の経験を３回受けることができる５日

間コースと10日間コースを予定しているとの答弁であった。 

漁村再生交付金事業では、明浜漁港に整備される防波堤の詳細について質疑があり、高山漁港の

宮野浦地区において、１メーターの波高を0.4メーターの静穏度に収めるため、50メーター延伸する

計画であるとの答弁であった。 
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ため池等農地災害危機管理対策事業では、危険ため池及び要廃止ため池の件数と年間処理件数に

ついて質疑があり、要改修ため池が49池、要廃止ため池のうち防災重点ため池が11池、その他が16池

となっており、防災重点ため池は令和13年までに調査・改修するよう県と計画を進めている。まず、

宇和町石城地区の地中池の調査を令和４年度に開始し、令和５年から改修を行うこととし、その他の

48池は、県の予算措置や市の調査委託費、地元分担金について協議の最中であり、令和20年までに年

間４、５池を改修・廃止する計画で進めているとの答弁であった。 

経済振興課所管分では、商店街空洞化対策事業の近況について質疑があり、株式会社伊予銀行及

び四国電力株式会社と共同で、卯之町の町並みにあるよんでん和み館を活用した取り組みができない

か協議を行っているとの答弁であった。 

ＧｏＴｏせいよジオツアーキャンペーンの今後の予定について質疑があり、４月にジオミュージ

アムがオープンするため、それに合わせて実施したいと考えているが、現在市内の施設では市外の方

の利用を制限していることもあり、新型コロナウイルス感染症の状況を見極めて判断したいとの答弁

であった。 

みらい発展就業奨励金事業では、申請状況について質疑があり、令和３年度は全体で26名。内訳

として、高校卒業者は11名。そのうち宇和高校卒業者が１名、野村高校卒業者が３名。そして、専門

学校卒業者が３名、短期大学卒業者が５名、大学卒業者が７名であるとの答弁であった。 

林業課所管分では、自伐林家に対する支援について質疑があり、昨年度まで実施していた間伐材

出荷促進対策事業に代わり、木材価格安定対策事業として、木材価格の下支えをして安定した経営を

支援する。森林経営管理制度事業において、未整備林や再造林の整備など、国庫補助にかからない部

分をフォローすることとしており、自伐林家も対象となるとの答弁であった。 

委員からは、移住定住を促進する中で、第一次産業に携わりたい方もたくさんおられることがわ

かっており、自伐林家の支援についても、環境譲与税の活用等、準備をしていただきたいとの意見が

あった。 

バイオマスペレット生産利活用促進事業の販路拡大について質疑があり、毎年ペレットストーブ

が数台ずつ増えてはいるが、公共施設での利用は限られているため、個人の購入のみということでペ

レットの使用量が大きく増えるということはないとの答弁であった。 

建設課所管分では、道路橋梁施設維持事業における予算の計画と突発的な対応が必要になった場

合の調整方法について質疑があり、毎年、各区長から出される要望に沿って予算を立てているが、本

庁建設課並びに各支所産業建設課が現地に出向き確認した上で実行しているため、早く要望を出して

もらっていても、緊急性を見て後に回すものもある。重要かつ緊急性のある修繕等については、補正

予算で対応することになるとの答弁であった。 

公営住宅の建替え計画について質疑があり、一の瀬団地建替えを５カ年計画で整備し、現在の

81戸が78戸になる。令和４年度には、高山団地の２棟10戸、下松葉団地１棟分18戸、高山川原団地、

頭王団地の外壁長寿命化改修工事、旧宇和授産場の解体、その跡地に木造２階の新築住宅１棟６戸を

建設、高山久保田住宅は管理条例から削除後に解体する計画である。令和５年度には、明浜町の狩浜

団地、俵津大浦団地の外壁長寿命化改修工事、下松葉団地は３棟目の外壁長寿命化改修工事を予定し

ているとの答弁であった。 

野村地区都市再生整備計画事業及び小規模住宅地区等改良事業の完成後の維持管理について質疑

があり、のむら復興まちづくりデザインワークショップを開催し、各施設の利用者による維持管理が
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できないか検討を行っているとの答弁に対し、住民のためになる事業を期待しているので、意見の集

約がきちんと行われるようお願いすると意見があった。 

議案第29号「令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計予算」及び議案第32号「令和４年度西

予市公共下水道事業会計予算」では、農業集落排水と公共下水道の接続計画について質疑があり、宇

和地区では農業集落排水が公共下水道に隣接しているところがあるため、古いものから順に公共下水

道に統合するよう考えている。一番古い農業集落排水が永長、その次が神野久、そのあと田之筋、中

川と続いており、永長と神野久は20年以上経過しているため、この地区を先行して統合することを目

標としているとの答弁であった。 

議案第30号「令和４年度西予市水道事業会計予算」では、水道料金改定のタイムスケジュールに

ついて質疑があり、令和６年度の改定を希望しているが、資料作成や委員の選考、協議等もあるた

め、時間を要すると予想しているとの答弁であった。 

 

以上、産業建設常任委員会審査報告とする。 

 

令和４年３月17日 

 

産業建設常任委員会       

委員長   小玉 忠重     

 

 


